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序 文
農業の近代化をめざす県営農業基盤整備事業は、 県下各地で実施されていますが、 施工

面積が広範囲におよぶため、 その区域内に文化財が含まれることが多くなってきています。

熊本県教育委員会としましては、 その文化財の取扱いについて、 事前に地元や農政部局と

協議し、 保存できるものについては極力保存に努めていますが、 やむを得ず破壊される場

合には発掘調査を実施し、 記録保存の措置をとっております。

ここに報告する球磨郡須恵村堂園遺跡・中尾遺跡・別府遺跡は、 平成2年度・平成3年

度の県営緊急畑地帯総合土地改良事業(須恵・深田地区)に伴って発掘調査を実施したも

のであります。

調査の結果、 これらの遺跡から、 先土器時代から歴史時代までの多種多様な遺構や遺物

が出土しました。 特に、 歴史時代関係の資料は、 注目される内容です。 こうした調査成果

を報告するにあたり、 この成果が学術的研究のみならず、 広く県民の皆様に活用され、 文

化財愛護などに役立てられることを願ってやみません。

最後に、 埋蔵文化財の発掘調査に、 御協力いただいた県農政部、 県球磨事務所川辺川土

地改良推進室、 須恵村役場、 須恵村教育委員会および地元の方々に対し、 心から感謝の意

を表します。

平成9年3月31日

熊本県教育長 松 尾 隆 樹



例
l 本書 は ， 県営緊急畑地帯総合土地改良事業 に 伴

っ て 実施 した埋蔵 文化財発掘調査の調 査報告書で

あ る 。

2 発掘調 査 は ， 熊本県球磨郡須恵村に所在す る 堂

園遺跡 と 中 尾遺跡 と 別府遺跡が対象 と な り ， 県農

政部の依頼 を受 け て ， 熊本県教育委員会が実施 した。

3 遺物の整理 は ， 熊本県文化財収蔵庫でお こ な っ

た。 な お ， 遺物の保管 も 文化財収蔵庫 で あ る 。

4 遺跡の発掘調 査 は ， 堂園遺跡が平成2年度 ， 中

尾遺跡 と 別府遺跡が平成3 年度 に 実施 し ， 整理 は ，

平成8 年度 に お こ な った。

5 本書 は ， 2部構成 を と り ， 第 I 部 を 堂園遺跡 ，

第 E 部 を 中尾遺跡 と 別府遺跡 と した。 また ， それ

ぞれの部で は ， 調 査 ・ 遺跡 ・ 成果 ・ 総括 ご と に章

を かえ ， ま た ， 古い時代 から順 に節 を かえて記載

し て い る 。

6 本書の地形図は ， 県農政部から提供 を 受 けた も

の を も と に し て ， 作成 した。

7 現地調査での実測お よ び写真撮影 は ， 堂園遺跡

を野口龍彦 ・ 山城敏昭 ・ 長谷部善ーが ， 中尾 ・ 別

凡
l 現地での実測図 は ， 以下の縮尺で作成 した。

竪穴式住居跡 20分のL土坑類 10分の l

溝 20分のL柵状柱列 20分の l

道路 20分の l

また ， 本書収録の際に は以下の縮尺 と な った。

竪穴式住居跡 6 0分の1 ， 土坑類 3 0分の l

溝 80分のL柵状柱列 200分の l

道路 80分の l

遺構の方位 は ， 磁北で あ る 。

i i 

c:::コ

府遺跡 を 木村元浩 ・ 中川 裕二 が お こ な った。 遺構

の製図は ， 富永圭子 ・ 丹生英里 ・ 森愛華で お こ な

った。 遺物の実測で は ， 石器 を 木崎康弘 ・ 木村 ・

冨永 ・ 森が ， 土器 を 古城史雄 ・ 富永 ・ 森が お こ な

い ， また石器 ・ 土器の一部 を (有) 埋蔵 文化財サ

ポ ー ト シ ス テ ム に依頼 した。 製図 は石器 を冨永 ・

森 ・ 岩谷史記 ， 土器 を富永 ・ 森がお こ な った。 遺

物の写真 は ， 今村龍太郎が撮影 した。 また ， 本扉

の イ ラ ス ト は ， 文化課嘱託の知名石揚子 に よ る 。

堂園遺跡出土の陶磁器 に つ い て は ， 滋賀 県野洲

町教育委員 会の森隆氏 に生産地等 に つ い て の御教

示 を いた だ いた。 また ， 別府遺跡の墨書土器の赤

外線写真の撮影 に 際 し て は ， 太宰府市教育委員会

の御協力 を いた だ いた。

8 本書の執筆 は ， 第 I 部 を 木崎が、 第 E 部第 I 章 ，

第皿章第 l 節 ， 第 百章第 l 節 を 木村が ， そ の他 を

古城 が お こ な った。

9 本書の編集 は ， 熊本県教育委員会で第 I 部 を 木

崎が、 第 E 部 を 古城が お こ な った。

例
3 出土遺物の番号 は ， 各掃図 ご と に l 番から付 し

た。 な お ， 縮尺は ， 以下の と お り で あ る 。

4 土器 3 分の l 石器 石鎌 原寸

模形石器 ・ 剥片 ・ 石核な ど 3 分の2

磨石 ・ 敵石 ・ 石皿 ・ 台石 2分の l

5 出土遺物の解説は本文 中 に 記 した。 た だ し ， 計

測値 は ， 第 I 部では石器 に つ い て ， 第 E 部では石

器 と 土器類 に つ い て ， 計測表 に 収めた。 な お ， そ

の計測位置は ， 下 に 図示す る 。
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第I章

第 1 節 調査に至る経緯

1 . 調査の契機

農業の近代化 は ， 今 日 的課題 と し て ， 広 く 認知さ

れて い る 国の施策の重要 な柱で あ る 。 そのため に ，

農業 に係わ る 行政は ， 起耕から収穫等 ま での効率的

な作業行程に利す るための農業環境の整備 を進め て

い る と も い え る 。 こ う した農業環境の整備 を 目 的 と

した事業の一つ に ， 農地の区画整理 と し ての農業基

盤整備事業 が あ る 。

農業基盤整備事業の 中 で ， 面工事 を 伴 う もの に は ，

大 き く ， 水田 を 対象 に した圃場整備事業 と ， 畑地 を

対象 に した畑地帯総合土地改良事業 と が あ る 。 こ れ

らの事業は ， 農地が対象 と な る だ け あって対象面積

が広大で、 ， 仮にそれが周知の埋蔵 文化財包蔵 地 を含

む土地 にお い て 実施され る 場合に は ， 必然的に調査

面積 も広大 と な る 。 こ う した状況の 中 ， 今 日 の埋蔵

文化財保護行政で は ， 調 査面積 と 事業工程 とのす り

合わせの 中 で ， 掘削 ・ 盛土 と 呼ばれ る 現実的 な 対応

が実施されて い る の で あ る 。

今回 ， 報告す る 熊本県球磨郡須恵村 に所在す る 堂

園遺跡 は ， こ の農業基盤整備事業の 中 で ， 上記 した

面工事 に伴 う も ので あ る 。 しか もその 中 で ， 畑地 を

対象 に した緊急畑地帯総合土地改良事業で あ る 。 地

区名 を「須恵深団地区」 と 呼ぶ。 熊本県農政部が須

恵村・深田村からの要請 を受 け て ， 平成 2年度 に着

工 した事業で あ る 。

この事業の対象地域 は ， r農道網は地区内の主要

道路 で あ る 村道 はいずれ も 幅員 が狭 く 特に集落内は

拡幅不可能 な状況 に あ る 。 又 ， 農道 も 有効l幅員2.0

-2.5 m と 狭 く 区画の形状 も 不規則 で狭 く ， 機械利

用形態 に支障 を き た し てい る 。 水田の用水は湧水に

依存 し て い る 現状で恒常的 な用水不足 を き た し てい

る 。 こ のため 国営総合かんばい事業 に よ る用水補給

に よ る 農業用水の安定 的確保 と 供給 が望 ま れ てい

る」現状 に あ る 。 ま た ， 営農状況で は「飼 料作 (青

刈 と う もろ こ し ， イタリア ン) を中心 と し て一部な

第I章 調査の概要
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す ， 栗 を含 ん だ経営で あ る が ， 狭小で不規則 な 区画

形状 と 合せて 水利 に 恵 まれ ない適期作付 など計画的

な輪作態形の阻害要因 と なっ てい る 」 と い う 問題点

も 指摘され る 。 こ う し た現状 を受 け て ， こ の事業 は ，

「農産物輸入 自 由化 に耐 え う る畑地帯の整備 を 目 的

と し て ， 区画整理 と 農道網の整備 を 行い ， 農産物輸

送の合理化 ， 農業機械の大型化 ， 農地の汎用化 を 図

り 農業の近代化 を進 め な がら ， 農業経営の合理化 と

安定 を 図 る 」 こ と を 目 的 に し て 始められた。 その工

事計画は ， 農道計画 ， 区画整理計画 ， 用水計画 ， 排

水計画 で あ る 。

2 . 事業照会 と予備調査の経過

熊本県文化課 は毎年国 及び 県 ， それ に 係わ る法人

などの開発部局 に 対 し て次年度の事業照会 をお こ な

っ てい る 。 そ う し た照会 を も と に し て 予備調査 をお

こ な い極力その保存 を 求め な がら ， 設計の関係でそ

の開発が埋蔵 文化財に影響 を 及ぼす恐れ が あ る 場合

に は ， その対象 と な る 部分 に つい て 本調 査 を 実施 し

てい る 。

昭和63年度県農政部から 多 く の事業計画が提出さ

れた。 こ の 中の一つ に 平成 2年度着工予定の県営緊

急畑地帯総合土地改良 事業 (須恵深田地区) が あっ

た。 その後 ， 文化課で は ， 遺跡台帳の照合 と 現地踏

査 (文化財保護主事 ， 坂田和弘担当 ) を 実施 し て ，

当地 に埋蔵 文化財包蔵 地 が存在す る 可能性 が高い と

判断 した。 そ し て ， その結果 を 農政部周へ通知 し ，

併せて ， 早急 な 試掘調 査の実施 を 求めた。

こ う した通知 を受 け て ， 県農政部 は ， 試掘調 査 を

県文化課 に依頼 した。 こ の依頼 を受 け て ， 県文化課

は平成元年度 に 試掘調査 (参事 ， 高木正文・文化財

保護主事 ， 園村辰実担当) を 実施 し ， その結果 ， 当

地に埋蔵 文化財包蔵 地の存在 が認められ る こ と ， 縄

文時代 と 歴史時代の二つの時期 がみられ る こ と を ，

その範囲や深度 を明示 し た「試掘調 査結果報告書」

に取 り ま と め て 農政部局へ通知 した。 ま た ， 併せて ，

今後の措置 と し て ， 工事施工上 ， 埋蔵 文化財包蔵 地
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第1図 周辺地形図
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第 l節 調査に至る 経緯

内で掘削の対象 と な る 地域 に つ い て は ， 発掘調査が

必要で あ る 旨 を 農政部局へ通知 し ， その 中 で調査の

ス ム ー ス e な進行や調査が工事施工上での障害 と なら

な いため に ， 遺跡の現地保存 を 目 的 と した設計変更

等の協議 を 求めた。

3 . 発掘調査の進捗

事業照会 ， 台帳照合 ， そ・ し
て試掘調査。 こ う した

流れ を とお し て確認 した遺跡の範囲 と ， 設計変更等

を経て 最終的 に確定 した調査範囲 は ， 第 1 図 に示 し

た とお り で あ る 。

本調査は ， 平成 2 年1 0月から平成3 年 2 月 ま で実

施され て い る o 1 0月 は調査準備 が 中 心の月で あ り ，

11 月以降が本格調査で ， そ し て . 1 月下旬から 2 月

上旬 にか け て調査整理 と い う 進捗で あった。 なお ，

その具体的な 発掘調査の経過 に つ い て は ， 第 2 節 に

譲 る こ と に す る 。

4 . 発掘調査の組織

〔現地踏査 ・ 試掘調査 ， 昭和63 年度 ・ 平成元年度〕

調査責任者 江崎 正 (文化課長)

隈 昭志 (課長補 佐)

調査総括 松本健郎 (調査第 一係長)

調査担当 高木正文 (試掘調査担当 ， 参事)

園村辰実(試掘調査担当，文化財保護主事)

坂田和弘(現地踏査担当，文化財保護主事)

調査事務局 林田敏嗣 (課長補 佐)

松崎厚生 (主幹 ・ 経理係長)

上村裕司 ・ 泉野順子 (主事)

〔本調査平成 2 年度〕

調査責任者 江崎 正 (文化課長)

隈 昭志 (教育審議員 ・ 課長補 佐)

調査総指 松本健郎 (調査第 一係長)

調査担当 野口龍彦 (文化財保護主事)

山城敏昭 (文化財保護主事)

調査事務局 中川義孝 (課長補 佐)

上村忠道 (経理係長)

上村裕司 ・ 泉野順子 (主事)

調査協力者

高田素次 (上村在住 ， 熊本県文化財保護指導委員 ) . 

渋谷敦 (錦町在住 ， 錦町教育委員 長上富田紘一 (熊

本市立博物館) .鶴嶋俊彦 (人吉市教育委員会) .菖蒲

和弘 (山江村教育委員会) .和田好史 (人吉市教育委

員会) . 熊本県農政部 ， 熊本県球磨事務所耕地課 ， 熊

本県須恵村経済課 ， 岡県須恵村教育委員 会

調査作業員

五嶋マツ ミ ， 荒木忠代 ， 松坂 アサ カ ， 川 辺ナ ラ ヨ ，

中村ユキヨ ， 釜田 ミ ヤ 子 ， 恒松リツ ， 宮田 ミ ツ子 ，

平田 シマエ ， 宮田マ ス ノ ， 林田 ミ エ ， 恒松 シヅエ ，

松山ヒサ子 ， 松村ユキエ ， 北川十七子 ， 谷村 ミ チ子 ，

久保田米子 ， 中村純一

〔整理 ・ 報告書作成平成8 年度〕

調査責任者 桑山裕好 (文化課長)

丸山秀人 (教育審議員 ・ 課長補 佐)

調査総括 島津義昭 (主幹 ・ 調査第 一係長)

調査担当 木崎康弘 (文化財保護主事)

富永圭子 (文化課整理嘱託)

森 愛華 (文化課臨時)

調査事務局 淵上重喜 (教育審議員 ・ 課長補 佐)

江尻靖子 (総務係長)

高宮優美 (参事)

岸本誠司 (主事)

調査協力者 三島 格 (肥後考古学会長)

整理作業員

森 隆 (滋賀 県野洲町教育委員会)

山本信夫 ・ 狭川 真一 ・ 中 島恒次郎

(太宰府市教育委員 会)

荒牧陽子 ， 米倉五月 ， 山切律子 ， 山下千栄子 ，

今福英子 ， 大塚 ト シ 子
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第 2 節 調査の方法と経過

1 . 調査の方法

本調査 は，平成 2年1 0月から平成3年 2 月 ま で実

施された。 そ こ で，第 2 節で は，調査の具体的な方

法 と ， その開始から終了 ま での行程を 発掘調査 日誌

に則 し て紹介 し て い く こ と に し よ う 。

調査は，調査区の立木等の伐採 と 焼却， そ し て重

機に よ る 表土の取 り 除 き から始めた。 その後， その

箇所の清掃 をお こ な い，引 き 続い て実測図作成に給

す るための基準作 り と し て ト ラ ン シッ ト を使用 し

て グリッ ド 設定 をお こ なった。 設定 した グリッ ドの

一辺の長さ は，1 0m で あ る 。 グリッ ド 設 定 は，地

形に則 し て，任意 にお こ なった。 また， その際の基

準の点 も 任意 に置かれて い る 。 なお，調 査区の位置

を 地形図上で押さ え るための基準 と し て は，県道33

号線沿の電柱 を グリッ ド H-4，H-5，I -4，I - 5 の

交点杭から ト ラ ン シッ ト を 使用 し て見通す と い う 方

法 が採られて い る 。

遺構 に は，集石，竪穴式住居跡，土坑，土墳墓，

柵状柱列，穴，道路跡 と い う 種類が あった。 そ れぞ

れの遺構 ご と にお こ なわれた調 査方法 を示す。

集石は，包含層の掘削に併行 し ての離の露 出後，

その状況 を 写真，平面図，断面図 に記録す る 。 実測

図の縮尺率 は，1 0分の l で あ る 。

竪穴式住居 跡 は，平面形 を確認 した後，土層堆積

の状況 を確認す るためのセ ク ショ ン・ベ ル ト を残 し

て掘 り 始め る 。 次 に 土層観察 と 士層断面図の作成，

そ し て写真撮影 を し て，セ ク ショ ン・ベ ル ト を除去

し て，平面図 と 断面図 を 完成させ る 。 実測図の縮尺

率 は，2 0分の l で あ る 。

土坑は，平面形 を 確認の後，土層堆積の状況 を確

認す るためのセ ク ショ ン・ベ ル ト を残 し て掘 り 始め

る 。 次 に，土層観察 と 土層断面図の作成， そ し て 写

真撮影 を し， その後 にベル ト を 取 り 除いて，平面図

及び断面図 を完成させ る 。 実測図の縮尺率は，1 0分

の l で あ る 。

土嬢墓 も 同様の方法で調 査が実施されて い る 。 た

だ し，供献遺物の出土状態の実測図 と 写真撮影 は，

て いね い に なされて い る 。 実測図の縮尺率は，10分

第 I 章 調査の概要

の l で あ る 。

柵状柱列 と 穴は，同時進行で調 査されて い る 。 実

測図の作成は各グリッ ド を 単位 に し てお こ なわれて

い る 。 その縮尺率 は，2 0分の l で あ る 。 通常の穴は，

レベ ル記載，柵状柱列 は，断面図の作成がお こ なわ

れて い る 。

道路跡 は，路線の確認後 にセ ク ショ ン・ベル ト を

残 し て掘削 を 開始 し て い る 。 硬化面の面数 を 面 的 に

確認 し な がらの掘削で あ る 。 実測図 は縮尺率2 0分の

l でお こ なわれ，平面図の他，断面図の作成 もお こ

なわれて い る 。

包含層の調 査で は，各グリッ ド を 単位 と し て，掘

り 下げ がお こ なわれて い る 。 その後，出土位置 と レ

ベ ル を使つての深度計測 をお こ な い な がら， ドッ ト

マップ が完成 し てp く 。 その際の縮尺率 は，2 0分の

l で あ る o

平板 を 使った地形図の作成 もお こ なわれて い る 。

その縮尺率 は，2 00分の l で あ る 。 2 0cm ご と に l 本

づっの等高線 が引かれて い る 。

写真 は，モ ノ ク ロ と カ ラ ー ス ラ イ ドの 2 種類で撮

影された。 写真機の種類は，35 皿の一眼 レ フ で あ る 。

撮影の方 向 は，主軸 に 平行 し て1 景， その主軸 に 直

行させて l 景 を 原則 と した。 なお，空 中写真の撮影

は，実施されて い な い。

2 . 調査の経過

本調査 は，平成 2年1 0月15 日 から平成3年 2 月 5

日 ま で実施されて い る 。 1 0月 は調 査準備 が 中 心の月

で，11月以降が本格調査で， そ し て，1 月下旬から

2 月上旬 にか け て調 査整理 で あ った。 次 に，調査の

経過 を月別 に示 し て い こ う 。

1 0月 は，発掘調 査開始の月 で あった。 調 査担 当者

は，文化財保護主事の山城敏昭 で あ る 。 15 日 が その

開始 日 で須恵村役場の経済課 と 調 査の打合せ そ し て

現場下見，プ レハブ建設がお こ なわれて い る 。 16 日

の作業 は調 査予定地の伐採 と 焼却作業 で あ る 。 ま た

調査員 と し て，文化財保護主事の野口龍彦 が2 2 日 に

合流 し て い る 。 表土除去作業は18日 一23 日 で，パッ

ク フォ ー と ブル ド ー ザ ー を チ ャ ータ ー し ての作業で

あった。 ま た調査区の清掃 は， その表土除去作業 と
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併行 し て 実施されてい る 。 なお遺構確認作業 は， 調

査区清掃作業 と 一緒 に実施され， 29 日 に終了 し てい

る 。 23 日 は， グリッ ド杭の設置 を調査区の半分 (残

り の部分 について は3 0 日 と31 日 に実施) そ し て 現場

への調 査器材の搬入 がお こ なわれてい る 。 なお， 本

格的な調査開始は， 31 日 からで あ る 。

11 月 に 入 り ， 調 査 は本格的 な 始動 と なった よ う で

あ る 。 作業 は， グリッ ドの掘 り 下げが中心で あ る 。

l 日 に は， 道路跡 が検出されてい る 。 5 日 に は， 原

点移動 をお こ な っ てい る 。 ま た， 6 日 に は， 2 00分

の l 地形図の作成 を 平板でお こ なってい る 。 7 日 に

は， 土墳墓の調査が開始され， 供献土器 と し て， 磁

器 ・ 土師器が検出されてい る 。 その調 査終了は， 13 

日 で あ る 。 13 日 は道路跡の調査 日 で あ る 。 また1 4 日

から は土坑の調 査 も 始 ま った。 なお グリッ ドの掘 り

下げ は， 順次お こ なわれてい る 。

来跡者 と し て は， 県文化課の松本健郎 (16 日 ) と

宮坂孝宏 (6 日 )，木崎康弘 (1 5 日 ) がい る 。 また，

熊本 日 日新聞 と 人吉新聞の取材が1 7 日 に あ り ， 熊本

日 日 新聞 が18日 付 け， 人吉新聞 が1 7 日 付 けの誌上 に

土墳墓 についての記事が掲載されてい る 。 なお1 4 日

から1 7 日 ま では学芸員の長谷部普ー が調査員 と し て

調 査 に 合流 し てい る 。

1 2月の調 査 日 誌に は， 霜柱の記載が始 まってい る 。

調 査環境 と し て は， 劣悪で あ る 。 また， 遺跡 が あ る

球磨 ・ 人吉地方の気候的な特徴 と し て挙げられ る霧

の発生の記述 も ， 調 査 日 誌上 に 現れ， 調 査の進行の

障害 と なってい る よ う だ 。

調査では， グリッ ドの掘 り 下げ が継続されてい る 。

また， 土坑の調 査 も 継続的 にお こ なわれてい る 。 竪

穴式住居跡の調 査 は， 4 日 に 始 まってい る 。 この頃

は， 縄文時代後期の遺構で あ る と い う 認識であった

よ う で あ る 。 なお， こ の認識 は， その後， 日誌記述

の上での変更が な く ， 遺構調 査の終了( 1月 7 日 )

ま で続いていた も の と 思われ る 。 なお， 土坑の調査

や グリッ ドの掘 り 下げ も 順次お こ なわれた。

来跡者 と し て は， 熊本県文化課坂田和弘 ( 7 日 )， 

山江村教育委員会の菖蒲和弘氏 (1 2 日 )，熊本市立博

物館の富田紘一氏 と 人吉市教育委員会の和田好史氏

(1 9 日 ) ，人吉市教育委員会鶴嶋俊彦氏( 2 7 日 ) がい る 。

1 2月に見られた劣悪な調査環境 は， 1 月 に も 見ら

れ る 。 年 が明け て， 1 月 は， 7 日 から調 査が再開さ

れてい る 。 グリッ ドの掘削作業 と 併行 し て， 穴の調

査が実施されてい る 。 ま た， 1 号集石の調 査 も ， 7 

日 にお こ なわれてい る 。 8 日 に は， 柵状柱列の調査

がお こ なわれ， さら に は 2 号集石や3 号集石 も 調 査

の対象 と な る 。 1 4 日 に は1 0号 ・11 号土坑が調 査され

25 日 に は11 号 ・1 2 号 ・ 13 号土坑， 29 日 に は1 4号土坑

が調査されてい る 。 ま た遺物の出土地点の記 録 も 逐

次お こ なわれてい る 。

来跡者に は 9 日 に郷土史家の高田素次氏 (上村，

熊本県文化財保護指導 員 ) と 渋谷敦氏 (錦町， 錦町

教育委員 長) がい る 。

なお， 調査は， 3 0 日 に調 査器材 を搬出， 31 日 に現

場や事務所の整理 をお こ ないおおかた終了 し てい る 。

そ し て 2 月1 日 にプ レハ ブ解体， 5 日 にプ レハ ブ跡

地の現状修復 を経て， 調査に係わ る すべての 日 程が

終了 し てい る 。
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第E章

第 1 節 遺跡の環境

1 . 地理的環境

九州島 は ， 地形上で大 き く 四 つ に 区分される 。 そ

れは ， 福岡県・佐賀 県及び 長崎県北半の北部山地 ，

大分県・熊本県北半 と 長崎県南半の中部火山地域 ，

宮崎県・熊本県南半の中部山地 ， そ し て鹿児島県を

中心 と した南 部火山地域の 4 地域で あ る 。 そ し て ，

こ れらの地域 は ， それぞれに地形的特徴 を 異 に し て

い る 。 例 え ば ， 北部山地 は広い平野部 と 険 しい山地

に よって形成されてい る 地域で あ る し ， 中部火山地

域 に は阿蘇山や雲仙岳の よ う に活発 に活動す る火山

群 と 熊本平野 が あ る 。 ま た ， 南 部火山地域 は ， 広い

シ ラ ス 台地 と 多 く の活火山群 を擁す る な ど ， 他の地

域 と は趣 を 異 に し てい る 。 で は ， こ こ で報告す る 堂

園遺跡 が存在す る中部山地 は ， どの よ う な地形的特

徴 を示 し てい るの で あ ろ う か。

中部山地 は ， 九州山地 と 呼ばれ ， 祖母山・国見山

・市房山 な どの1 ， 700m級の山 々 が連 な る 高山地帯

で あ る 。 平野部 は極め て 狭 く ， 西の不知火海沿岸や

東の太平洋岸 ， そ し て山地内 に大 き く 口 を聞 く 人吉

盆地 に あ る のみ で あ る 。 従って中部山地 は ， 標高が

1 ， 700m級からOm ま で と い う 激 しい高低差 が あ り ，

しか も 高山地帯の山聞 をぬ う よ う に大小の川が流れ

て深い谷 を 作 る な ど ， 極 め て起伏 に富ん だ地形 を成

し てい る こ と に な る 。 そ う した山聞 を流れ る川の一

つ に ， 球磨川が あ る 。 こ の球磨川 は ， 狭い九州島か

ら不知火海へ と ， 急激 に 標高 を 下 げて流れ下 る川で

あ る 。 それ故 に ， 日 本三急流 に数 えられ る ほ ど に流

れの速L巾| と 言われ る こ と も あ る 。

球磨川 は ， 市房山塊 を 源 に し て ， 人吉盆地 を 東西

に貫流す る 。 その後 ， 急激に流れ を北にか え ， 中部

山地の谷聞 を蛇行 し な がら不知火海へ と 注 ぎ込んで

い る 。 その聞の支流 は80本 を数 え ， 流域面積は実に

1 ， 880kni に 及 ん でい る 。 その面積 は ， 熊本県総面積

の25% を占め ， ま さ に ， 熊本県最大規模の河川 と 言

え る 。 しか も 、 こ の111 は ， 人吉盆地での地形の広が

第 E 章 遺跡、の概要

遺跡の概要
り の中心 を も な し てい る 。 それは球磨川 を中心 に し

ての沖積地→台地・丘陵地→山地 と い う 展開 で あ る 。

そ こ で ， 沖積地 ， 台地・丘陵地 ， 山地 ご と に概観 し

てみ よ う 。

沖積地 は ， 球磨川 と その支流の流路 にそってみら

れ る 。 特 に ， 今回報告す る 堂園遺跡 が あ る中球磨 と

呼ばれ る 地域では、 球磨川 に沿って広 く 発達 し てい

る 。 台地・丘陵地 は ， その広さから も 人吉盆地の中

心 を な し てい る が ， や は り 中球磨 と い う 盆地中央部

で よ く 発達 し てい る 。 しか し ， 球磨川の北 と 南 と で

は ， その地形的 な 特徴 に違い が認められ ， 生成の遣

い を窺わせ る 。 その違い と は ， 球磨川の南岸 が 白髪

岳 を初 め と す る 九州山地の麓 に形成された複合扇状

地であ る の に 対 し て ， 北岸 は球磨川の支流川辺川 に

よって作られた扇状地 と 共 に ， 阿蘇溶結凝灰岩や入

戸火砕流 を 基盤 と す る丘陵部がその両側 に広 がって

い る ， と い う 点 で あ る 。 換言すれば ， と て も 平坦 な

南岸 に対す る 起伏 に 富 ん だ北岸 と ， その特徴の違い

を 表現す る こ と がで き ょ う 。 実 は ， 今回報告す る 堂

園遺跡 は ， こ の起伏 に富 ん だ 北岸の丘陵上 に 立地 し

てい るので あ る 。

次に ， 山地 に 目 を 移そ う 。 球磨・人吉地方 は ， 人

吉盆地 とその周 り に広 が る山地 を含 む範囲で あ る 。

しか も ， その山地 は ， 盆地の平坦部 と は比較に なら

ないほ ど広 く ， そ こ に は 多 く の種類の岩塊・岩層 が

みられ る 。 石器時代 に あって は ， 道具の中心 が石器

で あ り ， その石材が球磨・人吉地方で産す る も の な

のかそ う で は ないのか は と て も 重要 な 問題で あ る 。

そ こ で ， 山地 にお け る 岩石・岩層の分布 をみてみ る

こ と に したい。

黒曜石は ， 人吉市桑 ノ 木津留 と 球磨村の 白浜での

産出が知られてい る 。 桑 ノ 木津留の も の は ， ほ と ん

ど気泡 を含 ま ず ， 飴色で透明 で あ る ， と て も 良質 な

黒曜石であ る 。 原石は ， 小さい。 白浜例 は ， 気泡の

粒子 を 多 く 含 ん で ， 表面 が ザ ラ ついた黒曜石 で あ る 。

よ く 似た も の に 大口市 日 東産が あ る が ， 肉眼観察 に

基づ けば ， 白浜産のほ う が透明で あ り ， 光沢 を持つ

唱i'i

 



第 l節 遺跡の概要

ょ う で あ る 。 チ ャ ー ト は ， 人吉盆地の北側山地 に岩

脈 が あ る 。 入手 は容易で ， 北側の山地 を流れ る 河川

や川 辺川の扇状地の離層中で も 多 く みつ け る こ と が

で き る 。 ま た ， 安山岩 も 入手 が容易で ， 盆地南西に

広 が る山地の表層 を な し てお り ， 河川 に は 多 く の転

石がみら れ る 。 こ の他 ， 砂岩・千枚岩・花闘岩 も山

地中 にみられる石材で ， 石器時代以来 ， 石器石材等

に利用されてい る 。

こ の よ う に ， 球磨・人吉地方の山地 に は ， 多種多

様な岩石の産出地が あ り ， 石器石材の入手 に は と て

も 便利 な地域 で あ っ た こ と がわか る (第 3 図 ) 。

さら に ， こ う した山地 は ， 新 しい時代 に あ っ て は ，

地域的 な 隔絶性 を 生 ん で、い る 。 例 え ば ， 人吉盆地外

からの商品流入 に は ， 高山 を越 え な け ればなら ない

と い う リ ス ク を 背負 う よ う に、 相 当の付加価値が伴

う 場合 が 多い も の と 予想され る 。 例 え ば ， それは ，

古代・中世や近世 にお け る広域流通品 と し ての陶磁

器類の特徴で も あ ろ う 。 そ う した意昧で も ， 球磨・

人吉地方の歴史 と 山地 との関わ り は と て も 深い も の

で あ る 。

AT降灰以後のナ イ フ 形石器文化 は ， 球磨郡内で

は多 く 確認されてい る 。 しか も 堂園遺跡周辺に もみ

られ ， 須恵村中尾遺跡 ( 1 7) ， 沖松遺跡 (20) ， 深田村

灰塚遺跡 (23) な ど が あ る 。 さら に ， この周辺 を広

く 見渡せば ， 免田町五本松遺跡 ， 黒田周辺の遺跡 ，

錦町夏女遺跡 ， そ し て 人吉市、 山江村、 相良村周辺

の人吉市白鳥平遺跡 ， 岡市天道 ケ 尾遺跡 ， 岡市鼓 ケ

峰遺跡 ， 岡市村山・闇谷遺跡 ， 岡市石清水遺跡 ， 岡

市血気ケ峯遺跡 ， 山江村大丸・藤 ノ 迫遺跡 ， 狸谷遺

跡 ， 相良村出 口遺跡で も 関係 す る 石器文化が検出さ

れてい る 。

細石器文化関係の遺物が出土 し てい る 所で は ， 須

恵村別府遺跡 ( 1 8) が近 く に あ る 。 また ， 発掘調査

でその石器文化の出土層位 な ど を 明らか に で き る 遺

跡 と し て は ， 多 良木町里城遺跡 ( 8 ) で検 出された

里城石器文化 が あ る 。 なお、 こ の石器文化で は、 隆

起線文土器が検出されてお り ， 縄文時代草創期 に属

す る こ と が ， 調査後 に確認されてい る 。

[縄文時代] 堂園遺跡 で は ， 早期 ， 中期 ， 後 期 ，

晩期 に属す る と 考 えられ る 遺物 が 出土 した。 ただ し ，

その中心 は ， 早期の もので ， 中期 ， 後期 ， 晩期の資

2 . 歴史的環境 料は僅少に止 ま っ てい る 。

[先土器時代1球磨・人吉地方の先土器時代遺跡 早期の遺跡で は ， 深田村灰塚遺跡 (23) の資料が

は ， 今 日 ま で に49 箇所が確認されてい る 。 その所属 も っ と も 充実 し てい る 。 特に ， 手向山式土器や塞 ノ

時期 は ， ナ イ フ 形石器文化以前 2 遺跡 (深田村中里 神式土器の資料が充実 し てい る 。 また ， 出土点数は

遺跡) ， ナ イ フ 形石器文化33 遺跡 ， 細石器文化12 遺跡 ， 少 ないが ， 須恵村中尾遺跡 (1 7) ， 別府遺跡 ( 1 8) ， 沖

不明6 遺跡 で あ る 。 た だ し ， 多 く の遺跡 が表面採集 松遺跡 (20) で も 押型文土器や中原式土器 な ど ， 早期

に よ っ て確認されてい る も ので ， その内容 を具体的

に 知 る こ と はで き ない。

ナ イ フ 形石器文化の中で も っ と も 古い石器文化で

は ， 湯前町、潮山遺跡でみつか っ た石器文化 ， 人吉市

血気ケ峯遺跡で検出された石器文化 ， 山江村狸谷遺

跡で見つか っ た狸谷 I 石器文化 (木崎・隈1987) が

有名 で あ る 。 こ の中で、 その状況が明らか にされて

い るの は、 狸谷 I 石器文化で ， ナ イ フ 形石器 ， 掻器 ，

削器 ， 挟入石器 ， 彫器 ， 磨石・敵石等の 多 く の石器

が出土 した。 乙 の石器文化 は ， その出土層位からみ

て 入戸火砕流直下 に 出土位置が あ り ， 姶良Tn火山

灰降灰 (以後 ， AT と す る ) 直前の段階 と す る こ と

が で き る 。

の中で も 古手の土器が出土 し てい る 。 こ の他 ， 須恵

村内では ， 上阿蘇遺跡 (塞 ノ 神式土器) ，諏訪原遺跡

( 2 ， 押型文土器 ， 塞 ノ 神式土器) ，馬場遺跡 (押型

文土器) ， 小春遺跡 ( 3 ， 押型文土器 ， 塞 ノ 神式土器) ， 

浜 ノ 上遺跡 ( 1 3 ， 押型文土器 ， 塞 ノ 神式土器) ， 古城

遺跡 (57 ， 押型文土器) などが検出されてい る 。 さ

らに ， 近隣では ， 免田町五本松遺跡や同町黒田周辺

で ， 押型文土器が 多 量に採集されてい る し ， 発掘資

料 と し て も 錦町益子遺跡 (38) が確認されてい る 。

この よ う に ， 縄文時代早期の遺跡の数や内容 におい

て ， 堂園遺跡周辺 は、 充実 した地域 なので あ る 。

なお、 球磨郡内で注 目され る 遺跡 を 数例挙げれば ，

球磨村大瀬洞穴遺跡 と岡村高沢洞穴遺跡 を ま ず第 一
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に あげ る こ と が で き る 。 それは、 石灰岩地帯 に あ る

鍾乳洞が住居 に利用された遺跡で あ る 。 骨や員殻 な

どの保存 に適 した条件 を 具 えた大瀬洞穴遺跡では、

学術調査が実施され ， 鹿の骨の他 ， アワビ ・ ハマグ

リ などの海の貝殻 が発掘されてい る 。 ま た ， 高沢洞

穴遺跡で も 正式 な調査がお こ な われてい ないが ， 鹿

の骨 と と も にハマグ リ の貝殻がみつかってい る 。 こ

の二つの洞穴から海 と の関係 を示唆す る 貝殻 が出土

した こ と は ， 縄文時代早期の社会 を探 る 上で と て も

重要で あ る o こ の他 ， 狸谷遺跡や大丸 ・ 藤 ノ 迫遺跡 ，

天道 ケ 尾遺跡 ， 人吉市石清水遺跡 は ， 著名 な遺跡で

あ る 。

堂園遺跡 で は ， 前期の資料が検出されてい ない。

こ れ と 呼応す るので あ ろ う か ， 堂園遺跡周辺で も あ

ま り 発見例が ない。 人吉盆地内で は ， 人吉市八峰遺

跡で瑛状耳飾 り が採集されてい る 。 この耳飾 り と し

て は ， 湯前町浄心寺 ( 登 録名称 は城泉寺) 周辺で も

発見されてい る 。 いずれ に つい て も ， 伴出土器は ，

轟式土器が予想され る 。 なお、 こ の轟式土器 を 出土

し てい る 遺跡 と し て は ， 球磨村久保遺跡や人吉市射

場 ノ 本遺跡 が あ る 。 曽畑式土器 は ， 人吉市棚平遺跡

や鼓 ケ 峰遺跡 で採集されてい る 他 ， 水上村岩野で も

検出されてい る 。

中期の遺物 と し て は ， 少 な く は あ る が ， 後半の時

期の遺物 で あ る 阿高式系 土器 が堂園遺跡で検出され

てい る 。 また ， 遺跡周辺で も ，諏訪原遺跡 ( 2 ， 南福寺式

土器) ，馬場遺跡 (南 福寺式土器) ， 小春遺跡 ( 3 ， 南

福寺式土器) ， 別府遺跡 ( 1 8 ， 南 福寺式土器) などで

検出されてい る 。

後期の遺物 と し て は、 初め頃の御手洗 a 式土器や

中頃の太郎迫式土器などが 出土 し てい る 。 また ， 周

辺の遺跡 で も 検出例 が 多い。 例 え ば ， 須恵村沖松遺

跡 ( 20) の調査 で は ， 多 く の資 料 が 検 出されてい る 。

た だ し ， こ れは辛川式土器や天城式土器 とい う 後期

後半が中心の遺跡 で あ る 。 なお ， 人吉市中堂遺跡 も

同様 に ， 辛川式土器 ， 三万田式土器 ， 天城式土器の

時期の集落遺跡で あ る 。 堂園遺跡の近 く では、 沖松

遺跡の他 に ， 出水式土器 が出土 した柿 ノ 木遺跡 ( 1 ) ， 

諏訪原遺跡 ( 2 ) ， 小春遺跡 ( 3 ) ，鐘崎式土器が検出

されてい る馬場遺跡 などが あ る 。 こ の出土土器か ら

第 E 章 遺跡の概要

すれば ， こ れらの遺跡 は ， 後期の中 で も 前半期に位

置付 けられ る 遺跡で あ る 。

なお ， 先 に紹介 した沖松遺跡 で は ， 晩期 に なって

も集落は継続 し ， 埋曹の他 に ， 天城式土器 ， 古閑式

土器 ， 黒川式土器 などが大量に検出されてい る 。 主

な 出土遺物では ， 先 に示 した土器の他 に ， 土偶 に似

た土製品 ， 滑石製の玉類などが あ る 。 ま た ， 周辺の

遺跡 と し て は ， 黒川式土器 が 出 土 し てい る柿 ノ 木遺

跡 ， 諏訪原遺跡 ， 馬場遺跡 ， 小春遺跡 が あ り ， 別府

遺跡では黒川式土器や凸帯文土器 と 共 に ， 孔列土器

が 出土 し てい る 。 人吉盆地内の晩期 で は ， 人吉市中

堂遺跡 ， 岡市 ア ンモ ン山遺跡 が あ る 。 ま た ， 石刀の

出土遺跡 と し て は ， 球磨村近江原遺跡 や 多 良 木町熊

山遺跡 などが著名 で あ る 。

[弥生時代] 堂園遺跡 で は ， 弥生式土器 が 少 量 出

土 し てい る が ， 遺構 は存在 し てい ない。 周辺の遺跡

では ， 松尾遺跡 ， 上阿蘇遺跡 ， 阿蘇遺跡 ， 柿 ノ 木遺

跡 ( 1 ) ，諏訪原遺跡 ( 2 ) ，中島遺跡 ( 1 6) ， 別府遺跡

(1 8) ， 沖松遺跡 (20) ，上手遺跡 (21 ) が あ る 。 こ の

中で ， 柿 ノ 木遺跡で は ， 中期の黒髪式土器 と 後期の

重弧文土器や石庖丁が見つかっ てい る 。 ま た ， 重弧

文土器は ， 沖松遺跡や上手遺跡 で も 検出例 が あ る 。

なお、 別府遺跡 で は ， シ カ をかたどった線刻が あ る

石製品 (石庖丁? ) が検出されてい る 。

こ の他 ， 近 く の遺跡 と し て は、 深田村の新深田周

辺で後期の集落の跡 が見つかってい る し ， 錦町夏女

遺跡 (40) も その時期の集落遺跡 と し て 著名 で あ る 。

また ， 錦町大原天子遺跡 (39) で は ， 球磨 ・ 人吉地方

で も も っ と も 古い弥生式土器で あ る 前期の終わ り 頃

の亀 ノ 甲式土器が検出されてい る し ， 免田町本 目 遺

跡 (45) で も この型式の土器 が発掘されてい る 。 なお ，

本 目 遺跡では ， 過去 ， 多量の重弧文土器が採集され

ていたが ， 発掘調査の結果 ， 後期の終わ り 頃の木棺

墓や墳丘墓などが検出され ， こ れらの土器 が共同墓

地に供献された土器で あ る こ と が確かめ られてい る 。

球磨 ・ 人吉地方 を広 く 見回 す と ， 人吉市荒毛遺跡、

が あ る 。 中期初め頃の城 ノ 越式土器や後期のV字溝

が発掘されてい る と 共 に ， 多 数の重弧文土器 が採集

されてい る 。 人吉市中通遺跡 で は ， 中期の黒髪式土

器の時期の竪穴式住居跡 が見つかっ てい る 。 多良木
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第 1 表 周辺遺跡地名 表番号 遺跡名 所在地 時 代 備 考
1 柿ノ木遺跡 須恵村柿の木 縄・弥
2 諏訪原遺跡 須恵村諏訪原 縄・弥 縄文土器・石器、 弥生土器・石器
3 小春遺跡 須恵村小春 縄
4 馬渡遺跡 須恵村馬渡 縄
5 八日遺跡 須恵村八日 縄
6 毛谷遺跡 須恵村毛谷 縄
7 京塚遺跡 須恵村京塚 縄
8 里城遺跡 多良木町多良木星城 |日・縄
9 青蓮寺遺跡 多良木町黒肥地北山下

10 運華寺・相良頼景遺跡 多良木町黒肥地
11 赤坂古場 多良木町上赤坂 | 古 万・クツワ・馬具
12 青銅製経筒 多良木町中央公民館
13 浜ノ上遺跡 須恵村浜ノ上 縄文土器、 石器
14 浜ノ上横穴群 須恵村浜ノ上
15 屯所遺跡 須恵村屯所
16 中烏遺跡 須恵村中島 弥 弥生土器
17 中尾遺跡 須恵村中尾 !日・縄 石器・土器
18 別府遺跡 須恵村別府 !日・縄・古・奈・平・鎌 石器・縄文時代土器・古墳時代土器
19 堂園遺跡 須恵村堂園 縄・古・奈・平 縄文晩期
20 沖松遺跡 須恵村沖松 |日・縄・弥・古・奈・平 縄文・古墳時代土器
21 上手遺跡 須恵村上手 弥
22 石坂横穴群 須恵村石坂 古 馬具・須恵器
23 灰塚遺跡 深田村 縄・平・鎌

24 永峰横穴群 深田村永崎 古
25 荒茂横穴群 深田村荒茂 古
26 勝福寺跡遺跡 深田村荒茂
27 高山瓦窯跡 深田村高山 瓦窯、 平瓦・軒平瓦
28 前平遺跡 深田村前平 縄 縄文土器 ・ 石器
29 高山城跡 深田村高山 歴
30 赤坂窯跡推定地 深田村赤坂 須恵器、 羽口
31 オンパガサコ遺跡 深田村萩尾 !日・歴 須恵器出土
32 下里遺跡 深田村下里 !日・縄 石錘、 縄文晩期土器
33 下里横穴群 深田村下里 古 球磨川岸壁に関口
34 内山遺跡 深田村内山 石器・石鍛
35 万福寺遺跡 深田村内山 池跡・参道跡をとどめる
36 新深田遺跡 深田村新深田 古 地下式板石積石室墳
37 天子山遺跡 深田村草津山 弥 石包丁l、弥生後期土器
38 木上益手遺跡 錦町木上益手 縄 縄文早期、 塞ノ神式
39 大原天子遺跡 錦町大原・ 天子 縄 縄文晩期土器、平安土師器・須恵器・近世屋敷・有層打製石斧
40 夏女遺跡 錦町高原 弥・古 古墳前期弥生後期、 鏡・銅剣
41 荒田横穴群 錦町木上荒田 古 道路改修で消滅
42 竜口横穴群 錦町木上龍口 古 5基確認

43 岩城横穴群 錦町木上岩城 古・縄
44 四塚古墳群 錦町木上三つ塚 古・弥 円墳4基
45 下乙本目遺跡 免田町本目 弥・古
46 才園古墳 免田町畑中 古 円墳、 金環・万子・クツワ・管玉・切子玉・丸玉

47 黒田墓誌鋼板出土地 免田町平城 奈 銅板1枚
48 宝塚古墳 免田町久保 古
49 上久鹿遺跡 免田町久鹿 土師器
50 前田遺跡 免田町前回 平 瓦(布目)軒平
51 古屋敷遺跡 免田町竹下 湖州鏡・土師器・滑石鍋
52 市房隠遺跡 免田町馬立原 弥 弥生土器
53 鬼の釜古墳 免田町久鹿萩原 古 円墳、 横穴式石室
54 上築地遺跡 免田町築地権現 弥生後期土器、 石鍛・石庖丁

55 廻迫遺跡 免田町神の回 縄文土器、 石鍛
56 廻 り 迫蔵骨器出土地 免田町神の田 須恵器・蔵骨器
57 古城遺跡 須恵村古城 縄
58 福留古墳 岡原村岡本福留 古 古墳、 剣
59 宇土谷蔵骨器出土地 岡原村宮原宇土谷 歴史、 有肩打製石器
60 井上遺跡 上村井上 縄文~弥生土器
61 石坂古墳 上村石坂 古 消滅
62 永山遺跡 上村永山 古 縄文~弥生、 石庖丁

63 伊勢尾蔵骨器出土地 上村上の原 蔵骨器l個
64 上の原窯跡 上村上の原 奈良一平安 須恵窯跡
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町槍掛松遺跡 で は ， 細形銅剣の出土が知られてい る 。

ま た ， 五木村 な どの山地部から も 弥生式土器が出土

し てい る こ と は ， 注 目 に値す る だ ろ う 。

【古墳時代】 堂園遺跡 で は ， こ の古墳時代の竪穴

式住居跡 が1 基検出されてい る 。 近隣の遺跡 を挙げ

てみれば ， 沖松遺跡 (20) で5 世紀代 と 6 世紀代の

集 落跡が検出されてい る 。 横穴 と し て は ， 石坂横穴

群 (22) と浜 ノ 上横穴群 (1 4) が あ る 。 この中で ，

石坂横穴群で は直万 l 本 と 鉄鎖 7 本 ， 馬具 l 式が発

見されてい る 。 ま た浜 ノ 上横穴群から は ， 6 世紀後

半代の須恵器高杯が出土 し て い る 。

さて ， 球磨 ・ 人吉地方の中で大型の古墳は ， 錦町

や免田町な ど中球磨 に集中 し ， その縁辺部 に は小型

の古墳が 目 立ってい る 。 こ れら は堂園遺跡周辺から

眺望で き る 範囲 に あ り ， 比較的近接 した位置関係 に

あ る 。 錦町亀塚古墳群 に は、 前方後 円墳3 基が あ る 。

錦町四塚古墳群 (44) は ， 球磨 ・ 人吉地方の中では

も っ と も規模が大 き な 円墳群 (3 基) で あ る 。 免田

町才園古墳群 (46) で は ， かつ て 2 号墳から ， 直刀

な どの武具や馬具類 ， 鉄鉄 な どの工具類 ， 鍍金 した

が画文帯求心式神獣鏡 ， 玉類 ， 金環 な どの豊富 な副

葬品 が 出土 し ていた。 免田町鬼 ノ 釜古墳 は (53) ，巨

石 を 使った貫 り 抜 き 玄門 に特徴が あ る 古墳であ る 。

以上が球磨 ・ 人吉地方の有力 な 古墳で あ る 。

こ の他 に ， 高塚古墳 と し て は ， 多 良 木町夫婦塚古

墳群 ， 同町赤坂古墳群 (1 1 ) が有力 な遺跡 と し て挙

[奈良 ・ 平安時代] 古代 にお け る 球磨 ・ 人吉地方

の中心地域は ， 依然 と し て盆地中央部 に あった と 考

えられ る 。 堂園遺跡 は ， こ の中央部に位置 し て い る 。

その こ と が窺 え る よ う に 堂園遺跡から移動式寵の

出土が あった。 ま た ， 同時に ， 10世紀代の越州窯系

青磁や緑軸陶器片 ， 土師器 を供献 した墓が検出され

てい る 。

近隣の遺跡 と し て は ， 沖松遺跡 (20) で掘立柱建

物跡 が検出されてい る 。 その年代 は はっ き り し ない

が ， 平安時代の初め頃 と 推定されてい る 。 ま た ， 掘

立柱建物跡が検出されてい る 遺跡 と し て は ， 別府遺

跡 (1 8) が あ る 。 さら に ， 深田村灰塚遺跡 (23) で

は ， 10世紀代の掘立柱建物跡 と輸 入陶磁器や湖州鏡

を供献 した 9 世紀後半の墓 な ど が検出されてい る 。

なお11世紀から12世紀にか け て、 こ の遺跡 は本格的

な様相 を呈す る よ う に な る 。 こ の 乙 と から灰塚遺跡

は ， 古代末から中世前半期にか け ての須恵氏居館跡

と 推定されて も い る 。 ま た ， 須恵村屯所遺跡 ( 1 5) ， 

浜 ノ 上遺跡 ( 1 3) ， 寺池遺跡 ， 山の口遺跡で も 土師器

や須恵器 な ど ， こ の時代の遺物 が採集されてい る 。

また堂園遺跡の周辺 に は 球磨 ・ 人吉地方の政治

的 な中心人物の経済的 な 基盤 を 保証 した生産遺跡や

彼らの墓の遺跡 が見つかってい る 。 例 え ば ， 生産遺

跡 と し て は ， 須恵器や瓦の窯跡の遺跡 が あ る 。 須恵

村上阿蘇周辺 ， 上村上の原遺跡 (64) 深田村高山遺

跡 (27) ， 錦町下 り 山遺跡同町七中口遺跡 な ど で あ る 。

げられ る 。 ま た ， 山の中腹 に作られて い る 古墳群 と また ， 古瓦出土遺跡 と し て 免 田町前田遺跡 (50) や

し て ， 水上村千人塚古墳群 は ， 特徴的 な遺跡で あ る 。 深田村灰塚遺跡 (23) が あ る 。 墓の遺跡 と し て は ，

堂園遺跡の近 く に は ， 特徴的 な 墓が検出されてい

る 遺跡 が あ る 。 それは ， 深田村 に あ る新深田地下式

板石積石室墓群 (36) で ， 同様の墓 は相良村高原で

も 見つかってい る 。 なお ， 相良村の高原台地では ，

球磨 ・ 人吉地方で最古の古墳で あ る 吉野尾古墳群 と

い う 小型の古墳が群集 した遺跡 が あ る 。 地下式板石

積石室墓は、 他 に ， 多 良木町大久保台地や免田町本

目 遺跡 (45) 等で も 検出例が あ る o

球磨 ・ 人吉地方で は ， 装飾の あ る 横穴墓 も あ る 。

も っ と も 近い所で は ， 相良村の小原横穴群 ， 錦町京

ケ峰横穴群 が あ る 。 ま た ， 人吉市大村横穴群は ， 国

指定の史跡で あ る 。

輸入陶磁器が供献された墓が見つかっ てい る灰塚遺

跡 (23) ， 蔵 骨器が出土 した上村宇土谷遺跡 (59) ，伊

勢尾遺跡 (63) ，欄登遺跡 ， 東小原遺跡 ， 西小原遺跡

(石帯の丸輔が 出土) ，廻 り 迫遺跡 (56) ，鋼板製墓誌

が見られ る 黒田遺跡 (47) が存在 し てい る 。 古代の

郡街比定遺跡 と し て は ， 免田町前田遺跡 (50) ， 錦町

尼 ケ 土手遺跡 ， 深田村灰塚遺跡 (23) が あ る 。
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遺跡 は ， 熊本県球磨郡須恵村字堂園 に所在す る 。

標高は ， 172m -168m で あ る 。

第 l 節で述べた よ う に ， 人吉盆地の中央部 に は ，

広い沖積地 と広 い台地・丘陵地 と が広 がって い る 。

球磨川の南岸 は台地で ， 北岸 は台地・丘陵地であ る 。

こ の中で ， 堂園遺跡 は ， 球磨川の北岸 に あ り ， こ の

中で、 も 起伏量が大 き い丘陵地上に立地 し ， しか も 沖

積地 に 近い位置 に あ る 。

調査では縄文時代の早期 ， 中期 ， 後期 ， 晩期 と 古

墳時代 ， 平安時代 ， 鎌倉時代以降の遺構や遺物 が見

つかった。 縄文時代の資料で も っ と も 多 いのが ， 早

期の資料で あ る 。 特 に ， 手向山式土器や塞 ノ 神式土

器 などの中頃か ら 後半にかけ ての土器 が 目 立って い

る 。 中期以降では ， 資料数 が少 な い。 中期では ， 船

元式土器の破片 が出土 し て い る 。 また ， 後半期の阿

高式系の土器が見 ら れ る 。 後期では ， 御手洗 a 式土

器や太郎迫式土器が ， 晩期で は黒川式土器 ， 夜臼式

土器が あ る 。 ただ し、 こ れ ら の土器 は ， ア カ ホ ヤ 火

山灰層の堆積が未発達なため ， ア カ ホ ヤ 火山灰 と の

関係で早期 と 前期以降の時期 を 層的に分離す る こ と

がで き て い な い 。 た だ ， 早期の面か ら集石が確認さ

れた り ， 出土遺物 が 多 い など ， 早期の集落 と し て は

安定 し て いた こ と を窺わせ る 。

古墳時代の関係遺構 と し て は ， 5 世紀代の竪穴式

住居跡 l 基が検出されて い る 。 出土 した土器の量 と

し て は少 な い が ， 近隣の沖松遺跡の例 も 含 め て ， 球

磨川上流域の土師器編 年資料 と な る だ ろ う 。

平安時代の資料 と し て は ， 10世紀代の土墳墓が検

出されて い る 。 こ の墓 に は越州窯系青磁や緑軸陶器

片 ， 土師器が供献されてお り ， その内容か ら 球磨・

人吉地方の政治的指導層 に 近い ク ラ スの人物の墓で

あ る と 判断され る 。 球磨・人吉地方の政治史上では ，

その意味 は大 き い。

中世以降 と し て は ， 時代不明の道路跡や柵状柱列

が検出されて い る 。 詳細 は不明で あ る が ， 字名 が「堂

園j と い う こ と で ， 荘園的 な 地名 で あ り ， こ れ と 係

わ る 遺構群の可能性 も 高い。

第 E 章 遺跡の概要

第 3 節 遺跡の層位と包含層

遺跡で は ， ア カ ホ ヤ火 山灰層 を 介 し て上下 に包含

層が認め ら れた。 その堆積の状況 を示そ う 。

第 I層表土層

遺構の確認面が ア カ ホ ヤ とされて い るので ， 調 査

段階で はすでに除去されて い る 。

第 E 層暗褐色土層

粒子が細か く て ， サ ラ サ ラ と した し ま り の な い土

層 で あ る 。 作成された土層断面図 に よ れば、 中世以

降の穴の埋め土 と 同 じ も の で あ り ， ほぼその時期 に

相 当 す る 土層 で あ る と 判断さ れ る 。

第 E層黄褐色土層

ア カ ホ ヤ 火山灰で あ る 。 場所 に よって は層の状態

に よって二つの亜層 に分 け る こ と が で き る 所 も あ る 。

それ を ， 皿 a 層 と 皿 b 層 と 呼ぼ う 。

皿 a 層 は ， ア カ ホ ヤ 火 山灰が二次的 に 堆積 した層

で あ る 。 球磨・人吉地方で は普遍的 に 認め ら れ る 層

で あ る 。 粒子は細か く てサ ラ サ ラ で し ま り が な い。

堂園遺跡でい え ば ， 縄文時代前期か ら 晩期 にか け て

の包含層 と い う こ と に な る 。

皿 b 層 は ， ア カ ホ ヤ 火 山灰の一次堆積層 で あ る 。

こ れ も 球磨・人吉地方では広 く 認め ら れ る 土層 で あ

る が ， 堂園遺跡では部分的 な 堆積状況に止 ま っ て い

る 。 この層の未発達 な こ と が ， 遺物の層位的 な 出土

を阻害 し て い る 。 粒子が細か く て密で あ る た め に

層 自 体 は非常 に硬 く し ま っ て い る 。 基本 的 に は無遺

物層で あ る 。

第U層暗茶褐色土層

ア カ ホ ヤ 火山灰層の直下 に見 ら れ る 層で あ る 。 こ

の こ とか ら ， 縄文時代早期の遺物の包含層 で あ る こ

と がわか る 。 なお、 こ の層 は ， 場所 を 異 に し てその

性状 を違 え て い る 。

一つの性状の土層 は ， も っ と も 典型的 な 層 で暗茶

褐色 を帯び て い る と い う 。 こ れ を a 層 と し よ う 。

二つ 目 の性状 を と る 土層 は、 や や 白み を増 した層

で ， こ れ を b 層 と し よ う 。

上記 a と b の亜層 は ， 面的 に分布域 を 異 に す る 場

合 も あ る が ， 一部で は a が b に乗 る と い う 上下関係

に置かれる こ と も あ る 。
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第E章 調 査 とそ の 成果

第 1 節 縄文 時 代 早期 の 遺 構 と 土 器

第 2 節 縄文時代 中期 ・ 後期 ・ 晩期の 遺構 と 土器

第 3 節 縄文 時 代 の石 器 とその分布

第 4 節 古 墳 時 代 の 遺 構 と 遺 物

第 5 節 平 安 時 代 の 遺 構 と 遺 物

第 6 節 鎌 倉 時 代 以 降 の 遺 構



第 E 章 調査 と そ の 成果

第皿章 調査とその成果

第 1 節 縄文時代早期の遺構 と 土器

1 . は じ め に

縄文時代早期 に属す る 遺構や遺物 は ， 鬼界 カ ルデ

ラ を給源 と す る ア カ ホ ヤ 火山灰層の下の層から検出

された。 層序 と し て は ， 表土層 を 一枚 目 の第 I 層 と

し て ， 四枚 目 の層で あ る 第 町層 に あた る 。 層名 は ，

暗茶褐色土層 で あ る 。 た だ し ， 調査区は ， ア カ ホ ヤ

火山灰層 で あ る 第 皿 層以上の遺存 が悪い状態 に あっ

たため ， 調査員の所見 に よれば ， 縄文時代早期の遺

物 と 中 期以降の遺物 と の 聞 に明瞭 な層位的上下関係

は認められ なかった よ う で あ る 。 この時期の遺物の

包含状況は ， 芳 し く ない と 判断され る 。

今回の調査で得られた成果 に は ， 遺構 と し て集石

3 基が あ る 。 遺物 と し て は ， 中原式土器・石清水式

土器・塞 ノ 神式土器・撚糸文土器・縄文土器・沈線

文土器・沈線文 と 刺突文 と の併用文土器・ 「隆起文

の土器J . 無文土器 などの早期土器 と それに伴 う 石

器・石製品 などで あ る 。 た だ し ， 石器 について は ，

上記 した包含状況の関係から ， 所属時期 を明確に決

定 で き なかった。 そこで ， 本節では ， 石器の項 を設

けずに ， 遺構 ， そ し て土器 と い う 順序で紹介 をおこ

なっていこ う 。

離は5 2 個で ， 受熱離で あった と p う 。 この形態的

特徴 は ， 土坑等の下部構造 を 伴わ ない とこ ろ に あ る 。

その分布 は ， 二つの長方形 を 呈す る広が り が合体 し

た状況に あ り ， 東西9 0cm弱 ， 南 北6 0cmの範囲 に広が

り が認められた。 離 は ， ほ と んど が破損 し てお り ，

完形の も の は見られなかった。

2 号集石 (第 6 図 )

この集石 は ， 1 号集石 に隣接 し て検 出された。 そ

の位置 関係 は ， 1 号集 石の約2 m西 側 で あ る 。 石

の密集の度合い は ， 1 号集石 に比べて粗で あ る 。 形

態的特徴 は ， 土坑等の下部構造 を 伴わ ない と こ ろ で

あ る 。 分布 は ， 一辺 が1 . 2 m ， 1 . 05 m ， 0.88m の三

角形状 を呈す る範囲 に あ る 。 離 は ， 40個で ， 受熱礁

で あった。 また ， ほ と んど が破損 し てい る 。

3号集石 (第 7 図 )

この集石は ， 1 号集石や 2 号集石から北東方向へ

28m ほど行った と こ ろ で検 出され てい る 。 その分

布状況は ， 密で あ る 。 た だ し ， その分布域 は狭 く ，

東西55 cm ， 南 北48cm で、 あ る 。 その分布の平面形 は ，

東西 に長い楕円形 を 呈 し てい る 。 形態的特徴 は ， 土

坑等の下部構造 を 伴わ ない とこ ろ で あ る 。 構成礁 は ，

29 個で ， 受熱礁で あった。 ま た ， ほ と んど が破損 し

ていた。

②遺物分布 (第 5 図)

2 . 遺構 と そ の位置 遺物分布 は ， 調査区全面 に ま んべ ん な く 見られ る

遺構 と し て は ， 集石3 基が あ る 。 また ， 遺物の分 のでは な く ， その 中央部 を中心 に し て帯状 に広 が る

布 も 基本 的 に は ， 遺構の位置 と 関係 が あ る も の と 思 状況が認められた。 その状況から ， 遺物分布 は ， 特

われ るので ， こ こ で ， その傾向 を 取 り 上げたい と 思 徴的 な偏在の傾向 を 呈 し て い る よ う なので ， その こ

う 。 と を 詳述 し よ う 。

①集石 遺物分布 は ， 前記 した よ う に ， 調 査区の 中央部 に

集石3 基の出土位置 につい て は ， 第 5 図 に示す と 帯状 に広がっていた。 その範囲 は ， 幅 ( ほぽ東西 )

お り で あ る 。 l 基は ， 調査区の東側 ， 残 り の 2 基は 2 0m ， 長さ ( ほぼ南北) 45mで あった。 その広が り

隣接 した状況で ， 調 査区の南側から検出されてい る 。 方は ， 長 方形 を 呈 した状況で あ る 。 た だ し ， その広

いずれの構造 も ， 土坑等の下部構造 を 伴わ ない もの

で ， 調 査時に礁の密集 と し て 認識された。

1 号集石 (第 6 図 )

この集石は ， 調査区の南西隅近 く で検出された。

が り の範囲 に ま んべん な く 遺物 が見られ る わ け で は

ない。 その傾向は ， 中央部の南 側 に 特 に集 中 した状

況で あ る 。 そ し て ， その分布 は ， 北東方 向 に 行 く に

したがって ， 点在 した状況 を 呈 し てp く 。 こ う した
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谷部 を 登 り 切った比較的平坦 な場所 に存在 し てい る

こ と が分か る 。 し か も その 平 坦 部 は ， 幅13 m から

幅 2 m と 幅 を 狭 め な がら北東方 向 へ と 延び てい る 。

その状況は ， こ の平坦部が狭い尾根状地形 を呈 し て

い る ものであ る こ と を示 し てい る 。 つ ま り ， 集石は ，

尾根状地形上 ， しか も その北側の縁 に残された遺構

とい う こ と に な る 。

次に ， 集石 と 遺物分布の関係 で は ， 二つの隣接す

る集石は ， 遺物分布の密度 が濃い部分近 く に あ り ，

残 り の1 基は ， 遺物 が あ ま り 検出されてい ない地点

に存在 し てい る こ と が分か る 。 た だ し ， 遺物分布 と

集石の位置関係 を細か く 見 てみれば ， いずれの集石

で も その周囲 に 遺物分布 は ， 認められない。 つ ま り ，

集石の周辺に は遺物の広 が り は見られず ， あ る 一定

の空白部 をおいて遺物 が出土 し 始め る と い う 傾向 を

認識す る こ と がで き る の で あ る 。 こ れは ， 興味 あ る

傾向で あ り ， 注意 し てお こ う 。

以上の よ う に ， 私た ち は ， 堂園遺跡の縄文時代早⑨ 期では 狭い尾根の縁 に集石 と い う 厨房施設が設け

られていた こ と を 知った。 ま た ， 私た ち は ， 厨房施

設の近 く に は遺物の分布が見られず ， 一定の空 白部

3. 土器 と その分布

縄文時代早期の土器の出土地点 を 示 したの が ， 第

@_..�生竺三三三 8 図 で あ る 。 その出土状態 は ， ア カ ホ ヤ火山灰の遺

存の状況が芳 し く な く ， 縄文時代各期の土器 と が縄

文時代早期の土器 に接 し て ， 検出され る と い う 状況

に あった。 この よ う に ， 明確な層位的 な 出土状態 を

第1節 縄文時代早期の遺構と土器

傾向から読み と れ る こ と は ， 南側の主分布域 に対 し

て， 北東方向 に延び る 遺物の拡散域 と い う 関係で あ

る 。 しか も ， その調査区の北側 に は ， 谷部が存在 し ，

遺物分布 も 谷部方向へ と 延びた傾向 に あ る 。

堂園遺跡の縄文時代早期の遺物分布 は ， 本来の位

置近 く に遺存 し てい る 遺物 と ， 自 然の拡散現象の結

果 ， 移動 を 余儀な く された遺物 と に よって構成され

てい る 可能性が高い。 しか し な がら ， こ れについて

は ， 土器型式や個体識別 に よ る分布傾向 を 考慮、 に入

れ る 必要 が あ り ， 改 め て ， 本節の終わ り で触れ る乙

と に し よ う 。

③集石の位置の特徴 (第 5 図 )

「②遺物分布J で も 述べてい る よ う に ， 調 査区 に

は ， かつて ， 北側 に聞 く 浅い谷部が存在 し ていた。

こ の地形的 な特徴 と集石の位置 を 関係付 け て ， 集石

の位置的 な 特徴 を見てみ る こ と に し よ う 。

集石 は ， 調査区の等高線の状況から読み取れば ，

B
F
HH吋H・∞cc
g

.B 

.A 

B' .B' 

A L= 17l. 800m 

第 7 図 3号集石実測図

を置いて ， その北側 に遺物 が集中す る と い う 傾向 を

知った。 この傾向 こそ ， 堂園遺跡で展開 した縄文時

代早期の人び との行動の軌跡 を表す も の で あ る と 言

え よ う 。 この よ う に ， 堂園遺跡での調 査 は ， 遺構の

位置 と 地形的特徴 を 併せ て 考 えさせて く れた と い う

意昧で ， 意義深い も ので あった。 少 な く と も ， 当 時

の集落の構成 を ， 集石の位置 と 遺物分布 ， そ し て地

形的 な特徴から推 し 量らせた こ と は ， 当 時の集落景

観を 復 元す る 意味で重要 な こ と で あ る 。 こ こ で知 り

えた現象 は ， 縄文時代早期 にお け る 地形的 な特徴 に

係わ る集落景観 を 知 る 一つの素材 と な る こ と は確か

A 
で あ り ， 今後 ， 類例 を集 め てい く 必要 が あ る 。

a宅内L
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第1節 縄文時代早期の遺構と土器

と ら な い土器群で あ る が ， 第百層 と い う 茶褐色土層

に包含 さ れて い た か ど う か を 基準 にすれば ， あ る 程

度 ， 時期 ご と の分離 が可能で、 あ る 。 し か も ， 縄文時

代早期 に特徴的 な土器型式や文様 ， そ れ以降の時期

の特徴 を示す土器型式 を 基準 にすれば ， さ ら に 分離

の精度 は高 ま る 。 こ う し た作業 を経て提示 し た の が ，

縄文時代早期の土器分布図 (第 8 図 ) で あ る 。

堂園遺跡では ， 中原式土器・石清水式土器・塞 ノ

神式土器・撚糸文土器・縄文土器・沈線文土器・沈

線文 と 刺突文 と の併用文土器・「隆起文の土器」

無文土器 と い う 縄文時代早期の土器が検出 さ れた 。

そこで ， これから ， 上記 し た土器 ご と ， さ ら に は ，

そ れ を 同一個体のみ を ま と め て い く と い う 個体識別

作業 を経て 認定 し た「個体別資料」 ご と に ， 分布図

と拓影 と 断面等の実測図 を提示 し ， 説明 と 検討 を加

え て い く こ と に し よ う 。

①中原式土器

中原式土器 は ， 中 九州の縄文時代早期 を代表す る

土器型式で あ る 。 東光彦・富田紘一両氏 (1969 ) に

よ っ て注 目 さ れ る よ う に な っ て から ， しばら く の間 ，

「 円筒形条痕文土器」 と 呼ばれて き た 。 こ う し た状

況 を 受 け て ， 木崎康弘 は ， 蒲生・上の原遺跡の調査

報告 (1996 ) の際 に ， 関連す る 土器群 を型式学的 に

検討 し ， 縄文時代早期前半 に編年 さ れ る 土器型式 と

し て新 た に設定 し た 。

型式論的特徴 は ， 次の よ う な 点 が あ る 。 器形 は ，

平底の 円筒形 を 呈す る 。 器壁は厚 く ， 1 cm を超え る

も の も あ る 。 文様は ， 貝殻腹縁 に よ る 連続刺突文・

押引文・条線文が原則で あ る 。 この文様施文方法の

違い は ， 細分型式に よ る 時期差で あ る 。 連続刺突文

は I 式 と E 式 ， 押引文 は 皿 式 ， 条線文は町式 とV式

で あ る 。 ま た ， 他に撚糸文や絡条体圧痕文が見られ

る 場合 も あ る 。 文様帯で は ， 口縁部周辺 に 限られる

場合 と ， 全面 に施 さ れ る 場合 が あ る 。 この文様の遣

い は時期差で あ り ， 1式では口縁のみであ り ， lV式

では胴部下半部 ま で と ， 新 し く な る に従 っ て 文様帯

は拡大す る 。 器面の調整 は ， 胴部以下 に無文帯が あ

る 場合は ， ミ ガキ調整に 近い て いね い な ナ デ調整で

あ る 。 分布 は ， 熊本県 と い う 中 九州西部地域 を主 に

し て ， そ の周辺 ， 北九州 ， 中 九州東部 ， 南九州へ と

広 が っ て い る 。 編年的位置は ， 前半で ， も っ と も 古

い細分型式で あ る I 式が早期初頭で ， 新 し い細分型

式のV式が早期 中 頃 で あ る 。

堂園遺跡 に お い て ， 明確に「 中 原式土器」の特徴

を留め る 土器は ， 検出 さ れて い な い。 そ う し た 中 ，

土器の特徴が ， 円筒形 を 呈す る ， な い し 呈す る と 想

定で き る も の が見られ る 。 そ の文様の特徴は ， 貝殻

腹縁 に よ る 連続刺突文 と 条線文で あ る 。 ま た ， 沈糠

状の条線文 が見られ る も の も あ る 。 ここでは ， こ う

し た 土器群 を 集め て 中原式土器 と し て紹介す る 。

調査区 に お け る 分布 は ， r②遺物分布」で述べた

南側の主分布域 を 中 心 に し て 見られ る (第 9 図) 。

そ し て ， そ れが谷部へ拡散 し て い る 土器 も 一部見ら

れ る 。 このこ と から ， 中原式土器 は ， 南側の尾根周

辺が主 な 分布域 で あ るこ と が推定 さ れ る 。 個体識別

の結果 ， 中原式土器 ， な い し 類似の土器 は ， 四つの

グルー プ に 分 け るこ と がで き た 。 そ の 中 の 三つ は ，

複数個体 を 認め た も の で あ り ， も う 一つ の グル ー プ

は ， 単独出土で ， 3 点 あ る 。 し た が っ て ， 個体数 は ，

6 個体 と い う こ と に な る 。 複数個体の個体別資料 を ，

1 - 3 ， そ し て 単独出土の個体 に は番号 を 付 さ ず に

紹介 を おこ な っ て いこ う 。

中原式土器 1 (第1 1 図 ， 第 1 3図 1 -1 2) 

個体識別の結果 ， 23 個の破片 を抽出 し た 。 そ の部

位は . 口縁部 と 胴部で あ る 。 反転復元 し た口縁部径

は ， 36.5 cm で、 あ る 。 器壁の厚 さ は ， O.6 cm -O.8cmで

あ る 。 器面 は ， ナ デ調整で あ る 。

主 な 分布域 は ， 南側の尾根周辺 に あ る 。 そ の広が

り は ， 環状 を 呈す るこ と が特徴で ， 一部 に は谷部へ

の拡散 が認められ る (第1 0図) 。 ここ で は ， 特徴的

な環状分布 に は あ ま り 意昧が な く ， お そら く は拡散

の結果で あ る と 推定 し て おこ う 。

この土器は ， そ の全体形 を 知れ る ほ ど の資料 に恵

ま れて い な い。 そ の ため に ， 文様帯の状況が不明確

で あ る 。 そ う し た不明確な状況の 中 で ， そ の文様の

位置 を 見れば ， 口縁部周辺 と 胴部 に 文様が あ るこ と

がわか る 。 た だ し ， 胴部 につ い て は ， そ の位置は不

明確で、 あ る 。

文様の部位 ご と に そ の特徴 を 見ょ う 。 口唇部 に は ，

刻み 目 に近い ， 押引文が認められ る 。 口縁部や胴部

-26-
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第 9 図 中原式土器分布図
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中原式土器 1 分布図
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第1節 縄文時代早期の遺構と土器

に は ， 沈線状の条線文が施 さ れて い る 。 そ の単位 は

明確で は な い が ， 2 - 4 本の単位が確認 さ れ る 。 そ

し て ， そ れが一つ の単位 と な っ て ， 曲線 を描かず ，

直線的 に 施文 さ れ る 。 ま た 二つの単位が交差す る

場合 も 見られ る 。 こ う し た形態論的特徴は ， 蒲生・

上の原遺跡で細分 し た I 式からV式 ま での型式土器

に は該当 し な い。 そこで ， 本資料の位置付 け は ， 中

原式系統の土器 と し て認識す る に止め て おこ う 。 た

だ し ， そ の型式性 を 考えれば ， 中原V式土器の後に

編年 さ れ る 土器 と い う 判断 は ， 可能で あ ろ う 。

中原式土器 2 (第1 3図1 3-1 4)

個体識別の結果 ， 3 個の破片 を抽出 し た 。 そ の 中

2 点 が接合 し ， 1 点 は 出土地点不 明 で あ る 。 そ の部

位は ， 口縁部 と 胴部で あ る 。 小破片の た め ， 口縁部

径等は ， 不明で、 あ る 。 器壁の厚 さ は ， 対象資料 に お

いて ， O. 75 cm -O. 9 cmで あ る 。

主 な 分布域 は ， 南側の主分布域 に あ た り ， そ の周

辺の尾根の縁に あ る (第1 2図 ) 。

この土器資料では ， そ の全体形 を 知れな い た め に ，

文様帯の状況が不明確で、 あ る 。 文様 は ， 貝殻腹縁 に

よ る 条擁文で ， 口縁部付近 に斜め の条線 ， 胴部の破

片に は縦位 な い し横位の条線が観察 さ れ る 。 こ う し

た特徴から ， この土器は ， 中 原V式土器の範曜に含

められ る も の と 理解 さ れ る 。

中原式土器 3 (第1 3図1 5-1 6)

個体識別の結果 . 2 個の破片 を抽出 し た 。 そ の 部

位は ， いずれ も 胴部で あ る o 器壁の厚 さ は ， O. 8 cm 

-1.25 cm で あ る 。

主 な 出土地点 は ， 調査区の北西側 に あ る 。 そ の状

況から ， 主分布域から拡散 し た土器群の一つ で あ る

と 想像 さ れ る (第1 2図 ) 。

この土器は ， 胴部破片の た め ， 文様帯等の状況が

不明確で あ る 。 文様 は ， 貝殻腹縁 に よ る 条線文で ，

横位の破片 ， 横位 と 斜位 が複合 し て い る 破片 と が あ

る 。 こ う し た特徴から ， この土器は ， 中原V式土器

の範曜 に含められる も の と 理解 さ れ る 。

その他， 単独の中原式土器片 (第1 3図1 7- 1 9)

3 点共に ， 南側の主分布域の 中 に は入 っ て い る が ，

谷部 に 落 ち 込 ん でい る 状況が見て取れ る 。 これ も ま

た ， 主分布域の 中 に あ る と は言え ， 拡散 し た状況で

あ る と 考えられ る 。 個体 ご と に 見 て いこ う 。

1 7は ， 口縁部近 く の破片で あ る 。 貝殻腹縁 に よ る

連続刺突文が施 さ れて い る 。 無文部 は ， ナ デ調整 に

よ っ て い る 。 この特徴から 中 原 I 式土器の範曙の

中 で理解で き る だ ろ う 。

1 8は ， 口縁部の破片で あ る o 貝殻腹縁 に よ る 条線

文が横位 に施 さ れて い る 。 そ の特徴から ， 中 原町式

土器・中原V式土器の いずれか に属す る も の と 判断

さ れ る 。

1 9は ， 胴部の破片で あ る o 貝殻腹縁 に よ る 条線文

が斜位 に施 さ れて い る 。 そ の特徴から ， 中原V式土

器 な い し ， そ れに後続す る新 し い土器型式 に属す る

も の と 理解で き る 。

②石清水式土器

石清水式土器は ， 押型文土器の一つ で あ る 。 1935

年に高田素次氏が発見 し て ひ ろ く 学界で注 目 さ れ

る よ う に な っ た 。 そ の 後 ， この土器 は ， 小林久雄氏

に よ っ て1939 年 に 学界 に正式 に紹介 さ れ るこ と に な

っ た (小林1939 ) 。 そ の 後 ， 木崎康弘 は ， 無 田 原 遺

跡の調査成果 を報告す る に あ た っ て ， この石清水式

土器 を研究史的 に再評価 し た 。 そ し て ， 旭志村無田

原遺跡の資料 を 基に し た石清水式土器の再定義 を 試

みた (1995 a) 。

そ の 土器型式の形態論的特徴 を示 そ う 。 器形は ，

胴部 に丸み が あ り ， 口縁部 が外へ 開 く と こ ろ に特徴

が認められ る 。 底部 は ， 平底で あ り ， 上 げ底 を 呈す

る も の も あ る 。 文様 は ， 押型文であ る 。 そ の種類 に

は ， 山形文や格子 目 文 な ど が あ る 。 施文方向 は ， 表

面が斜位な い し縦位施文 と そ れに横位が組み合わ

さ れて施 さ れて い る 。 口縁内面に も ， 文様の施文が

横位に 見られ る 。 文様の特徴は ， 彫 り が浅い施文原

体が使われて い る よ う で ， 浅 く 繊細で、 ， ま た ， 間延

び し て も い る 。

この土器型式の分布は ， 熊本県 と い う 中 九州西部

地域が 中 心であ る 。 そ し て ， そ の周辺に は ， 近似 し

た形態論的特徴 を持つ土器型式 と し て ， 中 九州東部

に あ っ て は文様・文様帯・器形的 な 特徴が類似す る

「ヤ ト コ ロ 式土器j が あ り ， 南九州 に あ っ て は文様

・文様帯的 に は類似 しつつ 屈曲胴部 を 持つ 点 に お

いて異な る「子向山式土器J が見られ る 。 お そら く ，
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第l節 縄文時代早期の遺構と土器

形態論的 な特徴 に お い て は 多少の違い が認められ

る が ， 文様の特徴 に お い て編年的 に は併行す る 土器

と 判断 さ れ る だ ろ う (木崎1995 ) 。 編年的位置 は ，

押型文土器の 中 で は も っ と も新 し い段階で あ り ， 早

期 中 頃 と 考えられ る (木崎1995 ) 。

堂園遺跡で は ， 屈曲胴部 を 持 た な い特徴に お いて ，

出土 し た 関係の資料 は ， 石清水式土器 と 判断 さ れ る 。

調査区 に お け る 分布 は ， 中 原式土器 と 同様 に ， r② 

遺物分布」で述べた南側の主分布域 を 中 心 に し て 見

ら れ る (第1 4図) 。 そ し て ， そ れが谷 部へ拡散 し て

い る 土器 も あ る 。 石清水式土器 も ま た ， 南側の尾根

周辺が主 な 分布域 で あ る と 推定 さ れ る 。

個体識別の結果 ， 石清水式土器 は ， 六つ の グル ー

プ に 分 け るこ と がで き た 。 そ の 中 の 五つ は ， 複数個

体が見られる 土器群 で あ る 。 ま た ， も う 一つの グル

ー プは ， 単独出土の資料で あ る 。 単独の資料数 は ，

18点 あ る 。 し た が っ て ， 個体数 は ， 23 個体 と い う こ

と に な る 。 そこで ， 複数個体の個体別資料 を 1 -

5 ， そ し て 単独出土の個体に は番号 を 付 さ ずに紹介 を

し よ う 。

石清水式土器 1 (第1 6図 )

個体識別の結果 ， 18個の破片 を抽出 し た 。 そ の部

位 は ， 胴部 と 底部 で あ る 。 器壁の厚 さ は ， 0. 4cm -

0 . 7cm で あ る 。

分布域 は ， 南側にみられる主分布域で ， 尾根から

離れた谷部 の 上 位 に あ た る (第1 5図) 。 こ の 周辺 は ，

谷頭付近の やや平坦な地形 に あ る 。 出土地点 は ， そ

れぞれに近接 し た状況に あ り ， あ ま り 原位置から遊

離・拡散 し た状況に は な い よ う で あ る 。

この土器 は ， そ の資料点数 に お い で あ る 程度 ま と

ま っ て い る 。 し か し ， そ れは ， 口縁部が無 く ， 接合

し た破片 も 少 な い な ど ， そ の全体形 を 知れる ほ ど の

資料で は な い 。 こ う し た資料的 な 制約の範囲の 中 で ，

器形的 な特徴 を 見 てみれば 胴部の屈曲部 は見られ

な い よ う で あ る 。 そ れは ， 胴部 中 位 と 思われ る 破片

( 1 4 な ど ) の状況から そ う 判断 さ れ る 。 底部 は ， 上

げ底 を なす平底で あ る 。 径は大 き く ， 10 .5 cm を測 る 。

こ う し た大 き め の底部 は ， 標式資料で あ る 人吉市石

清水遺跡出土の石清水式土器の特徴に類似 し て い る 。

な お ， 文様帯の状況は ， 不明確で あ る 。

文様 は ， 間延び し た 山形押型文 で あ る 。 そ の施文

方向 に は ， 縦位 と 横位が あ る 。 お そら く ， 土器部位

ご と に そ の方向 を 違え て い る も の と 考えられ る 。

石清水式土器 2 (第1 9図 1 -3) 

個体識別の結果 ， 3 個の破片 を抽出 し た 。 そ の部

位 は ， す べ て 胴部 で あ る 。 器壁の厚 さ は ， 0 . 7cm -

0.8cmで、 あ る 。

分布域 は ， 調査区北側 に あ り ， 谷部 に落 ち 込 ん だ

状況 を 呈 し て い る (第1 7図) 。 主分布域 から拡散 し

た土器群の一つ で あ ろ う 。

この土器は ， そ の資料点数 が少 な く ， そ の全体形

を知れる ほ ど の資料で は な い。 し た が っ て ， この土

器が ， 石清水式土器で あ る の か ， 手向山式土器で あ

る の か は明確では な い。 た だ し ， 堂園遺跡出土の押

型文系土器群全体の傾向 で は ， 胴部破片の 中 に屈曲

部の特徴 を 示す も の が見られ な い 。 つ ま り ， このこ

と は ， この土器が石清水式土器 に あ た る と 理解で き

るこ と を示 し て い る 。

資料土器の文様 は ， 横位の 間延び し た 山形の押型

文であ る 。

石清水式土器 3 (第1 9図 4 -6 )  

個体識別の結果 ， 3 個の破片 を抽出 し た 。 そ の部

位は ， すべて胴部で あ る が ， 口縁部近 く の も の (4 ，

5 ) と 胴部 中 位 ( 6 ) の も の が あ る 。 器壁の厚 さ は ，

O. 6 cm -0. 85 cmで、 あ る 。

分布域 は ， 南側の主分布域 に あ る 。 そ の 出土地点

は ， 近接 し て い て ， すべて尾根部の縁 な い し そ の周

辺部に位置 し て い る (第1 7図 ) 。

この土器 も ， そ の全体形 を 知れ る ほ ど の資料で は

な い。 た だ し ， 屈 曲 を し な い桐部 中位の資料 ( 6 ) 

が あ り ， そ れに よ っ て ， この土器 が ， 石清水式土器

で あ るこ と を 教え て く れて い る 。 この土器は ， 丸み

を も っ た胴部中位からやや窄 ま り ， そ の後 ， 口縁部

に近づ き な がら開 く と い う 器形 を呈 し て い た も の と

思われる 。

資料土器の文様は ， 縦位の間延び し た 山形の押型

文であ る 。

石清水式土器 4 (第1 9図 7 ・ 8 ) 

個体識別の結果 ， 2 個の破片 を抽出 し た 。 そ の部

位 は ， す べ て 胴部 で あ る が ， 器壁は厚 く ， 0 .8cm -
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石清水式土器 1 分布図
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第l節 縄文時代早期の遺構と土器

1. 15 cm で、 あ る 。

分布域 は ， 南側の主分布域 に あ る 。 た だ し ， そ の

位置は ， 尾根部から離れて い る 。 し か も ， この二つ

の 破片 は ， 22m と い う 離 れ た 地 点 から 出 土 し て い

る 。 こ う し たこ と から ， この出土状態 に は ， 遊離・

拡散 し た状況が認められる (第1 7図) 。

この土器 も ， そ の全体形 を 知れ る ほ ど の資料では

な い 。 し た が っ て ， これが石清水式土器で あ る 確証

は な い が ， 石清水式土器 2 で示 し た理由 に よ っ て ，

そ う 判断 し た 。

資料土器の文様 は ， 斜位 な い し縦位の 間延び し た

山形の押型文で あ る 。

石清水式土器 5 (第1 9図 9 �1 0) 

個体識別の結果 ， 2 個の破片 を 抽出 し た 。 そ の 部

位 は ， すべて胴部で あ る 。 そ の 中 の l 点が ， 胴部 中

位付近 の 資料 ( 1 0) で あ る 。 器壁 は ， O. 55 cm -0.8 

cm で、 あ る 。

分布域 は ， 南側の主分布域 に あ る 。 た だ し ， そ の

位置は ， 尾根部では な い 。 し か も ， この二つの破片

は ， 石清水式土器 4 と 同 じ よ う に ， 離れた地点から

出土 し て い る 。 つ ま り ， この出土状態 に は ， 遊離・

拡散 し た状況が認められる (第1 7図 ) 。

この土器で は ， そ の全体形がわから な い。 た だ し ，

胴部 中位の資料に屈曲 し た状況が認められな い。 こ

のこ と から ， この土器は ， 石清水式土器 と 判断 さ れ

る だ ろ う 。

資料土器の文様 は ， 縦位 と 横位の 間延び し た 山形

の押型文で あ る 。 部位 を違え て施文方向が異な っ て

p る と 考えられ る 。

そ の他， 単独出土の石清水式土器片 (第1 9図1 1 -32)

23 点の破片 は ， 個体識別 に お い て 機数の破片が抽

出 で き な か っ た 資料で ， 単独出土の土器片で あ る 。

L 、ずれ も 谷部 に 落 ち 込んでい る状況が見て取れる o

主分布域の 中 に あ る も の が 多 い と は言え ， 拡散 し た

状況が認められ る (第1 8図) 。 個体 ご と に 見 て いこ う 。

1 1 は ， 口縁部の破片であ る o 縦位の 山形文が表面

に ， 横位の 山形の押型文 が内面 に 見られ る 。 文様の

特徴は ， 細 く ， 浅い。 1 2は ， 口縁部の破片で あ る 。

斜位の 山形の押型文 が表面 に観察 さ れ る 。

1 3�28 ， 31 �32は . 胴部破片 で あ る o 屈 曲胴部 を

示す資料 は ， 無 い。 1 3�28は ， 山形の押型文で あ る 。

31 は ， 同心円 の押型文 で あ る 。 32は ， 複合 し た菱形

の押型文で あ る 。 そ の施文方向に は ， 縦位の も の (1 4

�1 6 ， 1 8 ， 20�22 ， 24 ， 25 ， 31 ， 32) ， 斜位の も の ( 1 3 ， 1 7 ，

1 9) が あ る 。

29 と 30は ， 底部で あ る 。 山形の押型文が観察 さ れ

る 。

③塞ノ 神式土器

塞 ノ 神式土器は ， 1933 年に ， 木村幹夫氏 に よ っ て

設定 さ れ た 土器型式 で あ る (1933 ) 。 そ の 後 ， 寺師

見国民 (1936 ) は ， 文様の特徴や分布域 を 明ら か に

し た 。 ま た ， 小林久雄氏 (193 9) は ， r貝文J r爪形

文J r平行線文J の一群 と 「網 目 文」 と 「縄時文」の

一群 と が あ るこ と を示 し ， 前者 を 柏田式土器 と 呼び ，

後者の伴出土器 と し た 。 こ う し た小林氏の見解に近

い も の が ， 石川恒太郎氏 (1968) の見解で あ る 。 石

川氏は ， 員殻文の土器 を 柏田式土器 ， 撚糸文土器 を

塞 ノ 神式土器 と し た 。 こ う し た研究の状況 を 受 け て ，

今 日 の一般的 な「塞 ノ 神式土器J 観 を提示 し た の が

河口 員徳氏 (1972) で あ る 。 河口氏 は ， 塞 ノ 神式土

器 を 撚糸文の A 式 と 員殻 文 の B 式土 器 に 分 け ， A

式から B 式 と い う 変遷 を 考え た 。 ま た ， そ れ ぞれ

は ， 二つ の細分型式 に 分 けられて い る 。 これに対 し

て ， 新東晃一氏 は ， こ う し た塞 ノ 神式土器 を 複数の

新 た な 土器型式 と し て 分離・再編す る と い う 見解 を

示す よ う に な っ た (1988) 。 こ の 他 ， 多 々 良 友博氏

(1985 ) ， 木崎康弘 (1985 ) ， 松 永 幸 男 氏 (1987) の 見

解 も 出 さ れて い る 。

以上の よ う に ， 今 日 の塞 ノ 神式土器 に 関す る 研究

状況は ， 未だ統一的 な 見解で ま と ま っ て い る わ け で

は な い 。 そこで . ここで は ， 今 日 に あ っ て も 依然 と

し て 一般的に使われて い る 河口貞徳氏の見解に従 っ

て ， 塞 ノ 神式土器 と い う 型式名 を 使用 し た い と 思 う 。

な お ， 新東晃一氏の型式名 に つ い て も ， 文章中 に お

いて ， 示すこ と に し よ う 。

堂園遺跡に お け る 調査区での分布 は ， r②遺物分

布J で述べた南側の主分布域 を 中 心 に し て 見られ る

(第20図) 。 そ し て ， 一部 ， 谷 部へ拡散 し て い る 土

器 も 認められ る 。 塞 ノ 神式土器 も ま た ， 南側の尾根

周辺が主 な 分布域で あ る と 推定 さ れ る 。
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調査とその成果第 四 章

(第22図 1 � 6 )  塞ノ 神式土器 1個体識別の結果 ， 塞 ノ 神式土器 は ， 五つ の グ ル ー

個体識別の結果 . 18個の破片 を抽出 し た 。 そ の 部プ に 分 け るこ と が で き た 。 そ の 中 の 四つ は ， 複数個

位は ， 口縁部 と そ の周辺 で あ る 。 器壁の厚 さ は .O. 5 体が見られ る 土器群 で あ る 。 ま た ， も う 一つの グル

cm -O.9 cm で、 あ る 。ー プは ， 単独出土の資料 で あ る 。 単独の資料数 は ，

し か も 尾根の縁 と ，分布域 は ， 南側の主分布域 ，し た が っ て ， 全体の個体数 は . 18個体 と14点 あ る 。
こ の状況か( 第21 図 ) 。尾根 から離 れ た谷 部 に あ るい う こ と に な る 。 そこで ， 複数個体の個体別資料 を ，

この個体の土器 は ， 尾根近 く に原位置が あ り ，ら ，1 �4 . そ し て 単独出土の個体 に は番号 を 付 さ ず に紹

一部が原位置 を離れて谷部 に 浮動・拡散 し た も の と
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判断 さ れ る 。 そ の浮動・拡散に よ っ て の移動距離 は ，

確認で き る 範囲 で は33 m を 測 る 。

資料が 口縁部 と そ の周辺 に 限られて い る た め に ，

そ の器形の全体は ， 分から な い 。 そこで ， 口縁部形

状 に つ い て のみ見てみ る 。 口縁部 は ， 僅 か に 内湾 ぎ

みに外傾す る 。 頭部の屈曲 は ， 内面では強 く ， 外面

では あ ま り 強 く な い。

口縁部の文様帯 は ， 二つ認められる 。 一つ は ， 口

唇部の文様帯 と ， そ の 下の文様帯であ る 。 口唇部の

文様帯 に は ， 棒状工具 に よ る 刻み 目 が施 さ れて い る 。

口縁部 に は ， 3 本- 4 本 を 単位 と す る 棒状工具に よ

る 沈線文 が施 さ れて い る 。 そ の方向は ， 上段が 口唇

部に沿 っ て の横方向 ， 下段が3 本 を 単位 と し て 浅い

稲妻状 を 呈す る 斜め 方向で あ る 。 ま た ， 頭部周辺 に

も 沈線文 が あ る 。 この土器 は ， 河口貞徳氏 に よ る 塞

ノ 神 Ab 式土器 ， 新東晃一氏 に よ る 「木佐貫原式土

器j に該 当 し よ う 。

塞ノ 神式土器 2 (第22図 7 �1 1 )  

個体識別の結果 ， 5 個の破片 を 抽出 し た 。 そ の部

位は ， いずれ も 胴部 で あ る 。 器壁の厚 さ は ， 0.5 cm 

-0.6 cm で、 あ る 。

分布域 は ， 南側の主分布域の北端 ， 谷部に拡散 し

な がら も ま と ま っ た状況 に あ る (第21 図) 。 この状

況から ， この個体の土器 は ， 尾根 に あ っ た原位置か

ら谷部に浮動・拡散 し て い る が ， そ れほ ど の移動は

伴 っ て い な いこ と が分 か る 。

文様は ， 沈線文 と 網 目 の撚糸文 が併用 さ れて い る 。

器形全体がわから な い た め に ， 文様の状況は具体的

に 分から な い が ， 2 本の沈線文 が 上位 と 中位 ， そ し

て下位に横に引 かれ ， 網 目 の撚糸文 が上位沈線文か

ら下位沈線文 ま で懸垂 し て い る 。 こ の土器は ， 河口

貞徳氏 に よ る 塞 ノ 神 Aa 式土器 ， 新東晃一氏 に よ る

「梼 ノ 原式土器j に該当 し よ う 。

塞ノ 神式土器 3 (第22図1 2 ・ 1 3)

個体識別 を おこ な っ た結果 ， 2 個の破片 を抽出 し

た 。 そ の 部位 は ， 胴部 で あ る 。 器壁の厚 さ は ， 0.9 

cm で、 あ る 。

分布域 は ， 南側の主分布域の外れの谷部 に あ る (第

21 図) 。 この状況から ， こ の 個体の土器 は ， 原位置

を 離れて ， 尾根部から谷部に浮動・拡散 し た も の と

第E章 調査とその成果

判断 さ れ る 。

文様 は ， 2 本一3 本の沈線文 と 懸垂す る 網 目 の撚

糸文 で あ る 。 この土器 は ， 河口貞徳氏 に よ る 塞 ノ 神

Aa 式土器 ， 新東晃一氏 に よ る 「栴 ノ 原式土器」 に

該当 し よ う 。

塞ノ 神式土器 4 (第22図1 4 ・ 1 5)

個体識別の結果 ， 2 個の破片 を 抽 出 し た 。 そ の 部

位 は ， 口縁部 と 胴部 で あ る 。 器壁の厚 さ は ， 0.8cm 

-1. Ocm で、 あ る 。

出土地点 は ， 南側の主分布域 ， 尾根の縁 と ， 谷部

北側 に あ る (第21 図 ) 。 この 個 体 の 土器 は ， 尾根近

く に原位置が あ り ， 他の破片が原位置 を 離れて谷部

に浮動・拡散 し て い る と 判断 さ れ る 。

資料 は ， 口縁部 と 胴部で あ る が ， 資料数が少 な く ，

器形の全体 を 知 るこ と はで き な い。 文様帯 は ， 口縁

部で貝殻腹縁に よ る 押引文 ， 胴部で沈線文 と 沈線文

区画内の撚糸文 で あ る 。 この特徴から ， この 土器 は ，

河口貞徳氏 に よ る 塞 ノ 神 Ab 式土器 ， 新東晃一氏 に

よ る 「塞 ノ 神式土器」 に 該当 し よ う 。

その他， 単独出土の塞ノ 神式土器片 (第24図 )

14点の破片 は ， 個体識別 に お い て 複数の破片が抽

出 で き な か っ た資料で あ る 。 いずれ も 谷部 に 落 ち 込

んでい る状況が見て取れ る (第23図 ) 。

1 は ， 口縁部の破片で あ る 。 文様 は ， 1 本 一3 本

の沈線文 と 沈線区画内の撚糸文 で あ る 。 口縁部は ，

やや内湾 ぎみで外傾す る 。 文様の 特徴から ， この土

器は ， 河 口貞徳氏 に よ る 塞 ノ 神 Ab 式土器 ， 新東晃

一氏 に よ る 「鍋谷式土器J に 該当 し よ う 。 2 は ， 頭

部から口縁部下半 に か け て の資料で あ る 。 文様は ，

沈線文 で あ る 。 この土器 は ， 河口貞徳氏 に よ る 塞 ノ

神 Aa 式土器 ， 新東晃一氏 に よ る 「石坂上式土器」

に該 当 し よ う 。

3 �9 ， 1 1 � 1 4は ， 胴部で あ る 。 3 � 5 は ， 横位の

沈線文 と 縦位懸垂の網 目 の撚糸文 に よ る 土器 で あ る 。

この特徴から ， これら は ， 河口員徳氏 に よ る 塞 ノ 神

Aa 式土器 ， 新東晃一氏 に よ る 「梼 ノ 原式土器」 に

該当 し よ う 。 6 は ， 沈線文 の土器で あ る 。 7 �9 ， 1 1  

� 1 3 は ， 沈線区画の撚糸文の土器で あ る 。 この特徴

から ， これらの土器は ， 河口貞徳氏 に よ る 塞 ノ 神 Ab

式土器 ， 新東晃一氏 に よ る 「鍋谷式土器j か「塞 ノ
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塞ノ 神式土器 そ の他実測図

隆起文が見られ る 土器で あ る 。 文様の特徴や胎土 ，

焼成の特徴から ， 縄文時代草創期の隆線文土器や前

第24図

神式土器」 に該 当 し よ う 。 1 4は ， 条痕文 で あ る 。 河

期 の 轟 B 式土器 と は 異 な る 特徴 を 示す土器 で あ る 。

口員徳氏 に よ る 塞 ノ 神 B 式土 器 ， 新東晃一氏 に よ

る 「塞 ノ 神式土器j に該当 し よ う 。 1 0に つ い て は ，

そ の部位が分から な い が 器面 に 貝殻腹縁に よ る 押 該当す る 土器型式 ， そ の時期 に つ いて は ， 不明で あ

る 。 南側の主分布域の 中 の北外れで ま と ま っ て検 出引文が見られ る 。

さ れて い る (第25図) 。

4 点検出 さ れて い る 。 主分布域 で撚糸文土器は ，

④そ の他の有文土器 (第27図)

こ こ で は ， 中 原式土器 ， 石清水式土器 ， 塞 ノ 神式

土器以外の土器で ， 文様 を 持つ 土器 を紹介す る 。 そ 尾根部から出土 し た も の ( 7 ) ， 主分布域で は あ る が

谷部に近い と こ ろ で検出 さ れた も の ( 9 ) ， 調査区北の文様では ， 隆起文の土器 ， 撚糸文土器 ， 縄文土器 ，

側で検出 さ れて い る も の ( 6 ) で あ る 。 縦位施文の

撚糸文土器で あ る 。 縄文土器 は ， 調査区の南側から

出土 し て い る 。 沈線文土器は ， 南側の主分布域から

沈線文土器 ， 沈観文 と 刺突文 と の併用文の土器であ

る 。

検出 さ れて い る 。 1 2は ， 外面 と 内面 に 文様 が あ る 。

-46-

隆起文の土器は ， 口縁部 1 点 ， そ の近 く l 点 ， 胴

部が検出 さ れた 。 こ の土器は ， 口縁部近 く に数条の
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第 l 節 縄文時代早期 の遺構 と 土器

1 3 と 1 4 は ， 外面のみ で あ る o 横位の沈線文 と 縦位の

沈線文が併用 さ れ る も の ( 1 2 ・ 1 3) ， 斜位の も の が あ

る 。 1 5は ， 口縁部で あ る 。 沈線文 と 刺突文が併用 さ

れて い る 。 1 6 と 1 7は ， 文様不 明 で あ る 。 1 6は口縁部

で ， 1 7は胴部で あ る 。

⑤無文土器

堂園遺跡で は ， 多 く の無文土器や土器の無文部が

検出 さ れて い る 。 そ の分布域 は ， 主 に 南側の主分布

域 に あ る 。 そ し て ， 谷部 に浮動・拡散 し て い る 土器

も 認められ る (第28図 ) 。

この土器は ， 無文で あ る と い う 点 から ， 層位的 な

裏付 け が無 p か ぎ り 時期 を 特定す るこ と は不可能で

あ る 。 た だ し ， 土器の胎土の特徴 に よ っ て ， そ の所

属時期 を あ る 程度推定で き る 。 こ う し た作業 を経て

特定 し た も の が ， ここで紹介す る 土器で あ る 。

個体識別の結果 ， 無文土器 は ， 11の グル ー プに 分

け るこ と が で き た 。 そ の 中 の10群 は ， 複数個体が見

られる 土器群で あ る 。 ま た ， も う 一つ の グル ー プは ，

単独出土の資料 で あ る 。 ここで は ， 複数個体の個体

別資料 を 中 心 に し て ， 1 """ 1 0 と い う 番号 を付 し て紹

介 を し よ う 。

無文土器 1 (第33図 1 .....， 3 ) 

個体識別の結果 ， 10個の破片 を抽出 し た 。 そ の部

位は ， すべて胴部で あ る 。 図示 し た土器は ， 3 点で

あ る 。

分布域 は ， 南側の主分布域 が 中 心で あ る 。 そ の 出

土地点 で は ， 尾根近 く から谷部上位 ま で、広が っ て い

る (第29図) 。 こ の 状況から ， この個体の土器 は ，

尾根近 く に原位置が あ り ， 一部が原位置 を離れて谷

部 に浮動・拡散 し た と 判断 さ れ る 。

無文土器 2 (第33図 4 """ 6 )  

個体識別の結果 ， 11個の破片 を抽出 し た 。 そ の部

位は ， すべて胴部で あ る 。 図示 し た土器は ， 3 点で

あ る 。

分布域 は ， 南側の主分布域 を 中 心 に し て ， 一部谷

部 に 認められ る (第30図) 。 この 状況から ， この個

体の土器 は ， 尾根近 く に原位置 が あ り ， 一部が原位

置 を離れて谷部 に浮動・拡散 し た と 判断 さ れ る 。

無文土器 3 (第33図 4 """ 1 0) 

個体識別の結果 ， 6 個の破片 を抽出 し た 。 そ の部

位は ， 口縁部 と 胴部で あ る o 図示 し た土器 は 4 点

で あ る 。

分布域 は ， 南側の主分布域の北外れに あ り ， 谷部

上位 に認められ る (第31 図) 。

無文土器 4 (第33図1 1 """ 1 3)

個体識別の結果 ， 3 個の破片 を抽出 し た 。 そ の部

位は ， すべて胴部 で あ る 。 図示 し た土器 も ， 3 点で

あ る 。

分布域 は ， 南側の主分布域 に あ る 。 そ の位置は ，

尾根部 に あ る (第31 図) 。

無文土器 5 (第33図1 4""" 1 6)

個体識別の結果 ， 3 個の破片 を抽出 し た 。 そ の 部

位は ， すべて胴部であ る 。 図示 し た 土器 は ， 3 点で

あ る 。

分布域 は ， 南側の主分布域 に あ り ， そ の北外れに

近い部分 ， 谷部の上位に あ る (第31 図 ) 。

無文土器 6 (第33図1 7 ・ 1 8)

個体識別の結果 ， 2 個の破片 を抽出 し た 。 そ の部

位は ， すべて胴部で あ る 。 図示 し た土器は ， 2 点で

あ る o

分布域 は ， 南側の主分布域 に あ る 。 し か も ， そ の

尾根近 く で検出 さ れて い る (第31 図 ) 。

無文土器 7 (第33図1 9 ・ 20)

個体識別の結果 ， 2 個の破片 を抽出 し た 。 そ の部

位は ， すべて胴部で あ る 。 図示 し た土器は ， 2 点で

あ る 。

分布域 は ， 南側の主分布域の北外れに あ り ， 谷部

上位で検出 さ れて い る (第32図) 。

無文土器 8 (第33図21 ・ 22)

個体識別の結果 ， 2 個の破片 を抽出 し た 。 そ の部

位は ， すべて胴部で あ る 。 図示 し た土器 は ， 2 点で

あ る 。

分布域 は ， 南側の主分布域 に あ る 。 尾根部で検出

さ れて い る (第32図) 。

無文土器 9 (第33図23"""25)

個体識別の結果 ， 3 個の破片 を抽出 し た 。 そ の部

位は ， すべて胴部で あ る 。 図示 し た土器は ， 3 点で

あ る 。

分布域 は ， 南側の主分布域 に あ る 。 いずれの 出土

位置 も谷部上位で あ る (第32図 ) 。
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無文土器1 0 (第33図26 ・ 27)

個体識別 の結果 ， 2 個の破片 を抽出 し た 。 そ の部

位は ， すべて胴部 で あ る 。 図示 し た 土器 は ， 2 点で

あ る 。

分布域 は ， 南側の主分布域 に あ る 。 出土位置は ，

尾根上で あ る (第32図) 。

そ の他， 単独出土の無文土器片 (第35図)

第34図 に ， 堂園遺跡で出土 し た 無文土器 な い し 土

器の無文部の 出土位置 を 一括 し て掲載 し て い る 。 底

部は無 く ， 口縁部 4 点 ( 1 ，..，. 4 ) ， 残 り は胴部で あ る 。

4 . ま と め

堂園遺跡の縄文時代の資料の 中 で ， も っ と も 多 く

出土 し て い る の は ， 早期の 資料で あ る 。 これ ま で紹

介 し て き た も の が ， そ の成果で あ る が ， 次に は ， 本

節の ま と め と し て ， 遺構・地形・土器 につ い て簡単

に整理 し て お き た い 。

[地形】 調査区 を 地形的 に 見 る 上では ， 尾根部の存

在 と谷部の存在は ， 見逃せ な p 。 尾根部は ， 調査区

の南側 に認められ る 地形で あ る 。 そ の 平坦部は狭 く ，

幅13 m から幅 2 m で あ る 。 そ し て ， そ の 尾根 部 は ，

南側 が広 く ， 北側が狭い 。 そ の延び る 方向 は ， 北東

で あ る 。

谷部は ， この尾根 から北に 聞 い て い る 。 谷上位に

は ， 一部平坦部が あ る と は い っ て も ， 傾斜は比較的

急 で あ る 。

堂園遺跡の縄文時代早期の遺構や遺物 は ， この地

形的 な特徴に左右 さ れ る こ と に よ っ て展開 し て い る 。

そ れ を具体的 に 見 て いこ う 。

[遺構] 遺構 と し て は ， 集石3 基が あ る 。

集石は ， 縄文時代早期の遺跡から一般的 に 出土す

る 遺構であ る 。 乙 の場合 ， 構造上は大 き く 三つの種

類が あ る 。 一つ は ， 下部構造 と し て の石組み が見ら

れ る も の で あ る 。 も う 一つ は ， 下部構造 と し て 土坑

が見られる も の で あ る 。 そ し て ， も う 一つ は ， 下部

構造 と し て の 石組み も 土坑 も 見られず ， 礁の密集 し

た広が り と し て認められ る も の で あ る 。

堂園遺跡で検出 さ れた 集石 は ， 上記3 種類の集石

の 中 ， 下部構造 を 伴 わ な い も の で あ っ た 。 検出 さ れ

た場所は ， 調査区 に あ る 尾根部の北側の縁に あ る 。

第 四 章 調査 と そ の 成果

1 号 と 2 号が あ る 場所 は ， 尾根部の 中 で も 広 く て一

段高い部分 に あ た り ， 3 号 は尾根 が狭 く な っ て ， 一

段低 く な っ て い る 部分 に あ た っ て い る 。 位置の異な

り は あ る と は い っ て も ， 尾根部の北側 に 存在 し て い

る 点 では共通 し て い る 。 構造上の共通性 と 立地の共

通性から ， この三つの集石 は ， 機能的 に も ， 使用 し

た 季節 に お い て も ， 同 じ よ う な 性格の施設で あ る と

判断で き る 。

[遺物分布】 縄文時代早期の遺物 と し て は ， 土器 と

石器が一般的で あ る 。 堂園遺跡で も ， 土器の他 ， 石

器の検 出 が あ っ た 。 た だ し . 乙 の石器は ， 層位的 な

出土状態 が 悪 け れば悪い ほ ど ， そ の所属時期 を 特定

す る こ と が不可能 な 遺物 で あ る 。 し た が っ て ， 本節

では ， ま ず所属時期 が 明ら か な 土器 を 中 心 に し て紹

介 し て き た 。

土器の分布は ， 調査区の地形的 な 特徴 を よ く 表 し

た状況に あ る 。 そ れは ， 尾根部の縁から谷部上位 に

広が る主分布域 と ， 谷部 に 見られ る 分布域 と い う 大

き く 二つ の分布域 が 見られるこ と で あ る 。 これにつ

いて ， 堂園遺跡の縄文時代早期の遺物分布 は ， 本来

の位置近 く に 遺存 し て い る 遺物 と ， 自 然の拡散現象

の結果 ， 移動 を 余儀 な く さ れた遺物 と に よ っ て構成

さ れて い る 可能性が高いこ と を ， 1 2 遺構 と そ の位

置J の 「②遺物分布」 の 中 で予想 し て お い た 。 た だ

し ， 乙 の 問題 につ い て は土器型式や個体別資料 に よ

る 分布傾向 を 考慮、の 中 に 入れ る 必要 が あ り ， そ の場

では触れ るこ と を避 け て も い た 。 そこで ， 出土 し た

土器の土器型式別 ， 個体別 資料 ご と に そ の 分布の傾

向 を 見て き た結果 を 受 け て ， あら た め て保留 し て き

た遺物分布の 問題 を 取 り 上 げ た い 。 な お ， そ の際 に ，

特に資料的 に ま と ま っ て い る 中 原式土器 ， 石清水式

土器 ， 塞 ノ 神式土器 ， 無文土器 を 扱 い た い 。

中原式土器では ， 主分布域 と谷部の分布域 と に ま

た が っ た広が り が認められ る 。 この土器型式の個体

別資料では ， 権数の破片 が認められた も の が ， 3 個

体 あ っ た 。 そ れ を 中原式土器 1 ""' 3 と 呼ん だ 。 そ の

中 で ， 中原式土器 1 は ， 23 個の破片 が 見られ る 。 そ

の主 な 分布域 は ， 南側の尾根周辺 が 中 心で ， 環状の

分布が認めら れ た 。 ま た ， 一部の土器片は ， 谷部で

も 検出 さ れて い る 。 環状分布 を 呈 し て い るこ と ， 谷

nv
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第 l 節 縄文時代早期の遺構と土器

部に も 土器片の散布が認められ るこ と ， な ど を 考慮、

すれば ， 中原式土器 1 の分布 は ， 土器片の浮遊・拡

散の結果で あ る と 考え るこ と が可能で あ ろ う 。

石清水式土器で も ， 主分布域 と 谷部の 分布域 と に

ま た が っ た広が り が認められ る 。 この土器型式の個

体別資料で は ， 複数の破片が認められた も の が ， 5 

個体 あ っ た 。 そ れ を石清水式土器 1 ...... 5 と 呼んだ。

そ の 中 で石清水式土器 1 は ， 18個の破片が見られ る 。

分布域 は ， 南側 にみられ る主分布域 で ， 尾根 から離

れた谷部の上位 に あ た る 。 この周辺 は ， 谷頭付近の

やや平坦な地形に あ る 。 出土地点 は ， そ れぞれに近

接 し た状況に あ り ， あ ま り 原位置から遊離・拡散 し

た状況に は な い よ う で あ る 。 た だ し ， こ う し た 資料

で あ っ て も10m 以上 も 離 れ て 検 出 さ れ て い る 土器

片が あ る な ど ， 拡散の傾向 は認められ る だ ろ う 。

塞ノ 神式土器で も ， 主分布域 と 谷部の分布域 と に

ま た が っ た広が り が見られ る 。 この土器型式の個体

別資料で は ， 複数の破片が認められる も の が ， 4 個

体 あ っ た 。 そ れ を塞ノ 神式土器 1 ...... 4 と 呼んだ。 こ

こでは ， 18点の破片 が認識で き た塞ノ 神式土器1 ， 5 

点の破片が認識で き た塞ノ 神式土器 2 を 扱 い た い。

塞ノ 神式土器 1 の 分布域 は ， 南側の主分布域 ， し か

も 尾根の縁 と ， 谷部 に あ る 。 この状況は ， この個体

の土器が原位置に 近い尾根周辺から谷部へ と 浮動・

拡散 し た結果 を示 し て い る と す るこ と がで き る 。 そ

の 聞 の 移動 は ， 33 m で あ る 。 塞 ノ 神 式 土器 2 の 分

布域 は ， 南側の主分布域の北端 ， 谷部 に 近い位置に

あ る 。 あ ま り ， 拡散 し た状況に は な い。

無文土器で も ， 主分布域 と谷部の 分布域 と に ま た

が っ た広が り が見られ る 。 この土器型式の個体別資

料では ， 複数の破片が認められ る も の が ， 10個体 あ

っ た 。 そ の 中 で ， 10点の資料 で あ る 無文土器1 ，11点

の無文土器2 ， 6 点の 無文土器 3 を 扱 う こ と に し よ う 。

無文土器 1 の分布域 は ， 南側の主分布域 が 中心であ

る 。 そ の 出土地点で は ， 尾根近 く から谷部上位 ま で

広が っ て い る 。 そ の広 が り は ， 南北3 0m ， 東西15 m

で あ る 。 この個体の土器の 分布に は ， 尾根近 く に原

位置が あ り ， 一部が原位置 を離れて谷部に浮動・拡

散 し た状況が認められ る 。 こ う し た傾向は ， 無文土

器 2 の分布域 で も 認められる 。 そ れは ， 南側の主分

布域 を 中 心 に し て ， 一部が谷部に認められ る状況で

あ る 。 無文土器 3 の 分布域 は ， 南側の主分布域の北

外れに あ り ， 谷部上位であ る 。 この個体 に は ， あ ま

り 拡散の状況は認められな い。

以上の結果から明ら か に で き るこ と は ， 土器型式

別 に は ， いずれの土器型式で も 尾根周辺の主分布域

と谷部周辺 と に ま た が っ た分布が見られる な ど ， そ

れぞれの分布傾向に 差が無 い と い う 点で あ る 。 つ ま

り ， いずれに も ， 主分布域 と そ の北側 と い う 関係が

認められ ， 土器型式 ご と に そ の分布域 を違え る と い

う 偏在の傾向 は ， 認められな いの で あ る 。 ま た ， 個

体別資料 に お い て も ， 同一個体で ， そ れぞれの分布

域 に ま た が っ て い る も の が存在す る な ど ， 明らか な

偏在の傾向 は存在 し て い な いの で あ る 。 つ ま り ， こ

う し たこ と は ， 遺物分布の傾向から予想 し た ， 主分

布域近 く に あ る 原位置からの浮動・拡散 と い う 遺物

分布の形成 を 証明す る 現象 で も あ ろ う 。

な お ， こ う し た 分布の状況 と 先 に示 し た遺構の状

況を併せて検討す るこ と に よ っ て ， 明らか に で き る

遺跡の形成過程に つ い て は ， 次の章で あら た め て 扱

う こ と に し て ， 次に は ， 土器 そ の も の に つ い て ， 整

理 を おこ な い た い 。

[土器】 縄文時代早期の土器 と し て は ， 中原式土器 ，

石清水式土器 ， 塞 ノ 神式土器 ， 隆起文の土器 ， 縄文

土器 ， 撚糸文土器 ， 沈線文土器 ， 沈線文 と 刺突文の

併用文の土器 ， 無文土器が あ っ た 。 い ずれ も 破片で

の出土で ， 完形の状態で検出 さ れた も の は な か っ た 。

そこで ， 検討の幅 を広め る と い う 意味 も 含め て ， 整

理・報告書作成の段階では ， 出土 し た土器片 に つ い

て個体識別 を おこ な っ た 。

そ の結果 ， 中原式土器では6 個体 ， 石清水式土器

では23 個体 ， 塞 ノ 神式土器で は18個体 を識別す るこ

と が で き た 。 ま た ， 隆起文の土器は l 個体 ， 撚糸文

土器 ， 沈線文土器 ， 沈線文 と 刺突文の併用文様の土

器な ど ， 出土点数 が少な い も の は ， そ れぞれに単独

での出土で あ っ た 。 さ ら に ， 無文土器の 中 で ， 複数

個体の も の は ， 10個体 を識別 で き た 。 ま た ， そ の他

の無文土器では ， 識別で き な か っ た破片 も 多 く 存在

し て い る 。

中原式土器は ， 木崎康弘に よ っ て 蒲生・上の原遺
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跡の調査成果の報告の 際 に ， 型式設定 さ れた土器型

式 で あ る (木崎1996 ) 。 そ の 早期 に お け る 位置 は ，

前半 に あ た り ， 中 原 I 式土器が早期の初め頃 ， 中原

V式土器が早期の 中 頃で あ る と 考えられる 。 堂園遺

跡で出土 し た 中 原式土器 を そ れぞれの細別型式 ご と

に ま と め る と ， 中原 I 式土器が単独出土の土器 l 点

(第1 3図1 7) ， 中 原V式土 器 が 中 原式土器 2 ・ 3 ， 中

原町式土器かV式土器に 該当 す る も の が単独出土の

土器 l 点 (第1 3図1 8) ， 中原V式土器 な い し ， そ れに

後続す る新 し い土器型式 に属す る 土器が単独出土の

土器 l 点 (第1 3図1 9) と い う こ と で あ る 。 そ し て ，

も っ と も ま と ま っ た資料で あ る 中原式土器 1 につ い

て は ， 中 原式土器 に お け る いずれの細別型式に も 該

当 す る も の が 見られず ， 新 た な 細別型式 を 設定す る

こ と が求められ る だ ろ う 。 そ し て ， そ の特徴から ，

この土器は ， 中 原V式土器の後 に編年 さ れ る 土器で

あ る と 考えられ る 。

堂園遺跡で出土 し た押型文土器は ， そ の文様の特

徴から ， そ の土器群の末に位置付 けられ る 土器 と し

て理解で き る 。 し か も ， 前記 し て も い る よ う に ， 手

向山式土器の型式論的特徴で あ る 屈曲胴部 を示す資

料が1 点 も 存在 し て い な い。 こ う し たこ と から ， 堂

園遺跡で出土 し た押型文土器 は ， すべて石清水式土

器 (小林1939・木崎1995 ) に該 当 す る も の と 判断 さ

れた。

塞ノ 神式土器 に つ い て は ， 前記 し て い る よ う に ，

河口員徳氏 (19 72 ) と 新東晃一氏 (1988) で あ る 。

そこで ， 両氏の分類 に そ れぞれの土器 を 対応 さ せて

p く と い う か た ち で ま と め を おこ な い た い 。

堂園遺跡で出土 し た塞 ノ 神式土器は ， 貝殻文が主

文様 と な る 土器 が1 点 あ る のみで ， ほかのすべて は

撚糸文が主文様のーっ と な る 土器で あ っ た 。 以下 ，

両氏の分類 ご と に 見 て いこ う 。

河 口氏分類 で は ， 塞 ノ 神 Aa 式土器に該 当 す る も

の が ， 塞ノ 神式土器 2 ・ 3 ，単 独出土の土器片 4 点 (第

24図 2 ・ 3 ...... 5 ) と い う こ と に な る 。 塞 ノ 神 Ab 式

土器 に該当 す る も の が ， 塞ノ 神式土器 1 ・ 4 ， 単独出

土の土器片 2 点 (第24図 1 ・ 6 ) と い う こ と に な る 。

新東氏分類で は ， 石坂上式土器 に該当す る も の が

単独出土の土器片 l 点 (第24図 2 ) で あ る 。 梼 ノ 原

第 皿 章 調査 と そ の成果

式土器に該 当 す る 土器 と し て は ， 塞ノ 神式土器 2 ・

3 ， 単独出土の土器片3 点 (第24図 3 ...... 5 ) が あ る 。

木佐貫原式土器 と し て は ， 塞 ノ 神式土器 1 が該当 し

よ う 。 塞 ノ 神式土器 と し て は ， 塞 ノ 神式土器 4 と 単

独出土の土器片 l 点 (第24図1 4) が あ る 。 ま た ， 鍋

谷式土器 と し て は ， 単独出土の土器片1 点 (第24図

1 ) で ， 鍋谷式土器 と 塞 ノ 神式土器の ど ちら か に属

す る も の と し て 第24図 6 の資料が あ る 。

以上の結果 ， 堂園遺跡で出土 し た塞 ノ 神式土器 を

そ の編年の 中 に位置付 けられ る だ ろ う 。 た だ し ， そ

れは ， 両氏の分類 に よ っ て 微妙に違 い が 見られ る 。

例えば ， 河口氏分類 に従えば ， 堂園遺跡出土の塞 ノ

神式土器 は ， そ の 中 で も 前半段階 に収 ま る も の が ほ

と ん ど と い う こ と に な る 。 これ に 対 し て ， 新東氏分

類に従えば ， 貝殻文系 と い う 「塞 ノ 神式土器様式J

の 中 ， そ の後半段階が 中 心 で ， 撚糸文系 と い う 「平

栴式土器様式J の 中 ， そ の 後半段階 と い う こ と に な

る 。 この よ う に ， 所属す る 段階 の 問題 も ， ζ の土器

そ の も の は定 ま っ て い な いの が実状 で あ り ， 今後の

検討事項 と い う と と に な ろ う 。

以上の他 ， 堂園遺跡で は ， 隆起文の土器 ， 撚糸文

土器 ， 沈線文土器 ， 沈線文 と 刺突文の併用文の土器 ，

無文土器が出土 し た 。 これらの土器 に つ い て は ， そ

の所属す る 段階 も 含め て ， 検討す る 材料 に 乏 し いの

が実状であ る 。 し た が っ て ， 今回の取 り 扱い と し て

は ， 資料の提示のみ に止め て い る 。

な お ， 土器型式別 ， 個体別資料 ご と の分布傾向に

つ い て の ま と め は ， 前 に述べて い る の で ， 乙 こで は

繰 り 返 さ な p 。
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第 2 節 縄文時代中期 ・ 後期 ・ 晩期の土器
1 . は じ め に

縄文時代 中 期・後期・晩期 に 属す る 遺物 は ， 鬼界

カ ル デ ラ を 給源 と す る ア カ ホ ヤ 火山灰層 よ り も 上の

層か ら 検出 さ れた 。 層序 と し て は ， 表土層 を 一枚 目

は ， 撚 り が粗 く 細い原体に よ る 縄文 で あ る 。 部位は ，

胴部で あ る 。 し か し ， そ の位置 は ， 不 明 で あ る 。 破

片が小 さ く ， し か も 1 点 と い う 出土量で あ り ， そ の

細か い特徴 につ い て は ， 明 ら か に で き な い 。

岡高式系土器 (第38図 2 ) 

阿高式土器は ， 熊本県阿高貝塚 を 標式遺跡 と す る

の第 I 層 と し て ， 三枚 目 の層 で あ る 第 皿 層 に あ た る 。 土器型式で あ る 。 そ の時期 は ， 中 期後半で あ る 。

な お ， この層 は ， 1 次堆積層 で硬 く し ま っ た火山灰 堂闇遺跡で は ， 1 点の 阿高式土器 に 類似 し た土器

層で あ る b 層 と ， 2 次堆積層で し ま り の な い a 層 に

分層 さ れ る 。 縄文時代 中 期・後期・晩期 に属す る 遺

物 が包含 さ れ る 層 は ， この 中 の 第 ID a 層 と い う こ と

に な る 。 た だ し ， 調査区 は ， 第 E 層以上の遺存が悪

い状態 に あ っ た た め ， 調査員の所見 に よ れば ， 縄文

時代早期の遺物 と 中 期以降の遺物 と の 聞 に 明陳な層

位的上下関係 は認め ら れな か っ た と い う 。

今回の調査で得 ら れた成果 は 中 期の船元式土器・

阿高式系土器 ， 後期の御手洗 a 式土器・沈線文の土

器・太郎迫式土器 ， 晩期の黒川 式土器・刻 目 突帯文

土器 と い う 土器 と ， 後期の時期の打製石斧や そ の未

加工品 ， 円盤状石器 な ど が あ っ た 。 た だ し ， 資料的

に は少 な く ， し か も 石器 につ い て は ， 早期の も の と

の混在が予想 さ れ る な ど 良 好 な資料 と はいえ な い

状況に あ る 。 そこで ， 乙 乙 で は ， 時期 ご と に節 を変

えず ， 一つ の節 と し て 中 期・後期・晩期 を 一括す る

こ と に し た 。 ま た ， 石器に つ い て は ， 包含状況の関

係か ら 所属時期 を 明確に 決定で き な っ た の で ， 次節

の 中 で取 り 扱 う こ と と し た 。

2 . 縄文時代中期の土器

縄文時代 中 期の土器 と し て は ， 船元式土器 と 阿高

式系土器 が あ る 。 ま た ， 型式不明の土器 と し て ， 胎

が出土 し て い る 。 そ の 出土位置 は ， 船元式土器の近

く ， 谷 部 に あ る (第36図 ) 。 部位 は ， 口縁部 で あ る 。

文様 は ， 幅の広い沈線文が口縁部 に そ っ て横方向 に

引 かれて い る 。 文様の特徴 ， 赤褐色 を 呈す る 器面の

色調 ， 厚手の器壁 と い う 型式論的・形態論的特徴に

よ っ て ， 阿高式土器に 類似 し た土器 と し て認識 し た 。

な お ， 上記 し た特徴の 中 ， 文様の特徴か ら ， この土

器は ， 阿高式土器の 中 で も新 し い段階の土器 と し て

認識 さ れ ， 南福寺式土器 と の 関連 も 考え ら れ る だ ろ

つ 。

型式不明の土器 (第38図 3 ) 

文様が見 ら れず ， 型式不明の土器 が1 点出土 し た 。

出土位置は ， 不明 で あ る 。

この土器は ， 器面の色調が赤褐色 を 呈 し ， 厚手の

器壁 を と る と い う 特徴 を 持つ 。 このこ と か ら ， 阿高

式系土器 に類似 し て い る と 認識 し た 。

3. 縄文時代後期の土器

縄文時代後期の土器 と し て は ， 御手洗 a 式土器・

沈糠文の土器・太郎迫式土器 ， そ の他 ， 型式不明の

土器 が あ る 。 そ の全体の 出土位置の傾向 は ， 尾根上

と 谷 部 に あ る (第37園 ) 。 特 に ， 谷 部 上位 で の 出土

量 が 多 p 。 これは ， 縄文時代早期で指摘 し た ， 尾根

土 が阿高式系土器に類似 し た土器 も l 点出土 し て い 部 と谷部 と い う 地形 に則す る 出土状況 と は明 ら か に

る 。 そ の 出土位置 は ， すべ て谷 部 に あ る (第36図 ) 。 異 な る 傾向で あ る 。 乙 の時期 ご と の遣い は ， 時期 ご

型式 ご と に 見て い こ う 。 と に異な る 空間利用の違いの可能性 が高 く ， そ の点

船元式土器 (第38図 1 ) では興味深い も の が あ る 。 た だ し ， 残念 な が ら ， 出

船元式土器 は ， 中 部瀬戸内地域 に 分布す る ， 岡山 土量の僅少 さ は ， こ う し た 分布傾向 が本来の姿 を表

県船元貝塚 を 標式遺跡 と す る 土器型式で あ る 。 そ の し て い る の か ， そ う で な い の か と い う 点 に お い て ，

所属時期 は ， 中期の前半段階で あ る 。 不明瞭な部分 を 多 く 保持す る 結果 と な っ て い る 。

堂園遺跡で は ， 1 点の船元式土器が検出 さ れて い 個別 に 見 て いこ う 。

る 。 そ の 出 土位置 は ， 谷 部 に あ る (第36図) 。 文様 御手洗 a式土器 (第38図 4 ..... 6 )  
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御手洗 a 式土器 は ， 熊本県御手洗遺跡、 を 標式遺跡、

に し て 設定 さ れた土器型式 で あ る 。 そ の 時期 は ， 後

期前半 で あ る 。

堂園遺跡で は ， 同一個体の資料で あ る3 点の御手

洗 a 式土器 が 出土 し て い る 。 そ の 出土位置 は ， 尾根

部であ る 。 し か し ， そ の 出土地点 は ， 南側 と 北側 と

に偏 り ， そ の 間 . 20m の 隔 た り が あ る (第37図) 。

部位は ， 口縁部 ( 4 ) . な い し 口唇部 を 欠 い た 口縁部

近 く ( 5 ・ 6 ) で あ る 。 文様は ， 貝殻腹縁に よ る 刺

突文で ， 横走 し て い る 。

沈線文の土器 (第38図 7 ..... 1 0) 

後期の土器 と の共伴が認められ る 土器 と し て ， 型

式設定がおこなわれて い な い も の が 4 点出土 し ている 。

個体識別の結果 ， 二つの個体が存在す るこ と がわか

っ た 。 7 と 8 が一つ の個体で . 9 と 1 0が一つの個体

で あ る 。 そ れぞれの位置は 7 と 8 がいずれ も谷部

に あ り . 9 と 1 0で は谷部 と 尾根部に あ っ た (第37図 ) 。

文様の特徴は ， いずれの個体 も 箆状工具に よ る 沈

線文で あ る 。 沈掠の太 p引 き 始め 部 と 細 く 消え る 引

き 終わ り 部 は ， 明瞭で ， 器面 に 工具 を 入れて器面 を

引 き 始め ， そ の ま ま 器面上 を走らせ な がら工具 を 引

き 上げ る と い う 工具の軌跡 を 認め るこ と が で き る 。

7 ・ 8 は ， 格子状 に 沈線が組み合わ さ っ て い る 。 9

と 1 0に つ い て は ， 文様帯から外れた 部分で あ る た め

に ， 詳細 は不明で あ る 。 し か し . 9 の破片の上位に

工具の引 き 上げ痕跡が認められるこ と から . 7 . 8 

の土器 と 同 じ 文様構成 を と る 可能性 も あ る 。

太郎迫式土器 (第38図 1 1 )

太郎迫式土器は ， 熊本市太郎迫遺跡 を 標式遺跡 と

し て設定 さ れた土器型式 で あ る 。 そ の時期は ， 後期

中頃であ る 。 土器の形態 に は ， 波状口縁や平日縁で

胴部 に rXJ 字状の 沈線文 が 見ら れ る 鉢形土器や深

鉢形土器 ， 浅鉢形土器 ， 椀形土器 ， 高杯形土器 ， 皿

形土器が あ る 。

堂園遺跡で は 1 点の鉢形土器の破片が検出 さ れ

て い る 。 そ の 出土地点 は ， 谷部上位で あ る (第37図 ) 。

破片の部位 は ， 胴部で ， そ の上位で あ る 文様帯部 に

あ た っ て い る 。 器面 に は ， 多条の横沈線文が引 かれ

て い る 。 破片の 上位 に は この土器型式の特徴であ

る rXJ 字状 に 類似 し た 沈棋 に よ る 反転部 が認めら

第 E 章 調査 と そ の成果

れ る 。 この土器 は ， 明 瞭 な rXJ 字状 を と ら ず\ そ

れに代 わ っ て弧状の沈線 と 列点が組み合わ さ る 文様

が見られ る な ど ， 太郎迫式土器の 中 で も や や古相 を

呈す る 土器の よ う だ 。

型式不明の土器 (第38図 1 2.....22)

土器の 無文部で あ る た め に ， 型式 が不明 な 土器が

出土 し た 。 出土位置 ご と に 点 数 は ， 谷部上位で15 点 ，

尾根部で 4 点 で あ る (第37図 ) 。 図示 し た も の は ，

そ の 中 の11点 で あ る 。 口縁部3 点 ( 1 2..... 1 4) . 胴部8

点 ( 1 5.....22) で あ る 。 この 中 で . 1 2 は ， 口縁部形状

の型式論的特徴が 明確で、 あ り ， あ る 程度の型式対比

が可能で あ る 。 つ ま り ， この土器 は ， 無文では あ る

が ， 明瞭で短い 口縁部の存在から西平式土器か太郎

迫式土器の ど ちら か に 対比で き そ う で あ る 。 ま た

1 6の胴部 に つ い て も ， 屈曲の度合 い から1 2の資料 と

同 じ 評価 を 下すこ と が で き ょ う 。

4 . 縄文時代晩期の土器

縄文時代晩期の土器で は ， 黒川式土器・刻 目 突帯

文土器が あ る 。 そ れらの 出土位置 は ， 谷部 を 中 心 に

し て 見ら れ る (第39図 ) 。 こ れ は ， 縄文時代後期の

傾向 と し て 指摘 し た 点 に 類似 し た特徴で あ る 。 た だ

し ， この時期 も ， 残念 な がら ， 出土量の僅少 さ は免

れな い事実で あ る 。 こ う し た 分布傾向 が本来の姿 を

表 し て い る の か ， そ う で な いの か と い う 点 に お い て ，

不明瞭な部分 が 多 い。

黒川 式土器 (第40図 1 ) 

黒川式土器は ， 鹿児島県黒川 洞穴遺跡の 出土土器

群 を 標式 に し て設定 さ れた 土器型式で あ る 。 そ の時

期は ， 晩期後半 で あ る 。 この型式の形態 と し て は ，

精製土器で あ る 浅鉢形土器や小型の壷形土器 ， 粗製

土器で あ る 深鉢形土器が あ る 。

堂園遺跡で は . 1 点の土器 を 認め た 。 そ れは ， 浅

鉢形土器の破片であ る 。 そ の 出土位置 は ， 谷部上位

に あ る (第39図) 。 器面 は ， 黒 く ， て いね い に 磨 か

れて い る 。 口縁部の 内面への折 り 込み ， 表面の l 条

の沈線 ， 裏面の段は ， 黒川式土器の型式的特徴 と し

て指摘 さ れ る も の で あ る 。 な お ， 同 じ 色調や器面の

調整の特徴 を 呈す る 土器 と し て ， 型式不明 で は あ る

が 2 の資料 を 挙げ る こ と が で き る 。
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第40図 縄文時代晩期土器実測図

刻 目 突帯文土器 (第40図 6 ) 4 点であ る 。 いずれ も 胴部の破片で あ る 。 この 中 ，

刻 目 突帯文土器 は ， 晩期後半の土器で あ る 。 北九 2 の資料 につ いて は ， 前記 「黒川式土器」の部分で ，

州西部で は長崎県山の寺遺跡 を 標式遺跡 と し て 山の 黒川式土器に類似 し た器面の色調や調整の特徴 を 示

寺式土器が ， 北九州東部で は福岡県夜臼遺跡 を 標式 す と し て ， 紹介 し て い る 。

遺跡 と し て 夜臼式土器が型式設定 さ れて い る 。 この

型式の形態 と し て は ， 精製土器 で あ る 浅鉢形土器や

小型の童形土器 ， 粗製土器で あ る 深鉢形土器が あ り ，

ま た ， 北九州 を 中 心 に し てこの土器型式の時期の水

田の存在 も 確認 さ れて い る な ど ， 弥生時代起源論 に

お い て も 鍵 を 握 る 土器型式 と 見 な さ れて い る 。

堂園遺跡で は . 1 点の土器 を 認め た 。 図示 し た深

鉢形土器の破片 が そ れで あ る 。 そ の 出土位置 は ， 谷

部上位 に あ る (第39図 ) 。 部位は ， 口縁部であ る 。 口

唇部の下 に横走す る 刻 目 突帯が貼 り 付 けられて い る 。

型式不明の土器 (第40図 2 """ 5 )  

胎土や器面の調整の特徴に よ っ て ， 晩期 に位置付

けられ る 土器が出土 し て い る 。 いずれ も ， 無文部で

5 . ま と め

堂園遺跡の縄文時代の資料の 中 で ， 早期の資料 は

も っ と も 充実 し て い る 。 こ う し た資料 に ま じ っ て ，

中期や後期や晩期 に属す る 土器 も 出土 し た 。 も う 一

度 ， これら を 取 り 上げて ， そ の意味す る と こ ろ を整

理 し てみ た p。

[地形] この報告書で図示 し て い る 調査区の等高線

は ， ア カ ホ ヤ 火山灰の上面で作成 し た も の で あ る 。

こ う し た 調査区の等高線から は ， 調査区 に お い て 尾

根部の存在 と 谷部が存在 し て い るこ と を 読み取れ る 。

そ れは ， 縄文時代早期の所で も 指摘 し て い る 点で あ

る 。 尾根部 は ， 調査区の南側 に 認められ る 。 そ の平

あ る た め に ， 明確に型式 を 特定で き る資料で は な い。 坦部 は ， 幅13 m から幅 2 m で ， そ れ は ， 北 東 方 向

出土位置 ご と に点数は ， 谷部上位で 4 点 ， 尾根部で に延びて い る 。 そ し て ， 谷部 は ， この尾根から北 に

l 点 で あ る (第39図 ) 。 図示 し た も の は ， そ の 中 の 聞 く 。

-68-



と こ ろ で ， 堂園遺跡の縄文時代早期 に あ っ て は ，

この地形的 な特徴に左右 さ れて ， 遺構や土器分布が

見られるこ と を 指摘 し た 。 例えば ， 集石 は ， 尾根部

の北側の 縁 に 見られ る 。 土器分布 は ， 尾根部周辺の

主分布域 と ， 原位置からの浮動 ・ 拡散に よ っ て形成

さ れた谷部の分布域 に よ っ て構成 さ れて い る 。 こ う

し た特徴 を縄文時代の早期の遺構や遺物は ， 示 し て

い る の で あ る 。

中 期 ・ 後期 ・ 晩期の遺物 は ， そ の量の僅少 さ 故 に ，

そ の偏在の傾向 を 認識す るこ と は な か な か困難であ

る 。 そ う し た 中 から ， そ れぞれの時期の遺物の出土

位置 を 見 てみ る と ， 中 期の土器 は ， すべて谷部に あ

る 。 後期の土器は ， 尾根上 と谷部で出土 し て い る 。

し か し ， 谷部上位での 出土量の方が尾根部に比べて

多 い。 晩期の土器 で は ， 一部尾根上に 出土地点 が見

られる と は いえ ， そ の ほ と ん ど は谷部 を 中 心に し た

場所で あ る 。 この よ う に ， 縄文時代の 中期 ・ 後期 ・

晩期の土器の 出土位置 は ， 縄文時代早期の土器の 出

土位置 と は大 き く 傾向 を 異 にす る 。 これが ど の よ う

な意味 を 持つ の か は ， 現状の資料では不明 で あ る 。

し か し ， 現状の資料で見 る 限 り ， 早期の あ る 時期 に

この地で生活 を 営 ん でい た縄文時代人の土地利用 と ，

中期 ・ 後期 ・ 晩期の縄文時代人の土地利用 と は明ら

か に 異 な っ て い たこ と が予想 さ れ る 。

[土器】 中期の土器では ， 船元式土器 ・ 阿高式系土

器 が検出 さ れた 。 後期の土器では ， 御手洗 a 式土器

・ 沈隷文の土器 ・ 太郎迫式土器 が ， 晩期の土器では

黒川式土器や刻 目 突帯文土器が検出 さ れた 。 遺物量

に比べて型式の数 も 多 く ， そ の結果 ， 型式 ご と の量

は さ ら に 僅少 と な っ て い る 。 この よ う に資料的 に は

限られて お り ， そ れ故 にこ う し た 土器 を 明確に意義

付 け るこ と は困難で あ る 。

な お ， 石器 と し て ， 後期 に比定 さ れ る 打製石斧や

円盤状石器 も 出土 し て い る 。 これ に つ い て は次節で

紹介す るこ と に し よ う 。

第 E 章 調査 と そ の 成 果

第 3 節 縄文時代の石器 とその分布

1 . は じ め に

石器関係の資料は ， 地点 が 明確に な っ て い る も の

で\ 63 点 が 出 土 し た 。 そ の 内訳は ， 石鍛5 点 ( 内 ，

l 点 は 出土地点不明) ， 削器3 点 ( 内 ， 1 点 は 出土地

点不明) ， 模形石器 2 点 ， 石錘1 点 ， 打製石斧及びそ

の関係資料8 点 ， 磁器3 点 ， 円盤状石器 2 点 ， 磨石

・ 敵石5 点 ， 石皿 ・ 台石 l 点 ， 二次加工 あ る 不定形

石器 4 点 ， 使用痕 あ る 制片 2 点 ， 石核 7 点 ， 分割磯

8 点 ， 剥片 ・ 砕片19 点 で あ る 。

堂園遺跡の縄文時代の遺物 で は ， これらの遺物 が

層の 中 から出土す る状況が芳 し く な い と い う こ と か

ら ， 早期の土器 と 中 期以降の土器 が 明確 に 分離 さ れ

ずに検出 さ れ るこ と が 目 立 っ た 。 そ の ため に ， 土器

と は異な り ， 単体で は そ の所属す る 時期 が な か な か

明確で な い石器 に つ い て は ， 整理 ・ 報告書作成段階

で ， これら を 時期 ご と に 分離す るこ と が不可能で、 あ

っ た 。 そ の ため に ， 今 回 は ， 時期 を 限定せず ， あえ

て ， 石器のみの節 を 設 け た の で あ る 。

そ の 分布 は ， 縄文時代早期の土器の分布傾向に似

て ， 尾根部周辺 に ま と ま る も の と ， 谷部 に 広 が る も

の が あ る (第41 図 ) 。 そ こ で ， そ れ ぞ れ の 器種 ご と

に ， そ の 分布 と 特徴に つ い て 見 て い く こ と に し よ う 。

ま た ， 時期 が限定で き る も の に つ い て は ， そ れぞれ

の項 目 の 中 で明記 し て いこ う 。

2 . 石器 と そ の分布

①石鍍 (第44図 1 ，.." 5 ) 

石鍛は ， 5 点 が 出土 し た 。 そ の 出土地点 は ， 3 点

が尾根部周 辺 で ， 1 点 が谷 部 で あ る (第42図 ) 。 ま

た ， 1 点 に つ い て は ， 出土地点 が不明で あ っ た 。

使用石材で は黒曜石 l 点 ， 安山岩 l 点 ， チ ャ ー ト

3 点 で あ る 。 重量 で は ， 2 . 7g を 最大 に し ， O .9g を

最小に し て い る 。

私は ， 早期 に属す る 石鎌 に つ い て ， 大 き く 六つ の

類型 に 分類 し たこ と が あ っ た (木崎1986 ， 1987) 。

そ れは ， ま ず ， 大 き く 正三角形 と 二等辺三角形 に 分

け ， 前者 を A 類 と し ， 後者 を B 類 と す る 基準 で お

こ な っ た 。 ま た ， そ れぞれ平基式の も の を I 類 ， 凹
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基式の も の を E 類 ， U 字状凹基式の も の を 皿 類 と し

た 。 つ ま り ， 整理す る と ， A 類 に は ， A I 類の平基

式正三 角形石鍛 ， A ll 類の 凹基式正三 角形石鎌 ， A

皿 類の U 字状凹基式 正 三 角 形石 鍛 が あ る 。 B 類 に

は ， B I 類の 平基式二等辺三角形石鍛 ， B ll 類 の 凹

基式二等辺三角形石鍛 ， B ill 類の U 字状凹基式二等

辺三角形石鎌であ る 。

そこで ， 堂園遺跡で出土 し た石鍛につ い て ， そ の

形態 を 見 て い く こ と に し よ う 。

A 類に属す る 正三角形石鍛は ， 検出 さ れて い な い。

5 点 と も ， B 類 に 属す る 二等辺三角形石鍛で あ る 。

1 は ， 凹基式で あ る 。 所属す る 細分形態 は ， B ll 類

の 凹基式二等辺三角形石鎖 で あ る 。 2 も 同様 に ， B

E 類の 凹基式二等辺三角形石鍛で あ る が ， やや器長

が短い。 3 も B ll 類の 凹基式二等辺三角形石鍛で あ

る が ， やや挟入 が 強 p 。 乙 の扶入 が強 い石銀で ， B

E 類の凹基式二等辺三角形石銀の も の は 5 で あ る 。

そ し て ， 4 は ， B ill 類の U 字状凹基式二等辺三角形

石鍛に あ た っ て い る 。

②削器 (第44図 6 ..... 8 )  

剥片の側縁部 に ， 連続 し た加工 を 施 し て作られた

刃部が見られ る 石器で あ る 。 出土点数 は ， 3 点であ

る 。 そ の分布 は ， 尾根部周辺から外れた北 と 南側の

谷近 く に あ る (第44図 ) 。

第 皿 章 調査 と そ の成果

9 は ， 平面形が五角形 を 呈す る 石器で あ る 。 上端

に は平坦面 が見られて そ の縁辺 に 微細 な制離痕が観

察 さ れ ， 下端に は上端に対向す る か た ち で微細な 剥

離痕跡が見られる 。 1 0は ， 平面形 が平行四辺形 を 呈

す る 石器であ る 。 上端 に は平坦部が 見られ ， 下端に

は微細な 剥離痕跡が観察 さ れ る 。

④石錘 (第44図1 1 )

出土 し た 石錘 は ， 網の錘 と なす た め に ， 組掛け 用

の浅い窪み を ， 偏平礁の両端に 敵打 を 加 え て 作 っ た

石器で あ る 。 これ を ， 傑石錘 と 呼ぶ。

醸石錘は ， 1 点 が 出 土 し た 。 出土地点 は ， 尾根部

で あ る (第43図) 。 石材 は ， 頁岩 で あ る 。 重 さ100g

を 計 る 。

⑤打製石斧 (第47図1 2..... 1 4) ・ そ の関連資料

(第48図1 5.....第50図1 9)

出土点数 は ， 打製石斧3 点 ， そ の 関連資料 5 点で

あ る 。 そ の 出土地点 は ， 尾根部周辺 と谷部 に あ る (第

45図) 。 谷部での 出 土例 が 多 いこ と と ， 縄文 時代後

期や晩期の土器が谷部で多 く 出土 し て い るこ と と は ，

何らかの関連 が 見られ る も の と 思わ れ る 。 使用石材

は ， すべて砂岩で あ る 。

打製石斧は ， 短冊形 と 擁形 と 呼ば れ る 形状の石器

で あ る 。 1 2は ， 両側縁 が や や弧状 を呈 し ， 刃部 も 円

刃 ， 基部 も 円基で あ る 。 これに よ り ， 全体の形状 が

6 は ， 大型の削器で あ る 。 横長剥片が素材 と な り ， 長楕円形 を 呈す るこ と に な る 。 1 3は ， 両側縁が直線

幅が広い剥片の先端部の表裏両面 に連続 し た加工が

観察 さ れ る 。 チ ャ ー ト 製で あ る 。

7 は ， 円 刃 と な る 刃部 を 持つ削器で あ る 。 素材 と

な る 剥片 は ， 縦に長い剥片で あ り ， そ の先端部 と 両

側縁 に調整加工が め ぐ る 。 チ ャ ー ト 製であ る 。

8 は ， 基部つ まみ部のみの資料で あ る 。 基部先端

部 と 両側縁 に扶入状の加工が見られ る 。 全体の形状

は ， 不明 で あ る 。 チ ャ ー ト 製で あ る 。

③槙形石器 (第44図 9 ・ 1 0)

平面形状 と し て は ， 四角形 を 基本 に し て ， 多角形

の も の も 存在 し ， 向 か い あ っ た辺の側縁部 に ， 対向

す る 階段状の剥離痕跡が観察 さ れ る 石器 を ， 模形石

器 とす る 。 出土点数 は ， 2 点 で あ る 。 そ の 出土位置

は ， 尾根部周辺で あ る (第43図 ) 。

使用石材 は ， いずれ も 黒曜石で あ る 。

的で ， やや刃部に 向 か つ て 幅 を 広 げて い る 。 基部 は ，

直線的で ， 刃 部 は 円 刃 で あ る 。 形状 は ， 接形 を 呈 し

て い る 。 1 4は欠損品 の た め ， 全体の形状が不明 な資

料であ る 。 現状で判断すれば ， 正方形 に近い形状 を

考 え るこ と が で き る 。 そ の点 で は ， 円盤状石器 に近

い も の と 言 え る 。

打製石斧の 関連資料で は ， 完成 ま じ かの未加工品

l 点 ( 1 5) ， 加工途次の未加工品 ( 1 6..... 1 9) が あ る 。

1 5は ， 刃部 と 基部 に 調整加工 が施 さ れれば十分に製

品 と な る資料で あ る 。 そ の未加工品で終わ っ た 理由

は ， 右側縁下半部 に 見られ る 裏面の大 き な 剥離の存

在だ ろ う 。 側縁加工途 中 に この剥離 が発生 し た た

め に ， 製作 中 断 が おこ っ た も の と 想像 さ れ る 。 1 6 は

表面 に磯面 を 残 し て ， 裏面 に 調整加工 を 施 し た石器

で あ る 。 基部側 と 刃部側 に 調整加工 が見ら れ る 。 磯
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第 3 節 縄文時代の石器 と そ の分布

器 と も 考 え ら れる が ， 薄手であ る と い う こ と か ら ，
加工途次の未加工品 と 判断 し た 。 素材 と な る 剥 片は ，
横長剥片であ る 。 1 7""" 1 9は ， 偏平な大型の石片であ
る 。 いずれ も 一部に調整加工が見 ら れ る 資料であ る 。
全体の形状 と 調整加工の状況か ら 加工途次の未加工
品 と 判断 し た。 いずれ も ， 素材 と な る 制 片は ， 横長
剥片であ る 。

⑥離器 (第50図20"""第52図22)
打製石斧の関連資料 と の差について は ， 明確では

な い が ， 大 き さ に対 し て厚手の も の を ， 磁器 と し て
取 り 扱っ た。 し た が っ て ， 打製石斧の関連資料 と の
峻別 は不明 な点が多 い。 出土地点 は ， 谷部であ る (第
46図) 。 石材は ， 20が安山岩 で ， 21 と 22が砂岩 で あ る 。

20は楕円形 を呈す る も ので ， 両刃であ る 。 表面に
は ， 離面が残 る 。 22は ， 表裏面に離面 を残す も の で ，
片 刃 で あ る 。 大型品 で ， 重 さ は ， 775g を 計 る 。 石
核の可能性 も 高い。 23は ， 蝶器 と し た資料の 中 で ，
も っ と も 丁寧な加工が見 ら れ る 石器であ る 。 片刃で
あ る 。

⑦円盤状石器 (第53図23 ・ 24)
円盤状石器は ， 2 点が検出 さ れて い る 。 出土地点

が明 ら か な の は 1 点 (23) で ， 尾根部近 く に あ っ
た (第46図) 0 23は ， 片岩製 で あ る 。 素材 は ， 板状
剥落石片で あ る 。 縁辺の一端は ， 鋸歯状 を呈 し ， そ
れに対向す る 辺 に は微細な制落痕跡が観察 さ れ る 。
重 さ は ， 1 1 0g で あ る 。 24は ， 砂岩製で あ る 。 素材
は ， 板状石片で あ る 。 縁辺 を め ぐ っ て調整加工が施
さ れて い る 。 重 さ は 265g で あ る 。

⑨磨石 ・ 融石 (第55図25"""第56図29)
磨石 ・ 敵石は ， 5 点が検出 さ れて い る 。 出土地点

は ， いずれ も 尾根部周辺 に あ た っ て い る (第54図) 。
そ の 出土地点か ら は ， こ の石器が縄文時代早期に属
す る 可能性が高い を こ と を窺 え る 。

形状では ， 大 き く 二つの種類 が あ る 。 一つ は ， 円形
な い し楕円形 を呈す る も の (第55図25"""第56図28)
であ る 。 も う 一つ は ， 棒状 を呈す る も の (第56図29)
であ る 。

円形な い し楕円形 を呈す る 磨石 ・ 敵石は ， 4 点で
あ る 。 使用石材は ， 安山岩 3 点 ， 砂岩 l 点であ る 。
表面な い し側面 に 敵打痕がみ ら れ る も の も あ る 。 重

さ は ， 25が560g ， 26が280g ， 27が450g ， 28が770g で
あ る 。

棒状の磨石 ・ 敵石は ， 1 点で あ る 。 下端部に敵打
の痕跡が残 さ れて い る 。 石材は ， 砂岩で あ る 。 重 さ
は 225g であ る 。

⑨石皿 ・ 台石 (第56図30)
出土点数は ， 1 点で あ る 。 そ の 出土位置は ， 尾根

部周辺で あ る (第54図) 。 そ の 出土位置 と ， 対 に な
る磨石 ・ 敵石の状況 を考慮すれば ， こ の石器が縄文
時代早期に属す る 蓋然性が も っ と も 高い と 言 え る 。
使用石材は ， 砂岩で あ る 。 欠損品であ る 。 作業面は ，
表裏両面に設 け ら れて い る 。

⑩二次加工あ る 不定形石器 (第四国31 """34) 
二次加工 あ る 不定形石器は ， 剥片の側縁の一部 に

連続 し な い加工 を施 し たのみで ， 形状 を定め な い石
器で あ る 。 出土点数は ， 4 点で あ る 。 そ の 出土地点
は ， 尾根部周辺 と 谷部に あ る (第57図) 。

石材は ， 黒曜石 2 点 (32 ・ 33) ， チ ャ ー ト 2 点 (31
・ 32) であ る 。 素材 と な る 剥片 は ， 幅広の剥片や縦

長の剥片 ， そ し て大型の幅広の制片が 中心であ る が ，
そ の形状に共通す る 特徴は見出せ な い 。

⑪使用癒あ る剥片 (第58図35 ・ 36)
剥片の側縁の一部 に 刃 こ ぼれ状の微細剥離痕が観

察 さ れる も ので あ る 。 2 点 が出土 し た 。 そ の 出土地
点は尾根部周辺に あ る (第57図) 。

石材はいずれ も チ ャ ー ト で あ る 。 剥片は ， 縦長剥
片であ る 。

⑫石核 (第60図37"""43)
出土点数は ， 7 点で あ る 。 いずれ も 剥片や分割離

を素材 と し た も ので あ る 。 分布は尾根部周辺に あ る
(第59図) 。 そ の 出土状況か ら は ， ほ と ん ど の石核

が縄文時代早期に属す る 可能性が高い こ と を窺わせ
る 。 そ こ で ， 以下 ， 狸谷遺跡の縄文時代早期で試み
た 分類 (木崎ほか1985) に従っ て ， 出土石核を見て p く 。

第 1 類 (第60図39"""43)
剥片や分割離 を 素材 と し た石核で あ る 。 剥片剥離

は ， 打面 を石核の縁辺に沿 っ て転移 し て い く か た ち
で進行 し て p く 。 そ の結果 ， 石核の表面に は求心的 な
剥離痕が残 さ れ る 。 「柏原型石核J (山崎 ・ 小畑1983)
と 呼称 さ れ ， 縄文時代早期 を特徴づ け る 石核で あ る 。
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堂園遺跡で出土 し た石核の 中 で は ， 5 点が近似 し て
い る 。

第 2 類 (第60図37 ・ 38)

偏平な石核で あ る 。 素材に は ， 剥片 と 分割l擦が あ
る 。 剥片剥離は ， 打面の転移 を頻繁に お こ な わずに
進行す る と こ ろ に特徴が あ る 。 し た が っ て ， 石核原
型の形状は ， 良 く 保持 さ れ る 。 該当す る 石核 と し て
は ， 2 点 が検出 さ れて い る 。

第 3 類

両刃離器の 刃部作出剥離に似た状態で ， 剥片剥離

第 皿 章 調査 と そ の 成果

が進行 し て p く 石核で あ る 。 こ の石核に該 当 す る 石
核は ， 堂園遺跡では検出 さ れて い な い。

⑬分割喋 (第60図44......48)

石核の素材 と な っ た り ， そ の素材 を と る 際 に 出 た
余分な石片が出土 し て い る 。 そ れ を 分割離 と し て 一
括 し て提示 し て い る 。 出土点数 は ， 8 点で あ る 。 出
土位置は ， 尾根部周辺 を 中心 に し て ， 谷部に も 1 点、
が認め ら れ る (第59図) 。

図示 し て い る も の は ， こ の 中 の 5 点で あ る 。 大型
の も の か ら 小型の も の ま で ， 形状は 多様で あ る 。
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⑭剥片 ・ 砕片 (第62図49�第63図67)
制片 ・ 砕片は ， 19点が出土 し て い る 。 その分布は ，

尾根部周辺 と ， 北 と 南に 開 く 谷部に あ る 。 石材は ，
チ ャ ー ト 9 点 ， 黒曜石 7 点 ， 頁岩 2 点 ， 安山岩 1 点
で あ る 。

形状は ， 大型の幅広の剥片 (49�52) ， 大型の横長

面に観察 さ れる 。 た だ し こ の剥片に対応す る も の
は ， 上記 し た石核に は見当 た ら な p。 石材は ， チ ャ
ー ト で あ る 。 50は ， 表面に素材剥片の主要剥離面 を
残す資料で あ る 。 石材は ， チ ャ ー ト で あ る 。 こ の剥
片に対応す る も の は ， 上記 し た石核に は見当 た ら な
い。 51 も 表面に素材剥片の主要剥離面 を残す資料で ，

剥片 (53 ・ 54) ， 幅広の寸詰 ま り の縦長剥片 (55 ・ 56) ， 石核の頭部縁辺調整に よ る 加工痕が認め ら れ る 。 石
小型の横長剥片 (57) ，小型の幅広の剥片 (58�59 ，
62�67) ， 不明 (60 ・ 61 ) が あ る 。

ま ず ， 大型の剥片 を取 り 上げよ う 。 49は ， 厚手で
大型の剥片で あ る 。 主要剥離面 と 同 じ剥離痕跡が表

て二二フ 57 

材は ， チ ャ ー ト で あ る 。 こ の資料について も ， 対応
す る 石核は見 ら れな い。 52は ， チ ャ ー ト を使用石材
と し て い る 。 表面に は ， 上方向 と 横方向の二つの剥
離痕が観察 さ れ る 。 こ れに よ っ て ， こ の剥片の剥離
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察 さ れ る 。 67は ， 質 はやや悪い が ， 桑 ノ 木津留産黒
曜石の特徴 を示 し て い る 。 厚手は ， 剥片剥離作業面
の再生剥片であ る 。 喜朗j離方向 は ， 裏面の方向 に 対 し
て やや左側に寄 る 方向の制離痕が表面で観察 さ れ る 。

段階以前に は ， 上位 と 横位に打面が設け ら れて い た
こ と が分か る 。 こ の資料に つ いて も ， 大 き さ に お い
て対応す る 石核は認め ら れな t \ o 53 も ， チ ャ ー ト を
使用石材に し て い る 。 表面 と 裏面の剥離方向は ， 一
致 し て い る 。 こ の制片に対応す る 大 き さ の剥片 も ，

縄文時代に属す る 石器類 と し て は ， こ れ ま で見て
き た よ う に ， 石銀 5 点 ( 中 ， 1 点 は出土地点不明に
削器 3 点 ( 中 ， 1 点 は出土地点不明) ， 模形石器 2 点 ，
石錘 1 点 ， 打製石斧及びそ の 関係資料 8 点 ， 磯器 3

ま と め3 .  堂園遺跡では見 ら れな い。
54は ， 黒色頁岩製で あ る 。 表面に は ， 周辺か ら 対

向す る 剥離痕が残 さ れて い る 。 こ の大 き さ に対応す

点 ， 円盤状石器 2 点 ， 磨石 ・ 敵石 5 点 ， 石皿 ・ 台石
l 点 ， 二次加工 あ る 不定形石器 4 点 ， 使用痕 あ る 剥
片 2 点 ， 石核 7 点 ， 分割磯点 ， 剥 片 ・ 砕片19点で あ
る 。 こ れ ら は ， 前記 し て い る よ う に ， そ の 出土状態
が芳 し く な く ， 時期的 に 分離す る こ と が な か な か 困

る 石核は認め ら れな い が 第 1 類の石核に よ っ て生
産 さ れる 剥片の形状で あ ろ う 。 55は ， 表面に磯面 を
残す剥片で あ る 。 石材は ， シ ル ト 質頁岩であ る 。 大
き さ の点では ， 対応す る 石核は認め ら れない。 56は ，
安山岩 を石材 と す る 。 剥離方向では ， 主要剥離面 と
一致す る も の ， 横方向の も の が あ る 。 大 き さ の点で
は ， 対応す る 石核は認め ら れな い。 57は ， チ ャ ー ト
を石材 と す る も ので あ る 。 主要剥離面の制離方向に 難な資料であ る 。 そ の為 に ， 一つの独立 し た節 を 設

け て紹介 し て き た 。対す る 表面の剥離方向は ， 一致す る 。 58 も ， チ ャ ー
ト を石材 と す る 。 裏面の剥離方向に対 し て は ， 上下 こ う し た 中 ， あ る 程度の時期的 な振 り 分 け が可能

な も の も 含 ま れて い る 。 そ こ で ， こ こ では ， こ の節
の ま と め と し て ， こ う し た時期的 な峻別 が可能な資

両方向の剥離痕が表面で観察 さ れ る 。 59は ， チ ャ ー
ト を石材 と す る 。 裏面 も 表面 も 剥離方向では一致 し

料を整理 し て お こ う 。
確実に そ の時期 が わ か る 石器 と し て は ， 打製石斧

と そ の関連資料 ， そ れに ， そ う し た石斧石材に類 し
た石を素材に し た磯器 ， 円盤状石器が あ る 。 出土位

て い る 。 60は ， チ ャ ー ト 製 ， 61 は ， 黒曜石製であ る 。
形状等は ， 不明であ る 。 な お ， 61 の黒曜石は ， 人吉
市桑 ノ 木津留産の も の に類似す る 。 62は ， 桑 ノ 木津
留産黒曜石 を石材 と す る 。 表裏面の剥離方向は ， 一

置 と し て は ， 打製石斧や そ の関連資料の 多 く が谷部致す る 。 こ の こ と か ら ， 第 2 類の石核に対応す る 剥
で出土 し て い る こ と か ら も 後期や晩期の土器が谷片であ る こ と がわ か る 。 63 も 同様に ， 第 2 類の石核
部で多 く 出土 し て い る こ と と 何 ら かの関連が想定 さ
れ る 。 ま た ， 偏平打製石斧の所属時期か ら も ， こ の

に対応す る 。 原産地は不明であ る が ， 黒曜石 を使用
し て い る 。 64は ， 調整剥片で あ る 。 63の使用石材 と
同 じ原産地の黒曜石であ る 。 65 も 石核調整の際の剥 出土傾向 と 一致 し て い る 。 つ ま り ， こ う し た こ と か

ら ， 打製石斧 と そ の 関連資料 ， 石斧石材に類 し た石
を素材に し た傑器 ， そ し て 円盤状石器は ， 後期か晩
期に属す る こ と が確実で、 あ る 。

片であ る 。 そ の特徴か ら ， 桑 ノ 木津留産黒曜石 を石
材 と し て い る 。 66 も ， 桑 ノ 木津留産黒曜石 を石材 と
し て い る 。 表面に は ， 上位 と 横位か ら の剥離痕が観

石器計測表第 2 表
測 値

幅 (側) 厚 さ ( cm ) 重 さ (g)
計

長 さ (畑) 登録番号
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E-6 ， 7 22 

E- 5 一括



一方 ， 早期 に属す る 可能性が高い資料 と し て は ，
出土位置の傾向か ら 石鍛が ま ず挙げ ら れ る 。 し か も ，
石織の形態的類似性か ら も 早期の可能性が高そ う で
あ る 。 ま た ， 出土位置が尾根部周辺に限 ら れ る磨石
・ 敵石 も ま た ， 早期 に属す る だ ろ う 。 こ の磨石 ・ 敵

石 と 対に な る 石皿 - 台石 も こ の時期であ ろ う 。
な お ， 削器 ・ 模形石器 ・ 石錘 ・ 二次加工あ る 不定

形石器 ・ 使用痕あ る 剥片 ・ 石核 ・ そ の他の制片 ・ 砕
片について は ， 明確な時期 を押 さ え る こ と はで き な

い。 た だ し ， 出土遺物の 中 で早期の土器が 占 め る 割
合が も っ と も 高 く ， そ の 9 割近 く の比率であ る 。 し
た が っ て ， 高い確率で ， 時期不明の資料について も
早期 に属す る こ と が考 え ら れ る 。

以上の よ う に ， 堂園遺跡で出土 し た石器について
は ， 後期や晩期に属す る と 確実に言え る 資料以外に
つ いて は ， 多 く の場合 ， 早期 に属す る 可能性が高い。
石銀や磨石 ・ 敵石 ， そ し て石皿 ・ 台石は ， 確実に早
期に属 し て い る だ ろ う し ， 削器 ・ 模形石器 ・ 石錘 ・
二次加工 あ る 不定形石器 ・ 使用痕あ る 剥片 ・ 石核 ・
そ の他の制片 ・ 砕片で は そ の確率が90% に近い と 言
え る だ ろ う 。 尾根近 く に分布域の主体が見 ら れ る 早
期土器の分布傾向か ら すれば ， 石器に も そ の傾向が
指摘で き る 。 以上の よ う に ， 石器の特徴の他 ， 土器
の出土量の比率 ， そ し て分布傾向に おいて ， 縄文時
代の石器類は あ る 程度の整理が可能であ ろ う 。

第 E 章 調査 と そ の 成果

第 4 節 古墳時代の遺構 と 遺物

1 . は じ め に

堂園遺跡では ， 古墳時代 に属す る 遺構や遺物が出
土 し た 。 遺構 と し て は ， 確実に は竪穴式住居跡 l 基
であ る 。 そ れは ， 調査区の西側に偏 っ て検出 さ れて
い る 。 遺構の数 と し て も ， 出土遺物の量に し て も 少
な く ， 資料的 に は極めて限 ら れた成果であ っ た 。 お
そ ら く は ， 調査が対象 と な っ た地区は ， 古墳時代 に
営 ま れた集落の東外れ と い う こ と に な る だ ろ う 。 た
だ し ， かつて ， 古墳時代 ， こ の地に人びと が生活 を
し て い た こ と は確かで あ る 。 そ う い う 意味では ， 堂
園遺跡での来歴 を 知 る 上での材料 と な る 。

2 . 遺構 と 出土土器

遺構に は ， 竪穴式住居跡 1 基が あ る 。 そ の位置は ，
前記 し て い る よ う に 調査区の西側 で あ る (第64図) 。
検出遺構が竪穴式住居跡 l 基で あ る と い う 点 ， そ の
位置が調査区の東に偏 っ て い る と い う 点 ， こ う し た
点 を 考 え れば ， 調査の対象 は ， 古墳時代中 期の集落
の東端で あ っ た こ と に な る だ ろ う 。

①竪穴式住居跡 (第65図) 。
竪穴式住居跡の平面形態 は ， やや台形に近い長方

形で あ る 。 そ の規模 は ， 長軸5. 25m ， 短軸3. 84m-
3. 89m であ る 。 壁高は ， 40cm -26cm で、 あ る 。

炉は ， 東方の長辺側 ， そ の壁近 く に 設 け ら れて い
る 。 炉の平面形態 は ， 短軸方向に長い不整の楕円形
であ る 。 構造上では ， 段掘 り と な っ て い る と こ ろ が
特徴の第ーで あ る 。 住居跡中央側 に ， 中段面 と し て
の一段高い部分が あ り ， そ の部分の床面か ら の深 さ
は ， lOcmで‘ あ る 。 そ の部分の埋め土は ， カ ー ボ ン を
少量含ん だ暗褐色土で あ る 。 明瞭な焼け土は ， 見 ら
れない。 こ の こ と か ら ， こ の 中段の底面 は ， 燃焼面
と は な っ て い な か っ た こ と がわ か る 。 な お ， 中段の
底面に は ， 深 さ 30cm と 50cmの二個の穴が穿た れて い
る 。 こ れは ， 後の撹乱では な く ， こ の炉穴に伴 う も
のであ る が ， そ の用途は ， 不明であ る 。 下段面 は ，
楕円形 を呈 し て い る 。 床面か ら の深 さ は20cm ， 中段
面か ら の深 さ は10cm で、 あ る 。

柱穴は ， 長軸側の 中軸線上に の っ て ， 2 個が見 ら
れる 。 そ の位置は ， 短辺側壁際か ら そ れぞれ1 . 17m ，  

-97-
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1 . 08m 離れ た 部分で あ る 。 い ず れ か ら も ， 柱痕跡
は確認 さ れて い な p。 ま た ， 他の穴 と し て は ， 炉穴
がの る 短軸側の 中軸線上で ， 炉穴 と は反対側に あ る
壁近 く に穿たれた l 個が あ る 。 そ の床面か ら の深 さ
は . 50cm で あ る 。 そ の位置は ， 壁か ら 47cm離れた部
分 に あ る 。 お そ ら く ， こ の穴は ， 入口施設に伴 う も
の と 考 え ら れる 。

出土遺物は ， 土器のみで あ る 。 そ の 出土位置は ，
一方の柱穴周辺の床面上に集中 し て い る 。 こ れが原
位置 を なすか ， 投げ込み な の か は不明であ る が ， 個
体数 也 少 な く ， し か も 集中 的で あ る と い う こ と か ら
すれば ， そ の状況か ら 一括性の高い資料であ る こ と
は確かで あ る 。

こ の竪穴式住居跡は ， 消失家屋で あ る (第65図下
段) 。 床面 に は ， 焼け土の集 ま り が見 ら れ ， ま た ，
炭化材 も l 本分認め ら れた 。 そ の場所は ， 柱穴近 く
であ る 。 し か も ， そ れは大型であ り ， こ の こ と か ら ，
こ の炭化材は主柱で あ る 可能性が高p。 残念な が ら ，
こ の炭化材の樹種同定はお こ な われて い な い た め に ，
そ の材木の種類は不明 で あ る 。

②出土土器 (第66図)
出土土器では ， 第66図 に掲載 し た分が図化に耐え

う る も ので あ り ， 他 に も 多 く の破片が出土 し て い る 。
土器形態 と し て は ， 壷 ， 鉢 ， 小型広口の査 ， 高杯 ，
費が あ る 。 11聞に 見て い こ う 。

1 と 2 は ， 壷で あ る 。 1 は ， 頭部以上 を 欠損す る
胴部以下の資料で あ る 。 こ の土器は ， 狭い頚部か ら
大 き く 張 り 出 し て胴部上位に最大径 を持ち ， 明瞭な
肩を持つ器形で あ る 。 ま た ， 大 き く 張 り 出 し た胴部
か ら 底部に か け て は直線的に窄 ま り ， やや凸 レ ン ズ
状に 中央部が膨 ら ん だ底部へ と 至 る 。 胴部最大径は
32. 0cm . 底径は6. 05咽 を測 る 。 器面の調整は ， 広 く
ナ デ調整が認め ら れ る が 一部に ケ ズ リ 調整の痕跡
も 残っ て い る 。 2 は ， 壷の底部 と 考 え た が ， 薄 く 煤
の付着が認め ら れ る 。 曹の底部の可能性 も あ る 。 底
面 は ， 凸 レ ン ズ状 に膨 ら ん で い る 。 残存度 は . YJで
あ る 。 器面は ， ナ デ調整に よ っ て い る 。

3 と 5 は ， 鉢であ る 。 3 は ， 砲弾形 を呈す る 尖 り
底の鉢で あ る 。 日韓部は指頭に よ る 調整の圧痕が見
ら れ ， 底部に は工具 に よ る 強 く 荒いナ デが見 ら れる

な ど ， 手控状の粗製の土器で あ る 。 器面の調整は ，
ナ デに よ る が ， 内面に は ケ ズ リ 調整の痕跡 も 一部に
留め る 。 残存は ， 口縁部が % で ， 体部は一部 を 欠
損す る 程度で あ る 。 5 は 丸い体部か ら やや斜め に
立 ち 上が っ て ， 口縁部では ま た強 く 聞 く と い う 器形
を呈す る 鉢であ る 。 器面の調整は ， ナ デ調整に よ る
が ， 内面の 口縁部近 く にハ ケ調整の痕跡が ， 内面の
底近 く に は指頭圧痕が観察 さ れ る 。 残存度は ， 体部
で % 程度であ る 。

4 は ， 小型広口の査であ る 。 頭部は ， 口縁部へ と
やや内湾 ぎみに斜め に 立 ち 上が る 。 胴部の最大径は ，
中位よ り も やや上位に あ る 。 頭部か ら 直続的 に胴部
径最大部へ と 至 る た め に ， 屈曲部の稜は ， あ る 程度
明陳に観察 さ れ る 。 底部は丸底で ， 胴部径最大部か
ら お碗状に丸み を持 っ て至 る 。 残存度は ， 口縁部か
ら 頭部 に か け て が % で あ る 。 口縁部径は10. 8cm (推
定値上 胴部最大径は11 . 9cm . 器高は1 1 . 4cm を測 る 。
器面の調整は ， 内外面 と も に ナ デ調整で あ る 。 た だ
し ， 胴部の外面 に はハ ケ調整の痕跡が残 り ， 胴部の
内面に は整形段階の指頭圧痕が観察 さ れる 。

6 は ， 高杯の脚部で あ る 。 裾部は大 き く 聞 き ， し
か も そ の聞 き 方はやや ラ ッ パ状 を 呈す る が ， 直線的
であ る 。 そ の径は . 14 . 1 cm (推定値) で あ る 。 残存
状況は パ 程度 で あ る 。 器面調整 は ， 表面 が ナ デ
調整で ， 内面はハ ケ調整の後 ， ケ ズ リ 調整 ， そ し て
ナ デ調整で あ る 。

7 ...... 9 は ， 饗であ る 。 7 が口縁部か ら 胴部中位に
かけて . 8 と 9 が底部周辺で あ る 。 7 は ， やや張 り
出 し た胴部で ， わずか に窄 ま り な が ら 顕部へ と 至 り ，
そ し て弱 く 外反 し な が ら 口縁部へ と 至 る 器形 を呈 し
て い る 。 そ の残存の状況は ， 口縁部が 1/8 で ， 胴部
が ys で あ る 。 口 縁径 は . 21 . 8cm (推定値上 胴部最
大径 (推定値) は . 25. 5cmで あ る 。 器面の調整は ，
ナ デ調整で あ る が ， 胴部径最大部に は指頭圧痕が観
察 さ れる 。 内面は ， ナ デ調整で あ る 。 8 は ， 胴部下
半か ら 底部 に か け て の資料で あ る 。 底部は平底で ，
径は小 さ く . 3. 5cm を 測 る 。 胴部か ら 底部への移行
は ， 直線的で あ る 。 器面の調整は ， 外面ではハ ケ調
整の後 に ナ デ調整 を お こ な っ て い る 。 内面に は ， ナ
デ調整の痕跡のみ が観察 さ れる 。 9 は ， 底部の資料
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で あ る 。 形状的な特徴は ， 8 と 同 じ で あ る 。 そ れは ，
やや膨 ら ん だ底面 を 持つ平底で ， 径4. 4cm と い う 小
さ な底部で あ る 。 器面の調整はナ デ調整で ， 外面に

は ， ミ ガキ調整に似た工具に よ る ナ デ調整 も 観察 さ
れ る 。

③竪穴式住居跡以外 か ら の出土土器

竪穴式住居跡以外か ら の 出土土器 も 若干存在す る 。
そ れは ， 中世以降の土坑か ら 出土 し た り ， 遺構外か
ら 出土 し た り し た も ので あ る 。 こ こ では ， 図示 し な
か っ た が ， 壷の底部 ， 小型丸底土器 ， 費 ， そ し て移
動式の土製竃の破片であ る 。

3 . ま と め

堂園遺跡では ， 古墳時代に属す る 遺構や遺物が出
土 し た 。 遺構 と し て は ， 調査区の西端で検出 さ れた
竪穴式住居跡 l 基で あ る 。 つ ま り ， こ の こ と は ， 調
査が古墳時代 に営 ま れた集落の東外れを対象 に し て
い た こ と を示 し て い る 。

今 日 ， 球磨 ・ 人吉地方では ， 古墳時代の土器であ
る 土師器の編年研究が ま っ た く 手つかずの ま ま 残 さ
れて い る 。 こ の ま ま では ， 堂園遺跡で検出 さ れた竪
穴式住居跡を球磨 ・ 人吉地方の古墳時代の 中 に位置
付 け る こ と は ， 永遠に で き な い ま ま で終わ る こ と に
も な り かね な p。 そ こ で ， こ の点 を解決す る 意味で
も ， 球磨 ・ 人吉地方の土師器編年 を 試み る 必要があ
る だ ろ う 。 そ こ で手始め に ， 堂園遺跡で出土 し た土
器 と 近隣の遺跡で検出 さ れた竪穴式住居跡の出土土
器 を 中心 に し て ， そ れ ら の形態論 ・ 型式論的な検討
を試みてみ よ う 。

堂園遺跡の竪穴式住居跡の 中 か ら は ， そ の 出土状
況に お い て ， 一括性が高い と 認識 さ れ る 土器群が検
出 さ れて い る 。 土器形態 と し て は ， 壷 ， 小型広口の
壷 ， 鉢 ， 高杯 ， 曹 が あ る 。 た だ し ， そ の 出土数は少
な く ， 広域編年 に 耐 え る 資料 も 存在 し な い 。 そ こ で ，

近隣の遺跡の 中 か ら ， 乙 の土器群の特徴に対 し て 関
連す る 資料 を 取 り 上げて み よ う 。 遺跡は ， 近 く の丘
陵上に あ る 沖松遺跡で あ る 。 そ の 中 で対象 と な る 竪
穴式住居跡は ， 1 号住居跡 と 3 号住居跡 ， そ し て 5
号住居跡で あ る 。 いずれの住居跡か ら も ， 一括性の
高い良好な土器形態組成 を 持つ土器群が検出 さ れて

い る (第67図) 。
こ う し た資料を検討すれば ， ま ず ， 堂園遺跡で出

土 し て い る 費の底部 と 沖松遺跡 3 号住居跡出土の曹
の類似を指摘す る 乙 と がで き る 。 そ の底部は ， 平底
であ り ， 器高や口径 ・ 胴部径に比べて極端に小 さ な
底部であ る 。 そ の器形的な特徴は ， 頭部か ら 口縁部
に か け て ， 弱 く 外反 し な が ら 弱 く 聞いて長 く 延びて
い る こ と で あ る 。 胴部の最大径は ， そ の上位に あ る 。
頚部 と 胴部の境は明瞭で 胴部最大径部 ま での胴部
上位部 ま では ， 撫肩状 を呈 し て い る 。 こ の こ と か ら ，
堂園遺跡の竪穴式住居跡出土土器 と 沖松遺跡 3 号住
居跡出土土器 と は ， お互い に近い形態論的 ・ 型式論
的関係に あ る こ と を想定す る こ と がで き る 。 そ こ で ，
沖松遺跡 3 号住居跡出土土器 と ， 他の遺跡の住居跡
出土土器について比較検討 を試みてみ よ う 。

錦町夏女遺跡 1 号住居跡 と 2 号住居跡は ， 夏女遺
跡で検出 さ れた住居跡の 中 で も 新 し い時期に属す る
も の で あ る (園村1993) 。 し か も そ れは ， 古墳時代
に属 し ， 1 号住居跡→ 2 号住居跡 と い う 変遷 (第58
図) も 想定 さ れて い る (木崎1996a.b) 。

夏女遺跡 1 号住居跡では ， 壷 ， 鉢 ， 高杯 ， 小型丸
底土器 ， 費 な ど が検 出 さ れて い る (第四国) 。 夏女
遺跡 2 号住居跡では ， 査 ， 鉢 ， 小型丸底土器 ， 費が
あ る (第58図) 。 こ こ で検 出 さ れて い る 土器の 中 で ，
沖松遺跡 3 号住居跡出土土器 と の 関連で注 目 さ れ る
の が長胴の費で あ る 。 そ れは ， 夏女遺跡 2 号住居跡
で見 ら れ る 曹の形態論 ・ 型式論的特徴が沖松遺跡 3
号住居跡の曹に類似 し て い る か ら で あ る 。

た だ し ， こ の両者に は ， 明 ら か な形態論 ・ 型式論
的特徴の差異 も あ る 。 そ れを 三点 に ま と め て示 し て
み よ う 。 第一 に ， 夏女遺跡 2 号住居跡の曹 は ， 胴部
最大径が沖松遺跡例に比べて さ ら に上位に あ る こ と
であ る 。 第二に ， 頭部での し っ か り し た タ テハ ケ調
整が見 ら れな い沖松遺跡 3 号住居跡例に対 し て ， 夏
女遺跡 2 号住居跡例の頭部では タ テハ ケ調整が し っ
か り と 施 さ れて い る 乙 と であ る 。 第三に ， そ の調整
の結果 ， 夏女遺跡 2 号住居跡例の方が頭部 と 胴部の
境にお いて沖松遺跡例 よ り も 明瞭で あ る こ と であ る 。
こ う し た点は ， 夏女遺跡 2 号住居跡が夏女遺跡 1 号
住居跡 と の時期的な 関係か ら も ， 沖松遺跡 3 号住居
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第67図 沖松遺跡 1 号 ・ 3 号 ・ 5 号竪穴式住居跡出土土器
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では ， 壷 と 小型丸底土器 を取 り 上げよ う 。
堂園遺跡で出土 し た壷に は ， 狭p頭部 と 球形の大

古墳時代 の遺構 と 遺物第 4 節

き く 張 り 出 し た胴部 を 形状的 な特徴 と す る 土器が あ
る o 明瞭な肩 を持つ点が特徴的で あ り ， 底部は ， や
や凸 レ ン ズ状に 中央部が膨 ら んでい る 。 こ れに類 し
た査形土器が夏女遺跡 I 号住居跡で検出 さ れて い る 。
そ れは ， 胴部最大径61 . 3cm ， 現存の器高69cm と い う
大型の壷形土器で あ る 。 大 き さ の点では ， 隔絶 し て
い る と し て も ， 形状的 に は類似 し た土器であ る と 言
え よ う 。 こ こ に ， こ の両者に は ， そ の形態論 ・ 型式
論的関連が充分に想定 さ れ る の で あ る 。

ま た ， 堂園遺跡、 と 夏女遺跡 1 号 ・ 2 号住居跡に は ，
小型広口の査 も 存在 し て い る 。 こ の土器は ， 弥生時
代後期に系譜が辿れ る と 考 え ら れ る 土器で あ る 。 中
九州の弥生時代では ， 有文土器で ， 頭部が長め か ら
短めへ と い う 変化 が辿れ ， 古墳時代 に入 る と 無文 と

住
住
月

寸
持

円帯
百 W I哩­V 'ID � な り ， さ ら に短い頚部 と な る 。 古墳時代に 入 る と ，円��

形状的 に は そ れほ ど の変化 も 見 ら れな い土器では あ
る 。 そ う し た 中 ， 共通 し た 点 と 相違 し た点が二点が夏女遺跡出土土器の編年第68図

見 ら れる 。 共通 し た点 は 頭部か ら 口縁部への立 ち跡に先行す る と い う こ と を 明確に示 し て い る 特徴 と
上が り が内湾気味であ る と い う 点で あ る 。 相違 し た言 え る だ ろ う 。
点は ， 頭部の長 さ に お い て は堂園遺跡例の方が長めさ ら に ， 沖松遺跡 3 号住居跡で検出 さ れて い る 高
で ， 聞 き 方 に お い て は夏女遺跡 2 号住居跡例の方が杯の脚柱部 と 脚裾部上位の資料に類似 し た資料が夏
立 ち 気味だ と い う 点で あ る 。 そ こ に ， 型式論的 な 関女遺跡 l 号住居跡に認め ら れ る こ と も 注意が必要で
連が見出せ ， そ し て ま た型式論的 な変化 を 見出す こあ る 。 そ の理由に は ， 二点、 あ る 。 第ーは ， 費 に お け
と も 可能で、 あ ろ う 。 いずれに し て も ， 堂園遺跡の竪る 形態論 ・ 型式論的特徴に お け る 沖松遺跡 3 号住居
穴式住居跡 と 夏女遺跡の I 号 ・ 2 号住居跡 と を型式跡 と 夏女遺跡 2 号住居跡 ・ 1 号住居跡 と の関連が追
論的 に関連付 け る 上での特徴 を ， こ こ に 見出す こ と認で き る こ と で あ る 。 第二 に は ， そ の高杯の存在に
が可能 と な ろ う か。よ っ て ， 夏女遺跡の弥生式土器か ら 沖松遺跡の土師

球磨 ・ 人吉地方の古墳時代の土器 を 比較検討す る器への型式変遷がた ど れ ， し か も 宮崎方面の土器編
こ と に よ っ て ， 夏女遺跡 1 号住居跡→夏女遺跡 2 号年 と の対比が可能に な っ て く る 点 に あ る 。 こ の点に
住居跡→沖松遺跡 3 号住居跡 と い う 変遷 が想定 さ れつ いて は ， 次章に記述 し よ う 。
る こ と を述べた 。

次 に ， 沖松遺跡 1 号住居跡 を 見て み よ う (第67図) 。

こ こ の土器形態は ， 壷 ， 小型広口の壷 ， 高杯 ， 費 な
ど で あ る 。 壷の 中 で特徴的 な も の と し て ， 複合口縁

と こ ろ で ， 沖松遺跡 3 号住居跡 と 夏女遺跡 2 号住
居跡 ・ 1 号住居跡 と の 関係 は， わ か っ た 。 で は ， 堂

園遺跡出土土器 と 夏女遺跡 2 号住居跡 ・ l 号住居跡
出土土器 と の関係は ， ど の よ う な と こ ろ に見 ら れる

状を呈す る 口縁部 を 付 け た も の が あ る 。 ま た ， 饗のだ ろ う か。 先 に ， 堂園遺跡出土土器 と 沖松遺跡 3 号
中 で球形胴部の費が存在 し ， そ の胴部内面 に はへ ラ
削 り に よ る 調整が認め ら れる 。 さ ら に ， 沖松遺跡 3
号住居跡で見 ら れた特徴的 な長胴の費 も 沖松遺跡 l
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住居跡出土土器 と の関係の 中 で ， 警の底部に着 目 し
て そ の関係について述べて い る の で ， 次 に は そ の検
討が必要 に な っ て く る だ ろ う 。 そ う し た 中 で ， こ こ



号住居跡 に 認 め ら れ る 。 た だ し ， そ の特徴 は ， 頭部

か ら 口縁部に か け て の 延びが直線的 と な り ， ま た ，

頭部 と JI阿部の境 も 沖松遺跡 3 号住居跡例に比べ る と

明Ii京 さ を 欠 い て い る 。 底 部の 径 も ， 1r t '松遺跡 l 号住

居問、の 方 が 大 き め で あ る 。 し か も ， I1阿部内聞の調整

で は ， ケ ズ リ の 痕跡が 見 ら れ る 。 つ ま り ， 沖松遺跡

3 号住居跡出土土器 と 沖松遺跡 l 号住居跡出 土土器

と の 間 で は ， 明 ら か な型式変化 が認め ら れ る の であ

る 。 そ の 編年 関係 は ， 沖松遺跡 3 号住居跡出土土器

が古 く ， 1':j:'松遺跡 l 号住居跡出 土 土器 は ， そ れ よ り

も 新 し い と い う 前後 関係 に な る 。 な お ， 同 じ 様 な 特

徴 を 示す も の と し て ， 沖松遺跡 5 号住居跡、が あ り ，

こ れ も れ11松遺助 l 号住居跡 と 同 じ H寺期 と い う こ と に

な る だ ろ う 。 そ う すれ ば 5 号住居lPJl' ，'I'， 土の 高杯以1I

柱 部 と 同 じ 型式論的特 徴 を 持つ高杯が 出 土 し て い る

4 号住居跡 ( 第69図 ) に 3 号住居跡が 切 ら れ て い る

と い う ， 住居跡の 切 り 合 い 関 係 も 矛盾 し な い。

で は ， 沖松遺跡 3 号 住居跡出 土 土 器 と 形態論 ・ 型

式論的特徴が近 い と 判断 し た 堂闘遺跡の 住居跡の 資

料 と ， 沖松遺跡 l 号住居跡出 土土器 と は ， ど う で あ

ろ う か 。 比較す る 要素 と し て は ， 長胴のき!gの底部形

状 に あ る 。 こ の 特徴で両者 を 見 て み る と ， 堂園遺跡

出 土 例 は ， 沖松遺跡、 3 号住居跡例 に よ り 近 く ， 小 さ

な 底部 と な っ て い る 。 つ ま り ， ご の聾底部の特徴か

ら は ， 堂 園遺跡住居跡 出 土土器 は ， 作11tí;遺跡、 3 号住

居跡に 近 い と い う 評価 が 下せ る か も し れ な い。

以上の よ う に ， 堂園遺跡の住居跡 は ， 沖松遺跡や

夏女遺跡 と い う 近隣の遺跡の調査成 果 を 参考 に し て ，

/十丸

o 20cm 

第69図 沖松遺跡 4 号住出土土器
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I� ， こ 示す編壬|三の ':1:' に 位置 付φ け を 与 え る こ と が で き る 。

そ こ で ま ず ， 基本 と な る 編年 を 示 そ う 。夏女遺跡 1 号住居跡→夏女遺跡 2 号住居跡→沖松遺跡 3 号住居跡→沖松遺跡 1 号 ・ 4 号 ・ 5 号住居跡
そ し て こ の編年の 中 で ， 堂園遺跡、の住居跡が編年

的 に 位置 付 け ら れ る の は 沖松遺跡 3 号住居跡の段

階 と い う こ と に な ろ う 。 な お ， そ の 年代観 と し て は ，

沖松遺跡 l 号 ・ 4 号 . 5 号住居跡出土土器の型式論

的特徴か ら 5 位紀前半 と 考 え ら れ る の で ， '1 世紀後

半 と い う 中高 で、捉 え ら れ る だ ろ う 。

4 世紀後半 ， 堂因遺跡が あ る 丘陵 上 に は ， 竪穴式

住居跡に住む人び と が集 落 を 構 え て い た 。 そ の 規模

は 分 か ら な い が ， 丘陵の規模か ら すれ ば ， そ れほ ど

大規模 な も の で は な か っ た 。 そ し て ， 近 く の 沖松 遺

跡の集:部 と 共 に ， 一つ の 景 観 を 成 し て い た 。 こ の 二

つ の 集 落 の 関 係 が 並立 し て い た も の か ， 同 じ 人び と

の移動 に 伴 う も の な の か は 分 か ら な い 。 少 な く と も ，

堂園遺跡の 集 落の 一 部 が 調査対 象 に な っ て い る だ け

で あ り ， そ の点 は ， 今 後 の 課題 と い う こ と が言 え そ

う で あ る 。 し か し な が ら 同 じ 時期の二つ 以 上 の 集

落 が 近隣 に 同 H奇 に 存 在す る こ と が た び た び見 ら れ る

こ と も ， 重要な 問題 で あ る 。 こ の 問題 は ， 当時の 集

落構成 を 含 む古墳時代の 地域社会 を 考察す る 上で は

避 け て 通れ な い も の で も あ る 。 今後 ， 新 た な 遺跡調

査の 中 で ， こ の 問題 が取 り 扱わ れ る 機 会 を 模索 し な

け れ ばな ら な い だ ろ う 。
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1 . は じ め に
堂園遺跡では ， 平安時代に属す る 墓地 に 関係す る

遺構が検出 さ れて い る 。 そ れは ， 木蓋土墳墓であ る 。
検出数は ， 1 基で あ る 。 基数 こ そ 少 な い と し て も ，
供献土器 と し て輸入陶磁器や緑軸陶器の破片な ど が
見 ら れ る な ど ， そ の 内容は豊かで あ る 。 乙 の遺構の
位置付 け は ， お そ ら く は ， 球磨 ・ 人吉地方の古代 を
考察す る 上で重要な作業 と 言 え る だ ろ う 。

検出 さ れた位置は ， 調査区の北側に偏っ た場所に
あ る (第70図) 。 調査区 に は こ の種の墓墳が他 に は
見 ら れな い と い う 点 ， 墓が見 ら れる 場所が調査区の
外れに あ る と い う 点 ， 乙 う し た こ と か ら ， 調査は ，
平安時代の墓地の外れの一角 を対象 に し た 乙 と がわ
か る 。

2 . 墓 と 供献土器
平安時代の遺構 と し て は ， 木蓋土墳墓が 1 基あ る 。

し か も そ れに は ， 供献土器が供 え ら れて い た 。 そ こ
で ， こ こ で は ， こ の遺構の特徴 と 供献土器の特徴に
つ いて ， 見て い く こ と に し よ う 。

①木董土墳墓 (第71 図) 。
木蓋土壌墓の平面形態は ， 不整では あ る が ， 長軸

側両端が丸 く ， し か も 北辺に向か つ て先細 り 気味に
な る 長方形 を 呈 し て い る 。 そ の規模 は ， 長軸3. 5m ，
北側短辺長O. 75m ， 南側短辺長1 . 15m で あ る 。 現状
での壁高は ， 25cm で あ る 。 北側関に は ， 枕状の高 ま
り が削 り 出 し に よ っ て造 り 付け ら れて い る 。 そ の形
状は ， 長方形で あ る 。 そ の 上面は ， 屍床面に向かつ
て緩 く 傾斜 し て い る 。 な お ， こ の枕状の高 ま り の部
分が ， 木蓋土墳墓の平面形態で先細 り と な っ て い る
と こ ろ で も あ る 。 こ れを 枕 と すれば ， 遺体の頭位方
向 は ， 磁北 と い う と と に な る 。

供献土器は ， 東側縁近 く で検出 さ れて い る 。 そ の
構成は ， 輸入陶磁器であ る 越州窯系青磁の皿の破片
l 点 ， 国産の緑軸陶器の皿の破片 1 点 ， 土師器製の
椀 1 点 と 杯 2 点で あ る 。 そ の 出土状況は ， 屍床面か
ら 数セ ン チ メ ー ト ル程度浮い た状態で あ っ た。 こ の
こ と か ら ， こ れ ら の遺物が ， 屍床面に直接置かれた

状況に な い こ と が窺 え る o つ ま り ， 木蓋の上に と れ
ら の供献土器が置かれて い た こ と を想像で き る 。 そ
し て ， 木蓋が朽 ち る こ と に よ っ て ， こ れ ら の供献土
器が棺内部に落ち込ん だ こ と が想像 さ れる 。

一般的 にみて ， 供献 さ れた品物の埋設は ， 遺体埋
葬直後に実施 さ れ る と い う 特徴が あ る 。 そ う い う 意
味では ， そ の組成の組み合わせ に は ， 一括性が認め
ら れ ， 埋葬時の そ の ま ま の状態が保持 さ れ る 。 こ う
い う 点では ， 竪穴式住居跡な ど の遺構内出土土器 と
は ， 明確に遣いが あ る 。 し か も ， そ の後の撹乱が無
いか ぎ り ， 埋納時の品物の形状は ， そ の ま ま 保持 さ
れ る 。 つ ま り ， 墓に供献 さ れた品物は ， 埋葬前や埋
葬時に行われた行為が ， そ の後の影響が無い か ぎ り ，
保持 さ れて い る ので あ る 。 そ 乙 に ， 何 ら かの原則が
見出せ る ので あ れ ば ， 有意 な も の と し て認識で き る
だ ろ う 。 そ こ で ， そ れ ら の遺存状態 を 見 て みて み よ う 。

緑軸陶器製の皿は ， 底部 を 欠 く な ど ， 小 さ な破片
で検出 さ れた 。 本来の大 き さ か ら すれ ば ， Ya 程度
の遺存状況で あ る 。 こ の陶器は ， 供献土器の 中 で ，
も っ と も 頭位 (推定) に近い位置で検出 さ れて い る 。
そ の隣か ら 検出 さ れた も の が ， 越州窯系青磁皿で あ
る 。 そ の遺存状況は ， V3 で あ っ た。

こ う し た貴重品以外で ， 日 常品 と し て土師器製の
容器 も 供献 さ れて い た 。 そ れは ， 緑軸陶器皿や越州
窯青磁系皿の隣か ら 検出 さ れた杯 2 点 と 高台付 き 椀
l 点であ る 。 そ の位置関係は ， 杯 2 点の 聞 に l 点の
椀が見 ら れ る と い う 状況で あ る 。 杯 2 点は ， いずれ
も 完形で あ る 。 椀は ， 横転 し た状況で検出 さ れ ， そ
の上半部 を 欠失 し て い る 。 た だ し ， そ の状況を見れ
ば ， 遺構検出面か ら 下 は遺存 し ， そ の上は欠失 し て
い る と い う 乙 と で あ る の で ， こ の欠失は後世の削平
に伴 う 可能性が高い。 つ ま り ， こ の椀は ， 本来 ， 完
形で遺体に供献 さ れて い た と 想像 さ れ る 。

さ て ， 供献土器では ， 貴重品 と し ての緑軸陶器皿
. 越州窯系青磁皿 と 日 常容器 と し ての土師器 と の二

者があ る 。 乙 れ ら が遺体に供献 さ れた時点では ， そ
れぞれに異な る 価値が付与 さ れて い たの で あ ろ う が ，
今 日 ， そ の価値につ い て は わか ら な p。 た だ し ， 緑
軸陶器や青磁が破片で あ る の に対 し て ， 土師器は完
形であ る と い う こ と は ， こ の二者に性格の遣いが あ
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る こ と を窺わせ る 。 当 時の葬送儀礼を復元す る 意昧
で も ， こ こ が ， 解釈 を 必要 と す る 点であ る 。

②供献土器 (第71 図 1 "'" 5 )  
供献土器に は ， 緑軸陶器製皿 l 点 ， 越州窯系青磁

製皿 1 点 ， そ し て土師器製杯 2 点 と 椀 1 点 が あ っ た 。
順に見て い こ う 。

1 は ， 京都系の緑軸陶器の皿で あ る 。 素地の状況
は ， 灰色硬質 ， 鍛密であ る 。 こ の特徴か ら ， 洛西 を
産地 と す る 緑柚陶器であ る こ と がわか る 。 糊の色調
は ， 深みの あ る 濃緑色で あ る 。 資料は ， 底部 を 欠損
し ， 口縁部 と 体部の一部で あ る 。 口縁部での残存率
は ， 全体の約 1/S 程度 で あ る 。 洛西産の緑糊陶器 は ，
そ の生産が 9 世紀 中 ご ろ 以降 と さ れて い る 。

2 は ， 越州窯系青磁製皿で あ る 。 皿は ， 体部が丸

み を持つ特徴か ら ， 横田賢次郎 ・ 森田勉氏分類の皿
1 - 2 類 (横田 ・ 森田1978) に相当 し よ う o 底部に
は ， 輪状高台 が付 く 。 文様は ， 口唇に五個の輪花文
(五輪花文) ， そ れに対応 し て体部外面に縦ヘ ラ 文が

見 ら れ る 。 青磁五輪花皿であ る 。 胎土は ， 淡黄灰色
であ る 。 軸の色調 は ， 深みの あ る 黄緑色で あ る 。 そ
の残存率 は ， 全体の約 % で あ る 。 目 跡は ， 見込み
部に残 り ， 白色粘土が残 る 。 森田氏 に よ れば ， こ の
皿 1 - 2 類は ， 10世紀代 に な っ て主体 と な る越州窯
系青磁製皿で あ る と い う (森田1982) 。

3 は ， 土師器製椀で あ る 。 器体は ， 高台部 よ り 丸
み を も っ て立 ち 上が る と い う 形状 を呈す る 。 口縁部
の延びは ， やや内湾気昧であ る 。 調整は ， 器面の 内
外面 と も に ， ナ デ調整で ， 高台部 と 底部の貼 り 付け
部 も ナ デ調整で あ る 。 残存率 は ， 約 1/2 で あ っ た が ，
出土状況か ら ， 本来は完形品で あ っ た と 考 え ら れ る 。
法量 は ， 口 径13 . 7cm (推定値上 高台径7. 3cm ， 器高
5. 6cmで、 あ る 。

4 と 5 は ， 土師器製杯で あ る 。 二つの杯は ， 形状
的 に は異な る 部類の特徴 を 示 し て い る 。

4 は ， 浅い形状の杯で あ る 。 器体は ， 不安定で、丸
みの あ る 底部 ， そ こ か ら 直線的に延びる 体部に よ る
形状 を呈す る o 器面の調整は ， 内外面 と も に ナ デ調
整であ る 。 底部に は ， 回転へ ラ 切 り 離 し の痕跡 を留
め る が ， 一部は粗 く ナ デ調整が認め ら れ る 。 一部 ，
口縁部 を 欠 く が ， 完形品 で あ る 。 法量は ， 口径10 . 1

第 E 章 調査 と そ の 成果

cm ， 器高3. 15cm で、 あ る 。
5 は ， 深い形状の杯で あ る 。 器体は ， 丸みの あ る

底部 ， そ こ か ら やや直線的 に 聞 き ， 口縁部でやや内
湾気昧 と な る 形状 を 呈 し て い る 。 器面の調整は ， 内
外面 と も に ナ デ調整で あ る 。 底部に は ， 回転ヘ ラ 切
り 離 し の痕跡を留め る 。 完形品 で あ る 。 法量は ， 口
径9. 95-10 . 1 cm ， 器高3. 85cm で、 あ る 。

3 . ま と め
堂園遺跡は ， 平安時代の墓地の跡で あ っ た 。 遺構

と し て は ， 1 基の木蓋土嬢墓が あ り ， そ こ に ， 供献
さ れた土器 と し て ， 輸入陶磁器や緑軸陶器の破片 ，
そ し て ， 土師器三点 が あ っ た 。 そ れは ， 輸入陶磁器
や緑軸陶器の破片な ど ， 当時の高級品 が墓の 中 に 入
る と い う 豊富 な 内容で あ る 。 こ の墓に葬 ら れた人物
や そ れ を取 り 巻 く 人物た ち は ， 高級品 を 身近に置け
る 人び と で あ っ た ろ う し 球磨 ・ 人吉地方の平安時
代 に お い て ， 社会的 に も 政治的 に も ， 地域の権力 に
何 ら かのかた ち で係われ る 人び と で あ っ た と 想像 さ

れ る 。
さ て ， そ の墓の年代であ る 。 出土 し た輸入陶磁器

や緑軸陶器 ， そ し て ， 土師器 に お いて そ の位置付け
を お こ な わ な け ればな ら な い。 そ の際 に ， 大 き く は ，
輸入陶磁器や緑軸陶器 と い う 広域流通品の年代幅 ，
そ し て ， 在地生産品で あ る 土師器の型式論的 な特徴
が検討の対象 と な ろ う 。 以下 ， 広域流通品 と 在地生
産品 と に 分 け て ， 検討 を進め て い こ う 。

広域流通品の年代 に つ い て は ， 前記 し て い る 。 例
え ば ， 京都系洛西産の緑軸陶器は ， そ の生産が 9 世
紀中 ご ろ 以降 と さ れて い る 。 次に ， 越州窯系青磁五
輪花皿は ， 10世紀代 に な っ て組成の主体 と な る 横田
・ 森田氏分類の皿 1 - 2 類に相当 す る こ と か ら ， こ

の年代観が参考に な る だ ろ う 。 つ ま り ， 広域流通品
の特徴か ら は ， こ の墓の年代は ， 10世紀代以降 と い
う こ と に な る だ ろ う 。

一方 ， 在地生産品であ る 土師器の型式論 ・ 形態論
的な特徴 を 見 て み よ う 。 堂園遺跡の年代観 と し て は ，
九州土器研究会に よ っ て 「肥後 に お け る 古代 ・ 中
世の土器」 と い う 形でそ の編年案が提出 さ れて い る
(九州土器研究会1994) 。 そ の編年案 に よ る と ， 九

-109一



第 5 節 平安時代 の遺構 と 遺物

州土器研究会 (熊本) は そ の年代 を 10世紀第 l 四
半期に求め て い る 。 そ こ で ， そ の特徴 を 中心に し て ，
そ の前後の時期の土師器 を 見て み よ う 。

土師器では ， 椀 と 杯が あ る 。 こ の 中 ， 椀は ， そ の
年代観を示す土器形態で あ る 。

椀は ， 高台部 よ り 丸み を も っ て斜め に 立 ち 上が り ，
口縁部がやや内湾気味に な る と い う 形状的な特徴 を
呈 し て い る 。 ま た ， 内面 も 丸み を も ち つつ ， 斜め に
立 ち 上が る 。 全体 と し て 丸み を持つ底 と 体部に よ
る 器体に高台が付 く と い う 特徴が認め ら れ る 。 そ の
法量 は ， 口 径13 . 7cm (推定値上 高 台 径7. 3cm . 器高
5. 6cmで、 あ る 。 上記 し た特徴 は ， 山本信夫氏 に よ る
福岡県太宰府土師器 「椀 CJ 編年 (山本1988) の 中
で ， 咽 期 に比定 さ れる も ので あ る 。 つ ま り ， 堂園遺
跡の高台付 き 椀に は . 10世紀初頭前後 と い う 年代観
が与え ら れる ので あ る 。

こ れに類す る も の と し て は ， 御船町久保遺跡 3 号
土坑 (高木1975) や城南町沈 目 遺跡 4 号土坑 (江本
1974) が挙げ ら れて い る (九州土器研究会1994) 。 こ
れに対 し て ， 神水遺跡第 3 次調査の包含層出土土器
の 中 の椀は ， 底部 と 体部 と の境が明瞭で ， そ の屈曲
部に高台が付け ら れて い る 。 つ ま り ， 型式論的 に は ，
底部 と 体部 と の境が明瞭な椀が丸み を持つ体部の椀
に先行す る と い う こ と で理解で き る ので ， 神水遺跡
例の椀 を堂園遺跡例の前に置 く と い う ， 九州土器研
究会 (熊本) の編年案の妥当性がわ か る 。

以上の よ う に ， 京都系洛西産の緑軸陶器 ， 越州窯
系青磁五輪花皿 ( I - 2 類) . そ し て椀の特徴か ら ，
堂園遺跡の墓の年代 を 10世紀第 l 四半期 に求め た 九
州土器研究会 (熊本) の見解に は肯首で き る 点 が あ
る 。 そ こ で ， こ こ では ， 九州土器研究会 (熊本) の
見解 を受け て ， 堂園遺跡の墓について . 10世紀初頭
と い う 年代値 を 当 て て お く こ と に し よ う 。

次に ， 杯 を 見 て み よ う 。 杯に は ， 二種が見 ら れ る 。
一つ は ， 口径10 . l cm に対 し て器高3. 1 5cm と い う 浅め
の杯で あ る 。 底部は ， 不安定で丸み が あ り ， 体部は ，
直線的 に延びて い る 。 底部 と 体部の境は ， 不明瞭で、
あ る 。 底部に は ， 回転へ ラ 切 り 離 し の痕跡の後 ， わ
ずか に ナ デ調整が施 さ れて い る 。

も う 一つ は ， 口縁径9. 95- 10 . 1 cm . 器高3. 85cm と

い う 法量の ， 深めの杯で あ る 。 底部は ， 丸みが あ る 。
体部は ， 直撮的 に 開 いた後 ， やや内湾気昧の 口縁部
と な る 。 底部に は ， 回転へ ラ 切 り 離 し の痕跡を留め
る 。 こ れに類す る も の と し て は ， 熊本市渡鹿 「旧電
波高校」 遺跡1 1号住居跡で認め ら れ る 。 堂園遺跡の
例に比べて ， 法量的 に はやや大 き い が ， そ の形態論
的な特徴は ， 類似 し て い る 。 伴出資料 と し て は ， 黒
色土器 A が 見 ら れ る 。 器体 は ， 丸 い 形状 を 呈 し ，
体部中位か ら 真 っ 直 ぐ に 立 ち 上が る と い う 特徴を持
つ。 こ の特徴は ， 年代的 に堂園遺跡に後続す る と 理
解 さ れ る 。 し た が っ て ， 堂園遺跡の深めの杯 と 渡鹿
「旧電波高校」 遺跡1 1号住居跡の杯 と の聞 に は ， 型

式論的 な関係が予想、 さ れる の で あ る 。
ま た ， 年代的下降に伴 う 法量の縮小 と い う 現象 を

併せて考 え る な ら ば ， 平安時代末か ら 鎌倉時代初頭

に か け て見 ら れる 人吉市天道ケ尾遺跡や山江村大丸
・ 藤 ノ 迫遺跡出土の土師器製 「小杯」 と の類似 も 見

逃せない。 つ ま り ， 予察の範囲であ る が ， 平安時代
末か ら 鎌倉時代初頭に か け て 見 ら れる 土師器製小皿
の型式論的系譜を堂園遺跡の深めの杯に求め る こ と
も 一考に値す る も の と 評価 し て お こ う 。

堂園遺跡で検出 さ れた木蓋土墳墓に葬 ら れた人物
に は ， 当 時の高級品で あ る 輸入陶磁器や緑軸陶器の
破片が供 え ら れて い た 。 ま た併せて ， 完形の土師器
3 点 も 人物 と 共に埋め ら れて い た 。 こ の こ と か ら ，
私は ， 先に ， こ の墓に葬 ら れた 人物や そ れ を取 り 巻
く 人物た ち が高級品 を 身近に置け る 人び と で あ っ た
こ と を ， 指摘 し た 。 ま た ， 併せて ， 球磨 ・ 人吉地方
の平安時代 ， 社会的 に も 政治的に も ， 地域の権力 に
何 ら かの か た ち で係われ る 人物だ っ た と 想像 し た 。
そ の年代は ， 出土 し た陶磁器や土師器の特徴か ら ，
10世紀初頭 と 考 え ら れ る 。 つ ま り ， 平安時代中期の
こ と で あ る 。

亀井明徳氏は . r越州窯系青磁の需要層j を考察
す る なかで . r肥後 に お いて郡司 ク ラ ス は初期輸入
陶磁の需要階層 と な っ て い た と 考 え る こ と は許 さ れ
よ う 」 と い う 見解 を 示 し た (1982) 。 こ の 点 は ， 肥
後国が太宰府か ら 離れて 「官貿易 と は直接無関係」
な場所に あ る と い う こ と か ら も 初期輸入陶磁器の貴
重性が窺 え ， 亀井氏の見解の妥当性に賛同で き る と
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こ ろ で も あ る 。 肥後国の 中 に あ っ て ， さ ら に僻遠の
地であ る 球磨 ・ 人吉地方 と い う こ と では ， そ の貴重
性は さ ら な る も ので あ り ， 当 然の ご と く ， 出土 し た
破片に付加 さ れた価値は相 当 な も の であ っ た こ と が
予想 さ れ る 。 し か も ， 貴重品 を手に入れる と い う 行
為は ， 直接的 に も 間接的に も ， r唐物流通シ ス テ ム 」
に何 ら かの か た ち で触れ ら れ る 立場に あ っ て こ そ 可
能なのであ る 。

こ う し た点 を考慮すれば ， 堂園遺跡で検出 さ れた
木蓋土壌墓に 葬 ら れた人物は ， 球磨郡衝に係わ る 人
物かそ の周辺に い た 人物で あ っ た と 想像 さ れ る だ ろ
う 。 そ の人物周辺 を具体的 に例示すれば ， 須恵氏 を
挙げ る こ と がで き ょ う 。

須恵氏は ， 平安時代に球磨 ・ 人吉地方で郡衝に係
わ り ， し か も 須恵器生産に直接係わ る こ と に よ っ て ，
政治的 に も 経済的 に も 重要 な役割 を担っ ていた豪族
であ る 。 そ れは ， 平安時代 と 鎌倉時代の過渡期の文
書で あ る 建久八年 (1 198) の 「肥後園球磨郡図田帳」
の記述か ら も 窺 え る (木崎1996) 。 そ の本拠地 は ，
須恵器や瓦の窯の分布 を参考にすれば ， 現 ， 須恵村
・ 深田村 ・ 免田町 ・ 上村 ・ 錦町の範囲 に あ た り ， 人

吉盆地の 中央部に あ る と 言 え る 。 堂園遺跡が須恵村
に所在す る こ と か ら すれば ， 堂園遺跡は須恵氏の本
拠地の 中 に位置す る こ と に な る 。 こ の こ と は ， 堂園
遺跡で検出 さ れた墓の被葬者 と 須恵氏 と の関係 を 窺
わせ る に ， 充分 な根拠 と な る だ ろ う 。

堂園遺跡周辺 に は ， 須恵氏に係わ る 遺跡が数多 く
発掘調査の対象 と な っ て い る 。 乙 う し た点か ら ， 堂
園遺跡周辺は ， 球磨 ・ 人吉地方に お け る 古代史研究
に と っ て ， 重要な地域 と い う こ と に な ろ う か。

第 E 章 調査 と そ の 成果

第 6 節 鎌倉時代以降の遺構

1 . は じ め に
堂園遺跡では ， 時期不明の遺構が存在 し て い る 。

そ れは ， 3 本の道路 ， 3 列の柵状柱列 ， 12基の土坑 ，
多数の穴で あ る 。 出土遺物が見 ら れ る 場合 も あ っ た
が ， そ れ ら が伴 う も の か ， そ う では な い か と い う 点
では ， 判断に苦 し む場合が 多 く あ る 。 そ こ で ， こ れ
ら を ま と め て取 り 上げた い と 思 う 。 な お ， 遺構 を埋
め る 土の状況か ら ， 古代以前の遺構 と 確証 を得 る も
の は少 な い 。 し か も 出土土器の 中 で糸切 り 痕 を底部
に留め る 土師器の杯が存在す る な ど ， 中世以降の人
び と の生活痕跡は確実に存在 し て い る 。 こ う し た こ
と か ら ， こ う し た時期不明の遺構 を 鎌倉時代以降の
遺構 と し て取 り 扱 っ て ， 記述 を進めて p く 。 な お ，
こ こ では ， 穴の 中 に樹痕跡 も 相当 数含 ま れて い る と
判断 さ れ る の で ， 道路 と 柵状柱列 と 土坑 を 中心に し
た説明 を お こ な っ て い こ う 。

2 . 道路
道路は ， 3 本 を検出 し た 。 そ れ ら を 1 号道路- 3

号道路 と 呼んだ。 いずれ も 谷部か ら 丘陵上に延びて
い る (第72図) 。 こ の こ と か ら ， こ の 道路 は ， 丘陵
下か ら 丘陵上へ と 通 じ る 山道で あ っ た こ と が知れ る 。
各遺構 ご と に 見て い こ う 。

1 号道路 (第73図)
l 号道路は ， 谷部か ら 南方へ と 向か っ た状況に あ

る (第72図) 。 検出状況は ， 北端 と 南端が 削平 に よ
っ て 失 わ れて い る 。 そ の 長 さ は ， 20 . 2m を 測 る 。
そ の 幅 は ， 最大の と こ ろ で2. 24m で あ る 。 南端側
では ， 二股に分かれ ， 一方は丘陵の さ ら に高い部分
へ ， も う 一方は尾根部へ と 通 じ て い る 。 確認面か ら
の最深部40cm を測 る 堀切道で あ る 。

道路面は ， 最低で も 二面 が確認で き た 。 一つ は ，
堀切下底面近 く で ， も う 一つ は ， 確認面 よ り も 10cm
下であ る 。 こ の 中 ， 下位道路面で し っ か り と し た硬
化面が確認で き て い る 。

2 号道路 (第74図)
2 号道路は ， 谷部か ら 南東方向へ と 向か っ た状況

に あ る (第72図) 。 検 出 状況 は ， 両端 と も 削平 に よ
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第 E 章 調査 と そ の 成果

況か ら ， そ の用途 を類推す る こ と はで き な p。 各遺
構 ご と に見て い こ う 。

1 号柵状柱列 (第76図)
3 . 柵状柱列 l 号柵状柱列 は ， 4 個の穴が並ぶ こ と に よ っ て確

と な っ た 部 分 の 長 さ は ， 12. 7m を 測 る 。 そ の 幅 ，

深 さ は ， 不明であ る 。

柵状柱列 は ， 3 列 を検出 し た 。 そ の位置は ， 2 号 認 さ れ た 。 両端の両柱穴 聞 の 長 さ は ， 6. 45m で あ
道路近 く の尾根部周 辺 に あ る (第72図) 。 そ れ ら を る 。 柱間隔 は ， 北端か ら 2. 34m ， 1 . 75m ， 2 . 36m で

l 号柵状柱列- 3 号柵状柱列 と 呼んだ。 こ の 中 ， 1 あ る 。 いずれの穴か ら も 柱痕跡が確認 さ れて い る 。
号柵状柱列 と 2 号柵状柱列 は並列 し 3 号柵状柱列 2 号柵状柱列 (第76図)
は そ の二つの並びに対 し て横位置に並ぶ。 遺構の状 2 号柵状柱列 は 3 個の穴が並ぶ こ と に よ っ て確
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第 6 節 鎌倉時代以降の遺構

認 さ れ た 。 両端の両柱穴聞 の 長 さ は ， 4 . 25m で あ
る 。 柱 間 隔 は ， 北端 か ら 2. 05m ， 2 . 2m で あ る 。 北
側 2 個の穴か ら 柱痕跡が確認 さ れて い る 。

3 号柵状柱列 (第76図)
3 号柵状柱列 は ， 4 個の穴が並ぶ こ と に よ っ て確

認 さ れた遺構で あ る 。 両端の両柱穴間の総延長は ，
6 . 1m で あ る 。 柱 間 隔 は ， 西 端 か ら 1 . 94m ， 1 .  96m ， 
2 . 2m で あ る 。 柱穴の遺存状況が悪 く ， 柱痕跡が確
認 さ れな か っ た 。

4 . 土坑
土坑は ， 12基 を検出 し た 。 l 号が平安時代の墓で

あ る の で ， 2 号土坑-13号士坑 と 呼んでい る 。 調査
区に お け る そ の位置は ， 尾根部 よ り も そ の縁か ら 谷
部 に 至 る ま での緩斜面 に あ る (第72図) 。 な お ， 位
置関係に お け る 偏在の傾向は ， 認め ら れな い。 以下 ，
2 号土坑か ら 見て い こ う 。

2 号土坑 (第77図)
調査区 に あ る 谷部の 中 で も っ と も 低い と こ ろ で

確認 さ れ た 遺構で あ る (第72図) 。 平面形態 は ， 不
整の 円形で あ る 。 断面形は ， 台形で あ る 。 径は ， 上
端 で1 . 2m-1 . 26m ， 下 端 でO. 92m-O. 82m で あ る 。
深 さ は ， 48cm を測 る 。

3 号土坑 (第77図)
2 号道路の北側に隣接 し て確認 さ れた遺構であ る

(第72図) 。 平面形態 は ， 不整の楕円形で あ る 。 断
面形は ， 皿状 を 呈 し て い る 。 大 き さ は ， 上端で長軸1 . 2
m ， 短軸O. 92m ， 下端で長軸O. 86m ， 短軸O. 64m で
あ る 。 深 さ は ， 10cm を測 る 。

4 号土坑 (第77図)
調査区に あ る 谷部に あ り ， そ の西側で確認 さ れた

(第72図) 。 平面形態 は ， 不整の楕円形で あ る 。 断
面形は ， 深い皿状で あ る 。 上端で は長軸O. 72m ， 短
軸O. 79m で あ り ， 不整の 円形 を 呈す る 底面で はO.
46m-O. 48m で あ る 。 深 さ 20cm を測 る 。

5 号土坑 (第78図)
調査区の 中央部 ， 2 号柵状柱列の近 く で確認 さ れ

た 遺構で あ る (第72図) 。 平面形態 は ， 不整の 円形
で あ る が ， 西側上端が大 き く 削 り 取 ら れて い る 。 遺
構の掘削 は ， 段掘 り 状で ， 一部に 中位面が残 さ れて

い る 。 断面形 は ， 皿状 を 呈 す る 。 径 は ， 上端で1 . 7
m-1 . 73m で あ る 。 深 さ は ， 30cm を測 る 。

6 号土坑 (第78図)
5 号土坑同様に ， 2 号柵状柱列の近 く ， 5 号土坑

の南側で確認 さ れた 遺構で あ る (第72図) 。 平面形
態は ， 不整の 円形で あ る 。 断面形は ， 皿状 を呈 し て
L 、 る 。径は ， 上端でO. 82m-O. 7m ， 下端で、O. 92m-0. 82
m で あ る 。 底面 を 大 き く 失 っ て い る の で ， そ の深
さ は不明であ る が ， 推定では10cm程で、 あ る 。

7 号土坑 (第78図)
l 号道路の近 く で確認 さ れた遺構で あ る (第72図) 。

平面形態は ， 上端 も 下端 も 共に不整の楕円形で あ る 。
断面形 は ， 皿状で あ る 。 上端で は長軸1 . 6m ， 短軸
1.  32m で あ り ， 下端で は長軸1 . 2m ， 短軸O. 82m で
あ る 。 深 さ は ， 24cm を測 る 。 底面は ， 段堀 り で あ る 。
併せて柱穴状の掘 り 込み も ， 西側底面に認め ら れ る 。

8 号土坑 (第79図)
調査区の尾根近 く に あ り ， そ の南端で確認 さ れた

遺構で あ る (第72図) 。 平面形態 は ， 上端 も 下端 も
共に ， 不整の楕円形 を呈 し て い る 。 断面形は ， 皿状
を と る 。 上端では長軸1 . 16m ， 短軸O. 78m で あ り ，
下端では長軸1 . 05m ， 短軸O. 69m で あ る 。 深 さ は ，
13cm を 調� る o

9 号土坑 (第79図)
8 号土坑の東側で確認 さ れた遺構で あ る (第72図) 。

平面形態は ， 不整の楕円形であ る 。 掘 り 込み は ， 段
掘 り で あ る 。 断面形は ， 三角形で あ る 。 上端では長
軸2. 2m ， 短軸1 . 02m を 測 る 。 底面の形状 は ， 長 さ
O. 9m ， 幅O. 28m の ド ッ グ レ ッ グ状 を 呈す る 。 深 さ
は ， 13cm を測 る 。

1 0号土坑 (第79図)
2 号土坑の南側で確認 さ れた遺構で あ る (第72図) 。

平面形態は ， 不整の 円形で ， 辺が張 っ た三角形に近
い。 断面形 は ， 皿状で あ る 。 径 は ， 上端で2. 56m-
2. 46m で あ る 。 底面 も ま た ， 不 整 の 円 形 で あ る 。
た だ し ， 一部は段を持っ て い る 。 径は ， 1 . 82m-2. 06 
m であ る 。 深 さ は ， 26cm を測 る 。

1 1 号土坑 (第80図)
調査区の 中 で ， も っ と も 北側で検出 さ れた遺構 (第

72図) で ， 13号 と の切 り 合い関係が あ る 。 平面形態

- 1 16-
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は ， 上端 も 下端 も 共に ， 不整の楕円形であ る 。 断面
形は ， 皿状 を呈す る 。 上端で は長軸1 . 21m ， 短軸O.
89m で あ り ， 下端では長軸1 . 06m ， 短軸0. 69m であ
る 。

1 2号土坑 (第80図)

1 3号 と の切 り 合い関係 を 持 っ て検出 さ れた遺構で
あ る 。 平面形態 は ， 不整の台形 と 不整の 円形が組み
合わ さ っ た状況で あ る 。 不整の台形 を A， 不整の 円
形 を B と し よ う 。 A は ， 上底0. 6m ， 下底0. 8m ， 高

さ 1 . 09m を 測 る 。 底面 も 不整 の 台形 を 呈 し ， 上底
0. 46m ， 下 底0. 7m ， 高 さ 0 . 98m を 測 る 。 深 さ は ，
8 cmで あ る 。 B は ， 径O. 92m-0. 76m で あ る 。 底面
も 不整の 円形で ， 径O. 54m-0. 56m を測 る 。 深 さ は ，
19cm で あ る 。 A と B と い う 二つ の 遺構の 切 り 合 い
で あ ろ う か。

1 3号土坑 (第80図 )

1 1号土坑 と 12号土坑に よ っ て ， 切 ら れた状況で確
認 さ れた遺構で あ る 。 平面形態は ， ド ッ グ レ ッ グ状
を呈 し て い る 。 断面形は 皿状 を呈 し て い る 。 長 さ
は ， 2 . 07m ， 幅は ， O . 70- 1 .  86m を 測 る 。 深 さ は ，
8 cmであ る 。

第 E 章 調査 と その成果

5 . お わ り に

以上 ， 鎌倉時代以降に位置付け ら れ る 遺構につい
て見て き た 。 そ れは ， 道路で あ り ， 柵状柱列で あ り ，
土坑であ る 。 ま た ， 上記 し た遺構の他 に ， 第76図で
図示 し て い る 多数の穴 も 検出 さ れて い る 。

周辺の地名 が 「堂園」 と あ る よ う に ， 周辺 は ， あ
る 堂 (寺) の畑が あ っ た と こ ろ か も し れな い。 こ れ
は近世の場合で あ る 。 仮に こ の地名 が 中世に ま で
遡 る 地名 で あ っ た と す る な ら ば ， あ る 「寺」 に係わ
る 荘園 と い う こ と も 可能性が あ る 。 いずれに し て も ，
こ こ で検出 さ れた遺構は そ う し た 時代的背景 を担
っ て いて掘 ら れ ， 造 ら れた も の と 言 え る 。 た だ し ，
残念な が ら ， いずれの遺構に し て も ， そ の時代 ， そ
し て そ の意義 を 見 出す ま でに は至 ら な か っ た 。
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第U章 総 括

1 . は じ め に

2 . 堂 園 遺跡に お け る 縄文時 代 早 期の

集落構成 と 遺跡の形成過程

3 . 球磨 ・ 人吉地方の古墳時代土師器編年

4 . 球 磨 ・ 人 吉 地 方 の 古 代 と 堂 園 遺 跡



第 W章 総 括

第W章 総 括

1 . は じ め に

堂園遺跡では ， 縄文時代早期 ・ 中期 ・ 後期 ・ 晩期 ，
古墳時代 ， 平安時代 ， 鎌倉時代以降に属す る 遺構や
遺物が検出 さ れた 。 調査報告 を 終 え る に あ た り ， そ
の成果 を 一つの遺跡内で留め る こ と な く ， も っ と 踏
み込んで球磨 ・ 人吉地方の 問題 と し て扱っ て み よ う 。
そ れは ， 上記 し た時代 ・ 時期の遺構や遺物が ， 単に
そ の遺跡のみの問題 と し て取 り 扱 え な いか ら で あ る 。
つ ま り ， 一つの遺跡は ， そ こ に遺構や遺物が残 さ れ
る 過程の 中 では ， 球磨 ・ 人吉地方や そ の地方を取 り
巻 く 周辺の地域の遺跡 と 直接的 に も 間接的に も 係
わ っ て い る の で あ る 。 そ う い う 意味か ら ， 本章の 中

で ， 私は ， 近隣の地域内の他の遺跡や周辺地域に点
在す る 多数の遺跡に 固 ま れて堂園遺跡が存在 し て い
る と い う 視点に立ち た い。 そ し て ， そ う し た視点の
下に ， 私は ， ど う し た作業が必要なのか を模索 し ，
実際に そ の作業 を進め た い。

縄文時代の遺構や遺物では ， 早期の資料が も っ と

磨 ・ 人吉地方の土師器編年に 関す る 私案 を提起 し た
p と 思 う 。

平安時代では ， 墓が検討の対象 と な る 。 当 然の ご
と く ， そ こ に埋葬 さ れた 人物の 問題が生 じ て く る だ
ろ う 。 そ こ で ， こ こ では ， 球磨 ・ 人吉地方の奈良時
代か ら 平安時代 に か け て の墓の問題や各種の遺跡 ・
遺構の問題 を取 り 上げ る こ と に し た い。 そ し て ， そ
れに係わ る 人物や そ の周辺 について考察す る こ と に
し よ う 。 堂園遺跡の墓で あ る が故 に ， お そ ら く ， そ
の結論は ， 球磨 ・ 人吉地方の古代史のー断面 を 扶 る
こ と に な る だ ろ う 。

2 . 堂園遺跡にお け る縄文時代早期の

集落構成 と 遺跡の形成過程

①縄文時代早期の集落構成

堂園遺跡では ， 中原式土器 ， 石清水式土器 ， 塞 ノ
神式土器 ， 無文土器 が 中 心 と な る が ， そ の 中 で も 中
原式土器 と 呼ぶ土器型式が主体 と な っ て い る 。 そ の
早期の 中 での段階的な位置付 け は ， 早期 中頃 と い う

も 充実 し て い る 。 特に ， 集石の位置 と 遺物分布の問 こ と に な ろ う 。
題では ， 当時の集落が ど の よ う な姿で あ っ たの か を 堂園遺跡では ， こ の時期の竪穴式住居跡の検出 が
知 る 上で ， 貴重な 資料 と な る だ ろ う 。 そ こ で ， 縄文 さ れて い な いの で ， こ の集落は ， 集石の位置 と 遺物
時代早期集落の特徴の一つ を堂園遺跡の 中 か ら 見出 の分布域に よ っ て推測 し な け ればな ら な い。 堂園遺
す こ と を 目 指 し た い。 ま た ， 球磨 ・ 人吉地方に見 ら 跡の調査区の地形的特徴 は ， 尾根部の存在 と 谷部の
れ る 当該期の遺跡や ， 周辺地域の遺跡の資料 を使い ， 存在に あ る 。 尾根部は ， 調査区の南側に 見 ら れ る 地
そ の特徴 を捉 え な おす こ と に し よ う 。 ま た ， そ の遺
跡の形成過程につ い て ， 一つの解釈 を提示す る こ と
に し よ う 。

古墳時代では ， 竪穴式住居跡の 出土土器が検討の
対象 と な る 。 前章の第 4 節では ， 球磨 ・ 人吉地方の
他の遺跡の 出土土器 を検討す る こ と に よ っ て . そ の
編年的な位置付け を お こ な っ た。 た だ し ， 球磨 ・ 人
吉地方の土師器編年について は ， 全 く 手が着け てい
な いの も 実状であ る 。 し た が っ て ， 遺跡同士の比較
に よ っ て ， そ の相対的な段階は知 り う る か も し れな
いが ， 古墳時代全体 を 通観 し て の位置付け は不可能
であ る 。 そ こ で ， 私は ， こ の編年研究 を試みて . 球

形 で あ り ， 平坦部 は狭 く ， 南側 で幅13m か ら 北側
で幅 2 m で あ る 。 北東方 向 に 延 びて い る 。 谷部 は ，
こ の尾根か ら 北に 聞 く 。 上位に な る に し た が い ， 傾
斜は緩やか に な り ， 一部平坦地形 を伴 う 部分 も あ る 。

遺構 と し て は ， 集石 3 基が あ る 。 いずれの構造 も ，
下部構造 を伴わず ， 面的 な 出土状況 を 呈す る も の で
あ っ た 。 検出 さ れた地点 は ， そ の尾根部の北側の縁
に あ た る 。 1 号 と 2 号 は ， 尾根部の 中 で も 広 く て一
段高い南側の地点 に あ た り ， 3 号 は尾根が狭 く な っ
て . 一段低い北側の部分で あ る 。 構造上の共通性 と
立地の共通性か ら ， こ の三つの集石は ， 機能的 に も ，
使用 し た季節 に お いて も ， 同 じ よ う な性裕で あ る と
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判断で き る だ ろ う 。
遺物分布では ， 尾根部の縁か ら 谷部上位に広が る

主分布域 と ， 谷部 に 見 ら れる 分布域 と い う 大 き く 二
つ に 分 け て理解で き る だ ろ う 。 お そ ら く ， こ の二つ
は . f Z 遺構 と そ の位置」 の 「②遺物分布」 の 中 で
予想 し て お い た よ う に ， 本来の位置近 く に遺存 し て
い る 遺物群 と ， 自 然の拡散現象の結果 ， 移動 し た遺
物群 と を表 し て い る の だ ろ う 。

堂園遺跡では ， 集石の位置 と 遺物分布の特徴にお
いて ， あ る 興味深い傾向が看取 さ れ る 。 そ れは ， 集
石が遺物分布の外縁近 く に 見 ら れる と い う 傾向であ
る 。 つ ま り ， 遺物分布域 と 非分布域の臨界部分に ，
集石が残 さ れて い る ので あ る 。 こ の特徴 を ， 堂園遺
跡の縄文時代早期集落の特徴のーっ と 見 な そ う 。

と こ ろ で ， こ う し た特徴 を指摘 し た縄文時代早期
の遺跡が あ る ， そ れは ， 熊本県大津町~旭志村無田
原遺跡で あ る (木崎1995) 。 こ の 中 で ， 私 は ， 削平
さ れた部分 と そ う で な い部分 と の 関係の 中 で生 ま れ
る ， 見せか け の傾向か も し れな い と しつつ も ， 遺構

⑨ 
- 集石

土器

。 石器

169 . 200 

配置 と 絡んだ傾向であ る 可能性に注意 し で も い た。
実は ， 堂園遺跡の例は ， こ う し た無田原遺跡例 と 同
じ傾向なので あ る 。 つ ま り ， こ う し た特徴が ， 類例
が増 え る ご と に ， 縄文時代早期の特徴 と し て指摘で
き る 可能性が出て き たの で あ る 。

狸谷遺跡では ， 竪穴式住居跡 と 集石 と 配石土坑が
検出 さ れて い る 。 こ こ での遺物分布 と の関係 を 見 て
み よ う 。

狸谷遺跡では ， 尾根の縁か ら やや下 り た部分に集
石 と 配石土坑な ど の遺構が見 ら れる 。 そ し て ， そ れ
か ら 広場 と し て の空白部を設け る よ う に や や 聞 を 置
いて尾根が北東方向へ延びる 。 そ し て ， 谷部 を形成
し始め た谷頭の部分に ， 今度は竪穴式住居跡が現れ
る のであ る 。 こ れが ， 縄文時代早期に お け る 集落構
成の特徴の一つであ る o そ こ で ， こ う し た遺構の配

置 と 遺物の分布 を 関連付けて ， そ の状況が明 ら か な
西側 を見てみれば ， な る ほ ど ， 多少の重複は あ っ た
と し て も ， そ こ に分布域のずれが見 ら れ ， 遺物分布
の方がやや谷部に落ち込ん だ状況が見 ら れ る ので あ

。 10 20m 

第81 図 集石 と 遺物の分布
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な空白部 と 谷 を 中心 と し て廃棄場に よ る 景観 を 持つ

総第 N章

「食物調理や工る 。 私は ， こ う し た傾向について ，
作な ど の作業の際の生活廃棄物の投棄の結果」 と 考 こ と 」 を 指摘 し た (木崎1987) 。 乙 の指摘に則 し て ，

堂園遺跡の縄文時代早期の集落 を 見 る と ， そ こ に は ，
調理 ・ 作業域 と 谷に設け ら れた廃棄場 と の構成が あ

え ， r集落内の場の利用 に ， 廃棄の場が加 え ら れ る 」
こ と を 指摘 し た (木崎1987) 。 堂園遺跡 と 無田原遺

る こ と を知れる の で あ る 。 お そ ら く ， こ れは ， 狸谷
遺跡の特徴に合致 し た も の だ ろ う 。 つ ま り ， 球磨 ・

跡 ， そ し て狸谷遺跡の共通す る 特徴 と し て ， 遺構の
位置 と 遺物分布 と を 関係付け て ， そ こ にずれが存在

人吉地方に お け る 縄文時代早期の集落構成の一面に

は ， こ う し た調理 ・ 作業域 と 廃棄場 と の位置的 な 関
係が存在す る ので あ る 。 そ う であ る な ら ば ， お そ ら
く は こ の近辺に居住域 と し ての竪穴式住居跡群が存

す る こ と を あ げ ら れる だ ろ う 。
では ， こ う し た特徴 と 集落の構成は ， ど の よ う に

関連す る の だ ろ う か。 狸谷遺跡の結果 を 通 し て ， 堂
園遺跡 を 考 え て み よ う 。

在 し て い る だ ろ う し ， 広場の存在 も 見 ら れる か も し
れなp。 そ う し た 目 で ， そ の 分布状況 を 見れば ， 尾
根を介 し て そ の南側に谷部が見 ら れる と い う 地形的

私は ， 狸谷遺跡の報告の際に ， そ の集落構成につ
「居住域 と 調理 ・ 作業域 ， そ し て広場の よ ういて ，

特徴に気付 く 。 狸谷遺跡で ， 谷部 を形成 し 始 め た 谷
頭の部分に竪穴式住居跡が現れる と い う 現象 を参考
にすれば ， こ う し た谷頭部 に そ の 居住域 を想定す る
こ と も 可能で あ ろ う 。 ま た ， 尾根部に は ， 現に ， 何
の遺構 も 存在 し て い な い よ う に ， あ る 一定の空白部

乙をミ 亘主主
\ー ， ' ，

理主 と し ての広場が存在す る か も し れ な p。
以上の よ う に ， 堂園遺跡に お け る縄文時代早期の

集落は ， 調査区外に あ る 南側の谷部近 く に居住域 ，
そ の北に遺構空白 と し ての広場 ， さ ら に そ の北に調
理 ・ 作業域 と し ての集石 ， そ の北に隣接す る 廃棄場

無田原遺跡

と い う 構成で レ イ ア ウ ト さ れて い る こ と が明 ら かで
あ る 。 し か も ， 興味深い こ と に ， 乙 う し た構成 は ，
狸谷遺跡の構成 と は南北が逆に な っ て い る 。 乙 の こ
と は ， 狸谷遺跡が冬場の集落 と し て想定で き る の に
対 し て ， 堂園遺跡が夏場の集落 と し て想定で き る こ
と を示唆す る も ので あ る 。 こ う し た可能性が妥当 な
も の で あ れ ば ， 狸谷遺跡 と 堂園遺跡 と の集石構造の

②遺跡の形成過程

集落の構成 に つ い て ， あ る 程度の見通 し を持 っ た 。
そ こ で ， 次に は ， こ の遺跡が ど の よ う な 過程で形成

違い も ま た ， 理解で き る と こ ろ で あ ろ う 。

さ れて い っ た の か を 見 て み よ う 。
第 皿 章第 1 節で は ， 土器型式や文様の種類 ご と に

さ ら に そ の個体識別 を お こ な っ て ， そ
の分布 を 見 た 。 そ の結果 次の よ う な傾向が看取 さ
れた。 再度 ， ま と め て み よ う 。

土器 を 分け ，

o ミ�20
- \ ?でミミ三ラタ .---'ー「 、

狸谷遺跡) ; (( i 

中原式土器は ， 主分布域 と 谷部の分布域 と に ま た

円tq&
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が っ て広が る 。 個体別資料では ， 中原式土器 1 は ，
23個の破片が見 ら れ る の で ， そ の傾向 を見てみ る 。
分布域は ， 南側の尾根周辺が 中心で ， 環状の分布で
あ る 。 一部の土器片は ， 谷部で も 検 出 さ れて い る 。
こ の よ う に ， 中原式土器 1 は ， 分布が環状分布で あ
る こ と ， 谷部に も 土器片の広が り が認め ら れ る こ と ，
な ど が注意 さ れた 。 乙 う し た こ と を 考慮すれば ， 中
原式土器 1 は ， 浮遊 ・ 拡散の結果 ， 乙 う し た分布に
な っ た と 考 え ら れ る 。

石清水式土器で も ， 主分布域 と 谷部の分布域 と に
ま た が っ て広が る 傾向が看取 さ れ る 。 個体別資料で
は ， 複数の破片 を認め た も の が ， 5 個体 あ っ た 。 こ
の 中 で ， 石清水式土器 1 は ， 18個の破片が見 ら れた
ので ， こ の分布域 を 見 る 。 そ の結果 ， 分布域は ， 南
側の主分布域が中心で ， 尾根か ら 離れた谷部の上位
に あ る こ と を知れる 。 出土地点 は ， そ れぞれに近接
し た状況に あ り ， あ ま り 原位置か ら 遊離 ・ 拡散 し た
状況に は な い よ う だ。 し か し ， 乙 う し た資料で も 10
m 以上 も 離れて い る 土器片 も あ り ， 明 ら か に 拡散
の傾向は認め ら れる 。

塞ノ 神式土器で も ， 主分布域 と 谷部の分布域 と に
ま た が っ て広が る 。 個体別資料では ， 複数の破片が
認め ら れる も の が ， 4 個体あ っ た 。 こ こ では ， 18点
の破片が認識で き た塞ノ 神式土器 1 と 5 点の破片が
認識で き た塞ノ 神式土器 2 を 扱お う 。 塞ノ 神式土器
1 の分布域は ， 南側の主分布域の 中 の尾根の縁 と 谷
部に あ る 。 そ の状況は ， 土器片が原位置に近い尾根
周辺か ら 谷部へ と 浮動 ・ 拡散 し た こ と を示 し て い る 。
そ の 聞 の 移動 は ， 33m で あ る 。 塞 ノ 神式土器 2 の
分布域は ， 南側の主分布域の北端 ， 谷部に近い位置
に あ る 。 あ ま り ， 拡散 し た状況に は な い。

無文土器で も ， そ の分布は主分布域 と 谷部の分布
域 と に あ る 。 個体別資料では ， 複数の破片が認め ら
れ る も の が ， 10個体 あ っ た。 そ の 中 で ， 10点の資料
が あ る 無文土器1 ， 1 1点の無文土器2 ， 6 点の無文土器
3 を扱 う 。 無文土器 1 の分布域は ， 南側の主分布域
が 中心であ る 。 そ の 出土地点では ， 尾根近 く か ら 谷
部上位 ま で広が っ て い る 。 そ の広が り は ， 南北30m ，
東西15m で あ る 。 そ の 状況か ら 判 断 す る に ， こ の
土器は ， 尾根近 く に原位置が あ り ， 一部の も の が谷

部に浮動 ・ 拡散 し て い る よ う だ。 こ の こ と は ， 無文
土器 2 で も 同様で ， 南側の主分布域 を 中心に ， 一部
の土器が谷部に認め ら れ る 状況で あ る 。 無文土器 3
の分布域は ， 南側の主分布域の北外れに あ り ， 谷部
上位に あ た っ て い る 。 あ ま り 拡散の状況は認め ら れ
な い。

以上の結果 を整理すれば いずれの土器型式 も 尾
根周辺の主分布域 と 谷部周辺 と に ま た が っ た分布が
認め ら れる よ う で あ る 。 つ ま り ， いずれの分布に も ，
主分布域 と そ の北側 と い う 関係が認め ら れ ， 土器型
式 ご と に そ の分布域 を 違 え る傾向は ， 認め ら れな い
のであ る 。 こ の こ と は ， 二つの遺物の分布域が ， 時
期 を異に し て形成 さ れた わ け で は な い こ と を示 し て
い る の であ る 。

ま た ， 個体別資料に お いて も ， そ れぞれの分布域
に ま た が っ て い る も の が 多 く 存在す る な ど ， ど ち ら
かに偏在す る と い う 傾向は見 ら れな い 。 こ う し た こ
と は ， 土器型式の一つ一つの個体が分布域 を 違 え て
点在 し て い る 状況でな い こ と を示 し で も い る 。

こ う し た傾向について ， 私は ， 先 に ， 主分布域近
く に あ る 原位置か ら の浮動 ・ 拡散 と い う 遺物分布の
形成 を証明す る 現象 だ と 考 え た。 では ， そ の具体的
な投棄場は ， ど こ に あ る だ ろ う か。 そ の事 を 示 し た
概念図が第83図 と 第84図であ る 。

第83図は ， 認識で き た個体別資料につ い て そ の分
布を概念化 し た も ので あ る 。 多量の散布が認め ら れ
る場合に は曲線で ， 数点の散布の場合 は そ れを直線
で表 し て い る 。 こ の概念図か ら そ の こ と を読み取 ろ
う と すれば ， 1 号 ・ 2 号集石の北側に 曲線の原点や
放射線の原点が見出せ る 。 お そ ら く ， こ う し た傾向
は ， 投棄場が 1 号 ・ 2 号集石の北側に あ っ た こ と の
現れで あ る 。 そ こ で ， 1 号 ・ 2 号集石の北側の斜面
か ら 傾斜がやや緩や か に な っ た平坦部に ， そ の投棄
場を想定 し よ う 。

第84図 は ， 石器の 中 で重量の あ る 磨石 ・ 敵石 と 石
皿や原石 ・ 分割醸 ・ 石核 ， 軽い剥片 ・ 砕片の分布域
を概念化 し た も ので あ る 。 こ の概念図か ら 読み取れ
る こ と は ， 重い石器類の分布域は狭 く ， 軽い石器類
の分布域は広い と い う こ と で あ る 。 つ ま り ， こ れは ，
重い石器類は ， 動 き に く く ， 軽い石器類は ， 動 き や
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すい と い う こ と を示 し て い る 。 し か も ， そ う し た動
き に く い石器類の分布域が ， 1 号 ・ 2 号集石の北側
の斜面か ら 傾斜がやや緩やか に な っ た平坦部 に か け
て見 ら れる こ と は ， 土器の個体別資料で予想 し た投
棄場の場所 を補強す る も の と な る だ ろ う 。

では ， 具体的に ど の よ う な過程 を経て ， こ の遺跡
は ， 形成 さ れて い っ た の で あ ろ う か。

堂園遺跡の縄文時代早期集落は ， 調査区外に あ る
南側の谷部近 く に 居住域 ， そ の北に遺構空白部 と し
て認識 さ れ る 広場 ， さ ら に そ の北に調理 ・ 作業域 と
し ての集石 ， そ の北に隣接す る 廃棄場 と い う 構成で
レ イ ア ウ ト さ れて い た (第85図) 。 つ ま り ， 遺物分
布が認め ら れる 場所は ， 集石が見 ら れ る 調理 ・ 作業
域に隣接 し た廃棄場に あ た っ て い る のであ る 。 こ こ
に ， 乙 の分布域の形成過程が想定 さ れ る だ ろ う 。

堂園遺跡で夏か ら 秋 に か け て生活 を し て いた縄文
時代早期の人び と は ， 集落の尾根の南側に あ る 緩や
か な斜面に住居 を建てて寝起 き を し て い た 。 ま た ，
彼 ら は ， 広場で生活に係わ っ た各種の作業 を お こ な
い ， 食料の処理や調理や そ の他の作業 を調理 ・ 作業
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域でお こ な っ て い た 。 お そ ら く ， そ の場所で は ， そ
れ ら の作業に伴 っ て排出 さ れ る ， 食物の残津や不要
な木片や植物の葉 ， さ ら に は壊れた土器や石器な ど
な ど ， 多 く の生活廃棄物が生み出 さ れて い た 。 人び
と は ， 乙 う し た生活廃棄物 を 近 く の谷部に投げ捨て
て い た の で あ る 。 乙 う し て ， 谷部上位の廃棄場に は ，
日 々 ， 投棄 さ れ る 生活排出物の集積が進んでい っ た
も の と 想像 さ れ る 。

堂園遺跡では ， 少 な く と も ， 50個体以上の土器が
投棄 さ れて い た 。 ま た ， 出土 し た 石器 も ， こ れ ら の
土器 と い っ し ょ に棄て ら れた も の で あ る 。 お そ ら く ，
今 日 では朽 ち 果 て て し ま っ て跡形 も な く な っ て し ま
っ た食物の残津や不要な木片や植物の葉 な ど も ， そ
の土器に伴っ て棄て ら れて い た はずで、 あ る 。

当時の人び と が一つの単位集団で生活 し て い た場
合 ， 彼 ら は何個体の土器 を 所持 し て い た の か は判 ら
な い。 仮に ， 一つの個体の土器 を所持 し て移動生活
を お こ な っ て い た の で あ れば ， 少 な く と も ， 彼 ら は ，
その時期 を違 え な が ら も ， 50回以上は こ の地で生活
を し ， 土器 を初め と し た生活廃棄物の投棄 を し て い

⑨ 

第85図 堂園遺跡縄文時代早期の集落構成
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3 . 球磨 ・ 人吉地方 の古墳時代土師器編年

た こ と に な る 。
一方 ， 集積 し た生活廃棄物は ， そ の ま ま の姿で保

持 さ れて い く わ け で は な い。 有機質で脆弱な も の は ，
急速に姿 を変 え て朽 ち 果 て て い き ， 無機質で壊れや
すい も の は ， し だ い に破損 し な が ら 多数の小破片に
割れて p く 。 こ う し た過程 を経て ， 集積 さ れた生活
廃棄物は ， 降雨や霜柱 ， 風な ど の影響に よ っ て ， し
だい し だ い に浮遊 し ， 移動す る ので あ る 。 そ の結果
が ， 土器や石器の拡散 と い う 形で今 日 認め ら れる こ
つの分布域 と い う こ と に な ろ う 。

以上の よ う に ， 遺跡に残 さ れた痕跡は ， そ の時々
に人びと が残 し た生活行動に伴 う 遺棄 ・ 廃棄物の集
積に よ っ て形作 ら れて p く 。 し か も そ れは ， 火山災
害 な ど の 自 然災害に よ っ て一瞬に し て埋没 し た場合
を除いて は ， そ の ま ま の姿が保持 さ れる 場合は少ない。
そ の状態が露呈 さ れ る 限 り ， 自 然の営力や人為的な
撹乱行為に よ っ て ， し だ い に そ の姿 を 変 え て い く の
で あ る 。 こ う し た過程の結果 ， 遺跡は残 さ れて p く 。
そ の こ と を示 し た も の が ， こ こ での分析であ る 。

3 . 球磨 ・ 人吉地方の古墳時代土師器編年
堂園遺跡では ， 古墳時代の竪穴式住居跡 1 基 と そ

れに伴 う 土器が出土 し た 。 ま た遺構外か ら も 多数の
土器片が出土 し て い る 。

第 皿 章の第 4 節の 「 ま と め」 の 中 で ， 私は ， 堂園
遺跡の 出土土器 を 中心 に据 え て ， そ れ と 同 じ 時期な
い し そ の前後の時期の土器群 を ， 球磨 ・ 人吉地方の
他の遺跡に求め た 。 そ の遺跡 と は ， 堂園遺跡に近い
須恵村沖松遺跡 (古城1996) と 錦町夏女遺跡 (園村
1993) で あ る 。 そ の結果 ， 私 は ， 堂園遺跡の出土土
器が沖松遺跡 3 号住居跡出土土器に 近い形態論的 ・
型式論的特徴を示 し て い る こ と を述べた。 ま た ， 併
せて ， 沖松遺跡や夏女遺跡の古墳時代の土師器変遷
が 「夏女遺跡 1 号住居跡→夏女遺跡 2 号住居跡→沖
松遺跡 3 号住居跡→沖松遺跡 1 号 ・ 4 号 ・ 5 号住居

跡」 と 捉 え ら れる と と も 提案 し た 。 では ， 乙 う し た
土師器の編年は ， 球磨 ・ 人吉地方の古墳時代の土師
器編年の 中 で は ， ど の よ う な位置に あ る ので あ ろ う
か。 ま た ， 周辺地域の土器型式 と の時期的な並行関
係や対応関係は ， ど の よ う に な る の で あ ろ う か。 私

は ， こ の点についての考察 を こ こ で示 し て い き た い
と 思 う 。

①編年学的研究 に お け る 方法 に つ い て

古墳時代の土師器の編年学的研究について ， こ こ
では次の よ う な手順 を 踏んでお こ な っ て い き た い と
思 う 。 そ の手順 と は ， 第一段階か ら 第三段階 ま でで
あ る 。

第一段階では ， 古墳時代の竪穴式住居跡か ら 出土
し た土器の一括性 を 念頭に置いて ， そ の 資料 を取 り
上げて検討す る 。 な お ， 今回は ， 発掘調査が お こ な
われて竪穴式住居跡が検出 さ れて い る ， 錦町夏女遺
跡 (園村1993) ， 須恵村沖松遺跡 (古城1996) ， 人吉市
ア ン モ ン 山遺跡 (椎葉 ・ 松舟1985) を取 り 上 げ る 乙
と にす る 。

第二段階では ， 取 り 上げた資料について ， そ の形
態論的 ・ 型式論的特徴 を 見出す。 そ れは ， 須恵器の
共伴関係 も 重要な特徴で あ る 。 ま た ， そ の際 に ， 土
師器の型式徴標 を認識す る 必要 が あ る だ ろ う 。

第三段階では ， 第二段階で見出 し た資料の形態論
的 ・ 型式論的特徴 を基に し て ， 編年的 に並べ る 。 そ
の際に威力 を発揮す る も の が型式徴標であ り ， そ れ
を 明瞭に示す土器形態が編年学的研究の基準 と な る
だ ろ う 。 因みに ， そ の型式徴標 と し て は ， 弥生式土
器か ら の系譜 を示す形態論的特徴 ， 古墳時代 に 入 っ
て新た に成立 し た形態論的持徴 ， 文様系統論的手法
に よ っ て認識で き る 形態論的特徴な ど が あ る 。 こ の
段階では ， こ う し た特徴について も ， 提示 し て い こ
う 。 須恵器の変遷 も そ れ を お こ な う う え で ， 重要な

検討材料 と な る だ ろ う 。
編年学的研究は ， 以上の手順 を も っ て進め ら れ る 。

そ し て ， 最後 に は ， 周辺地域の土器型式 と の時期的
な並行関係や対応関係につ い て も 言及す る 。 そ の際
の基準は ， 両方の地域に共通 し て存在す る 同 じ形態
論的特徴 を 示す土器で あ り ， 編年研究が進ん で い る

須恵器で あ る 。
②球磨 ・ 人吉地方 に お け る 古墳時代の土器資料に

つ い て

先 に ， こ こ で取 り 扱 う 資料 と し て ， 錦町夏女遺跡 ，
須恵村沖松遺跡 ， 人吉市ア ン モ ン 山遺跡を挙げた。
そ こ で ， そ れぞれの遺跡ご と に ， 取 り 扱 う 竪穴式住
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居跡を例示 し て い こ う 。
夏女遺跡 (第86図)
熊本県球磨郡錦町木上に所在す る 遺跡であ る 。 調

査は ， 農道建設に先立 つ て実施 さ れた 。 そ の結果 ，
弥生時代後期前半か ら 古墳時代 に か け ての竪穴式住
居跡が ， 67基検出 さ れて い る 。

検討の対象 と す る 竪穴式住居跡は ， 出土量的に も
土器形態的に も 豊富な 資料が検出 さ れて い る l 号住
居跡 と 2 号住居跡で あ る 。

1 号住居跡 出土土器 に は ， 壷 ， 鉢 ， 高杯 ， 窪な
ど の土器形態が あ る (第86図) 。

壷に は ， 複合口縁を持つ大型の も の と ， 素口縁で
卵形の胴部 と 丸底の も の ， そ し て小型の も の が あ る 。
鉢に は ， 脚が付か な い も の と 付 く も の と が あ る 。 ま
た ， 口縁形状では ， 屈曲口縁 と 直口縁が あ る 。 そ の
組み合わせは ， 屈曲口縁で丸底の も の ， 直口縁で脚
が付 く も の ， 屈曲口縁で脚が付 く も の であ る 。 高杯
の体部は ， 丸み を持つ下半部 と し ゃ く れな が ら 強 く
外反 し て長 く 延びて 口縁へ至 る 体部上半部に特徴が
あ る 。 ま た脚部では ， やや内反 り 気味に丸み を持つ
脚柱部 と ， お碗 を伏せた形状の脚裾部 と い う 特徴が

叫
心 事 )
都 内1

!L\ W 

住
住
時

了
持

円V
市 \fJ ，唖tV 'iD 

第86図 夏女遺跡出土土器の編年
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見出せ る 。 曹に は ， 大型品 と 小型品 が あ る 。 大型品
は ， 頭部に お い て の縦方向のハ ケ 調整が特徴的で、あ
る 。 そ の結果 ， 頭部 と 胴部の境は ， 強 く 屈曲 し て 明
瞭で あ る 。 胴部最大径は 頭部の す ぐ下 に位置 し て
い る 。 低い脚台が付 く 。

2 号住居跡 出土土器 に は ， 壷 ， 高杯 ， 嚢な ど の
土器形態が あ る (第86図) 。

査に は ， 素口縁 ， 卵形の胴部 ， そ し て丸底で ， 胴
部に二条の刻み 目 突帯 が貼 り 付け ら れた も の が あ る 。
ま た ， 口縁形状は不明 で あ る が ， 丸底の壷や ， 小型
で丸底の壷 も あ る 。 高杯は 脚柱部のみが出土 し て
いて ， 一括性 に は疑問 が あ る 。 そ れは ， やや内反 り
気味に丸み を持つ脚柱部で あ る 。 警 に は ， 大型品 と
小型品 が あ る 。 大型品 は ， 頭部に お い て の縦方向の
ハ ケ 調整が特徴的 で あ る が 斜め方向の ハ ケ 調整の
痕跡が観察 さ れ る も の も 存在す る 。 頭部 と 胴部の境
は ， 強 く 屈曲 し て 明瞭で あ る 。 胴部最大径 も ， 頚部
下に あ る 。 低い脚台 が付 く 。 口縁部か ら 頭部に か け
て は ， 長 く て ， ま た強 く 外反す る 。 た だ し ， こ れ ら
に は ， 外反の程度 に よ っ て ， 強 く 外反す る も の と ，
直口気昧の も の が あ る 。

夏女遺跡では ， 他 に 6 号住居跡出土土器が こ の 2
号住居跡の 出土土器に近似 し た形態論的 ・ 型式論的
特徴 を持っ て い る 。

沖松遺跡 (第87図 ・ 第88図)
熊本県球磨郡須恵村に所在す る 遺跡で あ る 。 調査

は ， 緊急畑地帯総合土地改良事業に先立 つ て実施 さ
れた。 そ の結果 ， 古墳時代の竪穴式住居跡が27基検
出 さ れて い る 。

検討の対象 と す る 竪穴式住居跡に は ， 出土量的に
も 土器形態的 に も 豊富 な 資料が検出 さ れて い る も の
も 見 ら れる が ， 多 く の も の は ， 遺物量が少 な い。 特
に ， 須恵器 を 伴 う 竪穴式住居跡で は ， そ の傾向が強
く ， 土器形態の構成 に つ い て も 情報が不足 し て い る 。
た だ し ， 須恵器の編年 につ いて は ， あ る 程度の精度
で研究が深め ら れて お り そ れを基に し て 一部の土
器形態の傾向 を窺 う こ と も 可能か と 思 われ る 。 よ っ
て ， そ れ ら も 検討の対象 に し た い。 検討の対象 と す
る 竪穴式住居跡は ， 1 号 ， 3 号 ， 5 号 ， 1 5号 ， 16号 ，
17号 ， 18号 ， 22号 ， 25号で あ る 。
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3 . 球磨 ・ 人吉地方 の古墳時代土師器編年

1 号住居跡 出土土器に は ， 壷 と 曹 が あ る (第87図 ) 。

壷に は ， 複合口縁状の カ ー ブを と る 口縁 と 素口縁
が あ る 。 器形 と し て は ， 卵状の球形 を呈す る 胴部の
も の と ， 器高が低 く 幅広でやや小振 り の も の と ， 小
型の も の が あ る 。 な お ， 球形胴部の壷の 内面に は ，
ケ ズ リ 調整の痕跡が残 さ れて い る 。 饗に は ， 三種が
あ る 。 一つ 目 は ， 胴部上位に最大径が く る も ので ，
頭部か ら 口縁部へは強 く 外反す る 。 鯛部か ら 頭部へ
の移行部の屈曲度は弱 く そ の境は明瞭で な い。 胴
部内面 に は ， ヘ ラ 削 り 調整の痕跡が残 さ れて い る 。
二つ 目 は ， 胴部形状が一つ 目 の も の に近似 し て はい
る が ， 胴部か ら 頭部への移行部は ， ほ と ん ど屈曲せ
ずに直線的 な形状 を 呈 し て い る 。 こ の胴部内面に も ，
へ ラ 削 り 調整の痕跡が残 さ れて い る 。 三つ 目 は ， 胴
部 と 頭部の境に刻み 目 突帯が貼 り 付け ら れて い る 費
で あ る 。 器形的な特徴は ， 胴部か ら 頭部への移行が
緩やか な こ と か ら ， 二つ 目 の土器に類似 し て い る と
言 え る だ ろ う 。

3 号住居跡 出土土器に は ， 壷 と 鉢 と 高杯 と 警が
あ る (第87図 ) 。

口縁部は ， 外反す る 。 四つ 目 は ， 胴部 と 頭部の境に
刻み 目 突帯が貼 り 付け ら れて い る 費で あ る 。 口縁部
は ， 直口す る 。

5 号住居跡 出土土器に は ， 壷 と 高杯 と 警が あ る
(第87図) 。
出土 し て い る 査の 口縁形状は ， 素口縁であ る 。 形

態論的な特徴では ， 球形胴部の も の が あ る 。 ま た ，
小型の丸底の壷 も あ る 。 高杯は ， 脚部の特徴に よ っ
て ， 二種が存在す る 。 一つ 目 の脚部では ， 直線的 な
脚柱部か ら 脚裾部が強 く 聞 く も ので あ る 。 二つ 目 は ，
体部底か ら 直接 ラ ッ パ状 に 聞 く 脚部の土器で あ る 。
いずれ も 体部の形状は ， 不明 で あ る 。 曹に は ， 二種
が あ る 。 一つ 目 は ， 胴部 と 頚部の境に刻み 目 突帯が
貼 り 付け ら れて い る 饗で ， 胴部上位が膨 ら み ， 口縁
部が外反す る も ので あ る 。 二つ 目 は ， 胴部 と 頭部の
境に刻み 目 突帯が貼 り 付け ら れて い る 費で あ り ， 胴
部が膨 ら ま ずに 口縁部が直口す る も の で あ る 。

1 5号住居跡 出土土器に は ， 壷 と 鉢 と 高杯 と 曹が
あ る 。 ま た ， 須恵器の躍が伴 う (第88図) 。

壷の 口縁形状は ， 素口縁で あ る 。 胴部形状は ， 球
出土 し て い る 壷の 口縁形状は ， 素口縁で あ る 。 形 形 を呈す る 。 頭部か ら 口縁部への立ち 上が り は ， や

態論的な特徴か ら は ， ま ず球形 を呈す る 胸部であ り ， や外反 ぎみで あ る が ， 直立 し て い る 。 ま た ， 頭部 と
胴部 と 頭部の境に は刻み 目 突帯がめ ぐ る も の が あ る 。 胴部の境に刻み 目 突帯 を め ぐ ら す査 も 存在す る 。 鉢
ま た ， 器高が低 く ， 胴部が強 く 張 っ て幅広 を呈す る
やや小振 り の壷 も 見 ら れ る 。 口縁部 は ， やや内湾 し
て立ち上が る 。 鉢は ， す り 鉢状に直線的に体部が聞
く 器形 を 呈 し て い る 。 高杯は ， 脚部の特徴に よ っ て ，
二種が存在す る 。 一つ 目 の脚部では ， やや内反 り 気
味に丸み を持つ脚柱部 と ， お碗 を伏せた形状の脚裾
部 に特徴が見出せ る 。 二つ 目 は ， 体部底か ら 直接 ラ
ツ ノ t状 に 聞 く 脚部形状 を呈 し て い る 。 体部下位の形
状は ， 皿状 を呈す る が ， そ の上位の形状は不明で あ
る 。 警に は ， 四種が あ る 。 一つ 目 は ， 鯛部上位に最
大径が き て ， 頭部か ら 口縁部へは強 く 外反す る 器形
を と る も の で あ る 。 胴部 と 頭部 と の境は ， 明瞭で あ
る 。 頭部表面の調整方向は ， 縦では な く て ， 横であ
る 。 二つ 目 は ， 胴部 と 頭部 と の境は明瞭で あ る が ，
口縁部は外へ聞かずに直口す る 土器であ る 。 頭部表
面の調整方向は ， 斜め で あ る 。 三つ 目 は ， 胴部 と 頭
部の境に刻み 目 突帯が貼 り 付け ら れて い る 曹であ る 。

に は ， 三種が あ る 。 一つ 目 は ， 平底で ， 短 く 直線的
に体部が聞 く 器形 を 呈す る 土器で あ る 。 二つ 目 は ，
口縁が直口 し て 立 ち 上が る も ので あ る 。 三つ 目 は ，
内湾 し ， 口縁部下の体部に最大径が く る も の で あ る 。
高杯では ， 脚部が出土 し て い る 。 いずれ も ， 体部底
か ら 短い脚柱部 を経て ， ラ ッ パ状 に 聞 く と い う 形状
を呈す る 。 曹は資料的に 少 な く ， 口縁部か ら 頚部周
辺の資料のみであ る 。 一種のみで ， 口縁が外反す る
形状 を呈 し て い る 。 頭部に は ， 突帯は見 ら れな い が ，
へ ラ 描 き に よ る 斜格子文が認め ら れ る 。

伴出 し た須恵器は ， 躍で あ る 。 体部は ， ほぽ真っ
直 ぐ に立 ち 上が る 。 ま た ， 肩部への移行部の屈曲は ，
強い。

1 6号住居跡 出土土器に は ， 鉢 と 警が あ る (第88図) 。
鉢は ， 浅い ボ ー ル状 を呈 し ， 平底に近い丸底か ら

丸み を も っ て 開 く 器形 を と る 。 曹は ， 胴部 と 頭部か
ら 口縁部に か け て の差が明瞭でな い器形で あ る 。 口
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3 球磨 人吉地方の古墳時代土師総編年

的 な 口縁部の器形 を と る 土器 で ， 刻 み 目 突帯 が [!lh り縁 部 よ り も 下 に 刻み 目 突帯 が貼 り 付 け ら れ て い る 。

付 け ら れて い る 。須恵器の伴出 は ， 調 査時 に は認め ら れて い な い。

出土土器に は ， 翠 が あ る 。 ま た ， 須22号住居跡出 土土 器 に は ， 裂 が あ る 。 ま た ， 須1 7号住居跡 (第88図) 。恵器 も 見 ら れ る(第88図) 。恵、器 も 伴出 し て い る

警 は ， 破片での I��I 土 で、 あ る 。 直線的 な 口縁古11 の 器曹 は ， 破片で、 の 出 土 で、 あ る 。 そ の 特徴か ら ， 二つ

形 を と り ， 刻 み 目 突帯 が l�占 り 付ー け ら れて い る 土器での 種類 を 認め る こ と が で き る 。 一つ 目 は ， 突帯 は 見

あ る 。ら れ な い が ， へ ら 描 き に よ る 斜格子文が頭部近 く に

須恵、器に は ， 躍 が あ る 。あ る 土器 で あ る 。 二つ 目 は 同 じ 場所 に 刻 み 目 突帯 (第出 土土器 に は ， 壷 と 高杯 が あ る25号住居跡口縁部の外が 貼 り 付 け ら れ て い る 。 前者の土器 は ， 88図) 。反 が強い器形 を 窺わせ ， 後者の土器 は ， J阿部 か ら 直

壷に は ， 複合口縁が あ る 。 そ の 土器の器形 は ， 卵線的に 口 縁部へ移 る 器形 で あ る こ と を 窺 わせ る 。

ケ ズ リ 調状の球形 を 呈す る )阿部で あ る 。 内 面 に は ，須恵器 に は ， 曜 と 杯身 が あ る 。

整の痕跡、が残 さ れて い る 。 も う 一つ の 壷の 口縁形状(第出 土土器 に は ， 高j不 と 裂 が あ る1 8号住居跡
は 不 明 で あ る が ， 器形や調整で は ， 先 の 土 器 に 類似88図) 。
し た 特徴を 示 し て い る 。 高杯に は ， 脚の形状や体部高杯は ， 休部 を 横 か ら 見 た形状が逆台形 を 呈 す る

の形状か ら 三つの種類が あ る 。 一つ 目 は ， 丸み を 持器 形 で あ る 。 休部の 下部 と 上部 と が強 く 折れ ， そ の

っ た舷11柱 部 を 持つ 土器 で あ る o 二つ 目 は ， 体部底 に

問軒 、斗/J I�
境が明瞭で、 あ る 。 警 は ， 破片での 出土で、 あ る 。 直線
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ラ ッ パ状に開 い た脚が付 く 土器で あ る 。 いずれの土
器 も ， 体部に は明瞭な屈曲部 が あ る 。 三つ 目 は ， 体
部が そ の ま ま 直線的 に 開 い て い く 器形であ る 。 脚の
形状は ， 不明であ る 。

ア ン モ ン 山遺跡 ( 第89図)

熊本県人吉市下原田町に所在す る 遺跡であ る 。 調
査は ， 圃場整備事業に先立 っ て実施 さ れた 。 そ の結
果 ， 古墳時代の竪穴式住居跡が 2 基検出 さ れた。 資
料は ， あ る 程度の量が ま と ま っ て 出土 し て い る 。 た
だ し ， そ れ ら は ， 出土状況が不明瞭な点 も 多 い。 こ

第 N 章 総 括

う い う こ と か ら ， 今回取 り 扱 う 資料 は ， 参考資料 と
し て提示す る に止め る 。

1 号住居跡 出土土器に は ， 壷 と 高杯 と 費が あ る
(第89図 ) 。

壷は ， 口縁部か ら 頭部が真 っ 直 ぐ に 立 ち 上が り ，
あ ま り 張 ら な い胴部に器形的 な特徴が あ る 。 全体の
形状は ， 砲弾形に近い。 器面の調整 は ， 外面がヘ ラ
ケ ズ リ であ り ， 胴部内面に も ヘ ラ ケ ズ リ の痕跡が見
ら れ る 。 高杯は ， 体部が丸み を も っ て 聞 いて い く 器
形で ， 浅い ボ ー ル状 を呈 し て い る 。 脚の形状は ， 不
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第89図 ア ン モ ン 山遺跡出土土器
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3 . 球磨 ・ 人吉地方 の古墳時代土師器編年

明であ る 。 警に は ， 二種が あ る 。 一つ 目 は ， 胴部上
位で強 く 張 り ， 口縁部が直口す る 土器で あ る 。 胴部
内面に は ， ヘ ラ ケ ズ リ 調整の痕跡が残 る 。 二つ 目 は ，
口縁部が弱 く 外反す る 土器で あ る 。

2 号住居跡 出土土器に は ， 鉢 と 高杯 と 警が あ る 。
須恵器 も 出土 し て い る (第89図) 。

鉢は ， 口縁部が内湾 し ， 口縁部下の体部に最大径
が く る も ので あ る 。 高杯に は ， 三種が あ る 。 一つ 目
は ， 丸み を持っ た体部で ， 口縁部がやや立つ器形で
あ る 。 二つ 目 は ， 口縁部が内湾 し ， 口縁部下の体部
に最大径が く る 器形であ る 。 三つ 目 は ， 朝顔形に聞
く 体部の土器で あ る 。 曹 は 口縁部が弱 く は あ る が
外反す る 器形であ る 。 胴部内面 に は ， へ ラ ケ ズ リ 調
整の痕跡が残 る 。

須恵器は ， 形態 が不明で あ る が ， 1 点出土 し て い
る 。

以上の他に ， 祭杷行為の結果 と し て石の累積が認
め ら れ る 地点か ら ， 多量の土師器や丹塗 り の土器が
出土 し た 。 饗 は ， 胴部が膨 ら み ， 口縁部がやや外反
し な が ら も 直口 す る と い う 器形 を 呈 し て い る 。 高杯
は ， 丸み を持っ た体部で ， 口縁部がやや立つ体部で
あ る 。 脚は ， 体部底か ら 直接 に 開 く 形状に あ る 。 こ
う し た特徴は ， 竪穴式住居跡の資料 と ， 形態論的 ・
型式論的特徴が類似 し て い る 。 ま た ， こ れ ら の土師
器に混 じ っ て ， 7 世紀か ら 8 世紀に か け ての須恵器
も 検出 さ れて い る 。 そ の形態 に は ， 蓋杯 ， 杯身 ， 椀 ，
査な ど が あ る 。

ア ン モ ン 山遺跡では ， 2 基の竪穴式住居跡が検出
さ れて い る 。 そ の時期的 な 問題は ， 伴 う 須恵器の資
料数が少 な く 明確では な い 。 た だ し ， 石の累積地点
で出土 し た資料につ いて は 土師器の特徴か ら 竪穴
式住居跡 と ほ と ん ど 時期差が な い も の と 判断 さ れる 。
ま た ， 2 号住居跡では須恵器の伴出 も 確認 さ れて い
る 。 こ う し た こ と か ら ， ア ン モ ン 山遺跡の時期 を ，
上記 し た須恵器 を含めての年代観でお さ え て おいて
も 差 し支 え な い で あ ろ う 。

③球磨 ・ 人吉地方 に お け る 土師器資料の型式論的

研究

こ れ ま で球磨 ・ 人吉地方の古墳時代の遺跡につ い
て ， 竪穴式住居跡 ご と に 出土 し た土師器の形態論的

- 型式論的特徴 を述べて き た。 そ こ で ， 次に は ， 球
磨 ・ 人吉地方に お け る 土師器資料の編年研究に資す
る 意昧で ， 須恵器の共伴関係 も 検討材料の一つ に含
め た ， 土師器の型式徴標の認識 を 進め て い こ う 。

球磨 ・ 人吉地方に お け る 土師器資料について は ，
ま ず ， 第一に ， 須恵器の共伴の有無 を基準に し て 大
き く 二つの グル ー プに分け る こ と がで き る 。 一つ は ，
須恵器 を共伴 し な い土師器資料であ り ， も う 一つ は ，
須恵器 を共伴す る ( はずの) 土師器資料であ る 。 そ
れ ら を例示 し ， そ れぞれの グル ー プ ご と に検討 を加
え て い く こ と に し よ う 。

須恵器 を共伴 し な い土師器資料が検出 さ れた竪穴
式住居跡は ， 夏女遺跡 と 沖松遺跡 ， そ し て 前では提
示 し て い な い相良村深水小園遺跡で も 見 ら れる 。 さ
ら に ， 今回報告 し て い る 堂園遺跡 も こ の時期 と 言 え
る だ ろ う 。 夏女遺跡 と 沖松遺跡の竪穴式住居跡 と し
て は ， 夏女遺跡 l 号住居跡 ・ 2 号住居跡 ・ 6 号住居
跡 ， 沖松遺跡 1 号住居跡 ・ 3 号住居跡 . 5 号住居跡
. 25号住居跡で あ る 。
須恵器 を共伴す る 土師器資料が検出 さ れた竪穴式

住居跡は ， 沖松遺跡 と ア ン モ ン 山遺跡に あ る 。 沖松
遺跡では ， 1 5号住居跡 と 17号住居跡 と 22号住居跡 ，
ア ン モ ン 山遺跡では ， 2 号住居跡で あ る 。 ま た ， 出
土 し た土師器の形態論的 ・ 型式論的特徴に よ っ て ，
沖松遺跡16号住居跡や18号住居跡 ， ア ン モ ン 山遺跡
l 号住居跡は ， 須恵器 を共伴す る はずの土師器資料
と 考 え ら れ る 。

須恵器 を 共伴 し な い土師器資料では ， さ ら に ， 壷
や費の胴部内面に残 さ れる へ ラ ケ ズ リ 調整の痕跡の
有無が判断材料 と し ての型式徴標 と な る だ ろ う 。 ま
た ， 高杯の 中 で ， 弥生式土器に系譜が辿れる 資料に
ついて も ， 弥生式土器 を 念頭に お い た 器形変化 に対
し て型式徴標 を認め る こ と がで き る 。 さ ら に ， 同 じ
弥生式土器 を念頭に お い た曹の器形変化 に 対 し で も ，
型式徴標が認め ら れる 。

以上の よ う に ， 須恵器を 共伴 し な い土師器資料に
ついて は ， 古墳時代 に 入 っ て新た な特徴 と し て現れ
る 型式徴標 と ， 弥生式土器か ら の系譜の 中 で認め ら
れる 型式徴標が存在す る こ と が分か る だ ろ う 。 そ し
て ， 土器群の前後関係 を判断す る う え では ， 弥生式
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土器の特徴 を よ り 明確に留め て い る 土器群 を 古 く ，
古墳時代 に 入 っ て現れ る 新た な特徴を持つ土器群 を
新 し く 位置付け る 乙 と がで き る 。 こ う し た基準の下
に お こ な っ た の が ， 第 4 節の 「 ま と めJ で述べた変
遷案で あ る 。 そ れは ， r夏女遺跡 1 号住居跡→夏女

遺跡 2 号住居跡→沖松遺跡 3 号住居跡→沖松遺跡 1

号 ・ 4 号 ・ 5 号住居跡J と い う も ので あ っ た 。
夏女遺跡 1 号住居跡の 出土土器に は ， 壷 ， 鉢 ， 高

杯 ， 曹な ど の土器形態が あ る 。 こ の 中 で ， 型式徴標
を よ く 示す も の が ， 高杯 と 費で あ ろ う 。 高杯は ， 弥
生式土器に系譜が求め ら れ る 土器であ る 。 丸み を持
つ下半部 と ， 反転 し て強 く 外反 し て長 く 延びて 口縁
へ至 る と い う 体部に特徴が あ る 。 ま た ， 脚部は ， や
や内反 り 気味に丸み を持つ脚柱部 と ， お碗 を伏せた
よ う な脚裾部に特徴が見出せ る 。 夏女遺跡57号住居
跡な ど弥生時代の竪穴式住居跡か ら 出土す る 高杯に
類似 し て い る 。 費では ， 頭部に お いての縦方向のハ
ケ調整が特徴的で ， こ の調整に よ っ て ， 頭部 と 胴部
の境は明瞭に な っ て い る 。 こ う し た特徴 も ， 夏女遺
跡57号住居跡の 中 で認め ら れる も ので あ る 。 た だ し ，
胴部が張 る 部分 は ， 夏女遺跡 1 号住居跡例が よ り 頭
部近 く に あ り ， そ の結果 ， 夏女遺跡 1 号住居跡の例
が よ り 屈曲が強い。

夏女遺跡 2 号住居跡の 出土土器は ， 夏女遺跡 l 号
住居跡よ り も 新 し い段階の土器だ と 判断 さ れ る 。 そ
れに は ， 査 ， 高杯 ， 費 な ど の土器形態が あ る 。 こ の
中 で ， 曹に ， 時期差 を示す特徴が現れ る 。 顕部に お
いての縦方向のハ ケ 調整が特徴的であ る が ， 斜め方
向のハ ケ 調整の痕跡 も 見 ら れ る 。 頭部 と 胴部の境は ，
夏女遺跡 1 号住居跡例ほ ど の屈曲を示 し て い な い。
た だ し ， 頭部か ら 口縁部は ， よ く 発達 し て い る 。 そ
れは ， 夏女遺跡 l 号住居跡例 よ り も 外反の程度が強
く な り ， ま た長 く 延びて い る 点で あ る 。 外反す る も
の と 直口気味の も の が あ る 。

乙 の夏女遺跡 2 号住居跡出土土器に後続す る と 考
え ら れ る の が ， 沖松遺跡 3 号住居跡の土器群であ る 。
土器形態に は ， 壷 と 鉢 と 高杯 と 曹が あ る 。 こ の住居
跡か ら は ， 夏女遺跡 1 号住居跡出土の高杯に系譜を
辿 る こ と がで き る 特徴の土器が出土 し て い る 。 ま た ，
曹 に は ， 四種が あ り ， そ の 中 の二つ が夏女遺跡 l 号
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住居跡や夏女遺跡 2 号住居跡の費か ら の系列 に あ る 。
そ れは ， 胴部 と 頭部 と の境が明瞭で ， 胴部上位に最
大径が き て ， 頭部か ら 口縁部へは強 く 外反す る 器形
を と る も の と ， 胴部 と 頭部 と の境は明陳で あ る が ，
口縁部は外へ聞かずに直口す る 土器であ る 。 こ う し
た器形の種類は ， 刻み 目 突帯が貼 り 付 け ら れた土器
に も 認め ら れる 。 そ れは 口縁部が外反す る も の と
口縁部が直口す る も の で あ る 。 な お ， こ う し た 四種
の曹は ， 以後 も 基本的に は器形変化 を伴 い な が ら 受
け継がれて p く 。

こ の沖松遺跡 3 号住居跡の土器群 に 後続す る 土器
群が ， 沖松遺跡25号住居跡 と 沖松遺跡 1 号住居跡で
あ る 。 いずれの竪穴式住居跡か ら 出土 し た査や聾な
どの土器 も ， 内面胴部の調整痕跡がへ ラ ケ ズ リ で あ
る 点では共通 し て い る 。

沖松遺跡25号住居跡の 出土土器 に は ， 査 と 高杯が
あ る 。 こ の 中 で複合口縁の壷は特徴的で あ る 。 高杯
では ， 丸みの あ る 脚柱部 を持つ土器が特徴的 で あ る 。
こ の高杯は ， 体部や脚部の形状的な特徴か ら ， 夏女
遺跡 l 号住居跡や沖松遺跡 3 号住居跡で出土 し た高
杯に系譜が求め ら れ る も の で あ る 。 体部下半 は直線
的に な り ， 口縁部の反 り や延び も 弱 く な っ て い る 。
脚柱部の丸み も 弱い。

沖松遺跡 1 号住居跡の出土土器に は ， 壷 と 曹が あ
る 。 壷に は ， 複合口縁状の カ ー ブ を と る 口縁の壷が
見 ら れ る 。 ま た ， 素口縁の も の も あ る 。 費 に は ， 三
種が あ る 。 こ の三種 は ， 沖松遺跡 3 号住居跡で注意
さ れた 四種の 中 の三つ に対応す る 。 胴部上位に最大
径が来て ， 頭部か ら 口縁部へは強 く 外反す る も の ，
胴部か ら 頭部への移行部の屈曲が ほ と ん ど 見 ら れず ，
口縁部が直口す る も の ， そ し て ， 胴部 と 頚部の境に
刻み 目 突帯が貼 り 付け ら れ ， 胴部か ら 頭部への移行
が緩や か な も の で あ る 。 費では ， 胴部か ら 頭部の屈
曲が沖松遺跡 3 号住居跡に比べて弱い。 し か も 内面
に はへ ラ ケ ズ リ が見 ら れ る な ど ， 調整技術の点で も
沖松遺跡 3 号住居跡 と の 間 で型式差が見れ る 。

な お ， 沖松遺跡25号住居跡 と 沖松遺跡 1 号住居跡
と の聞で も 査の形状に お い て ， 若干の違いが存在 し
て い る 。 そ れは ， 複合口縁の形状であ る 。 沖松遺跡
25号住居跡が ， よ り 明陳な複合口縁で あ る 点 で ， 古
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相 を 呈 し て い る か ら で あ る 。 し か も ， 沖松遺跡 3 号
住居跡 と 沖松遺跡 1 号住居跡の曹 と の問では ， 型式
的に最低一つ程度の型式が介在す る 程の差が予想 さ
れ る 。 こ の よ う に ， 複合口縁の差や曹の問題 も あ り ，

「沖松遺跡 3 号住居跡→沖松遺跡25号住居跡→沖松

遺跡 1 号住居跡」 と い う 変遷 を 考 え る こ と は ， 十分
に可能で あ る 。 た だ し ， 沖松遺跡25号住居跡 と 沖松
遺跡 1 号住居跡 と が時期差であ る か ど う か について
は ， 関係 し 対応す る 資料が少な く ， 明確に は判断で
き な い。 し た が っ て ， こ こ では ， 可能性 を指摘す る

に止め て お こ う 。
沖松遺跡25号住居跡や沖松遺跡 1 号住居跡の 出土

土器に後続す る も の は ， 沖松遺跡 5 号住居跡の 出土
土器群であ る 。 出土土器 と し て は ， 壷 と 高杯 と 警が
あ る 。 壷は ， 口縁形状が素口縁で ， 球形胴部であ る 。
こ の壷に類似す る も の は 沖松遺跡 l 号住居跡に存
在す る 。 た だ し ， 頭部の窄 ま り 方に お いて ， 沖松遺
跡 l 号住居跡例は強 く ， 沖松遺跡 5 号住居跡例は弱

い。 こ こ に型式差 を見出す こ と は可能であ る 。 曹に
は ， 沖松遺跡 3 号住居跡で注意 さ れた 四種の 中 の二
つ が見 ら れ る 。 一つ は ， 刻み 目 突帯が貼 り 付け ら れ ，
胴部上位が膨 ら み ， 口縁部が外反 す る も の ， も う 一
つ は ， 胴部が膨 ら ま ずに 口縁部が直口す る も のであ
る 。 こ の 中 ， 口縁部が直口す る 費で は ， 沖松遺跡 1
号住居跡よ り も 古い も の が頭部か ら 口縁部に か け て
の形状で外反 り が強 く ， 沖松遺跡 l 号住居跡例は直
線的 な い し やや内反 り 気昧であ る 。 こ こ に型式差が
見出せ る だ ろ う o

以上の よ う に ， 私は ， 須恵器 を伴わ な い土師器群
が 「夏女遺跡 1 号住居跡→夏女遺跡 2 号住居跡→沖

松遺跡 3 号住居跡→沖松遺跡25号住居跡 (→) 沖松

遺跡 1 号住居跡→沖松遺跡 5 号住居跡」 と p う 変遷

を と る こ と を知 っ た 。
先 に例示 し た須恵器 を 共伴す る 土師器資料が検出

さ れた竪穴式住居跡は ， 沖松遺跡15号住居跡 . 17号
住居跡 ・ 22号住居跡 ， ア ン モ ン 山遺跡 2 号住居跡で
あ る 。 ま た ， 沖松遺跡16号住居跡 ・ 18号住居跡 ， ア
ン モ ン 山遺跡 l 号住居跡 も ， 須恵器 を共伴す る はず
の土師器資料 と し て挙げた。

須恵器について は ， そ の型式変遷が良 く 分か つ て

p る 。 し た が っ て ， 共伴す る 須恵器 を 参考に し て並
べる こ と が可能だ ろ う 。

須恵器 を共伴す る 土師器資料の 中 で ， も っ と も 古
い も の は ， 沖松遺跡15号住居跡の 出土土器であ る 。
壷 と 鉢 と 高杯 と 奮が あ る 。 須恵器の聴が伴 っ て い る 。
そ の特徴か ら は ， 第 I 型式の終わ り 頃 と 考 え ら れる 。
壷は ， 口縁形状が素口縁で ， 胴部 は球形 を 呈す る 。
頚部か ら 口縁部へは ， やや外反 ぎみな が ら ， 直口 し
て立ち上が る 。 こ の壷は 沖松遺跡 5 号住居跡例に
類似 し ， そ の系譜の下に置かれる 土器であ ろ う 。 警
は資料的 に 少 な い。 l 種のみで ， 口縁が外反 す る 形
状を呈 し ， へ ラ 描 き に よ る 斜格子文が認め ら れる 。
こ れは ， 沖松遺跡、 3 号住居跡で注意 し た 四種の 中 の
一つで ， 口縁部が外反す る も の に あ た る 。 沖松遺跡
5 号住居跡例では ， 明瞭な刻み 目 突帯 と な っ て い る
ので ， こ こ に型式差が認め ら れよ う 。 他の形態 と し
て は ， 鉢が あ る 。 平底で ， 短 く 直線的に体部が聞 く
器形 を呈す る 鉢 ， 丸い体部 と 直口す る 口縁の鉢 ， 口
縁部が内湾す る 鉢が あ る 。 高杯では ， 脚部のみであ
る が ， 短い脚柱部に特徴が認め ら れ る 。

こ の よ う に ， 沖松遺跡15号住居跡出土土器は ， 須
恵、器を伴わな い土師器群に も っ と も 近い も の で あ る 。
た だ し ， 素口縁の査に し て も ， 警に し て も ， 沖松遺
跡 5 号住居跡例 と の聞 に は若干の型式差が認め ら れ
る 。 こ こ に ， 須恵器の最古型式に時期的に並行す る
土師器群の存在 を予想す る こ と も 可能だ ろ う 。

15号住居跡出土土器に続 く も の は ， 17号住居跡 と

22号住居跡が あ る 。 そ の前後関係 は ， 須恵器の特徴
か ら ， 17号住居跡が古 く ， 22号住居跡が新 し い と 見
る こ と が可能だ ろ う 。

17号住居跡の 出土土器は ， 警のみであ る 。 し か も
破片であ る 。 沖松遺跡、 3 号住居跡で注意 し た 四種に
系譜がた ど れ る 土器の 中 ， 二つの種類が認め ら れ る 。
一つ は ， へ ラ 描 き に よ る 斜格子文が見 ら れ る 土器で ，
口縁部の外反が強い器形であ る 。 も う 一つ は ， 刻み
目 突帯が貼 り 付け ら れて い る 土器で ， 直線的 な 口縁
部の器形であ る 。 沖松遺跡 l 号住居跡で見た よ う に ，
こ の種の費の 口縁部か ら 頭部に か け て は ， 直線的 な
い し やや内反 り 気味であ る 。 1 7号住居跡の例は ， こ
う し た形態論的 ・ 型式論的特徴 を窺わせ る も の で あ
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る 。 須恵器の聴や杯身の特徴か ら ， 6 世紀代で も 前
半期 に位置付け ら れ る も の で あ ろ う 。

沖松遺跡22号住居跡の 出土土器に は ， 曹 が あ る 。
沖松遺跡、 3 号住居跡で注意 し た 四種に系譜がた どれ
る 土器の 中の一つの種類の警が出土 し た 。 そ れは ，
口縁部か ら 頭部に か け て が直線的 と い う よ り も やや
内反 り ぎみ に な る 器形で ， 刻み 目 突帯が貼 り 付け ら
れて い る 。 し か も ， 胴部か ら 頭部 ， そ し て 口縁部に
か け て は直線的 に移行 し て い る 。 沖松遺跡 5 号住居
跡例では ， 胴部 と 頭部で弱い屈折が認め ら れる の で ，
こ こ に お いて も 型式変化 を認め ら れ る だ ろ う 。

な お ， こ う し た費の特徴か ら すれば ， 須恵器は出
土 し て い な い が ， 沖松遺跡16号住居跡 . 18号住居跡
も こ の沖松遺跡22号住居跡 と 同 じ 時期 と す る こ と が
で き る 。 16号住居跡の 出土土器 と し て は ， 他に ， 浅
い ボ ー ル状 を呈す る 鉢が伴 う 。 ま た ， 18号住居跡の
出土土器 と し て は ， 体部 を横か ら 見 た形状が逆台形
を呈す る 器形の高杯が あ る 。

沖松遺跡22号住居跡 ・ 16号住居跡 ・ 18号住居跡は ，
曹の形態論的 ・ 型式論的特徴に よ っ て ほぼ同 じ時期
に ま と め ら れ る 。 し か も 共伴す る 須恵器の特徴に
よ っ て ， 6 世紀の後半代に位置付 け る こ と が可能で
あ る 。

以上の よ う に ， 私は ， 須恵器 を伴 う 土師器群が「沖
松遺跡1 5号住居跡→沖松遺跡1 7号住居跡→沖松遺跡

22号住居跡 ・ 1 6号住居跡 ・ 1 8号住居跡」 と い う 変遷

を と る こ と を知 っ た 。
さ て ， 7 世紀か ら 8 世紀に か け ての須恵器が出土

し て い る ア ン モ ン 山遺跡を 参考 と し て検討す る o

ア ン モ ン 山遺跡 l 号住居跡の 出土土器に は ， 壷と
高杯 と 警 が あ る 。 壷は ， 口縁部か ら 頚部が真 っ 直 ぐ
に 立 ち 上が り ， あ ま り 張 ら な い胴部であ る 。 系譜 と
し て は ， 沖松遺跡15号住居跡で検出 さ れて い る ， 素
口縁で ， 球形胴部 ， 頭部か ら 口縁部へがやや外反 ぎ
み な が ら ， 直口 し て立 ち 上が る 査に求め ら れ る だ ろ
う 。 高杯は ， 体部が丸み を も っ て 聞 く 器形で ， 浅い
ボ ー ル状 を と る 。 形状 と し て は ， 16号住居跡で出土
し た浅い ボ ー ル状の鉢に類似 し て い る 。 曹に は ， 二
つの種類 が あ る 。 そ れは 胴部上位で強 く 張 り ， 口
縁部が直口す る 土器 と 口縁部が弱 く 外反す る 土器で
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あ る 。 前者は ， 沖松遺跡 3 号住居跡で注意 し た ， 胴
部 と 頭部 と の境が明瞭で ， 口縁部が直口す る 土器に
辿れ る 。 後者 は ， 胴部 と 頭部 と の境が明瞭で ， 頭部
か ら 口縁部へ強 く 外反す る 土器 に た ど れ る 。

ア ン モ ン 山遺跡 2 号住居跡の 出土土器 に は ， 鉢 と
高杯 と 曹が あ る 。 鉢は ， 口縁部が内湾す る も ので あ
る 。 高杯に は ， 丸み を 持 っ た体部で口縁部がやや立
つ も の ， 口縁部が内湾 し て 口縁部下の体部に最大径
が く る も の ， 朝顔形に 開 く 体部の も の が あ る 。 警は ，
口縁部が弱 く 外反す る 器形 で あ る 。 こ の警 は ， 系譜
的 に は ， 沖松遺跡 3 号住居跡で注意 し た ， 胴部 と 頭
部 と の境が明瞭で頭部か ら 口縁部へ と 強 く 外反す る
土器に た ど れ る 。

さ て ， ア ン モ ン 山遺跡で は ， 2 基の竪穴式住居跡
と そ の近 く に あ る 石の累積地点か ら 多 く の土器が出
土 し た 。 すでに前記 し て い る こ と で あ る が ， こ れ ら
の資料の 中 では ， そ れぞれの間で明確な型式差が認
め ら れず ， 2 号住居跡では須恵器の伴出 も 確認 さ れ
て い る 。 こ う し た こ と か ら ， 私は ， ア ン モ ン 山遺跡
の時期 を ， 7 世紀か ら 8 世紀に か け ての年代観で理
解 し て お い た 。 仮に ， こ う し た理解が正 し け れば ，
ア ン モ ン 山遺跡出土の土師器は ， 沖松遺跡22号住居
跡 ・ 沖松遺跡16号住居跡 ・ 18号住居跡に後続す る こ
と が予想 さ れ る だ ろ う 。 現に ， ア ン モ ン 山遺跡 1 号
住居跡出土の壷 と 沖松遺跡15号住居跡の素口縁の壷
と の 聞 に は ， 数型式の型式差が認め ら れ る 一方で ，
鉢 と 高杯の体部 と の形状的 な類似性か ら ， 沖松遺跡、
22号住居跡 ・ 16号住居跡 ・ 18号住居跡出土土器 と ア
ン モ ン 山遺跡出土土器 と の 聞 に 近い関係 も 予想で き
る の であ る 。 つ ま り ， ア ン モ ン 山遺跡は ， 沖松遺跡
22号住居跡 ・ 16号住居跡 ・ 18号住居跡の直後 に位置
し ， 素口縁の壷に お いて は ， 沖松遺跡17号住居跡や
沖松遺跡22号住居跡 ・ 16号住居跡 . 18号住居跡の段
階を経て ， ア ン モ ン 山遺跡 l 号住居跡の よ う な壷が
成立 し た可能性 も 高い の で あ る 。 そ こ で ， 球磨 ・ 人
吉地方に お け る 古墳時代の土器 を組列化す る に際 し
て ， ア ン モ ン 山遺跡 1 号住居跡 ・ 2 号住居跡 を沖松
遺跡22号住居跡 ・ 16号住居跡 ・ 18号住居跡に後続 さ
せ ， さ ら に括弧付 き で提示す る こ と に し た い。

以上の よ う に ， 球磨 ・ 人吉地方に お け る 土師器資
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料の型式論的研究の結果 ， 次の よ う な変遷案が提示
で き る こ と に な っ た 。

「夏女遺跡 1 号住居跡出土土器群→夏女遺跡 2 号

住居跡出土土器群→沖松遺跡 3 号住居跡出土土器群

→沖松遺跡25号住居跡出土土器群 (→) 沖松遺跡 1

号住居跡出土土器群→沖松遺跡 5 号住居跡出土土器

群→沖松遺跡1 5号住居跡出土土器群→沖松遺跡1 7号

住居跡出土土器群→沖松遺跡22号住居跡出土土器群

• 1 6号住居跡出土土器群 ・ 1 8号住居跡出土土器群→

( ア ン モ ン 山遺跡 1 号住居跡出土土器群 ・ 2 号住居

跡出土土器群) J

④球磨 ・ 人吉地方 に お け る 古墳時代土師器の編年

研究の契機 と 目 的

こ れま で ， 古墳時代の土師器編年の基礎にす る た
めの ， 型式論的研究 を進め て き た 。 そ の結果 ， 前記
す る よ う な ， 住居跡出土土器群の変遷 を捉 え る こ と
がで き た 。 そ こ で ， 次に は ， こ う し た成果 を踏ま え
て ， 球磨 ・ 人吉地方に お け る 古墳時代土師器の編年
研究 を試み よ う 。

近年の球磨 ・ 人吉地方の考古学調査は ， 行政調査
の増加 と 調査報告書の刊行に よ っ て ， 各時代や各時
期 と も に大 き な進展が見 ら れ る よ う に な っ て き た 。
そ の結果 ， 各時代 ・ 各時期 と も に 多 く の研究成果 を
排出で き る ほ ど の研究材料が提示 さ れて き て も い る 。
こ う し た 中 ， 私 も ， 中 九州全域 を視野に入れつつ ，
球磨 ・ 人吉地方の調査成果 を基に し た ， 編年研究や
通史 (1995b ， 1996a ， 1996b) を 試 み て き た 。 今 回
の球磨 ・ 人吉地方に お け る 古墳時代土師器の編年研
究は ， そ の一環で あ る 。

さ て ， 熊本県に お け る 古墳時代土師器編年研究の
中 で ， 野田拓治氏の研究業績 (1982) は ， 群 を 抜 き ，
し っ か り と し た足場 を築い て い る 。 少 な く と も 今 日
ま では ， こ の野田氏の研究 を止揚 し た研究は何 ら 見
当 た ら な いの が現実で あ る 。 乙 の こ と は ， 逆に ， 熊
本県に お け る 古墳時代研究に お いて重要な位置に置
かれる べ き 土師器研究の進展が ， こ こ 10年の間 ， 認
め ら れな か っ た こ と を意昧 し で も い る 。 つ ま り ， こ
の こ と は ， 一面的 な古墳 (時代) 研究に進展が著 し
L ミ熊本県の古墳時代研究の閉塞状況 を暗示す る 研究
現状で も あ る だ ろ う 。

野田氏は ， 熊本県中 部 ( 白川流域 ・ 緑川流域) を
中心 と し た地域 を そ の研究対象 に し て ， 編年研究 を
試みた。 そ の結果 ， 野田氏は ， r古式土師器の成立
と 展開」 を ， 次の よ う な過程で理解 し た 。

古閑期 (古閑式土器ー益城町古閑遺跡北地区溝出
土土器が標式資料) →沈 目 I 期 (沈 目 I 式土器一
城南町沈 目 遺跡27号住居跡出土土器が標式資料)
→沈目 E 期 (沈目 E 式土器一城南町沈 目 遺跡23号
住居跡出土土器が標式資料) ・ 塚原 I 期 (塚原 I
式土器一城南町塚原 (古墳群) 遺跡 6 号方形周溝
墓出土土器が標式資料) →塚原 E 期 (塚原 E 式土
器一城南町塚原 (古墳群) 遺跡15号方形周溝墓出
土土器が標式資料)
そ の年代観は ， 野田氏に よ る と ， 古闘期が 4 世紀

初め ， 沈目 I 期が 4 世紀中頃~後半 ， 沈 目 E 期 ・ 塚
原 I 期が 4 世紀末- 5 世紀初頭 ， 塚原 E 期が 5 世紀
前半 と p う 。

と こ ろ で ， こ の野田氏の編年は ， 熊本県中 部 を 中
心に し て ， 熊本県北部や南部の一部 を 含む も ので あ
っ た 。 た だ し ， 残念な が ら ， 調査成果が あ ま り 多 く
な か っ た球磨 ・ 人吉地方の問題は ， 触れ ら れて い な
か っ たのであ る 。 そ う し た意味では ， 野田氏編年に
対す る 意味で ， 球磨 ・ 人吉地方の古墳時代土師器編
年は ， 充分に意義 あ る も の と な ろ う 。

先に ， 私は ， 球磨 ・ 人吉地方の古墳時代土師器の
変遷 を ， 出土 し た住居跡ご と に 9 段階-11段階に組
列化 し て理解 し た 。 た だ し ， 乙 の理解は ， あ く ま で
も 住居跡出土土器の形態論的 ・ 型式論的特徴に よ っ
て新旧関係 を 導 き 出 し て並べた も ので あ っ て ， 古墳
時代土師器の型式的展開の画期 を表す も の で は な い。
そ う し た意味では ， 提示 し た 9 段階一11段階 を整理
し ， そ こ に型式的展開の画期 を 見出す作業が必要に
な る だ ろ う 。 私は ， こ う し た視点 を基に し て ， 球磨
・ 人吉地方に お け る 古墳時代土師器の編年研究を 試

み る も のであ る 。
⑤球磨 ・ 人吉地方 に お け る 古墳時代土師器編年

9 段階一1 1段階に組列化 し た球磨 ・ 人吉地方の古
墳時代土師器の変遷の 中 で ま ずーっの画期 を 見 出
そ う と すれば ， 夏女遺跡 2 号住居跡出土土器群 と 沖
松遺跡 3 号住居跡出土土器群の聞 に 求め る こ と がで
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き る だ ろ う 。 そ れは ， 夏女遺跡 2 号住居跡出土土器
群に伴 う 脚台付 き の饗が沖松遺跡 3 号住居跡出土土
器群では見 ら れな く な る 点 を 考慮、 し ての こ と で あ る 。
ま た ， 沖松遺跡 3 号住居跡出土土器群に見 ら れる 刻
み 目 突帯 を貼 り 付け た蜜が夏女遺跡 2 号住居跡出土
土器群では見 ら れな い と い う 点 も 考慮で き る 。 そ こ
で ， 私は ， 球磨 ・ 人吉地方に お け る 弥生式土器か ら
土師器への移行過程に お け る 過渡的時期の土器 と し
て ， 夏女遺跡 l 号住居跡出土土器群 と 夏女遺跡 2 号
住居跡出土土器群 を位置付 け よ う と 思 う 。

では ， 夏女遺跡 1 号住居跡出土土器群や夏女遺跡
2 号住居跡出土土器群 と 明 ら か な弥生式土器であ
る 「免田 E 式土器J (木崎1996b) と の 聞 に は ， ど の
よ う 関係が見 ら れ る だ ろ う か。 特に ， 夏女遺跡 l 号
住居跡出土土器群 と 「免田 E 式土器」 と の関係につ
いて見てみ る 必要が あ る 。

私は ， 夏女遺跡の 出土土器 を検討す る 中 で . 57号
住居跡出土土器→ 1 号住居跡出土土器 と い う 変還 を
想定 し た (木崎1996a . 1 996b) 。 そ れは ， 土器形態の
組成の 中 での重弧文土器の有無 ， 高坪 と 習の型式変
化 な ど を勘案 し て の想定で あ っ た。 特に ， 重弧文土
器の有無の問題は重要で ， そ れぞれの型式性 を規定
す る 重要な要件のーっ と 言 え る だ ろ う 。 つ ま り ， 私
は ， 重弧文土器が消滅 し た時期の土器 と し て ， 夏女
遺跡 1 号住居跡出土土器群 と 夏女遺跡 2 号住居跡出
土土器群 を 評価 し た いの で あ る 。 そ こ で ， こ う し た
時期の土器 を 評価 し て ， 私は . I夏女式土器」 と 呼
称 し た い と 思 う 。 し か も ， 乙 の土器型式では ， 夏女
遺跡 1 号住居跡出土土器群→夏女遺跡 2 号住居跡出
土土器群 と い う こつの段階が存在 し て い る ので ， こ
れを そ れぞれ夏女 I 式土器 と 夏女 E 式土器 と 細分す
る こ と も で き る だ ろ う 。

一方 ， 夏女 E 式土器よ り も 新 し い住居跡出土土器
と し て は ， 沖松遺跡 3 号住居跡出土土器群 ， 沖松遺
跡25号住居跡出土土器群 沖松遺跡 1 号住居跡出土
土器群 ， 沖松遺跡 5 号住居跡出土土器群 ， 沖松遺跡
15号住居跡出土土器群 ， 沖松遺跡17号住居跡出土土
器群 ， 沖松遺跡22号住居跡出土土器群 ・ 16号住居跡
出土土器群 ・ 18号住居跡出土土器群 ， ア ン モ ン 山遺
跡 1 号住居跡出土土器群 ・ 2 号住居跡出土土器群が
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あ る 。 乙 の 中 で ， 画期 を 求め よ う と すれば ， や は り
須恵器の 出現で あ ろ う 。 そ こ で ， 球磨 ・ 人吉地方に
お け る 須恵器の 出現 を 画期の基準 と し て ， そ れよ り
も 古い住居跡出土土器の一群 と そ れ よ り も 新 し い住
居跡出土土器の一群 と に 分 け よ う と 思 う 。

沖松遺跡、 3 号住居跡出土土器群 ， 沖松遺跡25号住
居跡出土土器群 ， 沖松遺跡 1 号住居跡出土土器群 ，
沖松遺跡 5 号住居跡出土土器群 ， こ れ ら は ， 球磨 ・
人吉地方 に お け る 須恵器の 出現以前の土師器であ る 。
弥生式土器系統の高杯に系譜が辿れ る 高杯 を残 し ，
沖松遺跡 3 号住居跡で見 ら れる 四種の曹が土器形態
組成の 中 に現れ る 所に特徴が見出せ る 。 ま た ， 内面
へ ラ ケ ズ リ の痕跡 を残す壷の存在 も 重要な基準 と な
る だ ろ う 。 そ こ で ， こ う し た須恵器の 出現以前の土
師器であ る 住居跡出土土器群 を 一括 し て ， 沖松式土
器 と 呼称す る こ と に し よ う 。 そ し て ， 沖松遺跡 3 号
住居跡出土土器群 を 沖松 I 式土器 ， 沖松遺跡25号住
居跡出土土器群 (→) 沖松遺跡 l 号住居跡出土土器
群 を 沖松 E 式土器 ， 沖松遺跡 5 号住居跡出土土器群
を沖松 E 式土器 と 細分す る こ と に し た い。

沖松遺跡15号住居跡出土土器群 ， 沖松遺跡17号住
居跡出土土器群 ， 沖松遺跡22号住居跡出土土器群 ・
16号住居跡出土土器群 ・ 18号住居跡出土土器群 ， ア
ン モ ン 山遺跡 l 号住居跡出土土器群 ・ 2 号住居跡出
土土器群 ， こ れ ら は ， 球磨 ・ 人吉地方に お け る 須恵
器の 出現以後の古墳時代の土師器で あ る 。 沖松式土
器に現れた費の 四種に系譜が辿れる 土器は残 る が ，
そ の 中 で頭部に刻み 目 突帯 を巡 ら す曹の 中の一種 ，
口縁部が外反す る 器形の費の刻み 目 突帯 は ， 形骸化
し て ， ヘ ラ 描 き に よ る 斜格子文に な っ て い る 。 ま た ，
素口縁の壷に も 口縁部の立 ち 上が り に お い て ， 型式
変化が認め ら れる 。 そ こ で ， こ う し た須恵器の 出現
以後の土師器で あ る 住居跡出土土器群 を 一括 し て ，
一つの土器型式 と し て認定 し よ う と 思 う 。 た だ し ，
今回提示 し た資料では不備 が 多 す ぎ る の で ， こ れ ら
を 含んだ型式性 を持つ土器群の存在 を 予想 し ， 資料
的な充実が図 ら れた段階でそ の遺跡名 を 付 し た正式
な型式名 を使用 し た い と 思 う 。 そ こ で ， 私は ， 当面 ，
こ う し た土器群に対 し て 「ア ン モ ン 山遺跡段階土器
群」 と 鈎括弧付 き で呼称 し た い。
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以上の よ う に ， 球磨 ・ 人吉地方の古墳時代土師器
は ， 夏女式土器 ( I 式土器→ E 式土器) →沖松式土
器 ( I 式土器→ E 式土器→ m 式土器) → 「ア ン モ ン
山 遺跡段階土器群J ( 3 - 4 の複数段階 に 細 分 さ れ
る ) と い う 編年で理解す る こ と が可能 と な る 。 そ こ
で ， そ れぞれの土器型式 ご と に ， そ の型式性の特徴

を整理 し て い こ う 。
[夏女式土器] 夏女式土器は ， 球磨 ・ 人吉地方に お

け る 弥生式土器か ら 土師器への移行過程に お け る 過
渡的時期の土器型式で あ る 。 土器形態の組成は ， 壷 ，
鉢 ， 高杯 ， 聾な ど に よ っ て構成 さ れ る 。 こ れ ま での
資料か ら 知れ る 型式性は ， 弥生式土器に系譜が辿れ
る 高杯 と 脚台 を付 け る 費 そ し て重弧文土器の消滅
と い う と こ ろ に あ る 。 こ の土器型式は ， 1 式土器 と
E 式土器に細分 さ れる 。

夏女 I 式土器に は ， 壷 ， 鉢 ， 高杯 ， 費 な ど の土器
形態が あ る 。 高杯は ， 丸み を持つ下半部 ， 反転 し て
強 く 外反 し て長 く 延びて 口縁へ至 る 体部 ， そ し て ，
丸み を持つ脚柱部 に お碗を伏せた よ う な脚裾部が付
く 脚台 に特徴が見出せ る 。 こ れは ， 弥生式土器に系
譜が求め ら れ る 土器であ る 。 曹は ， 頭部 と 胴部の境
が明瞭で あ る 。 こ れは ， 頭部に お いて の縦方向のハ
ケ調整に よ っ て作 ら れ る 器形的 な調整で あ る 。

夏女 E 式土器に は ， 壷 ， 高杯 ， 曹な ど の土器形態
が あ る 。 高杯は ， 資料が含 ま れて い な いので不明で
あ る が ， 夏女 I 式土器 と 同 じ よ う な特徴の土器 を予
想 し よ う 。 費では ， 頭部 と 胴部の境が I 式土器ほ ど
明瞭で は な い 。 頭部か ら 口縁部は ， n 式土器に比べ
て よ く 発達 し て い る 。 ま た ， 外反の程度が強 く な っ
て い る 。 二つの種類が現れ る 。 そ れは ， 口縁部に特
徴が あ り ， いずれ も 外反す る と はい っ て も ， 傾向が
強い も の と 直口気味の も の と で あ る 。
[沖松式土器】 沖松式土器は ， 夏女式土器に後続す

る 土器型式で あ る 。 土器形態の組成は ， 査 ， 鉢 ， 高
杯 ， 費な ど に よ っ て構成 さ れる 。 こ れま での資料か
ら 知れ る 型式性は ， 弥生式土器に系譜が辿れ る 高杯
が型式変化 を遂げな が ら 一部に残 り ， 脚台 を付け る
曹に代わ っ て平底の費が登場す る と こ ろ に あ る 。 こ
の曹に は ， 四種が あ る 。 そ れは ， 刻み 目 突帯を付 さ
な い費で口縁部が外へ開 く も の と 直口 ぎみの も の ，

刻み 目 突帯を付す費で、口縁が真 っ 直 ぐ に 延ひ守る も の
と 外反す る も の ， で あ る 。 こ の土器型式は ， 1 式土
器 と E 式土器 と E 式土器に細分 さ れ る 。

沖松 I 式土器は ， 沖松遺跡 3 号住居跡の土器群 を
標式資料 と す る 土器型式であ る 。 土器形態に は ， 査
と 鉢 と 高杯 と 曹が あ る 。 高杯に は ， 夏女 I 式土器で
注意 し た弥生式土器に系譜が辿れる 特徴の土器が見
ら れ る 。 曹に は ， 四種が あ る 。 一つ 目 は ， 胴部 と 頚
部 と の境が明瞭で ， 頭部か ら 口縁部へは外へ聞 く 器
形の費であ る 。 二つ 目 は 胴部 と 頭部 と の境は明瞭
で ， 口縁部が直口 ぎみに な る 費で あ る 。 三つ 目 は ，
刻み 目 突帯が貼 り 付け ら れた土器で ， 口縁部が外反
す る も の で、 あ る ， 四つ 目 は ， 刻み 目 突帯が貼 り 付け
ら れた土器で ， 口縁部が直口す る も の で あ る 。

沖松 E 式土器は ， 沖松遺跡25号住居跡 と 沖松遺跡
1 号住居跡を標式資料 と す る 土器型式で あ る 。 資料
的に は不備が あ り ， 今後良好な資料 を 探す必要 が あ
る だ ろ う 。 高杯では ， 丸みの あ る 脚柱部 を持つ土器
が特徴的で ， 体部や脚部の形状か ら 沖松 I 式土器や
夏女 I 式土器に見 ら れ る 土器の系統で あ ろ う 。 体部
下半は直線的で ， 口縁部の反 り や延び も 弱p。 ま た ，
脚柱部の丸み も 弱い。 曹は ， そ の 片鱗が見 ら れ る が ，
基本的 に は沖松 I 式土器の四種が揃 っ て い る も の と
予想 さ れる 。 た だ し ， 器形的 に は ， 刻み 目 突帯が無
い土器では ， 胴部 と 頭部 と の境の明陳 さ が見 ら れず ，
口縁部の外反や直立の傾向は そ れぞれ強 く な る 。 な
お ， 刻み 目 突帯が あ る 土器は ， 資料が少 な く て ， そ
の傾向が不明で あ る が ， 基本的 に は同 じ特徴 を 予想
し て お こ う 。 内面ヘ ラ ケ ズ リ の痕跡を残す壷 も 見逃
せない。 複合口縁や素口縁な ど ， 他の地域 と の編年
対比では有力 な材料で あ る 。

沖松 E 式土器は ， 沖松遺跡 5 号住居跡の 出土土器
群を標式資料 と す る 土器型式で あ る 。 構成す る 土器
形態に は ， 壷 と 高杯 と 聾な ど が あ る 。 資料が少な く ，
今後 ， 良好な資料を探す必要が あ る 。 壷は ， 口縁形
状が素口縁で ， 球形胴部で あ る 。 頭部の窄 ま り 方が
強い。 沖松 E 式土器に見 ら れる 素口縁の壷の系統で
あ り ， 型式差が見れ る 。 習に は ， 1 式土器同様 に 四
種の存在が予想 さ れ る 。 検出 さ れて い る 資料 と し て
は ， 刻み 目 突帯が貼 り 付け ら れた曹に お け る こ種が
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あ る 。 I 式土器の曹 と の比較でみれば ， 口縁部の外
反や直立 ・ 直口の傾向は そ れぞれ強 く な る 。
【 「ア ン モ ン 山遺跡段階土器群」】 こ の土器群は ， 沖松
式土器に後続す る 土器群で ， 須恵器 を伴 う 古墳時代
の土師器で あ る 。 資料的 に は不備 が 多 いが ， そ れ ら
を ま と め て み る と ， 査 ， 鉢 ， 高杯 ， 饗な ど がみ ら れ
る 。

壷は ， 口縁が直口す る 球形胴部が特徴であ る 。 こ
の土器は ， も っ と も 古い須恵器が伴 う 沖松遺跡15号
住居跡出土土器 に 見 ら れ ， ま た ， も っ と も 新 し い須
恵器の段階 と 考 え ら れる ア ン モ ン 山遺跡 1 号住居跡
に型式変化 を遂げた も の が残 っ て い る 。 ま た ， 他に
壷 と し て は ， ア ン モ ン 山遺跡で見 ら れ る 口縁部が大
き く 開 く も の が見 ら れる 。

鉢は ， 沖松遺跡15号住居跡に三つの種類が見 ら れ
る 。 一つ 目 は ， 平底で ， 短 く 直線的 に 聞 く 体部の鉢
であ る 。 二つ 目 は ， 丸い体部 と 直口 す る 口縁の鉢で
あ る 。 三つ 目 は ， 口縁部が内湾す る 鉢であ る 。 ま た ，
新 し い須恵器が伴 う と 考 え ら れ る 土器群であ る 沖松
遺跡16号住居跡では ， 丸みの あ る 体部で外へ直線的
に 開 く 口縁 と い う ボ ー ル状の鉢 も あ る 。 こ の鉢の器
形的な特徴は ， ア ン モ ン 山遺跡の高杯に類似 し て い
る も の が あ る 。 高杯で は ， 良好な資料が無い。 た だ
し ， 小型で ， 逆台形の側面形 を呈す る 高杯が ， 沖松
遺跡18号住居跡や ア ン モ ン 山遺跡で見 ら れ る 。

警では ， 明確に は分か ら な い が ， 総体 と し て見れ
ば ， 沖松 I 式土器に 見 ら れ る 四種に系譜が辿れる も
の が揃 っ て い る と 予想で き る 。 器形的 に は ， 刻み 目
突帯が無い土器では ， 胴部 と 頭部 と の境に明瞭 さ が
ま っ た く 見 ら れず ， 口縁部の外反や直立の傾向は緩
く な る 。 器形的 な系譜は ， 胴部の張 り の強弱に あ る 。
刻み 目 突帯が あ る 土器で 沖松式土器の も の と は明
確な型式差が見 ら れ る 。 口縁部が外反す る 土器では ，
刻み 目 突帯は ， 形骸化 し て ， ヘ ラ 描 き に よ る 斜格子
文に変わ っ て い る 。 口縁部が直口す る 土器では ， 頭
部相当部位に付 け ら れる 刻み 目 突帯に変化は見 ら れ
ず ， 胴部か ら 口縁部 ま でが直線的 に延び ， やや内傾
す る も の も 見 ら れ る な ど ， 器形変化 に特徴が認め ら
れ る 。

な お ， 以上の特徴は ， 段階差 を無視 し た特徴の羅
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列で あ り ， 今後 ， 資料の増加が進み ， 共伴す る 須恵
器の型式に よ っ て ， 詳細な型式細分が進んでい く も
の と 言 え る 。

⑥球磨 ・ 人吉地方 に お け る 古墳時代土師器編年 と

他地域編年 と の対比， 及び年代観

私は ， 球磨 ・ 人吉地方に お け る 古墳時代土師器編
年について ， 夏女式土器 ( I 式土器→ E 式土器) →
沖松式土器 ( I 式土器→ E 式土器→ m 式土器) → 「ア
ン モ ン 山遺跡段階土器群」 と 理解 し た 。 そ こ で ， 私
は ， こ こ で得 ら れた編年観に則 し て ， そ の特徴 を も
と に し た他地域 と の編年対比 ， そ し て そ の年代観 を
考察す る こ と に し よ う 。

沖松式土器 ， 特に ， 沖松 E 式土器に 見 ら れ る 査は ，
そ の特徴か ら 塚原 E 式土器の壷に類似 し て い る 。 お
そ ら く ， 沖松 E 式土器 と 塚原 E 式土器 と は ， 編年的
に対比す る こ と が可能で あ ろ う 。 つ ま り ， 野田氏の
見解に従 え ば ， 沖松 E 式土器は ， 塚原 E 式土器 と 同
じ く 5 世紀前半 と い う 年代観が与 え ら れ る 。

一方 ， 沖松 I 式土器は ， 費の頭部 と 胴部 と の境が
明瞭で あ り ， こ の部分 に古相 な特徴 を 見出 す こ と が
可能であ ろ う 。 し か も ， 免田 E 式土器や夏女式土器
に系譜が求め ら れ る 高杯の存在 は ， 脚台の特徴 に お
いて ， そ の特徴 を よ り 明瞭 に残 し て い る と い う こ と
を勘案 し で も ， 充分に古相 を 呈す る 特徴で あ る 。 そ
の特徴は ， 宮崎県前原北遺跡 SA49 を 標式 と し て 設
定 さ れた前原北U式土器に 対比で き る だ ろ う (本郷
編1988) 。 こ の こ と か ら ， 沖松 I 式土器 は ， 沖松 E
式土器に先行 し . 4 世紀後半か ら 5 世紀初頭 に か け
ての あ る 段階に置け る と 考 え ら れ る 。 野田氏 に よ る
中九州の土器型式でい え ば ， 沈 目 I 式土器 を 含む沈
目 E 式土器 ・ 塚原 I 式土器に ， 大枠では対比が可能
だ ろ う 。

夏女式土器は ， 弥生式土器 と の継続性か ら そ の位
置付け が予想 さ れ る 。 免田式土器の消滅が ど の段階
に あ る かで ， 夏女式土器の位置付 け が左右 さ れ る だ
ろ う が ， 大枠 と し て は野田氏に よ る 古閑式土器に対
比 さ れ る 可能性が高い。 つ ま り . 4 世紀前半か ら 中
葉 と い う 年代幅の 中 で考 え て お き た い。

「ア ン モ ン 山遺跡段階土器群」 は ， 球磨 ・ 人吉地
方に お いて須恵器が伴 う 段階で あ る 。 た だ し ， そ の
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4 . 球磨 ・ 人吉地方の古代 と 堂園遺跡

段階の上限が ど こ に あ る の か は ， 須恵器の型式が基
準に な る ので あ っ て ， 土師器だ け か ら は解決で き な
い問題で あ る 。 た だ し ， 確実に 言 え る の は ， 沖松遺
跡15号住居跡で出土 し た須恵器の躍は ， 特徴的に は
福岡県新開窯跡中村勝氏採集資料 (中村1991) に類
似 し て い る こ と で あ る 。 こ の資料の対比について は ，
陶邑 1 - 3 ...... 5 相 当 ， 小田富士雄氏編年 1 B 期に対
比で き る だ ろ う (舟山1996) か ら ， 之 の須恵器を伴
っ た沖松遺跡15号住居跡出土土器は 5 世紀後半 と
い う 年代観で大差な い も の と 思われる 。 な お 5 世
紀前半の須恵器を伴 う 土師器につ いて は ， 球磨 ・ 人
吉地方では不明確で、 あ る 。 た だ し ， 前記 し て い る よ
う に ， 素口縁の壷に し て も ， 警に し て も ， 沖松 E 式
土器 (沖松遺跡 5 号住居跡例) と 沖松遺跡15号住居
跡出土土器 と の聞 に は若干の型式差が認め ら れる 。
お そ ら く ， さ ら に古い須恵器の型式は ， そ う し た未
検出の土器群 と の関係が想定 さ れる だ ろ う し ， 球磨
・ 人吉地方の古墳出現の問題 と も 関係 し て ， 極めて

重要な調査対象 と な ろ う 。
下限の問題は ， ア ン モ ン 山遺跡を再評価す る 中 で

明 ら か に さ れる だ ろ う 。 出土状況か ら すれば ， おお
よ そ こ の遺跡の土器群は 7 世紀か ら 8 世紀に か け
ての様相 を示すはずで あ る 。 な お ， そ の上限 と 下限
と の聞の 問題は ， 共伴す る 須恵器の年代観 と も 関係
す る 問題で あ り ， こ こ では明確に は示せ な い。 少 な
く と も ， 良好な土器群の検出 と ， 須恵器の型式 と の
対比に よ っ て ， あ る 程度の作業が可能に な る だ ろ う 。
大枠 と し て は ， 先 に示 し た年代観 と 土器形態 ご と の
型式変化が考慮で き る だ ろ う 。

4 . 球磨 ・ 人吉地方の古代 と 堂圏遺跡
1 . は じ め に

堂園遺跡では ， 木蓋土墳墓が 1 基検出 さ れた。 基
数 乙 そ 少 な い と し て も ， こ の墓は ， 供 え物 と し て輸
入陶磁器や緑軸陶器の破片や土師器椀や杯が供献 さ
れ る な ど ， そ の 内容は ， 球磨 ・ 人吉地方の古代 を考
察す る 上で重要な 資料 と な る だ ろ う 。 そ こ で ， こ こ
では ， 乙 の資料か ら 派生す る 問題について ， 球磨 ・
人吉地方の古代 と い う 観点で整理 ・ 考察 し た い。

2 . 堂園遺跡発見の木蓋土墳墓の供献土器

堂園遺跡の木蓋土墳墓は ， 長軸側両端が丸 く ， し
か も 北辺に向か つ て先細 り 気味の長方形 と い う 平面
形態 を 呈 し て い る 。 そ の規模 は ， 長軸3. 5m ， 北側
短辺長O. 75m ， 南側短辺長1 . 15m を測 る 。 現況での
壁高は ， 25cmであ る 。 北側隅の底面 に は ， 長方形 を
呈 し ， 屍床面に向か つ て緩 く 傾斜 し た枕状の高 ま り
が削 り 出 さ れて い る 。 こ れを 枕 と すれば ， 遺体の頭
位方向は ， 磁北で あ る 。

供献土器は ， 東側壁近 く に あ る 。 そ の組成は ， 越
州窯系青磁の皿の破片 1 点 ， 京都系洛西産の緑軸陶
器の皿の破片 1 点 ， 土師器製の椀 1 点 と 杯 2 点であ
る 。 屍床面か ら 数セ ン チ メ ー ト ル程度浮い て 出土 し
て い る 状況か ら ， こ れ ら が屍床面に直接置かれた状
況に な い こ と が窺 え る 。 乙 う し た こ と か ら ， こ れ ら
の供献土器は ， 木蓋上に置かれて い た と 想像で き る 。

緑軸陶器製の皿は ， 小 さ な破片で あ っ た。 そ の遺
存率 は ， Ya 程度 で あ る と 考 え ら れ る 。 置 か れ た 場
所は ， も っ と も 頭位 (推定) に 近い位置であ る 。 そ
の隣に は ， 遺存率 % の越州窯系青磁皿が あ る o

3 点の土師器は ， すべて完形で あ る 。 そ れは ， 杯
2 点 と 椀 1 点 と い う 土師器で ， そ れ ら の 出土位置の
関係は ， 越州窯系青磁皿の隣 ， 杯 2 点 に挟 ま れて椀
が見 ら れる と い う 状況に あ っ た。

さ て ， 供献土器 に は ， 意義 を異にす る 二つの土器
が あ る 。 そ れ を 対時的 に見 る と ， 広域流通品 と し て
貴重性が強い緑軸陶器皿 ・ 越州窯系青磁皿に対 し て ，
地場性の高い土師器 と い う 関係が知れる だ ろ う 。 お
そ ら く ， こ れ ら に は ， 遺体に供献 さ れた時点 に お い
て も そ れぞれに異な る 価値が付与 さ れて い た はずで
あ る 。 つ ま り ， 緑軸陶器や青磁が破片であ る の に対
し て ， 土師器は完形であ る こ と か ら ， さ ら に そ の意
味に奥深 さ が伴 っ て く る 。

価値を異にす る 二種の供献土器は ， 頭位近 く に緑
軸陶器や青磁の破片が ， 頭位か ら 離れて土師器が置
かれて い た 。 つ ま り ， 広域流通品で あ り ， そ れ相応
の価値が付与 さ れて い る 緑軸陶器や青磁が頭に近い
位置に あ り ， 地場性が強 く ， 広域流通晶 に比べて そ
れほ ど の価値が付与 さ れて い な い土師器が頭か ら 離
れて い る の であ る 。 私は こ れ こ そ が遺体の部位 と
供献土器の位置 と の関係の 中 に供献物の価値性に お
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け る 相 関 関 係 が 見 ら れ る こ と の証拠で あ る と 考 え る 。

仮 に そ う で あ る な ら ば ， そ れぞれの供献土器の位置

関係 は ， そ れぞれの土器の価値性 を 垣 間 見れ る 重要

な材料 と な る だ ろ う 。 そ こ で ， そ れぞれの土器の位

置関係 を 見 る こ と に よ っ て 当 時 に お け る 付ー加価値

の 実際 と ， そ の 背景 を 考 え る こ と に し よ う 。

前記 し て い る よ う に ， 堂園遺跡の 木蓋土墳墓で は ，

遺体の部位の 中 で ， も っ と も 頭 に 近 い位置に あ っ た

も の が緑柑陶器製皿の小破片で あ っ た 。 そ し て ， そ

の 隣 に 越州窯系青磁皿の破片 ， そ の 隣 に 土師器の ま

と ま り が あ っ た 。 土師器同士の位置関係 は 不 ， 椀 ，

杯 と い う 順番 で あ っ た 。

確 か に ， こ れ ら が 木蓋上か ら 棺内 に 落 ち 込 ん だ|擦

に ， 混乱が 無 か っ た と は断言で き な p 。 そ う は い っ

て も ， こ れ ら は混在 し た 出 土状況 を 呈 さ ず ， 縦 に 整

然 と し て 並 ん だ状況に あ る こ と は重 要 で あ る 。 私は ，

多 少の 位置 的移動 は あ っ た と し て も ， 基本的 に こ の

並びは供献当 時 と 同 じ で あ っ た と 考 え る 。

-
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そ こ で ， 供献土器 を そ の 頭位 に 近 い順 に 並べ る と ，

緑利陶器製皿の 小破片→越州窯系青磁皿の破片→土

師器 (杯→椀→杯) と い う 関 係 で整理で き る だ ろ う 。

し か も ， こ う し た 並 び は ， そ れぞれの 遺存率で も 追

認 さ れ る 。 緑利l陶器製皿の 小破片→越州窯系青磁皿

の破片→土師器 と い う 配列で遺存率 を 並べて み る と ，

約13% ( Ys 程度 ) →約33% ( lA 程度 ) → 100% (完

形) と い う 関係 が 見 て 取れ る の で あ る 。 す な わ ち ，

頭に 近 く な る に 従 い ， 土器の遺存率は減 じ て い く の

で あ る 。 こ こ に ， 供献土器の位置 と 遺存率 と の相関

関係か ら ， 緑利陶器製皿は越州窯系 青磁皿 に 勝 り ，

越州窯系青磁皿は土師器 に勝 る と い う 価値性の組列

を 見 出 す こ と が で き る だ ろ う 。 私 は ， こ う し た組列

の背景 に つ い て ， 当 時の 商品流通の事情 が 反映 し て

い る と 考 え て い る 。

西 日 本 を 中 心 と し た 各地 で 多 数 の 越州窯系 青磁製

品 が 発 見 さ れて い る よ う に (国立歴 史民俗学博物館

編1993 ・ 1994) . 漸江省北部 に お い て 生産 さ れ た越州

窯系青磁 は ， 商品 と し て 大 量 に 日 本へ般入 さ れた 。

も っ と も 中 国 に 近 い地理的位置に あ る 九州、1 . し か も

太宰府周辺は ， そ の需要地 の 有 力 な 場所 で あ る 。 お

そ ら く . r太宰府官人 お よ び周 辺 を 含 め た富豪層は

地理的有利性 を 最大 限 に 発揮 し ， 初期輸入陶磁器 を

含め た唐物の先買権 を 実質 的 に 行使 し ， さ ら に 商旅

之徒 と し て 国 内の唐物流通 シ ス テ ム に 大 き な 役割 を

担 っ て い たJ (亀井1982) も の と 思 わ れ る 。 つ ま り ，

太宰府周辺 が ， 越州窯系青磁製品流通 シ ス テ ム の 中

心地 に な っ て い た と 評価 で き る だ ろ う し ， 併せて ，

越州窯系青磁製品の供給地 と し て の 太宰府周辺 を 意

義付 け る こ と が可能 と な ろ う 。

一方 ， 堂園遺跡で出 土 し た 緑軸陶器製皿は ， 京都

系治西産 で あ る 。 つ ま り 同 じ 日 本 国 内 に あ る 窯で

生産 さ れ た 緑利陶器で あ っ た 。 た だ し ， そ れ は 「本

来特殊で生産量 も 須恵 器 な ど に 比 べ て は る か に 少

なJ (寺島1982) く ， 稀 少 性 が 高 い 商 品 で、 あ っ た と 想

像 さ れ る 。 し か も ， 越州窯系青磁の供給地で あ る 太

宰府 に 対 し て ， 京都周辺 は地理 的 に 離れ た場所で も

あ っ た 。 こ こ に ， 堂 園遺跡で 見 ら れ た 供献土器の付ー

加価値に よ る 序列 の 背 景 が あ る も の と 言 え る 。

木蓋土墳墓 に 埋葬 さ れた 人物 な い し そ の周 辺 の 人
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4 . 球磨 ・ 人吉地方の古代 と 堂園遺跡

び と は ， 生産量が少 な く ， し か も 畿内 と い う 遠隔地

から供給 さ れ る 京都系洛西産の緑軸陶器に稀少性 を

見 出 し た 。 そ の結果 ， 彼ら は ， 舶来品 で は あ る が ，

供給地が近 く の太宰府周辺に あ る 越州窯系青磁に対

し て ， 京都系洛西産の緑軸陶器に高い価値 を 見 出 し

た の で あ る 。 お そら く ， こ う し た背景の 中 で ， 緑柚

陶器製皿の小破片 >越州窯系青磁皿の破片 >土師器

と い う 価値性 に よ る 序列 が成立 し た も の だ ろ う ， と

私は評価 し て い る 。 少 な く と も ， そ れが商品 で あ る

以上 ， 需要す る 側 と 供給す る 側の聞で ， そ の価値性

に お いて 商談が成立 し な け れば ， そ の流通は成 り 立

た な い。 そ こ に は ， 生産量や需要地 と 供給地の地理

的関係 な ど が付加価値の要素 と し て現れ る だ ろ う 。

こ う し た商品流通の実際 が ， こ こ 堂園遺跡で垣間見

れ る こ と は ， 球磨 ・ 人吉地方の古代 に 関す る 重要な

研究材料で あ ろ う か。

3 . 堂園遺跡 に お け る 木蓋土墳墓 と そ の供献土器

の歴史的背景

①球磨 ・ 人吉地方古代史研究 に お け る 堂園遺跡の

意義

球磨 ・ 人吉地方の古代 に つ い て ， こ の調査研究は ，

考古学的成果が主体 と は な っ て い る が ， か な り の成

果 が 出 さ れて い る (鶴嶋1995 ， 木崎1996b) 。 た だ し ，

そ の成果の 中 心 は ， あ く ま で も 社会的 ・ 政治的 ・ 経

済的面 に お いて 上層の立場 に い た 人び と につ い て の

も の で あ っ た 。 つ ま り ， 歴史学が 目 指すべ き 方向の

一面に し か ， そ の研究の対象 が及んでい な いの で あ

る 。 こ れは ， 今後の球磨 ・ 人吉地方での研究に課せ

られた課題で も あ る 。

さ て ， 私は ， こ う し た状況の 中 で ， 堂園遺跡の木

蓋土壌墓や供献土器の歴史的背景 を 取 り 扱 う こ と は ，

そ の一面的 な研究傾向 を増幅す る も の で あ る か も し

れな い と 危慎す る 。 し か し な がら ， 提示 さ れた資料

につ い て ， 真撃 に そ の問題 を 掘 り 起 こ す こ と は ， 歴

史学的 に も ま た 大切 な姿勢で も あ る 。 今 日 ， 当 時の

社会の あら ゆ る 階層に係わ る 考古学的情報が提供 さ

れて い な い以上 ， 私 は ， こ う し た姿勢の下 に ， 今 日

可能 な限 り の情報 を 使 っ て上層の立場 に い た 人び と

の 問題 を 検討 し た い と 思 う 。

堂園遺跡の木蓋土嬢墓に葬られた人物 は ， 高級品

で あ る 輸入陶磁器や緑柚陶器の流通 シ ス テ ム に触れ

る機会 を持て る 立場 に い た 。 こ の こ と は ， 球磨 ・ 人

吉地方の平安時代の 中 に あ っ て ， 彼 が地域の権力 に

何らか の か た ち で係わ る こ と が可能 な 人物 だ っ た こ

と を表 し て い る 。

さ て ， 前章で は ， 乙 の木蓋土墳墓に葬られた人物

を ， 球磨郡衝に係わ る 人物 か そ の周辺 に い た 人物 で

あ っ た と し て ， そ の人物周辺 を ， 須恵氏に比定 し て

お い た 。 そ れは ， 堂園遺跡が須恵氏の本拠地の一つ

で あ る 須恵村 に所在 し て い る こ と と 関係す る 見解で

あ る 。 し か も ， 亀井明徳氏が 「肥後 に お い て郡司 ク

ラ ス は初期輸入陶磁の需要階層 と な っ て い た と 考 え

る こ と は許 さ れよ う J (1982) と し た点 も 勘案 し て の

見解で あ っ た 。 そ こ で ま ず 古代 に お け る 須恵氏の

問題に つ い て検 討 し てみ よ う 。

②古代須恵氏の領地 と 歴史的景観

古代須恵氏の領地の範囲 は ， 中世 に お け る 須恵氏

の領地の範囲 を 見 る こ と に よ っ て推定で き る 。

そ の 問題 を窺わせ る 資料 に は ， 建久八年 (1198)

の 『肥後園球磨郡図田帳.J (相良家文書二) が あ る 。

こ こ に記載 さ れた須恵氏の領地 は ， I鎌倉殿御領五

百丁」 の 中 の 「須恵小太良家基領百五十丁」 と 「公

団 九百丁j の 中 の 「豊永四百丁J . そ の 中 の 「藤原家

基三百丁字須恵小太良」 で あ る 。

「鎌倉殿御領五百丁J I須恵小 太 良 家基領百五十

丁J は ， r 当 国惣図田帳.J (平川家文書四) に よ る と

「西村」 に あ た っ て い る 。 現在の錦町大字西村 (1日 ，

西村) 周辺であ る 。 ま た ， 人吉市七地町の天満宮境

内 に あ っ た阿弥陀三尊石塔婆 (永正五) の銘文 に 「大

日 本園鎮西肥後州求麻郡須恵庄於嘗村」 と あ る よ う

に ， I西村J に隣接す る 人吉市七地町 (1日 ， 七地村)

も 須恵庄で あ っ た 。

「公田九百丁」 の 中 の 「豊永四百丁」 は ， r藤原

家基三百丁字須恵小太良」 と 「多良木村百丁没官領J

に よ っ て構成 さ れて い る 。 I豊永」 の 中 に 「多良木

村」 が含 ま れて い る こ と から ， I豊永」 は ， 没官領

で あ る 多良木村 (現 ， 多 良 木町 多 良木 ・ 黒肥地) を

含ん だ地域 ， 須恵氏の姓が村名 と な る 須恵村から多

良木町多良木 ・ 黒肥地 ， さ ら に は そ の隣の水上村 に
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反映 し て い る であ ろ う か ら ， そ れ ら の地域を含め た
古代須恵氏の活動拠点 が窺われ る の で あ る 。

総第 W 章

では ， 考古学的に は ， 何か想定 し う る 資料 が な い
だ ろ う か。

須恵氏は ， そ の名前が示す よ う に ， 須恵器 と の関
わ り が深い豪族で あ る 。 つ ま り ， 須恵器生産に係わ
っ た豪族な ので あ る 。 そ こ で ， 球磨 ・ 人吉地方に お

ま た ， 臆永三四年の 『平河式部給分坪付』 の 中 に ，
須恵 と し て 「 く ら の町j と 「 し ゃ う や田J が あ げ ら

「 く ら の町J は ， 現 ， 免田町蔵 ノ 町であ
り ， r し ゃ う や田j は ， 深田村庄屋であ る 。 さ ら に ，
室町時代の 『十八道博受払記下 (写) .J (願成寺文書

ま で広が る 範囲であ っ た と 考 え ら れる 。

れて い る 。

け る 須恵器生産の拠点 ， す な わ ち 窯業関係の遺跡 を
見てみよ う 。

窯業関係の遺跡 と し て は ， 今 日 ま でに錦町下 り 山
遺跡 ・ 七 中 口遺跡 ・ 上村上の原遺跡 ・ 須恵村上阿蘇

七一四0四) や『 口博作法H願成寺文書七一三八0)
に 「須恵庄築地村」 と あ り ， 現 ， 免田町築地 も 須恵
庄の範囲 に あ る こ と がわか る 。 こ の よ う に ， 中世に
は ， 須恵庄の範囲 と し て ， 現在の須恵村に隣接す る
深田村の東側 に あ る 「庄屋J 周辺や現在の免田町北
側の 「蔵 ノ 町」 と 「築地」 一帯 も 含 ま れて い た こ と 遺跡 ・ 深田村高山遺跡 (瓦) が確認 さ れて い る 。 そ

れ ら の窯の操業時期は ， 奈良時代の末か ら 平安時代
の前期 ( 9 世紀) で ， ま た下 り 山遺跡では平安時代
後期 (12世紀) ま で須恵器が生産 さ れて い た 。 そ れ
ぞれの位置 を 見 て み る と ， 下 り 山遺跡 と 七 中 口遺跡
は ， 錦町西村に所在す る 。 上阿蘇遺跡は須恵村に あ
り ， 高山遺跡は深田村の東側庄屋の北の山裾に あ る 。
上の原遺跡 も ， 免田町に近 く ， 人吉盆地南側の 山裾
に あ る 。 つ ま り ， 窯業関係の遺跡の所在 を 見 る と ，

こ れ ま で見て き た よ う に 中世初期 に お いて須恵
氏の領地は ， 二つの地域に あ っ た。 一つ は ， 現在の
水上村か ら 須恵村 ， そ し て そ れに接す る 深田村東側
の正屋周辺 ， 免田町北側の蔵 ノ 町や築地周辺に か け
て で あ る 。 も う 一つ は ， 現在の錦町西村 と 錦町一武 ，
そ し て人吉市七地町 と い う 範囲であ る 。 こ う し た 中

がわか る 。

、
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4 . 球磨 ・ 人吉地方の古代 と 堂園遺跡

先 に示 し た須恵氏の領地 に そ の ほ と ん ど が存在 し て
い る こ と が知れる ので あ る 。

こ の地域では ， 8 世紀か ら 10世紀前半に か けて ，
つ ま り ， 奈良時代か ら 平安時代の初めの有力者に関
係す る 墓 も 多 く 検出 さ れて い る 。 例 え ば ， 銅板製墓
誌が副葬 さ れた墓が発見 さ れた免田町黒田遺跡 ， 蔵
骨器出土遺跡で あ る 免田町廻 り 迫遺跡 ・ 岡原村宇土
谷遺跡 ・ 上村伊勢尾遺跡 ・ 欄登遺跡 ・ 東小原遺跡 ・
西小原遺跡 (石帯の丸輔が出土) ， 輸入陶磁器や湖州
鏡が供献 さ れた墓が見つか っ た深田村灰塚遺跡 ， そ
し て ， 須恵村堂園遺跡が そ の主な も のであ る 。 こ れ
ら は ， 墓の特徴 ， 供献 さ れた品物の貴重性か ら 判断
し て ， 一般階層の人びと と は明 ら か に異な る 立場に
い た 人び と の墓な の で あ る 。

乙 の他 ， 軒平瓦 ・ 軒丸瓦 ・ 鬼瓦が 出土 し た免田町
前田遺跡 も あ る 。 こ の遺跡は ， 免田町北部に あ り ，
須恵氏領地の範囲 に あ る 。 出土 し た須恵器の年代か
ら 9 世紀中 頃 と 推定 さ れて い る 。 当 時の球磨 ・ 人吉
地方で瓦 を葺 く 施設 と い え ば ， 寺院な い し郡衝の建
物 と い う こ と に な る ので ， 乙 の遺跡に かつ て そ う し
た建物が あ っ た こ と は間違い な い。 お そ ら く ， こ れ
は ， 古代に お い て と の地域が球磨 ・ 人吉地方の 中心
地域であ っ た こ と を直接的に示す考古学的資料であ
ろ う 。

考古学的解釈か ら すれば ， 須恵氏 が そ の活動拠点
と し た地域 ， 現在の錦町か ら 免田町北部 ， 深田村東
部 ， 須恵村な ど の 中球磨地域は ， 実は ， 古代に お け
る 球磨 ・ 人吉地方の政治的 ・ 経済的な 中心地であ っ
た 。 そ の 中 で政治的な活動の 中心地域は ， 中球磨の
平野部周辺で あ る 。 そ れは ， 前田遺跡の存在か ら そ
う 判断 さ れる 。 そ し て ， 近 く の 山麓部周辺 (岡原村
の西端 ・ 上村 ・ 錦町 と 深田村 ・ 須恵村) に は ， 彼 ら
の政治基盤を経済的に保証す る 須恵器生産の た め の
窯業施設が設け ら れて い た 。 ま た ， こ の地域は ， 盆
地中央部 と い う 立地の 中 で 広大な水田 が確保で き
る と こ ろ で も あ り ， 農業生産物確保で も 有利な場所
であ っ た。 そ の地で ， 政治的 に活動 し た人び と は ，
死後 ， 彼 ら の活動拠点 を眺め う る 近隣の山麓部や台
地 ・ 丘陵地上に葬 ら れた の で あ る 。 こ う し た景観の
中 に ， 実は ， 須恵氏がその活動拠点 と し た地域は ，

存在 し て い たのであ る 。 こ 乙 に ， 須恵氏 と 球磨郡衝
と の関わ り が し だい に 明 ら か に な っ て く る 。

③球磨 ・ 人吉地方の古代豪族 に つ い て

須恵氏は ， そ の活動拠点 を 中球磨か ら 上球磨 に お
いていた。 そ の地域は ， 考古学的 に も 当時の球磨 ・
人吉地方の 中心地であ っ た 。 そ の地域の ど こ か に は ，
お そ ら く ， 律令制の下で設置 さ れて い た球磨郡衝が
造 ら れて い た も の と 思われる 。 ま た ， そ の郡衝の運
営に あ た っ て は ， 須恵氏が相当 の影響力 を も っ て い
た も の と 推測 さ れる 。 そ こ で ， こ の点 を 問題に す る
上で も ， 球磨 ・ 人吉地方の古代豪族について整理 し
て お 乙 う 。

平安時代の末期 ， 球磨 ・ 人吉地方 に は そ の氏名 が
明 ら か な幾人かの豪族の存在 を認め る こ と がで き る 。
そ れを示す文書が ， 鎌倉時代初期 に あ た る 建久八年
(1198) の 『肥後園球磨郡図回帳H相良家文書二)

であ る 。 そ の 中 に挙げ ら れた名 を拾っ て み る と ， 久
米三良 (久米氏) ・ 須恵小太良 (須恵氏) ・ 良峯師
高子息の平紀平次 (平河氏) ・ 人吉次良 (人吉氏)
・ 合志九良 (合志氏) な ど であ る 。
久米氏は ， 現在の 多良木町久米に そ の名前が残 っ

て い る 。 お そ ら く ， 久米氏は ， こ の一帯 を 本拠地 と
し て い た豪族であ ろ う 。 r肥後園球磨郡図田帳』 の
中では ， r公田」 の 中 の 「豊富五百丁」 の地頭 ， r人
吉庄J での地頭の一人 と し て名前が あ が っ て い る 。
領地の広 さ か ら 言 え ば ， 須恵氏 に 匹敵す る 豪族で あ
っ た よ う であ る 。

須恵氏は ， 先 に も 示 し て い る が ， 中球磨か ら 上球
磨 に そ の本拠を持つ豪族で あ る 。 r肥後園球磨郡図

田帳』 の 中 では ， r公田」 の 中 の 「豊富五百丁」 の
地頭 ， r鎌倉殿御領五百丁」 の 中 の 「須恵小太良家
基領百五十丁j の地頭 ， r人吉庄」 での政所 と し て
名前が あ が っ て い る 。 な お ， r人吉庄j の 中 では ，
久米三良 な ど 四名の地頭 よ り も 上の政所に列せ ら れ
て い る 。

平河氏は ， 肥後国山本郡か ら 移 り 住ん で き た在地
領主で ， r求麻外史」 に よ れば ， そ の下向の時期 は
康平六年 (1063) と いわれて い る 。 多 良木町の一部 ，
免田町 ・ 錦町木上 ・ 深田村 ， 相良村 ， 山江村 ， 五木
村 ， 球磨村 を領 と し て い た 。 『肥後園球磨郡図田帳』
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の 中 では ， r鎌倉殿御領五百丁」 の 中 の 「永吉三百
丁」 の地頭 と し て 「良峯師高子息字平紀平次j の名
前が あ げ ら れて い る 。

人吉氏は ， そ の 名の と お り 人吉周辺 を活動の舞台
と し た在地領主であ る が ， そ の 出 自 や背景な ど は不
明であ る 。 た だ し ， 人吉周辺の古墳時代に は一種独
特な古墳の様相 が見 ら れる と こ ろ か ら そ れを背景
に し た ， 人吉土着の豪族の可能性が高い と 思われる 。
『肥後園球磨郡図田帳』 の 中 で は ， r人吉庄六百丁J

の下司 と し て現れ る 。
合志氏は ， 平安時代の終わ り に近い治承~寿永の

頃 ， す な わ ち 1177年-1184年の聞 に肥後国合志郡か
ら 下向 し た ， 菊地氏の流れ を く む豪族で あ る 。 そ の
領地は ， r肥後園球磨郡図田帳』 の 中では ， r人吉
庄六百丁」 の地頭の一人 と し て名 前 を 見れる 。

さ て ， 上記 し た領主の 中 ， 平河氏 と 合志氏は ， 11
世紀な い し 12世紀に球磨 ・ 人吉地方に下向 し て き た
新規参入の豪族であ る 。 乙 う し た勢力 に対 し て ， 土
着の勢力が久米氏 と 須恵氏 と 人吉氏であ ろ う 。 特に ，
久米氏 と 須恵氏 は ， 球磨郡二千町の 中の半分以上の
面積 を 占 め る 広大な水田地帯 を 擁 し た上球磨や中球
磨 に そ の本拠 を持 っ て い た 。 し か も ， こ の上球磨 ・
中球磨は ， 前記 し て い る よ う な奈良時代や平安時代
の重要な遺跡が集中 し て い る 地域で も あ る 。 こ の こ
と か ら ， こ れ ら の豪族が ， 球磨 ・ 人吉地方の古代に
お い て ， 政治的 に も 経済的に も 重要な立場に あ っ た
こ と は明 白 で あ る 。

⑨球磨郡衝 と 久米氏 ・ 須恵氏

須恵氏の本拠地で あ る 地域は ， 奈良時代や平安時
代 に お け る 球磨郡の 中 心地域であ っ た 。 そ こ に は ，
お そ ら く ， 球磨郡衝が置かれて い た も の と 想像 さ れ
る 。 と こ ろ が ， 上記 し て い る よ う に ， 上球磨 を 中心
的な基盤 と す る 久米氏 も ま た ， そ の領地の広大 さ で
は ， 須恵氏 と 肩 を並べ る ほ ど の勢力であ っ た 。 そ こ
で ， 次に は ， 久米氏 と 須恵氏 と の関係について見て
み る 乙 と に よ っ て ， 乙 の両氏 と 球磨郡衝について考
え て み る こ と に し よ う 。

こ の二つの豪族は ， 他の古代豪族に比べれば ， 人
吉氏 と 共 に ， 球磨 ・ 人吉地方に古 く か ら 居住 し て い
た と 考 え ら れ る 。 例 え ば ， 久米氏は ， 球磨 ・ 人吉地
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方が熊県 と し て大和王権の傘下に組み込 ま れた際に
配 さ れた軍事担当部門の久米部 を 始 ま り と す る も の
で あ ろ う (鶴嶋1995) 。 ま た 須恵氏 は ， 球磨 ・ 人
吉地方 に お いて ， 新 し く 須恵器生産 を 始め た 人び と
の子孫で あ っ た であ ろ う 。 つ ま り ， 久米氏や須恵氏
は ， そ れぞれに異な っ た背景で存立 し た豪族で あ っ
た。 た だ し ， そ の活動拠点 は ， 共 に 当 時の 中 心地域
であ る 中球磨や上球磨に あ っ た。 こ の こ と か ら ， 乙
の二つの豪族は ， 古墳時代以来の歴史の 中 で球磨 ・
人吉地方の政治や社会に大 き な影響力 を 行使 し て き
た人び と で あ っ た こ と を ， 容易 に窺せて く れる ので
あ る 。 彼 ら こ そ が ， 球磨郡衝の主要な位置に付いて
いた豪族なので あ る 。

そ こ で ， 先 に示 し て お い た 『肥後園球磨郡図田帳』
を通 し て ， 球磨郡衝に係わ っ た久米氏 ・ 須恵氏 を詳
し く 考 え て み よ う 。

当時の球磨郡は ， 大 き く 三つの ま と ま り が あ っ た
よ う だ。 r蓮華王院領人吉庄j と 「鎌倉殿御領J ， そ
し て 「公田」 で あ る 。

「蓮華王院領人吉庄」 に は ， 在地領主 と し て ， 下
司の人吉次良 がお り ， そ の下に政所の須恵小太良 ， さ
ら に そ の下に地頭の合志九良 ・ 久米三良 な ど 4 氏が
名 を連ねて い る 。 こ の荘園の構成 は ， 寛元二年 (12

44) の 『人吉庄起請回以下中分注進状H相良家文書
6 ) に よ る と ， r本庄」 と 「東郷」 に分かれて い た 。
こ の 中 ， 人吉庄の 「本庄」 は ， 現在の人吉市周辺 と
いわれて いて ， こ れが人吉次郎の領地であ ろ う 。 そ
れに対 し て ， r東郷」 は ， 政所や地頭 と し て名 を連
ねて い る 豪族の領地で あ ろ う 。 そ の豪族 と は ， 須恵
氏や合志氏や久米氏 な ど で あ る 。 そ う な ら ば ， 乙 の
東郷は ， 豊富や豊永 ， そ れに永吉や西村 を 除 い た 中
球磨か上球磨の ど こ か に あ っ た も の と 予想で き る だ
ろ う 。 服部英雄氏が言 う よ う に ， r東郷J は ， 上村
周辺 と い う こ と も 蓋然性が高い。

こ の よ う に ， 人吉庄 は ， 人吉氏の領地 と 須恵氏が
取 り ま と め た久米氏や合志氏 ら の領地 と を ， 人吉次
良 が代表 し て寄進 し た荘園 と い う こ と が判 る だ ろ う 。
そ し て ， こ の 中 で須恵小太良 は ， 政所 と し て人吉次
良の下に位置付け ら れる な ど ， 他の 4 氏 と は別格の
扱いであ る 。 お そ ら く ， 須恵小太良 は ， r東郷」 の

内OFLnd

 

唱i



4 . 球磨 ・ 人吉地方の古代 と 堂園遺跡

中 で も 一番広い領地 を有 し ， 他の 4 氏 を取 り ま と め ，
荘園の政務全般 を取 り 仕切れ る だ けの実力 を具 え て
い た も の と 考 え ら れる 。

「鎌倉殿御領」 も ， 源頼朝に寄進 さ れた荘園で ，
地頭の良峯師高子息平紀平次の永吉庄 と ， 地頭須恵

済的に保証す る 窯業施設が あ っ た。
三つ に ， 中球磨は ， 広大な水聞 が確保で き る 地域

であ り ， 農業生産物確保で も 有利であ っ た。
四つ に ， 近 く の山麓や台地 ・ 丘陵地上に は ， 球磨

・ 人吉地方の権力や そ の周辺に い た人び と の墓が数
小太良の領が あ る 。 多 く 発見 さ れて い る 。 こ の 乙 と は ， 政治的な権力 を

「公田」 は ， r国街領」 で ， r豊富」 と 「豊永」 と 握っ て いた人び と は ， 死後 ， 彼 ら の活動拠点 を眺め
に分かれて い る 。 「豊富」 は ， 500町の広 さ が あ る 。 う る 近隣の山麓部や台地 ・ 丘陵地上に葬 ら れた こ と
地頭は ， 久米三良であ る 。 「豊永」 は ， 400町であ る 。 を物語っ て い る 。
本来は ， 地頭の須恵小太良の領土であ っ た 。 た だ し ， つ ま り ， 上記 し た こ と でわか る 乙 と は ， 奈良 ・ 平
『肥後園球磨郡図田帳』 が作成 さ れて い た段階 に は ， 安時代の主要な遺跡が 中球磨に集 中 し て い る こ と ，
400町の 中 の 多 良木村100町が没官 さ れて い る 。

久米氏 と 須恵氏は ， 領地の広 さ と い う 点では明 ら
か に措抗 し た実力 を も っ て い た 。 そ れは ， 上記 し た
よ う に ， 久米氏の領地 が500町 で ， 須恵氏の領地が
550町で あ っ た 乙 と か ら 窺 う こ と が で き る 。 た だ し ，
そ う し た 中 で両者の関係 を 考 え れば ， 人吉庄では久
米氏が地頭であ る の に対 し て ， 須恵氏が政所 と し て
の仕事に係わ っ て い る と と は見逃せ な い。 ま た ， 古
文書では見 え な い が ， 須恵氏 は ， 須恵器 と い う 商品
の生産 を 手掛けて い る な ど ， 強力 な経済的基盤に立
っ て い た 。 以上の事実は ， 須恵氏の位置が久米氏 よ
り も 優位であ っ た こ と の証拠で も あ ろ う 。

こ こ に ， 球磨郡衝の郡司 を須恵氏 と す る 根拠が見
出せそ う であ る 。 た だ し ， 領地の広 さ を考慮すれば ，
久米氏 も 無視で き な い存在で あ る 乙 と が判 る はずで、
あ る 。 換言すれば ， 須恵氏が郡司 と な り つつ も ， 久
米氏が か な り の力 を も っ て郡衝に係わ っ て い た と い
う こ と に な ろ う か。

⑤球磨郡衝 と そ の濯移

須恵氏 を郡司 と し ， そ れに久米氏 も 深 く 係わっ て
い た こ と を考 え た。 では ， 球磨郡衝は ， ど こ に あ っ
たの だ ろ う か。

今一度 ， r②古代須恵氏の領地 と 歴史的景観」 で
述べて お い た 乙 と を箇条書 き 的 に整理 し よ う 。

一つ に ， 須恵氏が そ の活動拠点 と し た 中球磨は ，
当 時の政治的 ・ 経済的な 中心地であ っ た 。 そ の 中で
政治的な活動の 中心 は ， 古瓦が出土 し た前田遺跡の
存在か ら も 中球磨の平野部周辺で あ る 。

二つ に ， 近 く の 山麓部 に は ， 彼 ら の政治基盤 を経

免田町前田遺跡周辺が奈良 ・ 平安時代の 中 心地であ
っ た こ と ， 須恵氏の経済的基盤が農業生産 と 共 に ，
須恵器生産だ っ た こ と であ る 。 私は ， や は り ， 鶴鴫
俊彦氏 (1995) が言 う よ う に ， 免田町前田遺跡周辺
に郡衝 を比定で き る も の と 考 え て い る 。

そ し て ま た ， 経済基盤のーっ と し て の須恵器生産
を 考 え れば ， 12世紀 ま で操業 し て い た錦町下 り 山遺
跡の近 く ， 具体的に は錦町西の 「尼ケ 土手」 遺跡 も
ま た ， 工藤敬一氏 (1989) が言 う よ う に ， 郡衝の可
能性が高い だ ろ う 。 と の遺跡は ， 鎌倉時代初期 ， r西
村地頭職」 を 「狼籍之笹」 に よ っ て召 し 上 げ ら れた
「須恵後家j が居住 し て い た館の跡であ る (渋谷19

81) 。 特 に ， 土塁 に 固 ま れ た 南北400�jj; ， 東西264. 5
7Zの範囲は ， 球磨郡衡 を比定す る 上で も 見逃せ な い
広大な遺構であ る 。 乙 の 「須恵後家」 は ， 平安時代
末期の球磨郡司 と 考 え ら れる 「須恵小太良家基j の
夫人 と 考 え ら れて い る ので 上記 し た下 り 山遺跡 と
も 考 え併せて も ， 工藤氏の説は説得力が あ る 。

た だ し 私は ， そ れぞれ こ の両者の説に 固定 さ せ
て郡衝の位置を考 え て はい な い。 そ れは ， 上記 し た
両者の比定地 と 共に ， そ れぞれの時代 を代表す る 遺
跡であ る か ら だ。

例 え ば ， 免田町前田遺跡周辺 は ， 8 世紀か ら 9 世
紀に か け ての主要遺跡が 多 く 分布 し て い る 地域であ
る 。 錦町の 「尼ケ土手」 遺跡は ， 平安時代の遺構で
あ る と い う 考古学的事実は無い。 し か し ， 平安時代
末の球磨郡司 と 考 え ら れる 「須恵小太良家基J の夫
人であ る 「須恵後家J が居住 し て い た館であ る こ と
や ， 近隣の遺跡に12世紀に操業 を終え た須恵器の窯
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跡で あ る 下 り 山遺跡が あ る こ と は ， そ の傍証資料 と
し て は重要であ る 。

私 は こ う し た点 を 踏 ま え ， そ れぞれの地域で主
体 と な る 時期 に ずれが存在 し て い る と と を 考慮 し ，
時代の変遷に従 っ て ， 郡街の位置が変わ っ た可能性
が高い と 考 え た (木崎1996a) 。 つ ま り 9 世紀前後
の時期 ま では免田町前田遺跡周辺 に球磨郡衝が あ り ，
そ の後 ， 須恵器生産の拠点が西村に移る に従い ， 郡
街が西村の 「尼ケ土手」 に移動 し ， そ の後12世紀 ま
では郡衝が継続 し た こ と が想定 さ れる のであ る 。

と こ ろ で ， 須恵氏 は . 9 世紀か ら 12世紀へ と ， 下
り 山遺跡の窯で焼 く 須恵器の種類 を 変 え て い っ た。
例 え ば . 9 世紀の窯での生産の 中心は ， 杯や杯蓋 ，
台付 き 杯 ， 皿 ， 盤 ， 高杯 ， 壷 ， 鉢で あ っ た 。 こ れに
対 し て . 12世紀の窯では ， 費 ， 広口 ・ 長胴 ・ 平底の
壷や担鉢が 中 心 と な っ て い る 。 こ の こ と は ， 杯や杯
蓋 ， 台付 き 杯 ， 皿な ど の小型品の主流が土師器や黒
色土器 ， さ ら に は瓦質土器 ， そ の他の陶磁器な ど に
移 っ て い た現象 (網田1994) と 深 く 係わ る も ので ，
須恵氏が需要層の商品欲求に呼応 し た ， そ の結果で
あ ろ う 。 そ こ に ， 中 世陶への推移の一つの過程の 中
で ， 須恵器需要の低下 と い う 社会情勢に応ぜ ざ る を
得な か っ た ， 須恵氏の苦悩 を読み取 る こ と がで き よ
つ 。

12世紀の あ る 段階 ， 須恵氏は 8 世紀以来継続 し ，
商品生産に よ っ て 自 ら の経済基盤 を保証 し続けた須
恵器生産 を 中止 し た 。 そ れは ， 須恵氏 が そ れ ま での
自 ら の経済基盤 を 支 え つづ け た 大 き な柱の一つ を失
う こ と を意昧 し て い た 。 須恵氏 に 残 さ れた経済基盤
は ， 広大な面積の水田 に よ っ て裏打ち さ れた農業生
産物のみ に な っ て い た の で あ る 。 そ の結果 ， 須恵氏
は ， 自 ら の活動拠点 を移動せ ざ る を得な く な っ た 。
そ の移動 し た活動拠点が 深田村灰塚遺跡に見 ら れ
る 居館跡で あ る と 考 え ら れ る (木崎1996a) 。 こ の よ
う に ， 須恵氏の活動拠点 は ， そ の時代時代の経済基
盤の状況に則 し て . 9 世紀前後以前の免田町前田遺
跡周辺 . 12世紀以前の錦町 「尼ケ 土手J 遺跡 . 12世
紀以降の深田村灰塚遺跡 と 変遷 し て い っ た。 お そ ら
く ， こ う し た須恵氏の活動拠点 (居館) の移動に伴
っ て ， 須恵氏が郡司 と し て実権 を握っ て いた球磨郡
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街 も ま た移動 し て い っ た こ と は想像 に か た く な い。

⑥球磨 ・ 人吉地方の古代 に お け る 堂園 遺跡出土木

蓋土墳墓の意義

堂園遺跡は ， 須恵氏が領 し た地域の 中 に存在 し て
い る 。 し か も こ こ の墓の 中 に は輸入陶磁器や緑軸陶
器が供献 さ れて い た 。 つ ま り ， こ う し た広域流通品
の流通 シ ス テ ム に触れ る 機会 を持て る 立場 に ， こ の
墓の主はい た の で あ る 。 お そ ら く ， こ の墓に葬 ら れ
て い た 人物は ， 球磨 ・ 人吉地方の平安時代の 中 に あ
っ て ， こ の地域の権力 に何 ら かの か た ち で係われる
立場に い た はずで あ る o

こ う し た理由か ら ， 私は ， こ の木蓋土墳墓が須恵
氏に縁の あ る 人物の墓で あ っ た と 考 え た。 須恵氏 は ，
こ れ ま で見て き た よ う に ， 球磨郡司 を 努め る 豪族で
あ っ た 。 つ ま り ， 堂園遺跡の木蓋土壌墓に葬 ら れた
人物は ， 球磨郡街の運営に係わ る 立場 に い た 乙 と が
推測で き る 。 そ の年代は 10世紀初頭の頃で あ る 。
そ の時期は ， 球磨郡街が西村の 「尼 ケ土手」 遺跡の
居館に置かれて い た頃で あ る 。

熊本県教育委員会は . 1993年 9 月 か ら 1997年 2 月
ま で ， 堂園遺跡か ら 約 l km ほ ど、 離れた灰塚遺跡で発
掘調査 を実施 し た 。 そ の結果 ， こ の遺跡が鎌倉時代
の須恵氏の居館跡で あ る こ と が明 ら か に な っ た (木
崎1996a) 。 実は ， そ の調査の際 に ， 平安時代の墓が
居館跡の外側か ら 検出 さ れた の で あ る 。 そ の墓の構
造は ， 木蓋土壌墓な い し 土墳墓で あ る 。 調査の結果 ，
こ の墓に埋葬 さ れた人物に供 え る も の と し て ， 定窯
系 白磁片 (遺存率約17%) 1 点 ， 土師器の杯 9 点 ，
湖州鏡片 (遺存率約50%) 1 点 が検出 さ れた (山下
1996) 。 こ の 内容か ら み て ， こ の墓 に 葬 ら れ た 人物
も ま た ， 堂園遺跡の墓 と 同 じ様 に ， 須恵氏 に縁が深
く ， 球磨郡衝の運営に係わ る 立場に い た と と が推測
で き る の で あ る 。 そ の年代 は . 9 世紀後半で あ り ，
そ の埋葬は ， 時期的 に は堂園遺跡の墓に先行 し て お
こ な われて い る 。 こ の時期 も ， 球磨郡衡が西村の 「尼
ケ土手」 遺跡の居館に あ っ た頃であ る 。

今 日 の免田町 ・ 深田村 ・ 須恵村 ・ 上村の範囲 は ，
奈良時代か ら 平安時代 に か け て の 中心地域で あ っ た 。
そ れは ， すでに 「②古代須恵氏の領地 と 歴史的景観」
で述べて お い た 。 そ の 中 で ， 私は ， 一つの景観 と し
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4 . 球磨 ・ 人吉地方の古代 と 堂闘遺跡

て ， 政治的な権力 を握っ て い た 人び と が死後 ， 彼 ら
の活動拠点 を眺め う る 近隣の 山麓部や台地 ・ 丘陵地
上に葬 ら れて い た 事実 を述べて お い た 。 実は ， 今回
の堂園遺跡や灰塚遺跡の墓の例 は ， そ の一つの資料
であ る と 言 え る ので あ る 。

と こ ろ で ， 球磨 ・ 人吉地方の奈良時代や平安時代
の墓で ， 権力 に近い位置 に い る 人物の墓に は ， 大 き
く 二つの種類が あ っ た 。 一つ は ， 火葬を お こ な っ て ，
骨 を 土器に納め る 方法で あ る 。 墓の資料 と し て は ，
蔵骨器が発見 さ れ る 。 上村 ， 免田町 ， 岡原村な ど で
検出 さ れて い る も の は ， そ の蔵骨器で . 8 世紀か ら
9 世紀代の須恵器や土師器が使われて い た (鶴嶋19
95) 。 も う 一つ は ， 土葬 を 前提 に し た 土墳墓や木棺
墓で あ る 。 堂園遺跡や灰塚遺跡の墓が こ れに あ た る 。
年代は . 9 世紀後半代か ら 10世紀に か け てであ る 。
た だ し ， こ の墓制 は ， 灰塚遺跡では鎌倉時代で も 認
め ら れる 。 堂園遺跡の検出例 は ， ま さ に こ の奈良時
代か ら 平安時代 ， そ し て鎌倉時代の墓制に係わ る 問
題を提起 し て い る の で あ る 。 今 日 の状況では ， よ り
古い ， 火葬を伴 う も の は南側の 山麓部に あ り ， よ り
新 し い ， 土葬 を伴 う も の は北側の台地や丘陵地上に
あ る 。 こ う し た 時期的な推移が仮に認め ら れる と す
る な ら ば ， そ れ は ど の よ う な要因の基に あ る のか ，
興味深い問題であ る 。

球磨 ・ 人吉地方の古代 に お け る 堂園遺跡出土木蓋
土墳墓は ， 当時の墓制の実体 に か かわ り ， 上記 し て
き た 多岐 に わ た る 問題に 関係す る と こ ろ に意義が見
出せ る のであ る 。

-156一



網田龍生

池田公一
石川恒太郎
江本 直
小田富士雄
亀井明徳
河口貞徳
木崎康弘

木崎康弘
木崎康弘
木崎康弘
木崎康弘
木崎康弘 ・ 隈昭志
木崎康弘 ・ 隈昭志 ・ 中原由子
木村幹彦
工藤敬一

九州土器研究会
国立歴史民俗学博物館編
国立歴史民俗学博物館編
小林久雄
小林久雄
佐藤宏之

椎葉文雄 ・ 松舟博満
渋谷 敦ほか
菖蒲和弘
新東晃一
杉原荘介
園村辰実
多 々 良友博

高木正文
高田素次
鶴嶋俊彦

文 献 目 録
1994 r肥後に お け る 回転台土師器の成立 と 展開J

『 中近世土器の基礎研究j X 
1987 r 中世九州相良氏関係文書集J
1968 r宮崎県の考古学』
1974 r沈 目 J 熊本県教育委員会
1960 r九州古式須恵器集成J r九州考古学』
1982 r越州窯系青磁の需要層J r考古学 ジ ャ ー ナ ルj 211 

1972 r塞 ノ 神式土器J r鹿児島考古j 6 

1985 r熊本県球磨郡大丸 ・ 藤 ノ 迫遺跡の塞 ノ 神式土器 に つ いてj
『塞 ノ 神式土器J

1995 a r無田原遺跡J 熊本県教育委員会
1995 b r古代J r須恵村誌』 熊本県須恵村
1996 a r原始 ・ 古代J r相良村誌』 熊本県相良村
1996 b r蒲生 ・ 上の原遺跡』 熊本県教育委員会
1987 r狸谷遺跡』 熊本県教育委員会
1986 r大丸 ・ 藤 ノ 迫遺跡』 熊本県教育委員会
1933 r南九州 に於け る縄文土器の一形式J r考古学J 4 - 5 
1989 r肥後 ・ 球磨郡の庄園公領制一建久図田帳体制の成立-J

『東ア ジ ア と 日 本 歴史編』
1994 r肥後 に お け る 古代 ・ 中世の土器』
1993 r 日 本出土の貿易陶磁器』 西 日 本編 1 - 3
1994 r 日 本出土の貿易陶磁器』 東 日 本編 1 ・ 2

1939 r九州の縄文土器J r先史学 ・ 人類学講座.1 11  
1967 r九州縄文土器の研究J
1985 r斜面地に お け る 遺跡形成一 多摩ニ ュ ー タ ウ ン N 0 . 407遺跡 1 号

集石の分析例 を 中心に し て -J
『東京都埋蔵文化財セ ン タ ー 研究論集』 皿

1985 r ア ン モ ン 山遺跡』 人吉市教育委員会
1981 r尼ケ土手調査報告J 熊本県立球磨商業高校
1995 r中世J r須恵村誌J 熊本県須恵村
1988 r塞 ノ 神式土器再考J r 日 本民族 ・ 文化の生成J
1943 r原史学序論』
1993 r夏女遺跡』 熊本県教育委員会
1985 r塞 ノ 神式土器群の文様構成 ー そ の分類 と 変遷の位置づけ」

『塞 ノ 神式土器』
1975 r久保遺跡』 熊本県教育委員会
1986 r し ら がね帖J
1984 r軒平瓦 を 出土 し た免田町久鹿の遺跡J r く ま ひ と J 第 4 号

円tFhu

 

噌i



鶴嶋俊彦
寺師見国
寺島孝一
東京大学史料編纂所編
富田紘一 ・ 東光彦
中村 浩
中村 勝
西住欣一郎
野田拓治

人吉市教育委員会
古城史雄
舟山良一
本郷泰道編
松永幸男
松本健郎編
松本雅明

森田 勉

柳田康雄

山崎純男 ・ 小畑弘己
山下義満

山本信夫

横田賢二郎 ・ 森田 勉

1995 r古代J r須恵村誌J 熊本県須恵村
1936 r北薩の縄文土器J r史前学雑誌j 8 - 6 

1982 r畿内の緑紬窯j r考古学 ジ ャ ー ナ ルJI 211  
1979 r大 日 本古文書 家わけ第 5 相良家文書』 第 1 巻 覆刻本
1969 r鹿本郡植木町富応久保遺跡J r熊本博物館報.1 1 

1981 r和泉陶邑窯の研究』
1991 r福岡市新貝窯跡群 と そ の資料J r福岡考古.1 15 

1989 r天道ケ 尾遺跡 IJI 熊本県教育委員会
1982 r古式土師器の成立 と 展開」

『森貞次郎博士古希記念古文化論集』
1990 r願成寺文書』
1996 r沖松遺跡』 熊本県教育委員会
1996 r新開窯跡J r須恵器集成図録』 第 5 巻 西 日 編
1988 r前原北遺跡J 宮崎県教育委員会
1987 r塞 ノ 神式土器小考J r古文化談叢JI 18 

1980 r生産遺跡調査報告 ll j 熊本県教育委員会
1978 r渡鹿旧電波高校遺跡 熊本大学大江運動場遺跡調査報告J

『熊本市中央北地区文化財調査報告書』 熊本市教育委員会
1982 r北九州地方か ら 出土す る 越州窯青磁の様相j

『考古学 ジ ャ ー ナルj 211 
1991 r土師器の研究 九州J r古墳時代の研究.1 6 

土師器 と 須恵器
1983 r相原遺跡群 IJI 福岡市教育委員会
1996 r中世居館跡発掘事例一球磨郡深田村灰塚遺跡調査概報ーJ

『九州史学会発表要旨集』
1988 r北宋期貿易陶磁器の編年一太宰府出土例 を 中 心 と し て 一」

『貿易陶磁研究.1 N 0 . 8 
1978 r太宰府出土の輸入中 国陶磁器について」

『九州歴史資料館研究論集JI 4 

-158-



写 真 図 版



図版 1

① 竪穴式住居跡 (南から )② 竪穴式住居跡 (東から )



① 木蓋土墳墓 (西側 か ら )② 木蓋土嬢墓 (南側 か ら )

図版 2



図版 3

① 木蓋土墳墓供献土器② 木蓋土境墓枕状造り 出 し部



① 1 号柵状柱列 (上) ・ 2 号柵状柱列 (下)② 3 号柵状柱列

図版 4



図版 5

① 2 号土坑② 3 号土坑



① 4 号土坑② 5 号土坑

図版 6



図版 7

① 6 号土坑② 7 号土坑



① 8 号土坑② 調査風景

図版 8



図版 9



図版1 0

竪穴式住居跡出土土器

木蓋土墳墓供献土器



第E 部 中尾 ? 別府遺跡、の調査 と そ の成果

第I 章 J 調査の概要
第 E 章 遺跡の概要
第 贋 章 中尾遺跡の調査 と そ の成果
第世章 P 別府遺跡の、調査とその成果



第E部 中尾 ・ 別府遺跡の調査と成果 目次
第 I 章 調査の概要 … H ・ H ・ . . . … …H ・ H ・ . . . . . . ・ H ・ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 177

第 1 節 調査に至 る 経緯 ・ ・ . . . . . . . . . 179 
第 2 節 調査及び整理の組織 . . . ・ H ・ H ・ H ・ . . . . … . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 179
第 3 節 調査の方法 と 経過 . . . ・ H ・ H ・ H ・ . . ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 180

1 . 調査の方法 ・ ・ . . . . . . . . . . . . 180 
2 . 調査の経過 ・ … . . . . ・ H ・ - … ・ ・ ・ ・ H ・ H ・ . . . ・ H ・ H ・ H ・ ' " … H ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . . . . . . ・ H ・ . . … … . . . . . ・ H ・ . . . ・ H ・ . . . . . . ・ H ・ . . . … 180

第 H 章 遺跡の概要 ・ ・ … ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 183
第 1 節 遺跡の概要 ・ ・ H ・ H ・ - … . . . . ・ H ・ - … ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 185

1 . 遺跡の概要 ・ H ・ H ・ H ・ H ・ . . … ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 185
2 . 遺跡の基本層序 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 185第 皿 章 中 尾遺跡の 調査 と そ の成果 …H ・ H ・ - ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 187

第 1 節 先土器時代の遺物 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 189
1 . 遺物 ・… . . . . ・ H ・ - … . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 18卸9 

第 2 節 縄文時代の遺構 と 遺物 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 194
1 . 遺構 と そ の位置 ・ H ・ H ・ . . … . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ H ・ H ・ . . …… . . . . ・ H ・ . . . . ・ H ・ . . . . ・ H ・ - …H ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . . . . ・ H ・ ' ' ' 194
2 . 包含層出土の土器 . . . ・ H ・ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 19何5 
3 . 包含層出土の石器 .……. .  ….い. .  …….日….日. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 1966 

第 3 節 ま と め .…. . . .….日. .  ….日. .  ….日. .  …. . .….日. .  …. . .日….日. .  口….日. .  …….日…. . .….一 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 196
1 . 先土器時代の調査について ・ ・ . . . . . . . . ・ H ・ . . . ・ H ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 196
2 . 縄文時代の調査に つ い て . . . ・ H ・ . . … . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ H ・ H ・ . . . . . ・ H ・ H ・ H ・ . . … . . . ・ H ・ . . … . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ " 198

第 百 章 別府遺跡の 調査 と そ の成果 …H ・ H ・ - ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・



挿 図 目 次

第 1 図 周辺地形図 . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ H ・ H ・ . . … . . . ・ H ・ " 182

第 2 図 基本土層図 … ・ H ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . . ……186

第 3 図 中尾遺跡遺構配置図 … . . . ・ H ・ . . … . . . ・ H ・ " 190

第 4 図 先土器時代石器実測図 … . . . ・ H ・ . . . . . . ・ H ・ ' 191

第 5 図 先土器時代石器実測図 . . . ・ H ・ H ・ H ・ . . ， ・ H ・ ' 192

第 6 図 先土器時代石器実測図 … . . . ・ H ・ H ・ H ・ -… ・ 193

第 7 図 1 号集石実測図 … . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ " 194

第 8 図 2 号集石実測図 ・ H ・ H ・ H ・ H ・ . . . . . ・ H ・ H ・ H ・ " 195

第 9 図 縄文式土器実測図 . . . ・ H ・ . . . ・ H ・ - … . . . . ・ H ・ ' 196

第10図 石鍛等実測図 . . . ・ H ・ H ・ H ・ . . … . . . ・ H ・ . . … …197

第11図 別府遺跡 I 区遺構配置図 . . . ・ H ・ H ・ H ・ . . …202

第12図 別府遺跡 E 区遺構配置図 . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ "203

第13図 先土器時代石器分布図 . . . ・ H ・ . . . ・ H ・ H ・ H ・ .204

第14図 先土器時代石器実測図 . . . ・ H ・ H ・ H ・ . . . ・ H ・ . 205

第15図 縄文時代遺物分布図 ・ H ・ H ・ . . . . . . ・ H ・ - … …206

第16図 1 ・ 2 号集石遺構及び
2 号集石出土土器実測図 . . . ・ H ・ . . . . . . ・ H ・ .207

第17図 2 号集石出土石器実測図 … . . . ・ H ・ . . … …208

第18図 縄文式土器実測図 . . . . . ・ H ・ . . . . ・ H ・ . . . . ・ H ・ . .209

第19図 打製石斧実測図 … … . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . . … …210

第20図 打製石斧実測図 … ・… . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . . . ・ H ・211

第21図 打製石斧実測図 . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . . …212

第22図 打製石斧実測図 … ・ . . . ・ H ・ - … H ・ H ・ . . . ・ H ・ . .213

第23図 磨製石斧実測図 … … H ・ H ・ . . . . ・ H ・ . . . ・ H ・ . . .214

第24図 石鍛実測図 . . . . ・ H ・ - … H ・ H ・ . . . . ・ H ・ . . . ・ H ・ " '215

第25図 石匙 ・ 石錐等実測図 . . . ・ H ・ . . … . . . . ・ H ・ - …216

第26図 磨石 ・ 敵石実測図 ・ H ・ H ・ . . … ・ ・ H ・ H ・ H ・ H ・ .217

第27図 砥石実測図 . . . ・ H ・ H ・ H ・ . . … . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ "218

第28図 不明石製品実測図 … . . . ・ H ・ . . … … H ・ H ・ " '219

第29図 不明石製品実測図 … . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . . … …219
第30図 磨製石鍛実測図 … … … H ・ H ・ . . . ・ H ・ . . . ・ H ・ '220

第31図 弥生一古墳時代の土器実測図 … . . . ・ H ・ "220

第32図 土師器 ・ 須恵器等遺物分布図 … . . . . ・ H ・ '221

第33図 1 号竪穴式住居跡実測図 . . . ・ H ・ -… H ・ H ・ . 222

第34図 1 号竪穴式住居跡出土土器実測図 … …223

第35図 1 号竪穴式住居跡出土石器実測図 … …223

第36図 1 号掘立柱建物跡実測図 . . . . ・ H ・ ・ ・ H ・ H ・ . . 224

第37図 1 号土坑及び
1 号土坑出土遺物実測図 . . . . ・ H ・ . . . ・ H ・ " '225

第38図 2 号土坑及び
2 号土坑出土遺物実測図 ・… H ・ H ・ . . . ・ H ・ . 226

第39図 3 ・ 4 号土坑実測図 . . . ・ H ・ H ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . .227

第40図 3 号土坑出土遺物実測図 … . . . ・ H ・ . . … …228

第41図 3 号土坑出土遺物実測図 … ・ H ・ H ・ . . … …229

第42図 3 号土坑出土遺物実測図 … ・ H ・ H ・ . . … …230

第43図 5 ・ 6 号土坑実測図 . . . ・ H ・ H ・ H ・ . . . . ・ H ・ " '231

第44図 7 号土坑及び
7 号土坑出土遺物実測図 … H ・ H ・ . . . . ・ H ・ ' 232

第45図 8 ・ 9 . 10号土坑実測図 ・H ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . .233

第46図 11号土坑及び
11号土坑出土遺物実測図 ・ ・ H ・ H ・ . . . . ・ H ・ "234

第47図 12号土坑実測図 . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . . … . . . ・ H ・ "235

第48図 13号土坑及び
13号土坑出土遺物実測図 . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ "236

第49図 14号土坑及び
14号土坑出土遺物実測図 … . . . . . ・ H ・ - … ・ ・237

第50図 焼土遺構 ・
13号 ピ ッ ト 出土遺物実測図 . . . ・ H ・ H ・ H ・ "238

第51図 陶磁器実測図 . . . ・ H ・ H ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ "238

第52図 包含層出土遺物実測図 . . . ・ H ・ H ・ H ・ . . … …239

第53図 溝遺構実測図 ・H ・ H ・ . . . . . ・ H ・ H ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . .240

第54図 溝遺構出土遺物実測図 . . . . ・ H ・ . . . . ・ H ・ - … ・241

第55図 溝遺構出土遺物実測図 . . . ・ H ・ . . . . ・ H ・ . . … ・242

第56図 参考資料 ・ H ・ H ・ . . . . . ・ H ・ H ・ H ・ . . … … … … …243
第57図 参考資料 … . . ， ・ H ・ . . … ' " ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . . … …244



表
第 1 表 中尾遺跡石器観察表 . . . . ・ H ・ . . . ・ H ・ H ・ H ・ . . . 246
第 2 表 中尾遺跡縄文式土器観察表 … . . . . . ・ H ・ . . . 246

目 次

第 3 表 別府遺跡石器観察表 H ・ H ・ . . . ・ H ・ - … H ・ H ・ .247
第 4 表 別府遺跡土器類観察表 H ・ H ・ . . . ・ H ・ . . . ・ H ・ . 249

図 版 目 次

図版 1
1 . 中尾遺跡 1 号集石検出状況
2 . 中尾遺跡 2 号集石

図版 2 中尾遺跡先土器時代の遺物
図版 3 中尾遺跡先土器時代の遺物
図版 4 中尾遺跡石銀等
図版 5

1 . 中尾遺跡縄文式土器
2 . 別府遺跡遠景

図版 6

1 . 別府遺跡 1 号集石
2 . 別府遺跡 1 号竪穴式住居跡

図版 7
1 . 別府遺跡 1 号掘建柱建物跡
2 . 別府遺跡 1 号土坑

図版 8

1 . 別府遺跡 3 ・ 4 号土坑
2 . 別府遺跡 3 号土坑

図版 9
1 . 別府遺跡13号土坑
2 . 別府遺跡14号土坑

図版10

1 . 別府遺跡溝遺構
2 . 調査区外土坑

図版11 別府遺跡先土器時代の遺物
図版12 別府遺跡石鍛
図版13 別府遺跡石匙等
図版14

1 . 不明石製品 ( 1 - 2 ) ・ 磨製石鍛 ( 3 ) 
線刻離 ( 4 ) 

2 . 別府遺跡縄文式土器
図版15 別府遺跡出土遺物
図版16 別府遺跡 3 号土坑出土遺物
図版17 別府遺跡 3 号土坑出土遺物
図版18 別府遺跡 7 ・ 13 ・ 14号土坑、 13号 ピ ッ ト 等

出土遺物
図版19 調査区外土坑出土遺物 (参考資料)



第I章 調 査 の 概 要

第 1 節 調 査 に 至 る 経 緯

第 2 節 調 査 及 び 整 理 の 組 織

第 3 節 調 査 の 方 法 と 経 過



第 I 章 調査の概要

第I章 調査 の概要

第 1 節 調査に至る経緯

平成 2 年度か ら 須恵村 ・ 深田村で県営畑地帯総合
土地改良事業が計画 さ れた 。 こ の事業は基幹事業 (農
業用用排水 ・ 農道) と 併せて行 う 事業 (基幹事業以
外の農業排水 ・ 農道 と 客土 ・ 暗渠排水 ・ 農用地造成
・ 区画整理 ・ 農地保全 ・ 営農用水) で ， 農業用用排

水施設 ， 農道の新設や受益面積が概ね100ha 以上の
も のであ る (基幹事業以外の新設 も し く は変更で受
益面積が概ね50ha 以上の も の) 。

須恵 ・ 深田地区 は受益面積60ha で主 に 区画整理

が計画 さ れた 。 こ の事業の実施に先立ち ， 事業地区
内に文化財が所在す る 可能性が高い と と がわか り ，
文化課と 農地建設課の聞で協議が行われ試掘調査を
実施す る こ と に な っ た 。

そ の結果 ， 中尾地区 ・ 別府地区 に お い て都合約 1
ha の広大な 遺跡が所在す る 乙 と が わ か り ， 再度農
政部局 と 設計変更等の協議 を 行 い ， や む を得ず削平
を受け る 箇所について は発掘調査を行 う 事 と な っ た。

第 2 節 調査及び整理の組織

調査及び整理は下記の組織で行 っ た (所属等は調

査当時の も ので あ る ) 。

発掘調査の組織

(予備調査 ・ 平成 2 年度)
調査責任者 江崎 正 (文化課長)

隈 昭志 (教育審議員)
調査総括 松本健郎 (主幹 ・ 調査第 1 係長)
調査事務局 中川義孝 (教育審議員)

上村忠道 (経理係長)
大広美枝子 (主任主事)
川上勝美 (主任主事)
古城史雄 (主任主事)

調査担当 高木正文 (参事)
園村辰実 (文化財保護主事)

(本調査 ・ 平成 3 年度調査)
調査責任者 大塚正信 (文化課長)

隈 昭志 (教育審議員)
調査総括 島津義昭 (調査第 1 係長)
調査事務局 松崎厚生 (課長補佐)

木下英治 (主幹 ・ 経理係長)
大広美枝子 (主任主事)
川上勝美 (主任主事)

調査担当 木村元浩 (学芸員)
中川裕二 (嘱託)

専門調査員 木村幾太郎 (大分市立歴史資料館長)
調査指導 ・ 助言お よ び協力者 (順不 同 ， 敬称略)

賀川光夫 (別府大学)
橘 昌信 (別府大学)
池田柴史 (琉球大学)
鶴嶋俊彦 (人吉市教育委員会)
和田好史 (人吉市教育委員会)
須恵村教育委員会
須恵村役場
球磨郷土研究会

調査作業員

五嶋マ ツ ミ ・ 荒木忠代 ・ 松坂アサカ ・ 川辺ナ ラ ヨ ・
中村ユキ ヨ ・ 釜田 ミ ヤ子 ・ 恒松 リ ツ ・ 富田 ミ ツ子 ・
平田 シ マエ ・ 宮田マ ス ノ ・ 林田 ミ エ ・ 恒松シ ヅエ ・
松山 ヒ サ子 ・ 松村ユキ エ ・ 北川十七子 ・ 谷村 ミ チ
子 ・ 久保田米子 ・ 中村淳一

整理の組織

(整理 ・ 報告書作成)
報告書責任者 桑山裕好 (文化課長)

丸山秀人 (教育審議員)
報告書総括 島津義昭 (主幹 ・ 調査第 1 係長)
事務局 調l上重喜 (教育審議員)

江尻靖子 (総務係長)
高宮優美 (参事)
岸本誠司 (主事)
東 修 (主事)
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報告書担当 古城史雄 (参事)

整理作業

木村元浩 (主任学芸員)
富永圭子 (嘱託)
森 愛華 (臨時職員)
後藤直美 ・ 調j上慶子 ・ 後藤 ち ず子 ・ 吉

田律子 ・ 山元友子 ・ 村山紀子 ・ 上田律

子 ・ 河野智子
調査指導 ・ 助言 お よ び協力者 (順不同 ， 敬称略)

美濃口雅朗 (熊本市教育委員会)
出合 宏光 (相良村教育委員会)
岩谷 史記 (熊本大学院生)

第 3 節 調査の方法 と経過

1 . 調査の方法

平成 2 年度の試掘調査を終え て ， 中尾地区の遺跡
は 中 尾遺跡 ， ま た別府地区の遺跡は別府遺跡 と 名付
け ら れた 。 本調査の対象面積は ， 中尾遺跡約3 ， 000

IIf ， 別府遺跡約5 ， 000 m' で ， 合計8 ， 000ば で あ る 。 ま
ず中尾遺跡か ら 本調査 を 開始 し ， 調査終了後 ， 別府
遺跡の調査に着手す る と い う ス ケ ジ ュ ー ルの も と ，
調査に取 り かか っ た 。

① 表土剥 ぎ

第 I 層のみ を 重機 を 用い て掘削 し た 。 E 層は褐色
砂質土 ( ア カ ホ ヤ の二次堆積) 層で あ り ， 第 1 次の
遺構検出面 と し た。

② 調査区の設定 ・ 調査の手順

そ の調査区の平面形 に あ わせて ， 任意に グ リ ッ ド
を設定 し た。 そ れは実測 ， 測量及び遺物取 り 上げの
た め に一辺が10 m の正方形の グ リ ッ ド を調査区全体
に網の 目 の よ う に 設定す る も ので あ る 。

中尾遺跡では ， グ リ ッ ド は東西方向 を ア ラ ビア数
字で ， 南北方向を ア ル フ ァ ベ ッ ト で示 し た (第 3 図) 0 

別府遺跡では ， 調査箇所が 2 カ 所に分かれる た め ，
東側 を I 区 ， 西側 を E 区 と 大調査区 を設定 し た 。 さ
ら に両調査区の位置関係 を把握で き る よ う ， や は り ，
一辺が10 m の正方形の グ リ ッ ド を I 区 ・ H 区 を通 し
て ， 東西方向 を ア ラ ビ ア 数字で ， 南北方向 を アル フ
ア ベ ッ ト で示 し た (第1 0 ・ 1 1 図) 。

調査は重機に よ る 表土剥 ぎ及び調査区の清掃か ら
始め た 。

遺構は平面形 を確認の後 ， 土層堆積の状況 を確認
す る た めの セ ク シ ョ ン ・ ベル ト を残 し て掘 り 始め る 。

次に土層観察 と 土層断面図の作成 ， そ し て遺物出土
状況等の写真撮影 ， そ の後ベル ト を取 り 除 き 平面図 ・
断面図 を作成 し ， 再度写真撮影 を行 う 。

一方遺物包含層の調査では 1 つの グ リ ッ ド を 単
位 と し て掘 り 下 げ を行 う 。 そ の後平板 ・ レ ベル を 用
い ， 出土位置 と 深度 を 計測 し ， 記録 し て い き ， 遺物
を取 り 上げ る 。

2 . 調査の経過

平成 3 年 7 月 か ら 平成 4 年 3 月 に か け て 調査 を 行
っ た。 以下 月 ご と の進捗状況を記す。

中尾遺跡

7 月

中尾遺跡の表土剥 ぎ作業開始す る 。 耕作土直下の
褐色砂質土 ( ア カ ホ ヤの二次堆積層) 上面で ， イ モ
穴 ・ 集石 を検出す る 。 こ の面での遺構は以上で あ っ
た。 そ の後遺構の掘削 と 平行 し て ， 下層の遺構 ・ 遺
物を確認す る た め に ， ト レ ン チ を設定 し ， 掘削に か
か っ た 。

須恵村経済課北川氏 と 県立球磨農業高等学校生徒
4 名 が応援に来 る 。

8 月

中川調査員 が調査に合流す る 。
ト レ ン チ調査では ， 文化面の検出 ・ 遺物の集中度

・ 土層堆積状況の確認を 行 う が ， 文化面 (遺構) は
認め ら れな い。 か な り 地層が乱れて い る よ う で あ る 。
撹乱か ら では あ る が ， 若干の土器片 と 石器が出土す
る 。 南へい く ほ ど遺物の 出土は少な く な る よ う であ
る 。

ま た琉球大学池田助教授が来訪 さ れ . 指導 ・ 助言
を受け る 。

9 月

木村調査員 が職員研修の た め ， 1 週間程現場 を 離
れる こ と に な る た め ， 古城調査員 が応援に く る o

縄文時代早期の遺物が若干出土す る 。 遺物はすべ
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て位置 を 押 さ え ， 各 ト レ ン チの土層断面図作成す る 。 ま た別府大学橘教授及び大分市歴史資料館木村館
ま た下旬に は超大型台風19号が接近す る 。 被害状 長の現地指導 を 受 け る 。

況が気に な っ た た め ， 翌 日 は休 日 であ っ た が ， 現場 検出 し た遺構の補足等 を 実施 し 3 月 末に調査 を
に急行す る 。 幸い に も 被害は仮設 ト イ レ の転倒 だ け 終了 さ せた。
であ っ た。

1 0月

集石等の遺構実測図の作成 を すべて完了 し . 29 日
で中尾遺跡の調査 を完了す る 。

別府遺跡

1 0月

10月 中旬に別府遺跡の北西側で あ る I 区の表土剥
ぎ を 開始す る 。 下旬か ら ， 遺構精査 を 開始す る 。

1 1 月

遺構精査の結果 ， 溝 ・ 土坑 ・ 掘建柱建物跡を検出

し た。 ま た併せて基準杭の設置 を行 う 。
その後 ， 遺構の掘削 を 開始す る 。 ま た I 区の北西

部に は遺物包含層が残存 し て い る こ と が判明 し た 。
1 2月

I 区のすべて の検出遺構の図面作成 ・ 写真撮影 を
行い . 1 区の調査を終了す る 。

1 月

木村調査員 が 1 週間程特別休暇に い る た め に ， 代
わ り に 園村辰実 ・ 丸山伸治 ・ 潰田彰久調査員の応援
を受け る 。

E 区の調査に取 り 掛か る 。 重機に よ る 表土剥 ぎ作

業 を実施す る 。
遺構精査の結果 ， 土坑 ・ 竪穴式住居跡な ど を検出

す る 。
2 月

検出 し た遺構の図面作成 を急 ぐが ， 雨が 多 く 思 う
よ う に は か ど ら な い。 し か し ， 下旬 に は大半の検出
遺構の図面作成 ・ 写真撮影を完了 さ せた。

3 月

調査区外の工事現場 よ り 土器が多量に出土 し た と
の通報を受け た。 急建現地に赴 き ， 遺物の取 り 上げ ，
写真撮影を 行 う 。

一方調査区では ， 下層に遺物 ・ 遺構が存在 し な い
か ， 最終確認の た め ， 数箇所に ト レ ン チ を設定す る 。
し か し下層に は遺物 ・ 遺構は存在 し な か っ た。
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第 1 節 遺跡の概要

遺跡周辺の地理的環境 ， 歴史的環境について は ，
堂園遺跡の頁 に詳 し いの で ， こ こ で は 中尾遺跡 ・ 別
府遺跡の立地及び概要について述べ る こ と と し た い。

1 . 遺跡の概要
中尾遺跡 ・ 別府遺跡の発掘調査は県営緊急畑地帯

総合整備事業須恵 ・ 深田地区の計画に伴い平成 3 年
度 に実施 さ れた 。

中尾遺跡は熊本県球磨郡須恵村字中尾に ， 別府遺
跡は球磨郡須恵村字別府に所在す る 。

人吉盆地の北東寄 り ， 球磨川 の北側の 田頭川 と 阿
蘇川 に挟 ま れた丘陵地に位置す る 。 そ の地形は北か
ら 南に緩やか に そ の高度 を下 げて い く が ， 幾つ も の
狭い丘陵地 と 小 さ な谷が複雑に 入 り 組んでい る 。

中尾遺跡 と 別府遺跡は ， ほぼ東西に伸び る 谷 を挟
んで対峠 し て い る 。

中尾遺跡
遺跡の標高は約181 m で ， 小丘陵の南端部 に位置

す る 。 北か ら 南へな だ ら か に傾斜 し て い る 。 昭和40
年代頃に一度地形の改変 を受けて い る と の こ と で あ
っ た。

遺跡の現況は畑地 と し て利用 さ れ ， 調査区の東端
に南北に延び る 里道が走っ て い た 。 ま た調査区の南
端に も 東西に里道が走っ て い る 。 そ の里道よ り 南に
10 m 程行 っ た所か ら ， 急激な段落ち と な る o

中尾遺跡の 出土遺物に は ， 先土器時代の ナ イ フ形
石器 ・ 制片尖頭器 ・ 三稜尖頭器 ・ 台形様石器や縄文
時代の土器片 ・ 石器な ど が あ る 。 全体的 に遺物量は
少 な く ， ま た残念な が ら 自 然堆積層の残存状況が悪

別府遺跡

中尾遺跡 よ り ， 直椋で、約180m 南西 に 行 っ た 箇所
が別府遺跡であ る 。

遺跡の標高は約180 m で ， 小丘陵の東南端 に あ た
る 。 ほぽ平坦な地形で あ っ た が ， 20年程前に整地 さ
れて い る と の こ と で あ っ た 。

遺跡の現況は畑地 と し て利用 さ れ ， 調査区の西端
に里道が走 っ て い た 。

別府遺跡の主体 と な る 時期 は平安時代であ る 。 し
か し そ の他に も ， 少量で、 は あ る が ， 様 々 な 時代の遺
構や遺物が出土 し て い る 。

先土器時代の可能性の あ る 資料 と し て は ， 台形様
石器 ・ 細石刃核 な ど が あ る 。

ま た縄文時代は ， 遺構 と し て は集石が 2 基 ， 遺物
と し て は ， 孔列文土器 を始 と す る 土器小破片や打製
石斧 ・ 石鍛な ど が出土 し て い る 。 そ の時期 の 中 心 は
縄文時代晩期の よ う で あ る 。

弥生 ・ 古墳時代の遺構は検出 さ れな か っ た。 し か
し遺物は ご く 少量で は あ る が ， 出土 し て お り ， 重弧
文土器や鹿 を描い た の では と 考 え ら れ る 線刻礁な ど
が あ る 。

平安時代は ， 他の時代 と 比べて ， 遺構 ・ 遺物 と も
に検出例が多い。

遺構 と し て は竪穴式住居跡 1 軒 ・ 掘建柱建物跡 1

棟 ・ 土坑14基な ど が確認 さ れて い る 。
遺物 と し て は ， 遺構に伴 う 土師器 ・ 須恵器の他に ，

包含層か ら も あ る 程度 ま と ま っ た量の遺物が出土 し
て い る 。

鎌倉時代は ， 遺構は検出 さ れな か っ た が ， 青磁や
東播系陶器な ど の遺物が出土 し て い る 。 量的に は ご
く 少量で あ る 。

い た め に ， 層位的に と ら え ら れた も のではな い。 2 . 遺跡の基本層序
遺構 と し て は ， 縄文時代早期に属す る と 思われる 中尾遺跡は ， 残存状況が悪 く 自 然層 を提示で き な

集石遺構 2 基を検出 し た 。 い が 基本的 に両遺跡で認識 さ れた 自 然層 は同ーの
も のであ る た め ， 別府遺跡で認識 さ れた 自 然層 を提
示す る 。
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第 l 包!rj 遺跡、の概要

ま た ， そ れぞれの 辿物の包含位置 に つ い て 説明す し て い た り と 撹乱 が ひ ど い 。

る 事に し た い (第 2 図) 。

第 I 層 (表土)

耕作土で あ る 。

第 E 層 (褐色砂質土)

砂質土で ， ふ か ふ か と し た 細 か い砂粒で ， 土壌

化 し た ア カ ホ ヤ 火山灰の二次的 な !1f;積層で あ る 。

縄文時代後 期 か ら 中世の遺物 を 含む。

第 E 層 (黄褐色土)

ア カ ホ ヤ 火山灰層で あ る 。 こ の 層 は不純物 を 含

ま な い ア カ ホ ヤ 火山灰の一次堆積層で あ る 。

第U層 (黒色砂質土)

粒子は き め 細 か く 不純物 を 含 ま な い 。

縄文時代早期の 遺物や細石器の遺物 を 含む。

第 V 層 (黄白色砂質土)

不純物 を ほ と ん ど 含 ま ず ， 硬 く 引 き 締 ま る 。

先土器時代の遺物包含層 に 対応す る 。

第U層 (黄褐色土)

姶良 カ ル デ ラ 起源の 入戸火砕流 で あ る 。 こ の層

の 上 部 に 若干青 っ ぽい硬質土が の る 。 ま た 下部に

は 黒 っ ぽい硬質土が 存 在す る が ， 細 分 が 難 し い。

無遺物層 で あ る 。

II 

l
 
l

 
l

 

W 

第羽層 (黒褐色粘質土)

き め紺| か く 不純物 を ほ と ん ど 含 ま な p 。 無遺物

層 で あ る 。

V 

第四層 (茶褐色粘土)

き め細 か く 不純物 を ほ と ん ど 含 ま な い。

VI 

Fhu
 
nu

 
--uuv

 
乙 れ ら の 基本層序 は ， 遺跡全体 を 見通 し た う え で

決定 し た も の で あ る が ， 遺跡内 の 地点 に よ り 各層の

厚 さ は様 々 で あ り ， 既 に 削平 さ れた り し て存在 し な

い層 も あ る 。 特 に 中 尾遺跡に お い て は ， 層位が逆転

YIII 

Om 

第 2 図 基本土層 図
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第 E 章 中尾遺跡の調査 と そ の結果
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第 皿 章 中尾遺跡の調査の結果

第皿章 中尾遺跡の調査の成果

第 1 節 先土器時代の遺物

1 . 遺物 (第 4 � 6 図)

器種 と し て は ， ナ イ フ 形石器 ・ 剥片尖頭器 ・ 三稜
尖頭器 ・ 台形様石器が あ る 。 し か し層序の乱れが著
し く ， 先土器時代の石器出土 レ ベル よ り ， かな り 下
位の レ ベル よ り 土器が出土 し た り し て い る o こ れは ，
以前の基盤整備事業に よ っ て ， 削平 を う け た結果で
あ る と 思われる 。 し か し ， 当 時期の資料が存在す る
こ と は確実で あ り ， こ の15点は貴重な資料 と な る で
あ ろ う 。

1 - 5 は ， ナ イ フ 形石器で あ る 。 1 は ， 長 さ 2 cm 
に も 満た な い非常に小型の も ので あ る 。 縦長の剥片
を素材 と す る 。 基部は一部欠損す る が ， 両側縁 ・ 先
端部及び基部に轍密な加工 を施す。 結果的に全周加
工の も の と な っ て お り ， 刃部は見 ら れな い。 2 は ，
縦長の剥片 を 素材 と す る 。 先端部及びー側縁に急斜
度の加工 を施す も の で あ る 。 下部は欠損 し て い る が ，
鋭利 な刃部が残存す る 。 3 は ， 横長の素材を用いて ，
素材の打面部 を取 り 除 く 形で ， こ のー側縁に急斜度
の加工 を施す も ので あ る 。 下部は欠損 し て い る 。 4
は ， 縦長の素材 を 用 いて い る 。 一側縁に急斜度の加
工 を施す。 下部は欠損す る 。 5 は ， 基部の一側縁が
欠損 し て い る が ， 基部加工の も ので あ る 。 両側縁に
は刃部 を残 し て お り ， 使用痕跡 と 考 え ら れ る 微細な
剥離が見 ら れる 。 先端部 も 欠損 し て い る が ， 優美な
縦長剥 片 を 用 い た も の で あ る 。

6 . 7 は台形様石器で あ る 。 6 は ， 素材の打面側
に轍密な加工が入 る 全体形がほぼ平行な も のであ る 。
刃部に は ， 使用痕跡 と 考 え ら れる 微細 な剥離痕が見
ら れる 。 7 は ， 比較的大型の も の で ， 一側辺は ， 欠
損 し て い る 。 欠損 し て い る 辺 は ， やや緩やかな加工
と 考 え ら れ ， 対す る 辺は ， 素材の打面 を 切 る 様に大
き く 加工 を施 し て い る 。 刃部に は ， 使用痕跡 と 考 え
ら れる 微細な剥離痕が認め ら れ る 。 全体形は ， 刃部
が幅広の直続的 な も ので あ る 。

8 -11 は ， 三稜尖頭器であ る 。 8 は断面三角形状

を呈す る 小型の も の で ， 両先端が欠損 し て い る 。 全
体的に加工が組い。 石材 あ る い は風化 に よ る も の か ，
全体的に丸み を帯びた よ う な印象 を受 け る 。 素材は ，
横長剥片 を 用 いて い る 。 9 は ， 大型の も ので ， 先端
部のみで あ る 。 加工は粗 く ， 正面の稜 も 明確に造 り
出 さ れず ， 離面 を 残 し て い る 。 ま た ， 石質は不良 で
節理が あ る 。 平 ら な底面 も 節理面 と な っ て い る 。 製
作途中 で放棄 さ れた未製品 であ る と と ら え て お き た
い。 10は ， 一側面のみ に撤密な加工 を施す も ので他
の も の と 異質であ る 。 先端及び基部が欠損す る 。 素
材剥片 は ， やや斜めの縦長で、 あ る 。 11 は ， 先端部 と
基部 を欠損 し て い る も ので ， 両側面に は轍密な加工
が入 る 。 横長の剥片 を 素材 と し て い る 。

12-15は ， 剥片尖頭器で あ る 。 12は ， 下部が欠損
し て い る が ， やや幅広の縦長剥 片 を 素材 と す る も の
で あ り ， 厚み を も っ。 ー側縁に整然 と 加工 を 施 し ，
対す る 縁が鋭利な 刃部 と な っ て い る 。 13は ， やや幅
広の縦長剥 片 を 素材 と す る 大型の も ので あ る 。 基部
は ， 両端部 を加工 し ， 内湾 さ せて い る 。 ー側縁の先
端近 く に若干の加工が入 る も のの ， 両側縁は基本的
に素材の鋭利な縁辺 を残 し て お り ， 刃部 と し て い る 。
14は ， 柳葉形の優美な縦長剥 片 を 素材 と し ， 基部の
一辺 を 内湾 さ せ ， 対す る 辺は直線的で、 あ る 。 先端部
は欠損す る がー側縁 に は綿密な加工 を 施 し て お り ，
対縁に は ， 粗い加工痕がほぼ全体に認め ら れ る 。 こ
れは使用痕 と も 考 え ら れ る 。 15は先端部 は な い が ，
全長10cm以上あ る も の で 2 つ が接合す る も ので あ る 。
素材は ， 優美な長狭の剥 片 を 使用 し て い る 。 基部 は
両端 を加工 し ， 内湾 さ せて は っ き り と 造 り 出 し ， 両
側縁に も 加工が い る 。 ま た 裏面の一側縁上部に も
平坦な加工が見 ら れる 。 14同様一側縁に は織密な加
工が ， 対縁に は全体 に わ た っ て粗い加工が入 る 。 両
側縁の加工斜度 は異な る も のの意図 し て い る かの よ
う に直線的で あ り ， 全体形は非常に ス マ ー ト で あ る 。
欠損について は ， 接合位置の側縁部に 見 ら れる やや
深い加工が原因か も し れな い。

出土層位につ い て は ， 出土状態が不良 な た め 断定
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第 1 節 先土器時代の遺物

+ / 円 2 1 ⑨ 
l号集石
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第 3 図 中尾遺跡遺構配置図
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第 E 章 中尾遺跡の調査の結果
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第 4 図 先土器時代石器実測図
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第1節 先土器時代の遺物
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第 5 図 先土器時代石器実測図
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第 6 図 先土器時代石器実測図
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第 2 節 縄文時代の遺構 と 遺物

で き な い が ， 縄文時代早期の遺物包含層であ る 第 百
層直下の第 V 層に比定で き る ので は な い か と 考 え ら
れ る 。

な お ， こ こ で使用 し た器種の呼称 ま た は分類につ
い て は迷 う と こ ろ が あ る 。 特に ナ イ フ 形石器 と 剥片
尖頭器の区分で あ る が ， こ こ では ， わ り あ い優美な
縦長剥 片 を 素材 と し て ， 素材の打面 を残 し て お り ，
基部 を 明瞭に造 り 出す も の (推定 を含む) を剥片尖
頭器 と し て い る 。

第 2 節 縄文時代の遺構 と 遺物

1 . 遺構 と そ の位置 (第 3 図)

縄文時代に属す る と 考 え ら れる 遺構 と し て ， 集石
遺構が あ る 。

も

。

。 ρ 。
ÇP o 色 町

o 
p 

品 。 ロ 司 V0 
3 0 ワ bo ロ。

8> A 一一一一

⑨ 

集石遺構

1 号集石 (第 7 図)

D 2 グ リ ッ ド南西部に お いて検出 し た 。 土坑の平
面形は ， やや不正な楕円形 を呈 し て い る 。 土坑内の
中央部 よ り やや南東 よ り の部分が一段深 く な っ て い
る 。 長軸2. 28m ・ 短軸2. 08m ・ 最大の深 さ O. 25 m 程
を測 る 。 土坑内 に は最大で径20cm程の角離及び破砕
し た離が詰 ま っ て い る が ， 火 を 受 け た痕跡は認め ら
れな か っ た。 ま た遺物の出土 も な か っ た。

2 号集石 (第 8 図)

B 5 ・ C 5 グ リ ッ ド に ま た が っ て位置す る 。 破砕
離が散乱 し た状態で検出 さ れた 。 掘 り 込み を持 た な
い も のであ り ， 磯群 と し て捉え た ほ う がいいのか も
知れな い。 石の散布状態は約 7 m 四方内 lこ収 ま り ，

一こて23学ヂー一
。 0 . 5  1m 

第 7 図 1 号集石実測図
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そ の集中度は弱い。 石の堆積は ， 最大で も 厚 さ 約20

cm に満た な い。 礁に混 じ り 土器の小片が 1 点出土 し
て い る が ， 細片で図化 に耐え る も のではな く ， ま た
時期 を特定で き る も の で も な い 。

2 . 包含層 出土の土器

分布

極細か い破片すべて を 含 め て ， 約150点程が出土
し て い る 。 し か し そ の ほ と ん ど が細片であ り ， 図化
に耐え得 る も の は極端に 少 な い。 ま た地層が乱れて

⑨ 

A 
0 . 

A L = 181 . 200m 

‘' . ・

第 E 章 中 尾遺跡の調査の結果

い る た め に ， 層位的に捉え ら れた も の は少 な い。 そ
の分布は調査区の東側か ら の 出土が多p。 特 に C 3
. C 4 ・ C 5 ・ D 3 グ リ ッ ド か ら の 出土が多い。

土器 (第 9 図)

出土 し た土器の う ち 9 点 を 図化 し た。 1 - 3 は口
縁部近 く の狭い範囲に貝殻腹縁 に よ る 連続刺突文 を
施文す る も のであ る 。 こ れは木崎康弘氏が蒲生 ・ 上
の原遺跡 (木崎1996) で設定 し て い る 中原 I 式に該
当す る 。 4 は撚糸文土器の 口縁部分で あ る 。 5 は押
型文土器で ， 口縁がわずか に外反す る 。 外器面 に は

A' 

。 " "，.骨 . ・ % 戸 噌 ・古事国 b

o 1 2m 」一一千ーー『ーー
第 8 図 2 号集石実測図
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第 3 節 ま と め

斜に 山形の施文 を ， 内器面 は 口縁部分の狭い範囲 に ，

横位の 山形の施文 を す る 。 こ れは木崎氏 が無田原遺

跡 (木崎1995) で提唱 し て い る 沈 目 式 に該当 す る 。

6 も 押型文土器の胴部片で あ る 。 7 は ゆ る や か に 口

縁部が 内湾す る も の で あ る 。 口縁部分 に はヘ ラ 状工

具 に よ る 連続刺突文 を 2 段に施す。 さ ら に そ の下位

に は数条の横位の沈糠 を 施す。 8 . 9 は刻 目 突帯文

土器で あ る 。 8 は 口縁部片で口縁部分に刻 目 突帯 を

巡 ら す。 9 は口縁部分 を 欠損 し て い る が ， 本来 は口

縁部分 と そ の下位の屈曲部分 に 刻 目 突帯 を 巡 ら し て

い た と 思われ る 。 8 に比べ る と 9 は調整がか な り 粗

雑で あ る 。

3 . 包含層 出土の石器

石鍛 (第1 0図 1 .... 1 6) 

総数19点 が 出土 し て い る 。 そ の 内16点 を 図化 し た 。

そ の分布 を 見 る と ， D 3 グ リ ッ ド か ら の 出土が顕著

で あ る 。

石鍛は そ の形状か ら ， 大 き く 2 類に分類で き る 。

I 類は正三角形 も し く は全長 よ り 横幅の方が長い も

の で あ る 。 E 類は二等辺三角形の も の で あ る 。

I 類 ( 1 .... 1 0)

全体の形状が正三角形に近い も の で あ る 。 1 は平

基式の石鍛で あ る 。 2 - 10は凹基式の石鍛で あ る 。

2 は凹基の状態 は浅 く 三角形状に扶れ る 。 3 - 8 ・

10は 凹基の状態 は U 字形状に扶れ る も の で あ る 。 そ

の 中 で も 5 ・ 6 ・ 8 は ， 幅が小 さ く U 字状に扶れる 。
9 は深 く 三角形状に扶れ る 。

2 

J
1
u

 

-官
ぷプ

乙ahh
hmy

会一……
滝口~w

y
d
ch叫巴心hm 7 

6 

E 類 ( 1 2.... 1 6)

全体の形状が二等辺三角形 を し て い る も の で あ る 。

12は ， 凹基の状態 はわずか に 浅 く 挟れ る 程度で あ

る 。 14-16は凹基の状態 は U 字形状 に扶れ る も の で

あ る 。

異形石製品 ( ト ロ ト ロ石器 第1 0図1 7)

1 点が出土 し て い る 。 そ の 出土位置 は B 6 グ リ ッ

ド で あ る 。 一端 を丸 く し ， も う 一端の両側 に 角状の

突起がつ く 。 特に磨 き は認め ら れな い。 使用石材 は ，

チ ャ ー ト で あ る 。

石匙 (第1 0図 1 8)

l 点の 出土で あ っ た 。 残念な が ら 出土地点 を 押 さ

え ら れな い。 横型の石匙で ， つ ま み部 を 欠損 して い る 。

第 3 節 ま と め

1 . 先土器時代の調査 に つ い て

当地 に お け る 先土器時代の様相 に つ い て は ， 遺構

が な く ， 遺物の 出土状態 も 原位置 を 保 っ て い な p。

こ の た め推測の域 を で な い が ， 確実に先土器時代 に

属す る 剥 片 ・ 砕片が 出土 し て い な い こ と か ら ， 一時

的 な キ ャ ン プ地で あ っ た と 考 え て お き た い。 し か し

縄文時代の も の と 考 え ら れ る 制片 ・ 砕片 は数多 く 出

土 し て い る 。 こ の 中 に先土器時代の剥片 ・ 砕片 が な

い と は断言で き な い 。

こ れ ら の剥片 ・ 砕片 に つ い て ， 肉眼観察 に よ り 約

30の母岩 に分類 し ， 接合作業 を 試み た が ， 接合で き

る 資料 は な か っ た 。

5 

9 
。 5 lOcm 8 

第 9 図 縄文式土器実測図
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第 E 章 中尾遺跡の調査の結果

。 品巻 。 ム � �品
問� \� �\ 型軽 � A九 � J挙

〈こ二:::> 15 くこ〉

第1 0図 石鍍等実測図
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第 3 節 ま と め

本格的 な 発掘調査 に よ っ て 出土 し た先土器時代の

遺物は ， 須恵村では初の こ と で あ り ， 貴重な 資料 を

提示で き た 。

2. 縄文時代の調査に つ い て

遺構 と し て は ， 集石 2 基 を 検 出 し た 。 いずれ も 検

出面が第 N 層 で あ る こ と か ら ， 縄文時代早期 に属す

る も の と 考 え ら れ る 。 1 号集石は明確な掘 り 込み を

持つ が 2 号集石は掘 り 込み を持 た な い 。

一方遺物に注 目 すれば ， 土器は時期 を 特定で き る

も の は ， すべて縄文時代 に属す る も の で あ っ た 。 し

か し層序が乱れ ， 先土器時代の石器出土 レ ベル よ り ，

か な り 下位か ら 土器 が 出土 し た り し て お り ， そ の 出

土状況は と て も 原位置 を 保 っ て い る と は言い難い。

図化 し た う ち の 中 で 6 点 が ， 早期 に属す る も の で あ

る 。 1 点 は 時期不明 だ が ， 残 り 2 点が晩期に属す る

も の で あ っ た 。 上記の集石遺構の存在か ら 併せて考

え る と ， そ の 中心 は縄文時代早期 に あ っ た も の と 考

え ら れ る 。

以上の よ う に ， 遺物は ご く 少量で あ り ， そ の ほ と

ん ど が撹乱 を う け て い る 。 こ れは昭和40年代に整地

を 受 け て い る こ と に起因す る と 考 え ら れ る が ， 予想

以上に深い部分 ま で ， 撹乱 を う け て い た 。
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第U章 別府遺跡の調査 と そ の結果

第 1 節 先 土 器 時 代 の 遺 物

第 2 節 縄 文 時 代 の 遺 構 と 遺 物

第 3 節 弥 生 ・ 古 墳 時 代 の 遺 物

第 4 節 歴史時代以降の遺構 と 遺物



第 W 章 別府遺跡の調査の成果

第 N 章 別府遺跡の調査 の成果

第 1 節 先土器時代の遺物

1 . 遺物 (第1 4図)

器種 と し て は ， 台形様石器 ・ 細石刃核な ど 6 点が

あ る 。 そ の 分布 は調査区の北西部の G 1 ・ G 2 ・ H

1 グ リ ッ ド に限定 さ れ る 。 た だ し そ の 出土状況は原

位置か ら の も の で は な く ， 第 皿 層や第 百層か ら の 出

土であ る 。

1 は ， 台形様石器で あ る 。 横長の素材剥 片 を 用 い

る が ， 打面部側 に は粗い大 き な加工 を ， 先端部側 に

は綿密な加工 を 施す も の で あ る 。 刃部 は直線的で あ

り ， 全体形は逆三角形 を 呈す。

2 - 5 は ， 細石刃核で あ る 。 2 は ， 正面の 3 枚剥

離面が作業面 で あ る 。 打面 は ， 作業面方向か ら の 2

枚の剥離に よ っ て構成 さ れて い る 。 打面 と 作業面 と

の角度 は ， ま だ鈍角 で あ る 。 片側面に は ， 喋面 を残

し て い る 。 3 は ， 正面 に一枚の比較的大 き な 作業面

が見 ら れ る も の で あ る 。 打面は一部 に醸面 を残す も

のの ， 平坦で あ る 。 片側面 は ， 一部磯面 を残す も の

の ， 周辺か ら ほぼ全面 に 加工 を施 し て い る 。 4 は ，

正面 に作業面 2 枚 を 残す。 打面 は 中 央 に傑面 を残す

も のの ， 平坦剥離調整が施 さ れて い る 。 ま た ， 片側

面に は一部磯面 を 残 し て い る も の の ， 基本的に打面

か ら 下部方向への調整が施 さ れ成形 さ れて い る 。 5

は 1 枚の大 き な打面 を も つ も の で あ る 。 細石刃の

剥離は ， そ の打点側 と は反対側か ら 行われて い る 。

側面部の下部 に は ， 一部疎面が残存 し て い る 。

6 は ， ブ ラ ン ク で あ る 。 打面 ・ ー側面及び下部 に

は ， 磯面 を 残 し て い る 。 喋面の な いー側面 に は ， 離

面 を は ぎ と る よ う に加工が施 さ れて い る 。 側面の加

工方向 を も っ て そ の上部 を 細石刃 を剥 ぎ取 る 打面 と

す る な ら ば ， ま だ鋭角 で ， 作業面 (頭部) 調整 も お

こ な っ て い な い状況で あ る 。

2 . ま と め

こ の時期 に 関す る 資料 は そ れほ ど 多 い も の で は な

い。 台形様石器や細石刃核 ( ブ ラ ン ク を含む) が 出

土 し て い る の み で あ る 。

台形様石器 につ い て は ， 先述 し た 中尾遺跡出土の

も の と 同 じ石質で ， そ の形態 は 中尾遺跡の も の を 一

回 り 小 さ く し た よ う な も の で ， 酷似 し て い る 。 と の

こ と か ら ， 両遺跡は一時期密接 な 関係が あ っ た と 考

え ら れる 。

し か し な が ら ， 組成で い え ば ， 細石刃核は別府遺

跡の みで見 ら れ る も の で あ り ， 先土器時代の活動時

期 と し て は ， 中 尾遺跡 よ り やや後 出 す る も の と 考 え

ら れ る 。 細石刃核 ( プ ラ ン ク を 含む) の石材 は ， す

べて黒曜石であ る 。 基本的 に 素材 と し た 原石の磯面

を 大 き く 残す も の で ， そ の形状 を あ ま り 変 え な い も

の で あ ろ う 。

わずか 6 点 で は あ っ た が ， こ の時期 に属す る 資料

は確実 に存在 し ， 貴重な 資料 と な る も の で あ ろ う 。

第 2 節 縄文時代の遺構 と 遺物

1 . 遺構 と そ の位置 (第1 5図)

縄文時代 に属 す る と 考 え ら れ る 遺構 と し て ， 集石

遺構 2 基 が あ る 。 いずれ も I 区 か ら 検 出 さ れ た 。

集石遺構 (第1 6図)

1 号集石

H 2 グ リ ッ ド 内 ， 14号土坑の北東端部 に位置す る o

後述す る 14号土坑の遺構実測図作成終 了 後 ， 床面 を

断ち 割 る 際 に検出 し た 。 集石の土坑の掘 り 込みが果

た し て何層か ら か明確で は な い が ， 上面の14号土坑

に よ り 破壊 さ れて い な い 乙 と を 考 え る と ， 第 百 層 を

掘 り 込んでい る 可能性が高い。

土坑は ， 不整 な 楕 円形 を 呈 し ， 長軸168cm ・ 短軸

70cm . 深 さ 15cm程 を測 る 。 土坑内 に は最大で径14cm

程の磯及び破砕 し た離が詰 ま っ て い る 。 出土遺物は

な か っ た 。

2 号集石

J 2 グ リ ッ ド 南西部 に お い て 検 出 し た 。 土坑 は ，

不整な楕円形 を 呈 し ， 長軸236cm ・ 短軸122cm ・ 深 さ

50cm程 を測 る 。 土坑内 に は最大で径20cm程の醸及び

破砕 し た礁が詰 ま っ て い る 。 ま た微細 な炭化物 を 検
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第 2 節 縄文時代の遺構 と 遺物
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別府遺跡の調査の成果
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第 2 節 縄文時代の遺構 と 遺物
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第 N 章 別府遺跡の調査の成果
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第 2 節 縄文時代の遺構 と 遺物
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第 W 章 別府遺跡の調査の成果
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縄文時代の遺構 と 造物第 2 節

1 は球形の も の で ，1 . 2 は磨石 ・ 敵石で あ る 。出 し た 。

いづれ も 敵打痕跡が側面 に 認 め ら れ る 。 長 さ 9. 7cm出土遺物 と し て は縄文式土器片や打製石斧 ・ 敵石

2 は棒状 の も- 幅11 . 3cmで ， 重量 は800 g で あ る 。な ど が あ る 。

の で ， 両端 に 敵打痕跡 を も っ 。 長 さ 1O. 1cm ・ 幅4. 52 号集石 出土遺物

cmで ， 重量は275 g で あ る 。土器 (第四国)

3 ・ 4 は ， 従来か ら 「短冊形J と 呼ばれて き た打1 は ， 縄文式土器の平底の底部 と 思われ る 。 ま た

3 は ， 長 さ製石斧で ， 全体の形状は長方形に近い。2 は陶器の 口縁部片 で あ る が ， 流れ込みの可能性が

4 は ， 長13. 6cm ・ 幅4. 7cm で ， 重量は130 g で あ る 。

さ 9. 9cm ・ 幅3. 9cmで ， 重量 は55 g で あ る 。

高い。

石器 (第1 7図)

. ，-:>， te- '\

 

， .、
守 、~ 下!守、ν ー
『d '‘ド -角‘

10叩
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3 く〉

2 号集石出土石器実測図
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別府遺跡の調査の成果第 N 章

2 は押型楕円文土器の胴部土器の 口縁部分で あ る 。2 . 包含層 出土の土器

3 は 口唇部分の数箇所 を 突 出 さ せ る 。 ま片であ る 。分布 (第1 5図)

4 は 山形口縁部分の頂点た 口縁帯 に 凹線文 を 施す。約30点程が出土 し た 。 層位的 に 捉 え ら れた も の は

付近 に幅2. 2 cm程の粘土組 を縦位 に貼 り 付 け ， さ ら

5 は 口縁部 に三角形

少 な い。 位置 を 押 さ え ら れ る 土器片の大部分が調査

に螺旋状の突帯 を 貼 り 付 け る 。区 I 区の北西側か ら の 出土 で あ る 。 こ れは I 区 に お

6 は浅鉢形土状の突起 を も っ 。 調整は組雑で あ る 。い て は ， 調査区北西部分以外は既に削平 を 受 け て い

器で ， 体部か ら 口縁部が屈折 し て立 ち 上が る 。 口縁

部は波状 を 呈す。 外面 は ヘ ラ 状工具 に よ る 丁寧 な ナ

た こ と に起因す る と 思 われ る 。 ま た調査区の E 区か

ら の 出土土器は ， ご く 少量で、 あ り ， 表土剥 ぎ後の遺

構検出 の た め の清掃 に 伴 い 出土 し た も の が ほ と ん ど 7 ・ 8 は組織痕文土器で あ る 。

口縁で ， 口唇部 に刻 目 を施 し ， 口縁部分 に 3 条の平

行沈線 と 孤文 を 施す。 胎土 も 轍密で外来系の土器 と

デ を 施す。

で あ る 。 E 区 は縄文時代の遺構の 中心か ら はずれて

い る こ と が考 え ら れ る 。

思われ る 。土器 (第1 8図)

10-12は刻 目 突帯文土器で あ る 。 10 ・ 11 は 口縁部1 は撚糸文出土 し た土器の う ち 19点 を 図化 し た 。
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第 2 節 縄文時代の遺構 と 遺物

に 刻 目 突帯 を 巡 ら す。 12は 口縁部分 と そ の下位に 2

条の刻 目 突帯 を 巡 ら す。 13は孔列文土器で あ る 。 口

縁部直下に刻 目 突帯 を有 し ， そ の刻 目 の下位に約1. 2cm

間隔で、穴 を 穿 っ て い る 。 17は鉢形土器で ， 肥厚 し た

底部か ら ， 体部が伸び る 。 口縁部 に 刻 目 を施す。 縄

文式土器の頁に提示 し た が ， 弥生 ・ 古墳時代の土器

の可能性 も あ る 。

14- 16 . 18 ・ 19は底部で あ る 。 いずれ も 平底で あ

る 。 特に 18 ・ 19は 円盤貼 り 付け状の底部で あ る 。

20 ・ 21 は焼成粘土塊 と 思われ る 。 20は色調は褐色

で ， 重量は8. 5 g で あ る 。 21 も 色調 は褐色 で ， 重量

は9. 6 g で あ る 。 断面 円形の柱状 を な す。 土偶の 一

部か も 知れ な い が ， 不 明 で あ る 。

3 . 包含層 出土の石器 ・ 石製品

打製石斧 (第1 9�22図)

今回の調査で出土 し た打製石斧は30点程度 で あ り ，

今回 そ の う ち の21点 を 図化 し た 。 位置 を 押 さ え ら れ

〆一、 2 

く〉

3 4 

O 5 ζ〉
6 

0 5  lOcm 

第23図 磨製石斧実測図
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第 2 節 縄文時代の遺構 と 遺物

る 打製石斧13点の う ち 11点 が ， 調査区 I 区の北西側

か ら の 出土であ る 。 E 区か ら の 出土 は 5 点で あ る 。

表土剥 ぎ後の遺構検出の た め の清掃に伴い出土 し た

も の が ほ と ん ど で ， そ の 出土位置 を 押 さ え ら れな い

も の が 多 い。

打製石斧 は そ の形状 ， 調整 ， 大 き さ よ り 4 種に大

別 し た 。 以下 そ の特徴に つ い て 記述す る 。

I 類 ( 1 ..... 1 0) 

従来か ら 「短冊形j と 呼ばれて き た も の で ， 全体

の形状は長方形 に近p。 概ね長 さ 11cm前後か ら 14個

以下で ， 幅 は 5 cm前後の も の で あ る 。 そ の 中 で 1 は

比較的小型の も の で あ る 。 ま た 4 ・ 6 - 8 は比較的

大型で長 さ に比 し て幅が狭い。 な か に はパチ形 と の

区別 が困難な も の も あ っ た 。

E 類 (1 1 ..... 1 4)

従来か ら 「パチ形」 と 呼ばれて き た も の で あ る 。

全体の形状は二等辺三角形 に 近い も の で あ る 。 そ の

中 で14はやや 「 し ゃ も じJ 状に近い。

いずれ も I 区か ら の 出土で あ る 。

E 類 (1 5)

石斧の側辺に扶 り が あ る も の で ， 従来か ら 「分銅

形」 と 呼ばれて き た も の で あ る 。 出土量の全体 に 占

め る 割合は一番少 な く 1 点のみで ， II 区か ら の 出土

で あ る 。 小型で薄手の も の で ， 厚 さ は 1 cm に満た な

い。 ま た重量 も 20 g で あ る 。

U類 (1 6.....21 )

従来か ら 「円盤状石器J と 呼ばれて き た も の で ，

ほぼ全周 に 刃 部が ま わ る 。 大 き さ は直径 8 cm前後の

小型の も の (16-20) と 直径14cm を 越 え る 大型の も

の (21) が あ る 。 厚み は 2 cm前後の も の で あ る 。

ど三二ヨ 2 

> 
3 

O 4 ζ二三』 5 。 5cm 

第25図 石匙 ・ 石錐等実測図
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第 2 節 縄文時代の遺構 と 遺物

磨製石斧 (第23図 )

磨製石斧の可能性の あ る も の を 含め て も 6 点が出

土 し た の み で あ る 。 そ の ほ と ん ど が半分近 く 欠 け た

も の で あ る 。 そ の分布 は ， 出土地点 が不明 な 4 を 除

く 5 点 が調査区 I 区の北西隅で あ る 。 1 の形状は長

方形に 近 い が ， 側辺 に 僅 か に扶 り が入 る 。 そ の断面

形は楕円形 を呈す。 2 は そ の残存部位が少な く ， そ

の形状は伺い知れな い が ， 恐 ら く 基部 に い く に従い ，

細 く な る も の で ， 形状は二等辺三角形に近い も の で

あ る と 思われ る 。 3 • 4 は ， そ の形状は長方形に近

い も の で ， 断面形が方形 を す る も の で あ る 。 3 はや

や小型の も の で あ る 。

5 の形状 は ， 本来 は二等辺三角形に近い も の で あ

る と 思わ れ る 。 刃部 を 再加工 し よ う と 試み た も の で

あ ろ う 。 6 は果 た し て 磨製石斧か ど う か不明 な も の

で あ る 。 先端に加工 し た痕跡が認め ら れた 。

石鍛 (第24図)

総数30点近 く が 出土 し た 。 そ の分布 を 見 る と ， や

は り 調査区 I 区の北西部か ら の 出土が顕著で あ る 。

し か し 石鎌 と い う 性格か ら か ， 土器や石斧に比べ る

と E 区か ら の 出土 も 多 い 。

石鎌は そ の形状か ら ， 大 き く 2 類に分類 し た 。

I 類は正三角形 ， n 類は二等辺三角形の も の で あ

る 。 さ ら に そ の基部の形状で平基の も の を a ， わず

か に扶れ る も の を b ， 三角形状に扶れ る も の を C ，

U 字形状に扶れ る も の を d と す る 。

1 a 類 ( 1 ・ 2 )

全体の形状が正三角形 を し て い る 平基式の石鍛で

あ る 。

1 b 類 ( 3 ...... 8 ) 

全体の形状が正三角形 を し て い る 凹基式の石鍛で

あ る 。 凹基の状態 は わずかに扶れ る 程度 で あ る 。 7

・ 8 は全長 よ り 幅が広い。

1 c 類 ( 9 ) 

全体の形状が正三角形 を し て い る 凹基式の石鍛で

あ る 。 凹基の状態 は三角形状に扶れ る 。

R a 類 (1 0)

全体の形状が二等辺三角形 を し て い る 平基式の石

鎌で あ る 。

R b 類 (1 1 ...... 1 3)

全体の形状が二等辺三角形 を し て い る 凹基式の石

鍛で あ る 。 凹基の状態 は わず か に 扶れ る 程度で あ る 。

R c 類 (1 4...... 1 8)

全体の形状が二等辺三角形 を し て い る 凹基式の石

鎌で あ る 。 凹基の状態 は三角形状 に扶れ る 。

R d 類 (1 9......22)

全体の形状が二等辺三角形 を し て い る 凹基式の石

鎌で あ る 。 凹基の状態 は U 字形状 に扶れ る 。 19-21

1f d 
1 

。 10 20叩

第27図 砥石実測図
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は凹基の扶 り の幅が小 さ い。 22は五角形の形状 を 呈

す 。

23は基部 を 欠損 し ， 分類が不明 の も ので あ る 。

石匙 (第25図 1 ..... 3 )  

3 点の 出土で あ っ た 。 いずれ も 出土地点 を押 さ え

ら れな い。 1 . 2 は縦型の石匙で ， つ ま み部 を は っ

き り 作 り 出 し て い る 。 3 は横型の石匙で ， や は り つ

ま み部 を は っ き り 作 り 出 し て い る 。

石錐 ・ 異形石器 (第25図 4 ・ 5 )

いづれ も 調査区 I 区の北西隅か ら の 出土であ る 。

1 は石錐であ る 。 2 は削器の可能性が あ る 。

磨石 ・ 融石 (第26図)

総数 5 点 が 出土 し た 。 そ の 内訳は調査区 I 区の北

西部か ら 2 点 ， 調査区 E 区か ら ， 出土位置 を押 さ え

ら れな い も の の 3 点で あ る 。 そ の他 ， 後述す る E 区

に所在す る 歴史時代の竪穴式住居跡か ら も ， 2 点 が

出土 し て い る 。

出土総数が少 な いせ い も あ る の か も 知れ な い が ，

磨石 ・ 敵石の 出土位置に 限れば E 区の方が顕著であ

る 。

1 - 3 は球形の も の で あ る 。 いずれ も 敵打痕跡が

側面 に認め ら れ る 。 2 は か な り 小型の も の で あ る 。

4 - 5 は円盤状の も の で い ずれ も 敵打痕跡 を も っ 。

5 は他 に比 し て小型で ， 平面部 に も 敵打痕跡が認め

ら れ る 。

砥石 (第27図)

1 点の出土で あ る 。 石材は砂岩 で あ る 。 幅が14cm

ζこここ〉
。 5 10叩

第28図 不明石製品実測図

第 W 章 別府遺跡の調査の成果

を越え る 大型の も の で あ る 。

不明石製品 (第28 ・ 29図)

1 は形状的に は瑛状耳飾に類似す る が ， 大型で重

量は34 g を 量 る 。 2 は ， 小型の ノ ミ 状の石斧に類似

す る o 四面 と も 面取 り 加工 を施 し て い る 。 刃 部 を 欠

損 す る 。 全長5. 4叩 ・ 幅1 . 1 cm で ， 重 量5. 8 g で あ る 。

E 区の E 層包含層 か ら の 出土 で あ る 。

4 . ま と め

縄文時代 に属す る 資料 も そ れほ ど 多 い も の で は な

い。 遺構 と し て は ， 集石が 2 基 あ る の み で あ る 。 い

ずれ も 掘 り 込み を 有す も の で あ る 。 1 号集石 は ， そ

の検出状況か ら ， 早期に属す る 可能性が高い。 ま た

2 号集石 は ， 出土 し た土器は底部 1 点 の み で あ る が ，

そ れは後期か ら 晩期 に か け て の も の と 考 え ら れ る 。

土器 (第1 8図) に注 目 す る と ， 縄文時代早期 に 位

置づ け ら れ る 土器が 2 点 (第1 8図 1 ・ 2 ) ， 後期に位

置づ け ら れ る も の が 2 点 (第1 8図 3 ・ 4 ) で ， そ の

他の ほ と ん ど の土器が縄文時代晩期 に 属す る も の で

あ り ， そ の 中 心 は縄文時代晩期 に あ る 。 そ の な か で

孔列文土器 (第四国1 3) は ， 朝鮮半島 と の何 ら かの

関係 を伺わせ る も の で あ る と い う 。 福岡県 を は じ め

と し て ， 宮崎県や鹿児島県で数十例が報告 さ れて い

る 。 し か し熊本県内では 出土例 が ほ と ん ど な く ， 別

府遺跡の孔列文土器は ， 南九州 と の 関係 を 考 え た方

ζコ 2 

。 5 叩

第29図 不明石製品実測図
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第 3 節 弥生 古墳時代の造物

が い い の か も し れな い 。 2 . 包含層 出土の石器 (第30図 )

ま た 遺物の 分 布 を み る と I 区の 北 西 に 集 中 す る 。 磨製石鍬で 基部の一端 を 欠損す る 。 基部 に 扶 り

こ れは 前述 し た よ う に I 区の他の地域が削 平 を 受 け を 有す も の で あ る 。 石材は安山岩で ， 現状 で全長2. 7 

て い る 乙 と に起因す る も の で あ り ， 包 含層出土の弥 cm . I幅1 . 9cm ・ 厚 さ 0. 3cm で、 あ る 。 重 量 1 . 6 g を 計 る 。

生 ・ 古墳時代の 土器や歴史時代の 土器 に お い て も 1 区 F 1 グ リ ッ ド か ら の 出 土で あ る 。

や は り I 区の北西 に 集 中 す る 傾向 が認 め ら れ る 。

し か し E 区 に お い て は ， 全体的 に ， 縄文時代の遺物

は微少で あ る 。 こ の こ と は縄文時代の 中 心 は I 区 に

あ る と い え よ う 。

第 3 節 弥生 ・ 古墳時代の遺物

1 . 包含層 出土の土器 (第31 図 )

こ の時 期 に 属 す る 遺物は極少量で、 あ る 。 弥生時代

か ら 古墳時代 に か け て の 土 器 と 思 わ れ る も の 7 点 を

図化 し た 。 2 を 除 き すべ て 調 査 区 I 区の北西部 か ら

の 出 土で あ る 。 1 は弥生式土器で口縁部 に 2 条の 刻

目 突帯 を も つ も の で あ る 。 2 は胴部片で屈曲部の 上

位 に 重弧文 を 施す。 外器面に斜め方向の ハ ケ 目 調整

を 施す。 3 は 口 縁部片で あ る 。 口縁部が外反す る 。

ま た 2 条の 突帯 を も っ 。 4 は頚部 に 刻 目 突;帯 を も っ

古墳時代の土器片で あ る 。 内面 は工具に よ る ナ デ調

整 を 施 し て い る 。 5 は 口縁直下 に 刻 目 突帯 を も つ も

の で あ る 。 縄文時代 の 刻 目 突帯文土器 と の 区 分 が 難

し い が ， 刻 目 が太 い こ と か ら こ の 時期 に 含 め た 。 6

は屈曲部 に 刻 目 突帯 を も っ 。 内 外面 と も ハ ケ 目 調整

を 施す。 7 は古墳時代 の 土器の底部で あ る 。 平底で

突出気昧の も の で あ る 。

�g，と全て [ 
尚 ..;..

hナぷ散命頑聖 ，L(

、、

3 . ま と め

こ の H寺期 に 属す る 遺物 は ， ご く 少量 で あ っ た 。 し

か し ， 重弧文土器 な ど 確実 に 弥生時代の遺物が存在

す る こ と は確 か で、 あ る 。

後述す る 潜遺構か ら は ， 鹿 を 描 い た と 思 わ れ る 線

刻際 も 出土 し て い る 。 こ の溝遺構 が ど の時代に該当

す る か 不 明 で あ る が ， 鹿 は弥生時代 の 画材で最 も 多

く 登場 す る こ と よ り ， こ の線刻離 は弥生時代の も の

と 考 え て い る 。 鹿 は水稲農耕儀礼に と っ て 不可 欠 な

動物で あ る と い う (橋本1989) 。 そ う で あ る な ら ，

別府遺跡周辺 に お い て も 稲作 が 行 わ れ て い た 可能

性 を 示唆す る も の で あ る 。
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第30図 磨製石鍍実測図
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第 4 節 歴史時代の遺構 と 遺物

第 4 節 歴史時代の遺構 と 遺物

1 . 竪穴式住居跡 と そ の 出 土遺物

竪穴式住居跡は 1 軒が検出 さ れた 。

1 号竪穴式住居跡 (第33図)

第 E 調査区南東端 L 8 グ リ ッ ド 内で検出 さ れた竪

穴式住居跡で あ る 。 平面形は ， 東西軸が 4 m 72咽 ，

南北軸 4 m 56cm程度の方形 で あ る 。 削平がひ ど く ，

深 さ は15cm程度 で あ る 。

床面 に は ， ほ と ん ど硬化面 は認め ら れな か っ た 。

し か し厚 さ 約 2 - 3 咽の 白色粘土が ， ご く 部分的 に

床面に認め ら れた 。 乙 れは床面の 凹 凸 を 整 え る た め

に 用 い ら れた も の と 推定 さ れ る 。 本来 は床面一面 に

粘土 を 敷 き 詰め て い た も の か も 知れ な い 。 焼土は住

居跡内 中央に認め ら れた 。 約10cmの浅い掘 り 込み を

も ち ， 長軸約 1 m ・ 短軸約60cmの不整な楕円形 を呈

す る 。 ま た 3 箇所 に柱穴 と 思わ れ る も の を検出 し た

が ， 主柱穴 と な る も の は不明で あ っ た 。

出土遺物は土師器の杯や須恵器の皿 ・ 高台付 き 碗

そ れに磨石 な ど が見 ら れた 。

1 号竪穴式住居跡出土遺物 (第34 ・ 35図)

1 - 3 は土師器の杯で あ る 。 1 は ， 平底の底部か

ら ， 体部が直線気味 に 立 ち 上 が る も の で あ る が ， 体

部下位でわずか に屈折す る 。 ま た 口縁端部がわずか

に外に聞 く 。 底部 と 体部の境は明瞭で あ り . 2 . 3 

に比べ器高が高い。 2 . 3 は 1 に比べ る と わず か に

丸み を持つ も の で あ る 。 4 は須恵器の小形壷 と 思わ

れ る 。 5 ・ 6 は須恵器碗で ， 短い高台 を 持つ 。 高台

はいずれ も 底部外端 に付 く 。 7 は須恵器の皿でナ デ

調整 を施す。

第35図 は磨石で あ る 。 円盤状の も の で ， 敵打痕跡

を も っ。 全長9. 6cm ・ 幅10. 6cm ・ 厚 さ 4. 7cmで あ る 。

重量780 g を 計 る 。
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第33図 1 号竪穴式住居跡実測図
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2 . 掘建柱建物跡 と そ の 出土遺物

掘建柱建物跡 l 棟 を検 出 し た 。

1 号掘建柱建物跡 (第36図)

第 I 調査区南端 L 2 グ リ ッ ド 周辺に位置す る 。 掘

建柱建物跡 と 考 え ら れ る 。 桁行 3 間 ， 梁行 2 聞の柱

配置 を し て い る 。 北~南方向の主軸 を も つ も の で あ

る 。

西側桁行 は約 5 m 20cmで ， 柱聞は北よ り 約90cm '

1 m 63cm ' 1 m 63cm を 測 る 。 東側桁行 は約 5 m 10cm 

で ， 柱聞は北よ り 約79cm ， 北 よ り 3 番 目 の柱痕跡が

存在 し な い た め 3 m 26cm を 測 る 。

北側梁行は約 3 m 80cmで ， 柱聞は西よ り 約 1 m 81 

cm ' 1 m 20cm を 測 る 。 南側梁行 は約 3 m 68cm で ， 柱

聞は西よ り 約 1 m 64cm ' 1 m llcm を 測 る 。

第 W 章 別府遺跡の調査の成果

し か し 北側の桁行が他 に 比 し て短い こ と な ど よ り ，

桁行 2 間 ， 梁行 2 聞の柱配置で北側 に 庇 を 有す る も

のの可能性 も 捨て き れ な い 。

遺構検出面での柱穴の 大 き さ は ， 直径20-32cm で

深 さ は15-60cm程度 を 測 る 。 柱痕跡 を 残 し た柱穴は

1 箇所か ら 検出 さ れた 。 直径 は約10- 15咽 で あ る 。

出土遺物は検出 さ れな か っ た 。

3 . 土坑 と そ の 出土遺物

14基の土坑が検出 さ れた 。 一点の遺物 も 出土 し な

い土坑につ い て は ， そ の所属時期が不明で あ る が ，

便宜的に こ の頁で一括 し て記述す る 。

1 号土坑 (第37図)

J 10グ リ ッ ド に位置す る 土坑で あ る 。 平面形態 は ，

三一r て工J
�ム./.

て ー-' 0 5 10叩

第34図 1 号竪穴式住居跡出土土器実測図

1 
。 5 10cm 

第35図 1 号竪穴式住居跡出土石器実測図
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第 4 節 歴史時代の遺構 と 遺物

不整な惰円形 を 呈 し て い る 。 土坑の規模は ， 長軸 2

m 36cm ・ 短軸 1 m 56cm程度 で あ る 。 深 さ は ， 最 も 深

い と こ ろ で も 17cm程度 で あ る 。

床面 は比較的平坦で、 あ る 。 土坑内の東側寄 り に焼

土が見 ら れ る 。 そ の焼土の存在す る 付近 よ り ， 土師

器杯 ・ 碗な ど が 出土 し て い る 。

1 号土坑出土遺物 (第37図)

出土 し た 土師器の う ち 1 - 5 ま でが ， 底部 を 欠損

す る た め ， 口径に よ り 比較す る と ， そ の 口径の大 き

さ に よ り ， 3 種類に 分類で き る 。 口径が16cm に近い

も の ( 1 ・ 2 ) ， 口径が15cm に近い も の ( 4 ・ 5 ) 。

そ れ と 口径が13cm に近い も の ( 3 ・ 6 . 7 ) の 3 種

類で あ る 。

口径の違いか ら 推察す る と ， 口径が13cm未満の も

の ( 3 ・ 6 ・ 7 ) は高台 を 持た な い も の で あ り ， そ

れ以外は高台 を 持つ も の で あ ろ う 。

高台 を 有す る と 推察 さ れ る も の の う ち ， 1 . 4 は ，

体部が ほぼ直線的 に 立 ち 上が り ， 口縁端部 ま で ， ほ

ぽ ま っ す ぐ な も の で あ る 。 そ の他の 2 ・ 5 も ， 体部

は直線的 に立ち 上が る が ， 上記の 1 ・ 4 に比べ る と

体部下位に わずか に丸昧 を も ち ， 口縁部の先端がわ

ずか に小 さ く 開 く も の で あ る 。

次に高台 を 有 し な い 3 ・ 6 ・ 7 を 見 て み る と 3

・ 6 は体部がほぼ直線的 に立ち 上が る 。 ま た 6 の底

部はほぼ平底で ， 底部 と 体部の境は明瞭で あ る 。 7

は底部 と 体部の境がやや不明瞭で ， 丸み を帯び立 ち

上が る も の で あ る 。

8 ・ 9 は高台部分で あ る 。 両者 と も 高台 が短 く ，

断面三角形の高台 が底部端に付 く 。 8 は底部が厚い。

2 号土坑 (第38図)

J 10グ リ ッ ド に存在す る 土坑で ， 1 号土坑の東約

2 m の地点 に位置す る 。 そ の平面形態 は ， 不整 な 円

形 を呈 し ， 2 段に掘 り 込 ん でい る 。 そ の規模 は ， 直

径 1 m 56cm - 1 m 64cmで深 さ は60cm程度で、 あ る 。

埋土は単層で あ る 。床面 は平坦で し っ か り し て い る 。

出土遺物 と し て は ， 土師器碗が あ る 。
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第36図 1 号掘立柱建物跡実測図
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2 号土坑出土遺物 (第38図)

高台付 き の碗であ る が ， 底部 を欠損す る 。 体部 は

直線的 に 立 ち 上が り ， 口縁端部でわずか に外反す る 。

復元口径15. 3 cm ， 器 高 は 高 台 部 を 除 き 5. 4 cmで あ

る 。

3 号土坑 (第39図)

J 10グ リ ッ ド に位置す る 土坑で あ る 。 4 号土坑 を

壊 し て い る 。 そ の平面形態 は ， 不整な楕円形 を呈 し

て い る 。 そ の規模は ， 長軸 1 m 38cm ・ 短軸68cm ・ 深
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第 W 章 別府遺跡 の 調査の成果

さ 52cm程度 で あ る 。

埋土 は単層 で あ る が ， 床面 に は焼土が認め ら れ ，

ま た微細 な炭化物 も 検出 さ れた 。 床面 は比較的平坦

で あ る 。

遺物 と し て は ， 杯 ・ 高台付碗 ・ 黒色土器 ・ 費 ・ 鉢

・ 移動式か ま ど な ど 多 く の器種が出土 し て い る 。 し

か し すべて土師器 で あ り ， 須恵器は 1 点 も 出土 し て

い な い。 そ の う ち の い く つ か に は煤が付着 し た り ，

は っ き り と 火 を 受 け 赤変 し て い る 痕跡が認め ら れた 。
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第 4 節 歴 史時代の遺構 と 遺物

そ の 中 に は ， 接合で き る 破片で ， 一方は赤変 し て お

り ， 他方 と お お き く 色調 が違 っ て い る も の な ど も 存

在す る 。 そ の他の土師器 に も かすか に赤 く 変色 し た

よ う に な っ て い る も の が 多 い。

土坑に土器 を 投棄 し た後 に燃や さ れた も の と 考 え

ら れ る 。

ま た移動式か ま ど につ いて は ， 生活必需品 で あ る

に も か か わ ら ず ， 出土数が少 な い 。 乙 の こ と よ り ①

祭杷用 の も の で あ る 可能性。 ②廃棄 さ れ る 場合に移

動式か ま ど と 認識出来 な い ほ ど の小片 と な っ て し ま

っ た 。 な ど が考 え ら れて い る 。

3 号土坑出土遺物 (第40�42図)

1 -15は杯で あ る 。

1 . 2 は ， 口径12cm前後で、器高4. 2 cm前後の やや

小型の も の で あ る 。 平底の底部か ら ， 体部が ほぼ直

⑨ 

A 

A L = 179 . 800m 

線的 に立ち 上が り ， 口縁端部がわずか に外反す る 。

3 - 8 は ， 口 径12. 6 - 13. 4cmで ， 器 高4. 6-5. 1

cmで、 あ る 。 平底の底部か ら 体部 は ほ ぼ直線的 に 立 ち

上が る 。 そ の う ち 6 - 8 は体部の下位で若干屈折す

る 。 7 は体部外面 に墨書が認め ら れ る 。 2 つの 文字

が書かれて い る が ， 薄れて読み取れ な い 。 底径 は6.

5-7. 9cm と やや ぱ ら つ き が あ る 。 底部 は回転へ ラ 切

離 し の ま ま で未調整の も の ( 6 ・ 7 ) や板 目 圧痕が

認め ら れ る も の ( 3 ) な ど が あ る 。

9 - 13は口径13. 8- 14. 2cmで、 あ る 。 器高は 5 cm前

後の も の ( 9 - 11) と 4. 3cm前後の器高 が や や 低 い

も の (12 . 13) と に分か れ る 。 底径は6. 0-6. 9cmで ，

上記の 1 - 8 に比べ底径が小 さ い。 そ の た め体部の

外への傾 き がやや急で あ る 。 や は り 平底の底部か ら

体部 はほぼ直線的 に 立 ち 上が る 。 そ の 中 で13はやや

A' 
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第38図 2 号土坑及び 2 号土坑出土遺物実測図
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丸底気味で あ る 。 ま た 10は底部 に板 目 圧痕が認め ら

れ る 。

14は 口径13. 2cm ， 器高4. 8cm ， 底径7. 3cmで ， 直線

的 な 体部で ， 口縁先端でわずか に外反す る 。 底部 は

円盤貼 り 付 け 状で ， 板 目 圧痕 が認め ら れ る 。

15は口径14. 6cm ， 器高5. 1cm ， 底径8. 0cmで ， 直操

的 な 体部で あ る 。

16- 19は高台付 き 碗で ， 内器面 を いずれ も 黒 く 仕

上 げて い る 。 口径15. 1 - 16. 3cmで ， 器高 は5. 5-6. 1

cm程度で あ る 。 上記杯 に比べ て 口径が大 き い。 体部

はほぼ直線的 に 立 ち 上が り ， 口縁部は ま っ す ぐ伸び

る 。 低い高台 が底部端に つ く 。 そ の断面形 は台形に

近い。 そ の 中 で18は 火 を 受 け 内面の一部が赤変 し て

い る 。

引2

⑩ 

第 W 章 別府遺跡の調査の成果

20は浅鉢で ， 内器面 を 黒 く 仕上 げて い る 。 口径15. 5

cm ， 器高2. 8cm ， 底径5. 7cm で、 あ る 。

21-26は費で あ る 。 21 ・ 22は小型で楕円形の胴部

に外反す る 短 い 口縁部が付 く 。 いずれ も 外面 はハ ケ

メ 調整。 内面はへ ラ 削 り を 施す 。 23は楕円形の胴部

に外反す る 口縁部が付 く 。 丸底で ， 胴部下半が張 り ，

頭部が わずか にすぽま る 。 24 も 同様 な 器形 と 思われ

る が ， 直線的で、 あ る 。 25は胴部下半の張 り が少 な Po

26 も 同様 な 器形 で あ る が ， 対 と な る 取 っ 手 を 有す。

いずれ も 口縁部 は内外器面 と も 横 ナ デ ， 胴部外面 は

ハ ケ 調整 ， 内面 はヘ ラ ケ ズ リ で あ る 。

27は移動式か ま ど で あ る 。 口縁部か ら 体部の焚 き

口付近の部分約 3 分の 2 が残存 し て い る 。 外面はハ

ケ メ ， 内面はへ ラ ケ ズ リ を 施す。
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4 号土坑 (第39図)

3 号土坑に接す る 土坑で あ る 。 3 号土坑に よ り 一

部 を破壊 さ れて い る 。 そ の平面形態 は ， 不整な楕円

形 を 呈 し て い る 。 そ の規模 は ， 長軸 2 m 68cm ・ 短軸

1 m 54cm ・ 深 さ 15cm程度 で あ る 。

埋土は単層 で あ る 。 ま た床面 は比較的平坦で あ る 。

遺物 と し て ， 土器の細片が 2 点程出土 し て い る が ，

3 号土坑か ら の流れ込みの可能性が高い。 ま た細片

で図化 に耐え 得 る も の で は な か っ た 。

5 号土坑 (第43図)

J lOグ リ ッ ド 内の 4 号土坑西側 に位置す る 土坑で

あ る 。 そ の平面形態 は ， 不整 な楕円形 を 呈 し て い る 。

そ の規模は ， 長軸 2 m 02cm ・ 短軸 1 m 22cm ・ 深 さ 8

cm程度で あ る 。 土坑内の両端に柱穴が存在す る が ，

5 号土坑に伴 う も の で は な い。

埋土は単層 で あ る 。 ま た床面は比較的平坦で あ る 。

遺物 と し て は ， 円離が 1 点土坑内 中央 よ り 出土 し

て い る 。

6 号土坑 (第43図)

J ll グ リ ッ ド 内の南東部 に位置す る 土坑で あ る 。

そ の平面形態 は ， 不整な楕円形 を 呈 し て い る 。 そ の

第 N 章 別府遺跡の調査の成果

規模は ， 長軸 1 m 23cm ・ 短軸94cm ・ 深 さ 20cm程度で

あ る 。

埋土は単層 で あ る 。 ま た床面は南 よ り 北に 向か つ

て わずか に深 く な る 。

遺物 と し て は ， 土器の小破片が 2 点程出土 し て い

る が ， 図化 に耐 え 得 る も の で は な い。

7 号土坑 (第44図)

J ll グ リ ッ ド 内の南に位置す る 土坑で あ る 。 そ の

平面形態 は ， 不整 な楕円形 を 呈 し て い る 。 そ の規模

は ， 長軸 1 m 75cm ・ 短軸 1 m 40c皿 ・ 深 さ 10cm程度で

あ る 。 土坑内 に約70cm X 40c皿 の不整な 楕円形の掘 り

込みが認め ら れ る が ， 土坑に伴 う も の で は な い。

埋土は単層 で あ る 。 ま た床面 は比較的平坦で あ る 。

遺物 と し て は ， 土師器の杯 2 点 と 碗 1 点 が 出土 し

て い る 。

7 号土坑出土遺物 (第44図 )

1 . 2 は 杯 で あ る 。 口 径13. 2-13 . 9cm ・ 器 高5. 0

-5. 2cm ・ 底径6. 8-7. Ocmで あ る 。 平底 の 底 部 か ら ，

体部がほぼ直線的 に立 ち 上が る が ， 体部の下位に若

干丸み が認め ら れ る 。 両者 と も やや歪みが認め ら れ

る 。

凶 I �� I 
1 ; ⑨ I � 
ロ由・
80
5

。
cpF、n 吋

。 0 . 5  1m 

5号 6号
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3 は 碗 で あ る 。 復 元 口 径14. 2cm ・ 器 高7. 3cm . 復

元底径8. 4 cm で ， 器 高 が 高 い 。 体音1) は直線的 で あ る 。

底部端 に や や 高 め の 高台 が 付 く 。8 号土坑 (第45図)
K ll グ リ ッ ド に 位置す る 土坑で ， そ の 平面形態 は ，

不 整 な 楕 円形 を 呈 し て い る 。 そ の規模は ， 長llílli 1 m 

42cm . 短車Ih 1 m 3 cm ' 深 さ 27cm程度で、 あ る 。

埋土は単層 で あ る 。 床面は比較的平坦で あ る 。

遺物 は 出 土 し て い な い 。9 号土坑 (第45図)
K 10 グ リ ッ ド に 位置す る 土坑で ， そ の平面形態 は ，

不 整 な 楕円 形 を 呈 し て い る 。 そ の規模は ， 長中Ih 2 m 

26cm ・ 短軸87cm . 深 さ 17cm程度で、 あ る 。

⑥ 

埋土 は単層で あ る 。 床面 は比較的平坦で ， 中 央部

分 に 深 さ 18cm程度 で ， 径20-30cm の 円形の掘 り 込み

が認め ら れ る が ， 乙 の 土坑 に 伴 う も の で は な い 。

遺物 は出土 し て い な い 。1 0号土坑 (第45図)
L 8 グ リ ッ ド に位置す る 土坑で ， そ の 平面形態 は ，

不 整 な 円 形 を 呈 し て い る 。 そ の規模は ， 径 1 m 32cm 

- 1  m 62cm . 深 さ 17cm程度 で、 あ る 。

埋土に は焼土や炭化物 を 含む が ， 分層 は で き な か

っ た。 床面 は比較的平坦で あ る 。

遺物 は土師器の杯 ・ 碗が 3 ・ 4 点出土 し た が ， か

な り 脆 く な っ て お り ， 取 り 上 げ る 際 に 粉 々 に な っ て

し ま い ， 復元が不可能 と な っ て し ま っ た 。
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第 4 節 歴史時代の遺構 と 遺物

1 1 号土坑 (第46図)

M 9 グ リ ッ ド に位置す る 土坑で ， そ の平面形態 は ，

不整な 円形 を 呈 し て い る 。 そ の規模は ， 径 1 m 80cm 

程度で ， 深 さ 約33cm程度で、 あ る 。 土坑内の北側や土

坑周辺 に 円形の掘 り 込み が存在す る が ， こ の土坑に

伴 う も の で は な い。

埋土は単層 で あ り ， 床面 は比較的平坦で あ る 。

遺物は土師器の 杯 1 点 が 出土 し て い る 。

1 1 号土坑出土遺物 (第46図)

杯で ， 口縁部分 を 欠損す る 。 底部 は平底で ， やや

丸み を 持 っ て 立 ち 上が る よ う で あ る 。

1 2号土坑 (第47図)

M I0グ リ ッ ド に位置す る 土坑で ， そ の平面形態 は ，

不整な 円形 を 呈 し て い る 。 そ の規模は ， 径90cm前後

で ， 深 さ は約14cm程度 で あ る 。

埋土は単層 で あ る 。 ま た床面は比較的平坦で あ る 。

遺物は角離が 2 点 出土 し て い る 。

1 3号土坑 (第48図)

1 2 ・ J 2 グ リ ッ ド に ま た が っ て位置す る 土坑で

A 

A L= 180 . 000m 

=ご士三三入

あ る 。 長軸が 4 m 以上の大 き な 2 つ の不整形の土坑

と 3 つの小 さ な土坑が部分的 に 重 な っ て い る よ う に

思われる 。 ま た そ れ以上の土坑の重な り が あ る の か

も 知れな い が ， 遺構検出時点で は確認が で き な か っ

た 。

南側の土坑の平面形態 は 不正な楕円形 を 呈 し て

お り ， 西側の一部 を径 1 m 20- 1 m 40cmの小 さ な土

坑に よ り 破壊 さ れて い る 。 そ の規模は ， 長軸 4 m 66 

cm ・ 短軸 2 m 90cm程度で ， 深 さ は最深で、48cm程度で、

あ る 。 そ の床面 に は浅い凹凸が あ り ， 本来 は 3 つ の

土坑で構成 さ れて い る も の か も し れ な い が ， 平面や

土層断面か ら は確認で き な か っ た 。

北側の土坑は ， 南側端 と 西側端が他の土坑 に よ り

壊 さ れて い る 。 そ の平面形態 は ， 不整な楕円形 を 呈

し て い る 。 そ の規模は ， 長軸 4 m 60cm . 短軸 1 m 70 

cm ・ 深 さ 30cm程度で あ る 。 床面 は比較的平坦で あ る 。

な お ， 埋土は分層 が困難で あ っ た 。 そ の色調 は暗

褐色砂質土で あ っ た 。

出土遺物は ， ほぼ ま んべんな く 土師器 ・ 須恵器の

A
' 

グ
」

一一一一
\
\�グJー--三三三=ー

。 0 . 5  1m 。 5 10cm 
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小破片が散在 し て い た 。

1 3号土坑出土遺物 (第48図)

出土 し た遺物の 多 く が小破片で ， 接合で き た も の

は ご く 少量で あ り ， 図化で き た も の は下記の 2 点で

あ っ た 。

1 . 2 は ， 須恵器の高台付 き の碗で あ る 。 いずれ

も 体部が直線的 に立 ち 上が り ， 低い高台が付 く 。 1

は南側の土坑 . 2 は北側の土坑か ら の 出土であ る 。

1 4号土坑 (第49図)

H 2 グ リ ッ ド に位置す る 土坑で あ る 。 土坑の平面

形態 は ， 不正形 を 呈 し て お り ， そ の規模は ， 長軸 6

m ・ 短軸 2 m 70cm程度で 深 さ は最深で、48cm程度で

あ る 。 そ の床面は比較的平坦で、 あ る 。

土坑検出時点 で ， そ の埋土に は ， 焼土や微細 な炭

化物が交 じ っ て い た 。 ま た 土坑内北側の床面に は ，

平面形が長軸約 2 m ・ 短軸 1 m 20cm程度の楕円形で ，

最大の厚 さ 約20cmの焼土帯が確認 さ れた 。 ま た西側

の壁面 に は30-20cmの 円形の焼土帯が 2 カ 所で確認

さ れて い る 。

出土遺物は ， 土坑内全域に須恵器や土師器の小片

が散在 し て い た 。

1 4号土坑出土遺物 (第49図)

1 . 2 は土師器の杯で あ る 。 1 . 2 共に平底の底

部か ら ， ほぽ直線的 に立ち 上が る 。
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3 は土師器の碗で あ る 。 や は り 体部 は直線的 に た

ち あ が る 。 高台 は低 く ， 断面形が台形 に 近 い も の で

あ る 。 土師器 に し て は焼成が極め て 良好で ， 赤茶 け

て い る 。 須恵器の焼成の 悪い も の か も 知れな い 。

4 は縄文式土器で あ る 。 た だ し ， こ の土器の接合

関係 を み る と ， 土坑外の も の と も 接合す る の で ， こ

の土器の一部の破片が土坑内 に流れ込ん だ も の と 思

われる 。 口縁部分で わずか に 湾曲 し ， ま た わずか に

肥圧 さ せて ， 文様帯 と し て い る 。 凹椋で鍵形の 文様

を施す。

5 は ， 土師器の 杯蓋で あ る 。 つ ま み を 有 し ， か え

り を 持た な い も の で ， 天井部 に ヘ ラ ケ ズ リ の痕跡が

わずか に残 る 。

6 は ， 須恵器の杯蓋で あ る 。 偏平でつ ま み ， か え

り 共 に有 し な い。 歪みが あ る も の で あ る 。

7 . 8 は須恵器の高台付 き の碗 で あ る 。 いずれ も

歪みがひ ど い が ， 体部 は直線的 に 立 ち 上 が る も の で ，

低p高台 を 有す。 8 は外器面全体 に 自 然柚が掛か る 。

ま た底部端に高台が付 く 。

9 は焼成粘土塊 で あ る 。 色調 は灰褐色 を な し ， 一

部 に煤の付着 が 認め ら れ る 。 重量15. 6 g で あ る 。

幅1 . 5 cm程度の粘土組 を 2 本 を握 り 潰 し た よ う な状

態であ る 。

4 . そ の他の遺構 と 遺物

暁土遺構 (第1 2図)

J 9 グ リ ッ ド 内南西部で土が焼け た部分が あ っ た 。

削平の た め か ， 掘 り 込み は確認で き な か っ た 。 不定

形で . 1 m 40cm X 1 m 20cm前後の範囲 に収 ま る 。 碗

の高台部分が出土 し て い る 。

焼土遺構出土遺物 (第50図 1 ) 

1 は碗の高台部分で ， 底部端 に つ き ， 湾曲気味 に

外に 開 く 。

1 3号 ピ ッ ト (第1 2図)

調査区内 に は ， ピ ッ ト が数十個検出 さ れて い る が ，

掘建柱建物跡に伴 う も の は ， 前述の も の だ け で あ っ

た 。 し か し そ の 中 で M10グ リ ッ ド 内 に 位 置 す る 13

1m 号 ピ ッ ト は ， 径46cm で ， 深 さ 約40cmの し っ か り し た

も の で あ っ た 。 し か し そ の周辺 に は ， ほ か に柱穴 と

思われ る よ う な も の が な か っ た 。 ま た こ の ピ ッ ト の
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第 4 節 歴史時代の遺構 と 遺物

上面か ら は ， 土師器杯 1 点 と 碗 2 点 が 出土 し て い る 。 切 り 離 し の ま ま で あ る 。

遺物 (第50図 2 ...... 4 ) 3 - 5 は ， 口径が11cm前後の も の で ， 器高が 4 cm 

2 は土師器杯 で ， 復元 口 径12. 8cm ， 器高4. 3cm ， 前後の も の で あ る 。 いずれ も 底部 は平底で ， 体部 は

底径6. 0cmで あ る 。 直椋的 な 体 部 で あ る が ， 体部の やや直線気味に立ち 上が る 。

下位 に若干丸み を も っ 。 6 . 7 は 口径が12. 4cm ， 器高4. 8cm ， 底径7. 5cm前

3 . 4 は碗で あ る 。 2 は ， 復元口径13. 8cm ， 器高 後で ， 底径が大 き い 。 いずれ も 底部は平底で ， 体部

6. 7cm ， 底径7. 5cm で ， 高台 を有す も のの な かでは口 は直糠的 に立ち 上が る 。 底径が大 き い た め ， 体部 が

径が小 さ く ， 器高が高い。 体部は直線的 に 立 ち 上が やや立 ち 気昧に な る 。

る 。 高台 は底部端に つ き ， そ の断面形は三角形に近 8 ・ 9 は ， 口径14cm を超 え る も の で あ る 。 8 は ，

い。 4 は高台部分のみで ， や は り 高台の断面形は三 器高4. 6cm で あ る 。 平底の底部 よ り ， 若干丸昧 を 帯

角形に近い。

5 . 包含眉 出土の遺物

分布 (第32図)

遺物の分布は ， 位置 を 押 さ え ら れ る も の が少 な い

が ， や は り I 区の北東側 に 集 中 す る 。 須恵器の 出土

箇所はすべて I 区で あ る 。 陶磁器は E 区の西部か ら

出土 し て い る 。

遺物 (第52図)

1 - 15 ・ 17 ・ 18は ， 土師器で あ る 。

1 - 9 は高台 を 持た な い も の で あ る 。

1 • 2 は ， 口径がlOcm前後の も の で器高が 3 cm位

の も の で あ る 。 1 は底径が5. 9 cm と 大 き い た め体部

が立つ 。 2 は平底の底部か ら 体部 は直諌的 に 立 ち 上

が る 。 口縁端部 は わずか に 内湾 し ， 底部 は回転ヘ ラ

j !こミ 1

焼土遺構 1
13号 ピ ッ ト : 2 � 4  

びて 立 ち 上 が る 。 9 は ， 器高5. 8cmで ， 体部 は直緯

的であ る 。 ま た歪みが大 き い 。

10-11 は高台付 き の碗で あ る 。 10は復元口径が14.

6 咽 ， 11 は復元口径15. 0叩 で あ る 。 10は器高 ・ 底径

と も に大 き い。 平底で体部が直線的 に 立 ち 上 が る 。

焼成 は良好で ， 須恵器に近い も の で あ る 。 11 も ， 平

底の底部か ら 体部がほぼ直線的 に 立 ち 上が る 黒色土

器で ， 高台の先端が ゆ る やか に 外 に 聞 く 。

12は ， 鉢で あ る 。 頭部が く びれ ， 口縁部が短 く 外

反す る 。

13は蓋で ， か な り 偏平 な 形 を し て い る 。 小 さ く 偏

平なつ ま み が付 く 。

14は費で ， 胴部下半 を 欠損す る 。 口縁部が ゆ る や

か に外反す る 。 調整は外面ハ ケ ， 内面 ケ ズ リ で あ る 。

15は底部 を 欠損す る が ， 鉢 と 思われ る 。 口縁部が

。 5 10叩

第50圏 構土遺構 ・ 1 3号 ピ ッ ト 出土遺物実測図

可市 ノ
第51 図 陶磁器実測図

-238-

\ーとブ 3

o 5 10cm 



第 N 章 別府遺跡、の調査の成果

「{l

d ------

， ， 、、 --

1 1 」J ; J
Lームザ》24J429

� r卜 J 、、
13 

。 5 10cm 

第52図 包含層 出土遺物実測図

-239ー



第 4 節 歴 史時代の遺構 と 遺物

⑨ 

間，
rhVH

D L= 180 . 400m D' 

ー\一一ノc::==

C L = 180 . 400m C' 

」回同

第53図 溝遺構実測図

-240-

。ピ|

B 

B L= 180 . 400m B' 

====\ r= 

2」ーJ.三

出廿同H

、、 側、、 "
。 2 4m 



な だ ら か に外反す る 。

16は東播窯系の片口の ス リ 鉢で あ る と 思われ る 。

17は小型の曹で球形の胴部に短 く 外反す る 口縁が

付 く 。 外面 はハ ケ メ 調整 ， 内面はへ ラ 削 り を施す。

18は饗の 口縁部か。

19-24 ・ 26-30は須恵器で あ る 。

19 ・ 20は蓋で ， いずれ も ， か え り を有 し な い。 19

は全体的 に丸み を 帯び る 。 天井部付近は回転ヘ ラ 切

り 離 し の痕跡が残 る 。 ま た天井部 と 体部の区分が不

明瞭で ， つ ま み を 有 し な い も の で あ る 。 20は ， 擬宝

珠形のつ ま み を有 し ， 天井部 と 体部の区分が明瞭な

も の で あ る 。 口縁部付近に 回転ヘ ラ ケ ズ リ に よ り 段

を つ け る 。

21 -24は皿で あ る 。 口径は そ れぞれ14. 4cm ， 13. 5 

cm ， 13 . 1cm ， 16 . 2cm で あ る 。

25は土師器杯の底部片。

26-30は高台付 き の碗で あ る 。 26-28は体部が直

線的 に立ち 上 が る 。 30は丸み を持ち ， 垂直気昧 に立

ち 上が る 。 ま た高台 は い ずれ も 短め で ， 断面形が四

角 に 近 い も の (26 ・ 29 ・ 30) と 三 角 形 に 近 い も の

(27 ・ 28) が あ る 。 ま た高台の断面形が三角形 に近

い27 ・ 28は ， 高台 が底部端部 につ く 。

第51図 1 - 3 は陶磁器で あ る 。 陶磁器類は K llグ

リ ッ ド 内の西側 に 設定 し た ト レ ン チ 内 よ り 数点破片

第 W 章 別府遺跡の調査の成果

青みが か っ た 白灰色の軸 が か か る 。 ま た底部部分の

柚 は カ キ取 ら れて い る 。 3 は陶器の底部部分で ， 回

転糸切 り 底 と な る 。 内面 に は深緑色の軸 が か か る 。

外面は無軸で あ る 。 瀬戸系の も の と 思われ る 。 底径

3. 6cm を 計 る 。

6 . 時期不明の遺構 と そ の 出土遺物

溝遺構 (第53図)

調査区の北西部 F 1 ・ G 1 ・ H 1 ・ 1 1 グ リ ッ ド

に ま た が っ て存在す る 。

現長で約29 m を 測 る が ， 北端は調査区外 と な っ て

お り ， ま た 1 1 グ リ ッ ド付近に お い て は ， 削平が著

し く な り ， 不明瞭 と な る 。 し か し 本来 は さ ら に伸び

て い る と 考 え ら れ る 。 幅 は約 1 m で あ る 。 そ の深 さ

は北端地点で約25cm で あ る 。

出土遺物は極少量で あ る 。 縄文時代晩期の土器の

細片や石器。 そ の他 に石庖丁で は な い か と 考 え ら れ

る 線刻磯や平安時代頃の須恵器 ・ 土師器片 が 出 土 し

て い る 。

そ の 出土状況は ， 溝の削平が著 し いせ い も あ っ て ，

そ の 多 く が溝の床面直上 と な る 。 そ の た め 時期の決

定が で き な か っ た 。

溝出土の遺物 (第54 ・ 55図)

縄文時代の土器や平安時代頃の須恵器 ・ 土師器 は ，

が 出土 し て い る 。 極細片で図化出来な か っ た 。

1 は龍泉窯系青磁の碗で ， 蓮弁の文様 を 有す る 。 1 は ， 全体の形状が正三角形 を し て い る 凹基式の

復元口径16. 8cmで あ る 。 灰色が か っ た緑色の軸がか 石鎌で あ る 。 凹基の状態 は三角形状 に 扶れ る 。 2 は

か る 。 2 は 内面 に ジ グザグ文 を 櫛状の施文具で描 く 。 石錐で あ る 。

復元す る と 口径10. 2cm . 器高1 . 8畑 ・ 底径5. 4cmで ， 3 • 4 は磨石 ・ 敵石で あ る 。 と も に球形の も の で ，

、

A � Â  
〈二〉 1 

。 5cm O 

第54図 溝遺構出土遺物実測図
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いずれ も 敵打痕跡が側面 に認め ら れ る 。

5 は磨製石斧で あ る 。 基部部分 を 欠損す る 。 そ の

全体的形状は伺い知れな い が ， 恐 ら く 基部 に い く に

従い ， 細 く な る も の で ， 形状は二等辺三角形に近い

も の で あ る と 思われる 。

6 は ， 線刻礁であ る 。 一片 4 cm ， 厚 さ 5 皿程で ，

そ の平坦面 に細い穂刻 が刻 ま れて い る 。 そ の線刻 は

胴体 と 思われ る 菱形の糠刻 と 足の よ う な 4 本の線 ，

長い角 を 思わせ る 2 本の緩か ら 成 り ， そ の構成か ら

鹿 を 連想 さ せ る 。

守

、� i 
-. -_ . . � L\縄
三 .... ・ r

7 . 参考資料

調査区外土坑

発見の経緯 と そ の出土状況

別府遺跡 E 区の調査 も 大詰め と な っ た 3 月 に ， 県

営畑地帯総合整備事業の と の地区の施工業者か ら ，

「工事中 ， 重機で掘削 し て い た と と ろ ， 多量の土器

が ま と ま っ て 出 て来たj と の通報 を 受 け た 。 早速現

地へ案内 し て も ら う と ， 須恵器や土師器が重 な る よ

う に 出土 し て い た 。 周辺はすで に工事が進んで お り ，

土器が出土 し た部分だ け が一段高 く 残 っ て い る と い

う 状況で あ っ た 。 発見 さ れた地点は別府遺跡 E 区東

6 

。 5 10ω 

第55図 溝遺構出土遺物実測図
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第 4 節 歴史時代の遺構 と 遺物

南端か ら 南へ約40 m 程い っ た地点 で あ る 。

恐 ら く 土坑の上部が削平 さ れ ， 床面近 く の土師器

・ 須恵器が残存 し て い る も の と 思 われ る 。

遺物は土師器の聾 ・ 杯 ・ 碗 ・ 蓋 ・ 皿や須恵器杯 ・

曹 ・ 蓋 ・ 碗な ど が あ る 。

土坑出土の遺物 (第56 ・ 57図)

1 - 7 は土師器で あ る 。

1 は取手付 き の費 で あ る 。 丸底の底部 よ り ほぼ真

っ す ぐ に 立 ち 上が る 。 外面の胸部下半 は縦方向の ミ

ガ キ ， 内面 はヘ ラ ケ ズ リ を 施す。

2 - 4 は杯で ， やや厚手の も の で あ る 。 2 は ， ほ

ぽ平底の底部で あ り ， 体部の下位で若干屈折 し て立

ち 上が る 。 3 は ， 底部が若干丸み を も ち ， 体部 も わ

ずか に 丸み を も っ て 立 ち 上が る も の で あ る 。 赤 く 彩

色 を 施 し て い る 。 5 は高台付 き の碗で あ る 。 体部は

ほぼ直線的 に 立 ち 上 が り ， 口縁部 は ま っ す ぐ伸びる 。

短 く ， 断面四角形に近い高台 が底部端に付 く 。 底部

内面 に 同心 円 叩 き の痕跡が認め ら れ る 。

6 は蓋で あ る 。 や や偏平化 し て お り ， 頂部 に偏平

な つ ま み を 持つ 。 7 は皿で あ る 。 復元口径14. 4 cm ， 

器高1 . 4 cm を 測 る 。 土師器では あ る が ， 須恵器に近

い も の で あ る 。

8 -17は須恵器で あ る 。 球磨郡錦町下 り 山窯の製

品 に類似す る 。

8 ・ 9 は蓋で ， いずれ も か え り を有せず ， 偏平な

も の で あ る 。 8 はつ ま み を 持たず ， 天井部 に は ， 回

転ヘ ラ 切 り の痕跡が認め ら れ る 。 一方 9 は ， 偏平な

つ ま み を有 し ， 天井部 に は回転ヘ ラ 切 り の痕跡 を ナ

デに よ り I肖 し て い る 。

， ， 

10 ・ 11 ・ 17は費で あ る 。 いずれ も 胴部下半 を 欠損

す る 。 10は外面 に平行叩 き ， 内面 に は 同心 円文の痕

跡が残 る 。 一部に 自 然軸が掛か る 。 11の外面 は ， 自

然軸が一面に掛か る 。 叩 き の痕跡は不明瞭で あ る が ，

格子 目 叩 き を 施 し ， 内面に は同心円文の痕跡が残 る 。

17は前者 に比べか な り 大型の も の で あ る 。 口縁部分

が ， 10 ・ 11 に比べ る と 垂直気味に外反す る 。 外面 に

は平行叩 き ， 一部格子 目 叩 き が認め ら れ る 。 内面に

は同心円文の痕跡が残 る 。

12-16は高台付 き の碗で あ る 。 12-14はいずれ も

体部が直線的 に 立 ち 上が る も の で あ る 。 ま た高台 は

すべて短め で ， 断面形が四角 に近い も の で あ る 。 そ

の 中 で14は底部端 に高台が付 く も の で あ る 。

8 . ま と め

検出 し た遺構 と し て は竪穴式住居跡が 1 軒 ， 掘建

柱建物跡が 1 棟 あ る 。 そ の他 に は ， 土坑や焼土の痕

跡や ピ ッ ト な ど が あ る 。 土坑は遺物が出土 し て い な

か っ た り し て ， そ の時期 が不明 な も の も 含め て 14基

が あ る 。

遺構に伴い出土 し た遺物の ほ と ん ど が 9 世紀代 に

位置づ け さ れ る も の と 考 え ら れ る 。

建物関係の遺構は ， 竪穴式住居跡 1 軒 と 掘建柱建

物跡 1 棟 で あ る 。 そ の他建物の可能性の あ る も の と

し て は ， 13号 ピ ッ ト な ど が あ る 。

そ の遺構の位置 に つ い て みて み る と ， 1 区の東南

端に掘建柱建物跡が ， 11 区の東南端に竪穴式住居跡

が ， 南端に 13号 ピ ッ ト が存在す る 。 こ う い う 状況か

ら ， 1 区の南側の調査区外部分や I 区 と E 区の聞の

1 、 17

10 20倒

第57図 参考資料
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調査区外部分の南側半分 な ど に ， ま だ建物が存在す

る 可能性が あ る 。

土坑に 関 し て は ， 1 区の 中央やや東側寄 り に大型

の土坑 2 基が存在す る 。 E 区の土坑は ， 南側 に限定

さ れ る 。 そ の な か で 1 - 9 号土坑が比較的近接 し て

1 つ の ま と ま り を な す。 ま た調査区外で は あ る が参

考資料 と し て前述 し た土坑が ， 11 区の南側約40 m の

地点 に位置す る 。

土坑個 々 の平面形態及びそ の規模に着 目 す る と ，

楕円形に 近い も の は ， 長辺 が 2 m を越 え る も の ( 1

. 4 . 9 号) と 2 m 以下の も の ( 3 ・ 6 ・ 7 号) が

あ る 。

円形 に近い も の は ， 径1 . 5 m 前後の も の ( 2 ・ 10

・ 11) と 1 m 以下の も の (12号) が あ る 。

不整形の も の は ， 長辺が 4 m を 越 え る 大型の も の

(13 ・ 14号) と そ れ以下の も の ( 5 ・ 8 号) が あ る 。

遺物に 目 を 向 け る と ， 遺物の 出土 し た土坑は 1 ・

2 ・ 3 . 6 . 7 ・ 10 ・ 11 ・ 13 ・ 14号の 9 基で あ る が ，

そ の う ち の 5 基が ， 図化 に 耐 え な い よ う な小破片 し

か出土 し な い土坑 ( 6 号) や 1 ・ 2 点程 し か 出土士

坑 ( 2 ・ 7 • 10 ・ 11号) で あ る 。

ま た遺物の種類では ， そ の 多 く が土師器で あ る 。

特に E 区の土坑か ら は須恵器は出土せず ， 3 号土坑

を 除 け ば ， そ の器種は土師器杯 ・ 碗に限 ら れ る 。

そ の 中 で小型の楕円形 を呈す る 3 号土坑は ， 遺物

の 出土量及び器種 も 豊富で ， 移動式か ま ど や黒色土

器 ， 費 な ど も 出土 し て い る 。 し か も そ れは投棄 さ れ ，

燃や さ れた よ う な 状況で あ っ た 。 想像 を た く ま し く

すれば ， 祭 り 事に伴 う 宴の 後 に ， 使用 し た土師器 を

土坑に投棄 し ， 燃や し た よ う な印象 を 受 け る 。

そ の他比較的 ま と ま っ た遺物が出土 し て い る 土坑

と し て は ， 大型の楕円形 を 呈 す る 1 号土坑が あ る o

そ れは ， 床面 に焼土が あ る 土坑で あ る 。 土師器の焼

成遺構の可能性 も あ る 。 ま た 焼土のみ が残存す る 焼

土遺構 も 土師器焼成遺構の可能性 が あ る 。

ま た そ れ以外に は I 区の大型の不整形の 13 ・ 14号

土坑が あ る 。 両土坑 と も 土師器 ・ 須恵器が出土 し て

お り ， 14号土坑は焼土 を有す。 本来 は い く つ かの土

坑の重複が あ る の か も 知れ な い が ， 不明であ る 。

以上の よ う な 状況で あ り 確実 に土墳墓 と 認定で

第 W 章 別府遺跡の調査の成果

き る も の は存在 し な か っ た 。 ま た仮に土嬢墓 が存在

し た と し て も ， そ の 可能性の あ る も の は 4 号 ・ 6 号

・ 7 号土坑 く ら い で あ る 。 こ れ ら の土坑で は遺物 を

伴わ な い か ， 伴 っ て も ご く 少量で ， 土師器の杯 ・ 碗

の み で あ る 。 距離的 に も 時期的 に も 近い沖松遺跡

(古城1995) の土壌墓 と 比較 し た場合 ， 別府遺跡の

場合は ， 黒色土器が欠損す る 。 こ れは狭川真一氏の

説 (1993狭J I I ) に よ る と ， 別府遺跡は黒色土器 を 有

す る 沖松遺跡 よ り ， 下位の階層 と な る も の で あ ろ う 。

し か し 土坑の存在す る 地域 は ， 1 号土坑や焼土遺

構な ど土師器焼成遺構の可能性 が あ る も の な ど ， 工

房等の存在 を 予想 さ せ る 地域で あ り ， 土嬢墓の存在

の可能性は低い と 考 え ら れ る 。

包含層 か ら の遺物の分布 を 見 て み る と ， 1 区 は遺

物の分布は削平の 関係 も あ り 北東側 に 集 中 す る 。 E

区では ， 包含層 か ら の 出土遺物は位置 を 押 さ え ら れ

な い も の が ほ と ん ど で あ る 。

以上の こ と か ら ， 9 世紀代の遺構の 中 心 は ， 1 区

に お いて は ， 調査区内の東側 か ら 南側 に あ る と 考 え

ら れ る 。 ま た E 区 に お いて は ， 南側 に あ る と 考 え ら

れる 。 さ ら に I 区の調査区外の東側や南側及び 1 . 

E 区間の調査区外の南側の部分 ， 11 区の調査区外の

南側部分に延び る 可能性 が あ る 。

つ ま り こ の 時期の遺構は調査区内の南側か ら さ ら

に調査区外の部分に延びる も の と 考 え ら れ ， そ の 中

で南東部 に建物遺構 が ， 北西部 に 工房等の遺構が存

在 し た こ と が予想 さ れ る 。

そ の他包含層か ら の 遺物の 中 に は ， 陶磁器類や東

播系 のす り 鉢な ど 13世紀頃の鎌倉時代の遺物が認め

ら れ る 。 こ れ ら は ， 11 区西側 K 1 1 グ リ ッ ド 周辺か ら

出土 し て い る 。 検 出 さ れた 遺構 は な い が ， そ の 分布

よ り ， 鎌倉時代の遺構が E 区の調査区外の西側 に存

在す る 可能性が あ る 。
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第 2 節 縄文時代の遺構 と 遺物

第 1 表 中尾遺跡石器観察表
持図 番号 器種 た て (c皿) よ こ (cm) 厚 さ (c皿) 重 さ ( g )  石 材 登録番号

4 1 ナ イ フ 形石器 1. 8 0. 9 0. 3 0. 4 安山岩 85 
4 2 ナ イ フ 形石器 2. 6 1 . 5 1 . 0 3. 0 安山岩 183 
4 3 ナ イ フ 形石器 2. 3 1 . 8 0. 8 2. 8 安山岩 l T 一括
4 4 ナ イ フ 形石器 3. 6 2. 2 0. 9 4. 8 安山岩 241 
4 5 ナ イ フ 形石器 4. 7 2. 0 0. 7 5. 4 安山岩 384 
4 6 台形様石器 2. 8 1. 6 0. 8 2. 2 黒隠石 565 
4 7 台形様石器 3. 7 2. 8 1 . 4 9. 4 チ ャ ー ト 75 B 
4 8 三稜尖頭器 3. 5 1 . 2 1 . 0 4. 2 黒曜石 15 
5 9 三稜尖頭器 2. 9 2. 9 1. 6 8. 8 ? 
5 10 三稜尖頭器 3. 7 1 . 3 1 . 2 5. 6 チ ャ ー ト 229 
5 11 三稜尖頭器 1. 9 1 . 6 1 . 3 3. 4 チ ャ ー ト 133 
5 12 剥 片尖頭器 3. 6 3. 6 1 . 4 13. 0 安山岩 20 
5 13 剥片尖頭器 7. 0 4. 0 1 . 3 38. 4 チ ャ ー ト 16 
6 14 剥片尖頭器 6. 6 2. 9 1 . 2 18. 2 流紋岩 181 
6 15 剥 片尖頭器 10. 9 3. 0 1 . 1 35. 8 安山岩 412 ・ 440
10 1 石鍬 1. 5 2. 0 0. 4 0. 8 チ ャ ー ト 251 
10 2 石鍛 1. 3 1 . 4 0. 5 0. 4 チ ャ ー ト 260 
10 3 石鍛 2. 0 (1 . 5) 0. 4 (0. 8) チ ャ ー ト 325 
10 4 石鍛 2. 2 (1 .  9) 0. 6 (1 .  6) 黒曜石 380 
10 5 石鍛 1. 4 2. 0 0. 3 0 . 6 黒曜石 340 
10 6 石鍛 (1 . 4) (1 .  7) 0. 3 (0. 4) チ ャ ー ト 507 
10 7 石鍛 1 . 8 1 . 9 0. 5 0. 8 チ ャ ー ト

10 8 石鍛 (1 . 4) (1 .  6) 0. 4 (0. 6) チ ャ ー ト 355 
10 9 石鍬 1. 4 1. 4 0. 3 0. 4 チ ャ ー ト 313 
10 10 石鍛 2. 9 (3. 3) 0. 7 (3. 8) 黒曜石 表採
10 11 石鍛 (1.  5)  (2. 0) 0. 5 (1 .  2) 黒曜石 K 3  
10 12 石鍬 (1 .  7) 1 . 9  0. 4 (0 . 8) チ ャ ー ト 729 
10 13 石鍛 (2. 1)  (1 .  3) 0. 5 (0. 8) チ ャ ー ト 336 
10 14 石鍛 2. 2 1 . 8 0. 4 1 . 4 チ ャ ー ト 645 
10 15 石銀 3. 1 1 . 6 0. 3 1 . 4 安山岩 試掘杭 4
10 16 石鍛 2. 8 2. 2 0. 5 1 . 6 黒色硬質頁岩 434 
10 17 異形石器 3. 7 1 . 8 0. 7 3 . 4 チ ャ ー ト 60 
10 18 石匙 2. 5 4. 7 0. 9 7. 0 チ ャ ー ト 2 区 2 層

第 2 表 中尾遺跡縄文式土器観察衰
挿図 番号 色 調 胎 土 焼 成 調 整 登録番号

9 1 淡茶褐色 含砂粒 ・ 角閃石 普通 ナ デ l T P 11 
9 2 褐色 含砂粒多 普通 ナ デ 中尾49
9 3 明茶褐色 合砂粒多 普通 ナ デ 中尾50
9 4 明褐色 含砂粒多 ・ 角閃石 普通 ナ デ 中尾157
9 5 淡褐色 含砂粒多 ・ 金雲母 普通 内 ・ ナ デ 中尾166

9 6 暗褐色 合砂粒多 ・ 黒雲母 普通 内 ・ ナ デ 中尾26
9 7 明褐色 合砂粒多 普通 中尾111
9 8 褐色 含砂粒少 普通 中尾40
9 9 黒褐色 含砂粒多 普通 中尾31
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第 W 章 別府遺跡の調査の成果

石 材
チ ャ ー ト

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

安山岩

砂岩

安山岩

安山岩

安山岩

片岩

片岩

安山岩

安山岩

安山岩

安山岩

安山岩

安山岩

安山岩

安山岩

粘板岩

安山岩

安山岩

片岩

安山岩

粘板岩

珪質頁岩

粘板岩

粘板岩

安山岩

安山岩

安山岩

粘板岩

粘板岩

安山岩

砂岩

チ ャ ー ト

チ ャ ー ト

安山岩

黒曜石

黒摺石
チ ャ ー ト

黒曜石
チ ャ ー ト

安山岩

安山岩

チ ャ ー ト

チ ャ ー ト

安山岩

登録番号

89 
H - I C ， S C  
G - 2 a  
H - l c  ， S H  
H - 1  b 
G - l d  ， 39 
J 2 a ' s x l内No l

か 7
砂 19
か 17

J K L - l lT  3 層

G - 2 b  2 層
G - I B  2 層
E 区 2 層

J K L -l lT N o 8  

G - 2 b  74 

南西部撹乱

F -2 d  3層
F - l b N o 2  
2 層
F - l b 2 
2 層
G - 1  c 35 
E 区 2 層
E 区
G - ? 3 層
N o 34 
G - l c 3 層
F - l d 20 
G -2 a  3 層
N o 25 
H - l b  S I  
N o 44 

G - l a  N o 33 
G - l a  S 5  
F - l b  S 7  
F - 1  d S 1 
G - l a  S 2  

南端部撹乱

N o 83 
N o  15 
N o  13 
N o 28 
F - 2 b  ' 2 d 問ベル ト

H - 1  a S 2  
N o 73 
平板位置有

N o 23 



登録番号
2 層一括
G -2 a  S 2N o 72 
G - 2  b S 7  
E - 1  b S 4  

平板位置有
N 0 22 
N 0 68 
E 区 2 層
S D  2 S 2 

表採

E 区 2 層
I 区 3 層
N 0 50 
N 0 12 
F - 1  b 3 層
H 区 2 層
H 区 2 層
E 区 2 層
G - 2 b  S 679 

8 X 1 南端

H 区 2 層
別府21
8 B 1 ， N o 1 
8 D 1 ，  8 23 

， 8 35 
S D 1 .  8 33 
8 D 1 ，  8 2  
8 D 1 ， 8 47 
8 D 1 ，  N 0 19 

石 材
黒色硬質頁岩
チ ャ ー ト

安山岩

安山岩
チ ャ ー ト

黒隈石
チ ャ ー ト

チ ャ ー ト

チ ャ ー ト

チ ャ ー ト

チ ャ ー ト

チ ャ ー ト

チ ャ ー ト

チ ャ ー ト

黒曜石
安山岩
砂岩

砂岩 ?

砂岩
安山岩

砂岩

粘板岩

粘板岩
安山岩
安山岩

安山岩
チ ャ ー ト

安山岩

安山岩

蛇紋岩

粘板岩

重 さ ( g )
1 . 2 
1 . 2 

(0. 8) 
(0. 8) 
(0. 4) 
(0. 8) 
1 . 4 
0 . 8 
2. 2 
0 . 2 
3. 6 
8. 4 
4. 4 
4. 2 
0. 6 

1 . 110 
100 

1 . 120 
220 
135 

3、 400
(30) 
5 . 8 
1 . 6 
780 
0. 5 
5. 0 
665 
475 
193 

(11 . 8) 
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ト品

/置、

た て (c皿)

2. 5 
(1 .  9) 
2. 2 
2. 6 

(1 .  7) 
( 1 .  8) 
2. 2 
2. 0 
2. 8 
1 . 1 
4. 5 
3 . 6 
2 . 6 
3 . 2 
2. 4 

11 . 5 
6. 6 

1 1 . 8 
8. 9 
6. 1 

(26 . 4) 
(6. 6) 
5 . 4 
2. 7 
9 . 61 
1 . 6  
3. 1 

10. 3 
8. 3 

(8. 2) 
(4. 6) 

縄文時代の遺構 と 遺物

器種
石鍛
石鍛
石鍛
石鍬

石鍛

石鍛
石鍬
石鍛

石鍛
石銭
石匙

石匙

石匙
石錐

異形石器 ?

磨石 ・ 敵石

磨石 ・ 敵石
磨石 ・ 厳石
磨石 ・ 敵石

磨石 ・ 敵石
砥石

不明石製品

不明石製品
謄製石鍛
磨石 ・ 敵石
石鍛
石錐

磨石 ・ 敵石

磨石 ・ 磁石

磨製石斧
線刻磯

軒一
M
回
目
u
m
m
m
n
n
n
1
2
3
4
5
1
2
3
4
5
1
1
2
1
1
1
2
3
4
5
6

第 2 節

開一
M
U
U
M
U
U
M
M
M
M
お
お
お
お
お
お
お
お
お
mm
u
m
m
ぬ
お
口A
M
応
部
白
日



第 N 章 別府遺跡の調査の成果

第 4 表 別府遺跡土器類観察表

挿図 番号 色 調 胎 土 焼成 調整 登録番号 備考
18 1 暗褐色 合砂粒 ・ 角閃石 普通 ナ デ G - 1 d  N o 1  よ り 糸

18 2 褐色 含砂粒 ・ 角閃石 普通 G - 2  b 3層一括 押型文
18 3 茶褐色 合砂粒 多 普通 ナ デ H -2  a P 2  
18 4 茶褐色 合砂粒 多 普通 H 区 2 層
18 5 淡褐色 合砂粒 ・ 小石 普通 G - 1  d 
18 6 淡褐色 合小石 ・ 黒雲母 普通 ミ ガ キ G - 1 d  8 4  
18 7 明褐色 合砂粒 多 普通 H - 1  d 3 層
18 8 暗褐色 合砂粒少 普通 H -1 d 2 層
18 9 褐色 含微砂粒 良好 H 区 2 層
18 10 褐色 合砂粒 多 ・ 角閃石 普通 F -1 b 3 層
18 11  黒褐色 合角閃石 ・ 黒雲母 良 内面 ミ ガ キ H - 1  a P 1 
18 12 淡褐色 合砂粒 普通 ナ デ G - 1 b  N o 2 
18 13 褐色 含砂粒多 ・ 角 閃石 普通 H - 1  a 2 層 孔列文
18 14 黒褐色 合砂粒多 普通 F 1 b ' G 1 c ベル ト
18 15 褐色 含砂粒 多 普通 G - 1 a  N o  1 
18 16 褐色 合砂粒少 ・ 角 閃石 普通 G - 1 b N o 3 
18 17 茶褐 色合砂粒 多 ・ 角閃石 普通 G - 1 a  N o  3 
18 18 茶褐 色合砂粒 多 ・ 角 閃石 普通 G -1 b P 4 
18 19 明褐色 含砂粒 多 ・ 角閃石 普通 G 1 b ' H 1 a ベル ト
18 20 褐色 合砂粒 普通 E 区 2 層
18 21 褐色 含砂粒 普通 G -1 d 
31 1 黒褐色 含砂粒 多 普通 G -1 2 層
31 2 黄褐色 合砂粒 多 ・ 角閃石 普通 E 区 2 層
31 3 褐色 合砂粒 多 不良 G - 1 c  N o  1 
31 4 茶褐色 含砂粒多 普通 G - 1  b 2 層
31 5 淡褐色 含黒雲母 ・ 長石 普通 G -2 b 
31 6 灰褐色 合砂粒 多 ・ 金雲母 普通 H 田 1 a . P 4 
31 7 茶褐色 合砂粒 多 普通 G - 1 b ' l d  

捕図 番号 器種 口径 (cm) 器高(cm) 底径(cm) 色調 胎土 焼成 調整 登録番号
34 杯 13. 5 5. 6 6. 9 淡黄褐色 砂粒少 良 ナ デ E 区 S B01 ' No 3

34 2 杯 (12. 6) 4. 5 (6. 2) 黄燈色 砂粒 多 や や 良 ナ デ " ' No 7 

34 3 杯、 13. 0 4. 2 6. 4 明黄積色 砂粒 多 やや良 ナ デ " . No 2 

34 4 胴部径 (10. 8) 暗褐色 砂粒 多 やや良 ナ デ

34 5 碗 7. 1 灰青色 砂粒 ? 良 ナ デ

34 6 碗 7. 1 灰青色 砂粒 ? 良 ナ デ

34 7 皿 20. 0 1 . 7 18. 2 灰青色 砂粒 ? 良 ナ デ
37 碗 ? (15. 9) 淡褐色 砂粒 多 普通 ナ デ E 区 S K 9 N oaJ 
37 2 碗 ? (15. 8) 黄褐色 砂粒 多 普通 ナ デ E 区 S K9N o23 
37 3 主干 12. 9 黄褐色 砂粒 多 普通 ナ デ E 区 S K 9 N 0 7 
37 4 碗 ? 14. 8 黄燈色 砂粒 多 普通 ナ デ E 区 S K9No 24十4
37 5 碗 ? (14. 8) 淡褐色 砂粒 多 普通 ナ デ E 区 S K9No 17 ・22

37 6 杯 (12. 4) 3. 9 (6. 0) 黄褐色 砂粒 多 普通 ナ デ E 区 S K 9 N o 1 
37 7 杯 (12. 9) 5. 6 (6. 4) 白褐色 砂粒 多 不良 ナ デ E 区 S K 9 
37 8 碗 (7. 2) 黄褐色 砂粒 多 普通 ナ デ E 区 8 K9N o 21 
37 9 碗 7. 1 黄褐色 砂粒 多 普通 ナ デ H 区 S K9N o 24 
38 1 碗 (15. 3) (5. 4) 淡褐色 微砂粒 普通 ナ デ H 区 S K 10 N o 2
40 勾: 12. 0 4. 2 7. 1 黄褐色 砂粒 やや良 ナ デ H 区 S KllNo  176 

40 2 勾: (12. 3) 4. 3 6. 5 燈色 砂粒少 良 ナ デ E 区 S K ll N o 17
40 3 珂: 12. 6 4. 6 6. 5 黄積色 砂粒少 や や良 ナ デ E 区 SKl lNo 12・22

40 4 杯 (12. 6) 4. 7 6. 5 淡黄燈色 砂粒少 やや良 ナ デ E 区 SKl lNo4 ・ 140
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登録番号
E 区 SK11No 96 ・ 135

E 区 SK l l N o 19 

E 区 SKllNo 81 ・ 89

E 区 SKlINo 12H臼

E 区 SK 11 N 0 68-102 

E 区 S K ll N o  171 

E 区 S瓦 l l N o 76 

E 区 SK l l N o 10

E 区 SK l l N o 172 

E 区 SK l lNo 175 

E 区 SK l l N o 8 

E 区 SKlINo 2J o 1白

黒色土器

E 区 SK ll N o 128 

整一
デ

デ

デ

デ

デ

デ

デ

デ

デ

デ

デ

デ

調一
ナ

ナ

ナ

ナ

ナ

ナ

ナ

ナ

ナ

ナ

ナ

ナ

焼成

良
やや不良
良
やや良
やや良
やや良
やや良
やや良
やや良
やや良
やや良
良

胎土

砂粒 多

砂粒多

砂粒少

砂粒多

砂粒 多

砂粒多

砂粒 多

砂粒少

砂粒多

砂粒少

砂粒少

砂粒多

n IR SK l l N o  166 

黒色土器

E 区 SK ll N o 67

黒色土器

E 区 SK ll N o 54

黒色土器

E 区 SKlINo 78 - 1舗

E 区 SK l l N o l68

ナ デやや良砂粒多

ナ デやや良砂粒少

dアナやや良砂粒多

ハ ケ メ

外ハ ケ メ ・

内 ケ ズ リ

外ハケ メ 後一部

ナデ ・ 内 ケ ズ リ

外ハ ケ メ ・

内 ケ ズ リ

ハ ケ メ 後}部

ナデ ・ 内ケズ リ

外ハ ケ メ ・

内 ケ ズ リ

ハ ケ メ ・ ケ ズ リ n IR sKll N o 36

ナ デ E 区 S K 6
ナ デ E 区 S K 6
ナ デ H 区 S K 6
ナ デ E 区 S K l
ナ デ S X 1 ， N o 56 
ナ デ S X 1 ， N o 8 
ナ デ S X 2 ， N o 37 
ナ デ S X 2 ， N o  1 
ナ デ S X 2 ， N o  9 
ナ デ S X 2 
ナ デ S X 2 ， N o  107 
ナ デ S X 2 ， N o 111  
ナデ S X 2 ， N o 113 
ナ デ S X 2 ， N o  3 

S X 2 
E 区焼土 A

E 区 P 1 T 13 

ナ デやや良

やや良
不良

砂粒少

砂粒

砂粒

色調

淡黄褐色

白褐色

積色

淡茶褐色

淡茶褐色

赤櫨色

淡赤燈色

淡黄燈色

淡貧燈色

淡黄櫨色

横色

外淡櫨色

内黒色

外茶褐色

内灰褐色

外白燈色

内黒色

外明褐色

内黒色

外淡褐色

内黒色

茶褐色

褐色

底径(佃)

7. 5 
7. 1 

(6. 0) 
7. 9 
6. 9 
6. 5 
6. 8 
6. 0 
6. 9 
7. 3 
8. 0 
6. 7 

器高(cm)

5. 1 
4. 8 
4. 6 
5. 1 
4. 7 
5 . 2 
5. 2 
4. 4 
4. 2 
4. 8 
5. 1 
5. 5 

縄文時代の遺構 と 遺物

口径(佃)

12. 8 
13. 1 

(13. 3) 
13. 4 
13. 9 
14. 2 
13. 9 
14. 2 
13. 8 
13. 2 
14. 6 
15. 1 

種一器一
杯

杯

杯

杯

杯

杯

杯

杯

杯

杯

杯

碗

号一

0
1
2
3
4
5
6

番一
5
6
7
8
9
1
1
1
1
1
1
1
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掃図
40 
40 
40 
40 
40 
40 
40 
40 
40 
40 
40 
40 

7. 1 6. 1 15. 8 碗17 40 

8. 0 6. 0 16. 3 碗18 40 

(6. 6) 碗19 40 

5. 7 2. 8 

11 . 4 
9. 9 

15. 5 

(16. 9) 
(13. 8) 

皿

費

費

20 

21 
22 

40 

40 
40 

E 区 SKlINo お'165良砂粒 多褐色26. 6 27. 6 童話23 40 

ll IR SK 1 1 N o 40 やや良砂粒多淡褐色29. 8 費24 41 

H 区 SK l l N o l48良外砂粒 多褐色26. 4 27. 3 蜜25 41 

H 区 SK ll N o 94

E 区 2 層

E 区 2 層

E 区 2 層

司ア
J7
4ア
司
ア
Jア
司ア
司ア

ナ
ナ
ナ
ナ
ナ
ナ
ナ

良好

良
良
良

好
通
通
通
過
好
良
通
通
通
過
通
過
好
通
通
通
通
通
好
や
や
や

良
普
普
普
普
良
不
普
普
普
普
普
普
良
普
普
普
普
普
良
や
や
や

砂粒多

砂粒

砂粒多

砂粒

砂粒多

砂粒多

砂粒多

砂粒少

砂粒 多

砂粒 多

砂粒多

砂粒 多

砂粒 多

砂粒多

微砂粒

砂粒多

砂粒

砂粒

砂粒

砂粒

砂粒

微砂粒 多

微砂粒

砂粒 ?

褐色

黄褐色

淡灰色

黄梅色

黄褐色

淡褐色

灰色

淡灰色

白褐色

明貧褐色

赤褐色

茶褐色

明褐色

暗灰褐色

灰色

灰褐色

灰褐色

黄櫨色

燈色

白檀色

櫨色

褐色

茶褐色

黄櫨色
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6. 8 
7. 0 

(8. 4) 
. (3. 3) 

(7. 7) 
(7. 8) 
(7. 8) 
6. 5 
8. 5 

6. 7 
6. 7 

5. 0 
5. 2 
7. 3 

4. 7 
4. 2 
4. 5 
4. 3 
5. 8 

3. 1 
1 . 1 
4. 6 
4. 8 

38. 5 

38. 0 
13. 9 
13. 2 

(14. 2) 

(12. 3) 
(13. 8) 
(12. 6) 
13. 0 
13. 7 

(17. 0) 
1 1 . 4 
13. 3 
12. 2 

8. 0 
6. 0 
7. 5 
7. 3 
5. 9 
4. 8 
5. 2 

4. 3 
6. 7 

(3. 0) 
3. 2 
3. 9 

(12. 8) 
(13. 8) 

(9. 6) 
(10. 4) 
(10. 8) 

費

竃

杯

杯

碗

杯

碗

碗

杯

杯

碗

縄斌土器

蓋

蓋

碗

碗

繊結城
碗

杯

碗

碗

杯、
杯

杯

26 

幻

1
2
3
1
1
2
1
2
3
4
5
6
7
8
9
1
2
3
4
1
2
3

41 

aaτ

aaτ

aaτ

n
o

。
。

。
。

AMU

A
百

円
ヨ

nwd

n
v

nwu

n
習

の切M

A
M

A
u

n
U

A
U

A
U

0
4

0
4

n
L

aaτ

aιT

a
-

aιT

aa胃

aaτ

tA曹

aaτ

aaT

daτ

a-

aaT

aaT

daτ

aaτ

aaz

FD

FD

Fa

ra

pa

ra

ra



別府遺跡の調査の成果

登録番号

H 区 2 層

I 区 2 層

I 区G 2 a ' P7
H 区 2層

I 区 2 層

E 区 2 層

I 区G1 d ' P 2
H 区 2 層

整一
デ
デ
デ
デ
デ
デ
デ
デ

調一
ナ
ナ
ナ
ナ
ナ
ナ
ナ
ナ

第 W 章

焼成
や や 良
やや良
やや良
やや良
や や良
やや良
良
やや良

胎土
微砂粒 多

砂粒 ?

砂粒 多

砂粒 多

砂粒 ?

砂粒少

砂粒 多

砂粒少

I 区 2 層

H 区 2 層

E 区 J ll d - l T . P l

E 区T - 11 d 
E 区 J K LllTlIî!車器

I 区 F 1 d P4 
E 区 2 層

I 区 H 2 c 4層須恵器

I 区G l a 2層 ・須恵器

I 区 F2 a N o 4須恵器

I 区 Fl d N o 4須恵器

H 区 2 層須恵器
E 区 2 層須恵器

J7

 

みJhみ失明嗣

〕ア
日ア
ザア
司ア
可ア
リ1
Jア
dア
可ア
dア
dア
日ア
吋ア

ナ
ナ
ナ
ナ
ナ
ル
ナ
ナ
ナ
ナ
ナ
ナ
ナ

や や 良
やや良
やや 良
や や 良
や や 良
やや良
やや良
や や 良
やや良
やや良
や や良
や や良
や や良

砂粒 ?

砂粒 多

砂粒 多

砂粒 多

砂粒 多

砂粒 ?

砂粒 多

砂粒 多

砂粒 多

砂粒少

砂粒

砂粒 多

砂粒 多

H 区 2 層

E 区 H l b 須恵器

I 区 G2 a - p 5須恵器

日アナ忠久ズ
デ
デ

ケ
ナ
ナ

不良
やや良
や や 良

微砂粒 多

砂粒 多

砂粒多

I 区G2 a ' p 2須恵器

I 区F2 b N 0 2須恵器

E 区2層 ・ 須恵器

-ア
-ア
-ア

ナ
ナ
ナ

やや良
やや良
やや良

微砂粒 多

砂粒 多

砂粒 多

地区外土器溜

. �頁恵器
y ・ 須恵器
" . 須恵器
P ・ 須恵器
ア - 須恵器
p ・ 須恵器
ヌ ・ 須恵器
y ・ 須恵器
， . 須恵器
y ・ 須恵器

ナ デ
ナ デ
ナ デ
ナ デ
ナ デ
ナ デ
ナ デ
ケ ズ リ ・ ナ デ
ナ デ
ナ デ ・ タ タ キ
ナ デ ・ タ タ キ
ナ デ
ナ デ
ナ デ
ナ デ
ナ デ
ナ デ ・ タ タ キ

やや良
やや良
や や良
やや良
や や良
不良
やや良
やや良
やや良
や や良
やや良
や や良
やや良
やや良
やや良
や や良

良

砂粒 多

砂粒 多

砂粒少

砂粒多

砂粒少

微砂粒 多

微砂粒 多

砂粒 多

砂粒少

砂粒少

砂粒 多

砂粒少

砂粒少

砂粒 多

砂粒 多

砂粒少

砂粒少

色調
黄燈色

褐色

褐 白 色

黄梅色

黄椴色

黄櫨色

淡褐色

淡褐色

内黒

褐色

燈色

黄燈色

淡褐色

灰色

黄燈色

茶褐色

灰褐色

暗灰色

淡灰褐色

淡褐色

濃灰色

外濃灰色

内褐色

黄燈色

灰褐色

外淡灰色

内灰色

灰褐色

暗灰色

外機灰色

内灰褐色

黄緩色

黄燈色

淡褐色

淡褐色

淡褐色

淡白色

明茶褐色

灰褐色

灰色

灰白色

濃白色

灰色

灰褐色

濃灰色

濃灰色

濃灰色

暗灰色

底径 (cm)

6. 1 
4. 6 
7. 4 
7. 6 
6. 0 
7. 2 

器高(cm)

3. 9 
4. 3 
4. 8 
4. 8 
4. 6 
5. 8 
(5. 9+) 
5. 6 

口 径(cm)

(10. 9) 
(11 . 0) 
12. 4 
12. 4 
(14. 2) 
14. 2 
(14. 6) 
(15. 0) 

雄一
町内

杯

杯

杯

杯

杯

碗

碗

計一
4
5
6
7
8
9
m
u

開一
位
白
白
白
白
白
臼
臼 (7. 6) 

10. 6 
10. 4  
(15. 2) 

7. 1 5. 8 
1 . 7 
(12. 9) 
(8. 1) 
(8. 5) 
11 . 6 

2. 3 
4. 7 
(1 . 5) 
1 . 8 
1 . 8 
2. 2 

10. 1 
(16. 2) 
(26. 2) 
(30 . 0) 
(22 . 4) 
14. 2 

13. 1 
(15 . 0) 
(14. 4) 
13. 5 
13. 1 
(16. 2) 

鉢

蓋

費

鉢

蜜

蓋

護

皿

皿

皿

皿

qL

qo

aaT

CO

CO

弓，・

oo

nMd

AU

唱i

η'u

qo

aaT

'i

14

唱i

-i

'i

1晶

1A

唱i

n4

9“

n4

04

n4

nru

n4

nL

nL

n4

nJU

nd

n4

nL
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発 行 年 月 日 1 9 9 7 年 3 月 3 1 日

所収遺跡名 所在地
コ ー ド

調査期間 調査面積 調査原因
市町村 : 遺跡番号

堂園遺跡 球磨郡須恵村堂園 435082 : 82-5-7 199010 2 ， 400 m' 農業関連
- 199102 

中 尾遺跡 ・ 別 球磨郡須恵村 中 尾 435082 : 82-4- 12 199104 8 ， OOO m' 農業関連
府遺跡 別府 : 82-5-5 -199203 

主 な 時代 主 な 遺構 主な遺物 特 記 事 項

堂園遺跡 押型文 ，
縄文時代早期 集石 1 基 中原式 ・ 石清水式 ・ 塞 ノ 神式 集落構成の 資料

中 後晩期
古墳時代前期 竪穴式住居跡 1 基 土師器 古代豪族関係の墓
平安時代 中 期 木蓋土墳墓 1 基 緑軸陶器 ・ 越州窯青磁 ・ 土師器

中 尾遺跡 ・
別府遺跡

先土器時代 ナ イ フ 形石器 ・ 台形様石器他
縄文時代早期 集石 4 基 中原式 ・ 沈 目 式

後期晩期 南福寺式 ・ 刻 目 突帯文 ・ 孔列文
弥生時代 弥生式土器 ・ 線刻醸
平安時代 掘立柱建物跡 1 基 土師器 ・ 須恵器

竪穴式住居跡 1 基
土坑14基

鎌倉時代 青磁 ・ 東播系陶器
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写 真 図 版



図版 1① 中尾遺跡 1 号集石検出状況 ② 中尾遺跡 2 号集石
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図版 2 中尾遺跡先土器時代の遺物
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図版 3 中尾遺跡先土器時代の遺物
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図版 4 中尾遺跡石鍛等
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図版 5① 中尾遺跡縄文式土器 ② 別府遺跡遠景



図版 6① 別府遺跡 1 号集石 ② 別府遺跡 1 号竪穴式住居跡



図版 7① 別府遺跡 1 号蝿建柱建物跡 ② 別府遺跡 1 号土坑



図版 8① 別府遺跡 3 ・ 4 号土坑 ② 別府遺跡 3 号土坑



図版 9① 別府遺跡1 3号土坑 ② 別府遺跡1 4号土坑



図版1 0① 別府遺跡溝遺構 ② 調査区外土坑



図版1 1 別府遺跡先土器時代の遺物
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図版1 2 別府遺跡石鎌
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図版1 3 別府遺跡石匙等
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② 
図版14① 不明石製品 ( 1 � 2 ) ・ 磨製石鍛 ( 3 ) 線刻磯 ( 4 ) 
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② 別府遺跡縄文式土器



① 別府遺跡 1 号竪穴式住居跡出土遺物

① 別府遺跡 1 号土坑出土遺物 ( 1 � 8 ) ， 2 号 ・ 3 号土坑出土遺物図版1 5 別府遺跡出土遺物



図版16 別府遺跡 3 号土坑出土遺物



図版1 7 別府遺跡 3 号土坑出土遺物
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7 号土坑

1 3号土坑

図版1 8 別府遺跡 7 ・ 1 3 ・ 1 4号土坑、 1 3号ピッ ト等出土遺物
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図版1 9 調査区外土坑出土遺物 (参考資料)
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 この電子書籍は、熊本県文化財調査報告第 159集を底本として作成しました。

閲覧を目的としていますので、精確な図版などが必要な場合には底本から引用

してください。 

 底本は、熊本県内の市町村教育委員会と図書館、都道府県の教育委員会と図

書館、考古学を教える大学、国立国会図書館などにあります。所蔵状況や利用

方法は、直接、各施設にお問い合わせください。 
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